
第

１
章　

10
万
人
都
市
と
し
て
新
た
に
誕
生
し
た
本
市

は
、
整
然
と
し
た
街
な
み
と
自
然
が
調
和
し
た

快
適
な
生
活
空
間
を
備
え
た
魅
力
あ
る
ま
ち
づ

く
り
を
進
め
て
い
る
。
そ
の
間
、
人
口
は
増
加

傾
向
に
あ
る
も
の
の
少
子
高
齢
化
は
着
実
に
進

行
し
て
お
り
、
ま
た
、
国
際
化
や
高
度
情
報
化

社
会
の
進
展
、
核
家
族
化
の
進
行
や
地
方
分
権

社
会
の
進
展
な
ど
、
本
市
を
取
り
巻
く
状
況
は

大
き
く
変
化
し
た
。

本
市
で
は
合
併
の
メ
リ
ッ
ト
を
最
大
限
活
か

す
べ
く
、
新
市
の
一
体
性
の
確
保
と
均
衡
あ
る

発
展
を
目
指
し
て
、
市
民
と
と
も
に
ま
ち
づ
く

り
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
平
成
20
（
２
０
０
８
）

年
に
「
ふ
じ
み
野
市
総
合
振
興
計
画
」
を
策
定

し
、「
自
信
と
誇
り 

そ
し
て
愛
着
の
あ
る
ま
ち 

ふ
じ
み
野
」
の
実
現
を
掲
げ
た
。

わ
が
国
に
お
い
て
は
、
地
方
分
権
の
推
進
に

よ
り
国
か
ら
の
権
限
移
譲
が
進
ん
だ
こ
と
で
、

自
治
体
に
よ
る
自
己
決
定
の
重
要
性
と
自
己
責

任
の
度
合
い
が
高
ま
っ
た
。
平
成
12
（
２
０
０

０
）
年
の
地
方
分
権
一
括
法
の
施
行
に
よ
り
、

地
域
の
実
情
に
合
っ
た
自
治
の
推
進
が
求
め
ら

れ
、
自
治
体
に
よ
る
自
治
基
本
条
例
の
制
定
が

進
ん
だ
。
本
市
で
は
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年

６
月
に
同
条
例
を
施
行
し
た
。

ま
た
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
5
月
の

地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
市
町
村
に
対
す

る
基
本
構
想
の
策
定
義
務
付
け
規
定
が
廃
止
さ

れ
た
。
し
か
し
、
本
市
で
は
長
期
的
な
展
望

に
基
づ
い
た
将
来
目
標
を
市
民
に
伝
え
る
と
と

も
に
、
市
政
を
総
合
的
、
計
画
的
に
運
営
す
る

た
め
に
、
基
本
構
想
を
含
め
た
総
合
計
画
の
策

定
を
継
続
し
て
行
っ
て
い
る
。
平
成
30
（
２
０

１
８
）
年
に
「
ふ
じ
み
野
市
将
来
構
想 from

 
2018 to 2030 

前
期
基
本
計
画
」、
令
和
6
（
２

０
２
４
）
年
に
は
後
期
基
本
計
画
を
策
定
、
ま

ち
の
将
来
像
と
し
て
「
人
が
つ
な
が
る 

豊
か
で

住
み
続
け
た
い
ま
ち 

ふ
じ
み
野
」
を
掲
げ
、
本

市
の
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
た
め

の
基
本
的
な
指
針
と
し
た
。

こ
の
間
、
市
民
生
活
に
大
き
な
影
響
を
与
え

た
も
の
と
し
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
が
挙
げ
ら
れ
る
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年

１
月
に
日
本
で
も
確
認
さ
れ
た
こ
の
感
染
症

は
、
国
内
の
み
な
ら
ず
全
世
界
の
人
々
の
生
活

に
影
響
を
与
え
、
日
常
生
活
、
社
会
経
済
の
あ

り
方
、
働
き
方
や
暮
ら
し
方
に
変
化
を
も
た
ら

す
な
ど
、
多
方
面
に
波
及
す
る
こ
と
と
な
り
、

本
市
に
お
い
て
も
新
し
い
生
活
様
式
を
見
据
え

た
さ
ま
ざ
ま
な
施
策
の
検
討
、
実
施
が
必
要
と

な
っ
た
。

か
わ
る
暮
ら
し
、

つ
な
が
る
地
域



■
■ 

ふ
じ
み
野
市
総
合
振
興
計
画
　

市
町
村
行
政
の
骨
格
と
な
る
計
画
は
、
自
治
体
が
定

め
る
総
合
計
画
と
し
て
示
さ
れ
、
そ
の
中
で
、
ま
ち
づ

く
り
の
設
計
図
と
な
る
基
本
構
想
・
基
本
計
画
が
策
定

さ
れ
る
。
新
市
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
ふ
じ
み
野
市
の

未
来
を
描
く
デ
ザ
イ
ン
が
、
市
の
誕
生
に
合
わ
せ
て
策

定
さ
れ
た
。

策
定
の
背
景　
総
合
振
興
計
画
は
今
後
の
ま
ち
づ
く

り
の
最
も
上
位
に
位
置
付
け
ら
れ
る
重
要
な
計
画
で
あ

る
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
合
併
以
前
の
旧
市
町
の
計

画
や
「
上
福
岡
市
・
大
井
町
法
定
合
併
協
議
会
」
が
策

定
し
た
新
市
建
設
計
画
を
踏
ま
え
、
市
民
意
識
調
査
や

地
区
別
・
分
野
別
懇
談
会
、
市
民
意
見
募
集
な
ど
を
実

施
、
さ
ら
に
知
識
経
験
を
有
す
る
者
や
市
民
な
ど
で
構

成
さ
れ
た
審
議
会
で
の
審
議
な
ど
、
市
民
の
意
見
を
取

り
入
れ
な
が
ら
策
定
作
業
を
進
め
て
き
た
。
こ
う
し
て

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
9
月
の
定
例
市
議
会
で
ふ
じ

み
野
市
総
合
振
興
計
画
「
基
本
構
想
」
が
可
決
さ
れ
た
。

構
成
内
容　
こ
の
計
画
は
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
理

念
や
市
の
将
来
像
を
示
す
「
基
本
構
想
」（
平
成
20
～

29
年
度
）、
基
本
構
想
に
基
づ
い
た
基
本
方
針
を
示
す

「
基
本
計
画
」（
前
後
期
計
画
各
5
年
）、
基
本
計
画
で

定
め
ら
れ
た
施
策
を
展
開
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業

を
定
め
る
と
と
も
に
、
予
算
編
成
の
指

針
と
な
る
「
3
か
年
実
施
計
画
」
で
構

成
さ
れ
る
。　
　
　

【
基
本
理
念
】�「
協
働
と
融
和
」「
安
心
と

愛
着
」「
環
境
と
活
力
」

【
将
来
像
】�「
自
信
と
誇
り 

そ
し
て
愛
着

の
あ
る
ま
ち 

ふ
じ
み
野
」

以
上
の
理
念
の
も
と
、
将
来
像
の
達

成
の
た
め
に
今
後
10
年
間
で
次
の
10
の

視
点
に
基
づ
い
て
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
。

①
行
財
政
改
革
の
推
進
、
②
都
市
の

安
全
の
確
保
、
③
安
心
子
育
て
支
援

策
の
充
実
、
④
健
康
増
進
・
福
祉
・

地
域
医
療
体
制
の
充
実
、
⑤
魅
力
あ
る
居
住
空
間
の

整
備
、
⑥
人
権
尊
重
意
識
の
高
揚
、
⑦
学
校
、
家
庭
、

地
域
の
教
育
力
の
向
上
・
養
成
、
⑧
シ
ニ
ア
社
会
へ

の
対
応
、
⑨
自
然
環
境
と
の
共
生
、
⑩
地
域
経
済
の

再
生
と
活
性
化

【�

施
策
の
大
綱
】
将
来
像
を
実
現
す
る
た
め
に
市
と
し

て
行
う
各
種
施
策
の
指
針
を
示
す
も
の
。
基
本
計
画

に
お
い
て
次
の
6
つ
の
体
系
の
中
で
取
り
組
む
。

①�

ス
リ
ム
で
効
率
的
な
協
働
の
ま
ち
づ
く
り

②�

健
や
か
に
暮
ら
せ
る
健
康
・
福
祉
の
ま
ち
づ
く
り

③�

夢
の
あ
る
心
豊
か
な
学
び
の
ま
ち
づ
く
り

④�

安
心
し
て
暮
ら

せ
る
ふ
れ
あ

い
・
連
携
の
ま

ち
づ
く
り

⑤�

環
境
と
共
生
す

る
活
力
あ
ふ
れ

る
ま
ち
づ
く
り

⑥�

個
性
輝
く
快
適

で
魅
力
あ
る
ま

ち
づ
く
り

【
将
来
人
口
】
平
成

第
１
節　
新
し
い
市
の
デ
ザ
イ
ン

図1-1　総合振興計画（基本構想）策定までの流れ

上福岡市第３次総合振興計画

まちづくりに関する市民意
見募集【平成18年２月】

基本構想（原案）の公表・
意見募集
【平成18 年９月〜10月】

市民意識調査
【平成 18 年２月】

地区別・分野別市民
懇談会の開催（13回）
【平成 18 年 10月】

第４次大井町総合計画

新市建設計画

議会での議決
【平成19年９月】

庁内策定組織による検討・原案の策定

庁内策定組織による検討

庁内策定組織による原案の修正・成案の決定

総合振興計画審議会による審議・答申
【平成18 年12月〜19 年 6月】

総合振興計画策定のための市民懇談会
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29
（
２
０
１
７
）
年
に
お
け
る
将
来
人
口
を
12
万
人

と
す
る
。

後
期
基
本
計
画　
本
市
は
、
計
画
策
定
か
ら
５
年
を

経
た
平
成
24
（
２
０
１
４
）
年
度
を
も
っ
て
前
期
基
本

計
画
が
終
了
す
る
こ
と
か
ら
、
基
本
構
想
、
前
期
基
本

計
画
の
理
念
や
目
標
を
継
承
・
発
展
さ
せ
つ
つ
新
た
な

視
点
と
発
想
を
加
え
た
後
期
基
本
計
画
を
策
定
し
た
。

そ
の
内
容
は
、
こ
の
間
の
社
会
経
済
の
変
化
や
少
子

高
齢
化
、
人
口
減
少
の
加
速
、
地
球
環
境
保
全
に
対
す

る
意
識
の
高
ま
り
、
価
値
観
の
多
様
化
、
そ
し
て
平
成

23
（
２
０
１
１
）
年
3
月
の
東
日
本
大
震
災
を
契
機
と

し
た
危
機
管
理
へ
の
要
請
の
高
ま
り
な
ど
を
踏
ま
え
た

も
の
で
あ
っ
た
。

後
期
基
本
計
画
は
、
今
後
５
年
間
の

ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
と
目
指
す
目
標

を
明
ら
か
に
す
る
も
の
で
、
将
来
像
を

実
現
す
る
た
め
に
、
参
画
と
協
働
、
そ

し
て
経
営
的
視
点
を
取
り
入
れ
た
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
る
と
し
た
。

■
■ 

行
財
政
改
革
の
変
遷

行
財
政
改
革
大
綱
（
平
成
18
年
度
～

平
成
27
年
度
）　

本
市
は
旧
市
町
の
特

性
を
活
か
し
な
が
ら
、
共
通
す
る
行
財

政
課
題
を
一
体
的
に
解
消
し
、
効
率

的
・
効
果
的
な
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
と

市
民
ニ
ー
ズ
に
合
致
し
た
行
政
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
図
る
た
め
、
合
併
の
道
を

選
択
し
た
。

そ
の
実
現
に
は
「
社
会
資
源
の
充
実

に
よ
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
」
と
「
健

全
な
行
財
政
運
営
の
確
立
で
小
さ
な
自

治
体
を
作
り
な
が
ら
住
民
ニ
ー
ズ
に
応

え
る
」
と
い
う
、
困
難
な
課
題
の
解
決
が
求
め
ら
れ
、

新
し
い
時
代
と
課
題
に
対
応
で
き
る
行
財
政
改
革
を
強

力
に
推
進
し
て
い
く
必
要
が
あ
っ
た
。
そ
の
理
念
と
方

針
を
定
め
た
計
画
が
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
３
月

に
策
定
し
た
「
ふ
じ
み
野
市
行
財
政
改
革
大
綱
」
で
あ

る
。

図1-2　総合振興計画の体系と期間

基本構想

基本計画

平成29年度目標

実施計画

予算

（3か年計画、毎年度見直し）

●基本構想
ふじみ野市の理念、将来像、施策の
大綱等を定めたものです。

●基本計画
将来像を実現するための施策及び
基本目標等を定めたものです。

●実施計画
基本計画で定めた施策と基本目標
等の具体的内容を定めたものです。

前期
平成20年度～24年度

後期
平成25年度～29年度

平成
20年度

年度

計画

平成
21年度

平成
22年度

平成
23年度

平成
24年度

平成
25年度

平成
26年度

平成
27年度

平成
28年度

平成
29年度

●基本構想
●基本計画
●実施計画

10年

5年 5年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

3年

■総合振興計画の体系

■計画の期間
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【
基
本
理
念
】
多
様
な
行
政
需
要
に
的
確
に
対
応
し
、

本
市
の
目
指
す
べ
き
将
来
像
の
実
現
の
た
め
、
市
民

活
動
の
活
性
化
、
職
員
の
創
意
あ
る
行
政
事
務
改
善

へ
の
継
続
的
な
取
り
組
み
を
通
じ
て
、
こ
の
行
政
改

革
が
本
市
の
持
続
的
な
発
展
の
基
礎
と
な
る
も
の
と

捉
え
、
そ
の
基
本
理
念
を
「
良
質
な
生
活
空
間
づ
く

り
と
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
ま
ち
」
と
定
め
た
。

【
基
本
方
針
】
基
本
理
念
に
基
づ
き
、
次
の
基
本
方
針

に
よ
り
、
行
財
政
改
革
に
取
り
組
む
。

①�

自
主
的
・
自
律
的
な
地
域
経
営
へ
の
転
換

②�

行
財
政
運
営
の
持
続
性
と
小
さ
な
自
治
体
の
確
立

③�

職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
の
開
発

④�

市
民
の
ま
ち
づ
く
り
意
識
の
醸
成

【
主
要
施
策
】
行
財
政
改
革
の
主
要
施
策
を
次
の
８
項

目
に
設
定
す
る
。

①�

市
民
ニ
ー
ズ
に
柔
軟
に
対
応
す
る
事
務
事
業
な
ど

の
見
直
し

②�

さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
の
民
間
活

力
の
導
入

③�

簡
素
で
機
能
的
な
組
織
・
機
構
の
確
立

④�

定
員
管
理
及
び
給
与
の
適
正
化

⑤�

職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
開
発

⑥�

行
政
の
情
報
化
な
ど
に
よ
る
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
⑦�

新
し
い
ま
ち
づ
く
り
シ
ス
テ
ム
の
確
立

⑧�

財
政
の
適
切
か
つ
健
全
な
運
営

行
財
政
改
革
推
進
５
か
年
計
画　
本
市
は
こ
の
大
綱

と
合
わ
せ
、
集
中
改
革
プ
ラ
ン
（
平
成
18
年
度
～
22
年

度
）
と
し
て
、「
行
財
政
改
革
推
進
5
か
年
計
画
」
を

作
成
し
た
。
行
財
政
改
革
大
綱
で
掲
げ
た
８
つ
の
主
要

施
策
の
も
と
、
特
に
重
点
的
に
取
り
組
む
べ
き
改
革
項

目
の
具
体
的
な
内
容
や
取
り
組
み
年
度
、
数
値
目
標
を

定
め
て
い
る
。
毎
年
度
進
捗
状
況
を
点
検
・
確
認
し
て

計
画
の
見
直
し
を
行
う
と
と
も
に
、
そ
の
実
施
状
況
や

結
果
を
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
公
表
す
る
こ

と
と
し
た
。

ふ
じ
み
野
市
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン　
平
成
23
（
２

０
１
１
）
年
４
月
に
は
、
前
記
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
に

代
わ
る
計
画
と
し
て
、「
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン
（
平

成
23
年
度
～
27
年
度
）」
を
策
定
し
た
。

策
定
の
背
景
に
は
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
の
米

国
金
融
危
機
に
端
を
発
し
た
世
界
同
時
不
況
に
よ
る
経

済
へ
の
影
響
に
よ
り
、
完
全
失
業
率
や
有
効
求
人
倍
率

が
過
去
最
悪
の
水
準
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
、
ま
た
、

生
産
年
齢
人
口
の
平
均
年
齢
が
全
国
屈
指
の
若
い
県
で

あ
る
埼
玉
県
は
、
ま
も
な
く
人
口
減
少
に
転
じ
た
の
ち

全
国
一
の
ス
ピ
ー
ド
で
高
齢
化
が
進
行
す
る
と
予
測
さ

れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
税
収
の
減
少
と
福
祉
・
医
療
関

係
経
費
の
大
幅
な
増
加
が
避
け
ら
れ
な
い
と
の
情
勢
で

あ
っ
た
。
そ
れ
ら
を
踏
ま
え
た
新
し
い
プ
ラ
ン
の
概
要

は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

【
基
本
方
針
】
総
合
振
興
計
画
の
将
来
像
で
あ
る
「
自

信
と
誇
り 

そ
し
て
愛
着
の
あ
る
ま
ち 

ふ
じ
み
野
」

や
行
財
政
改
革
大
綱
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
良
質
な

生
活
空
間
づ
く
り
と
効
率
的
な
行
財
政
運
営
の
ま

ち
」
に
基
づ
き
、
市
民
本
位
の
行
政
経
営
を
戦
略
的

に
実
施
す
る
こ
と
を
念
頭
に
置
い
た
「
市
民
と
の
協

働
に
よ
る
成
果
重
視
型
の
行
政
経
営
」
を
行
う
と
し

た
。

【
5
つ
の
基
本
目
標
】

①�

自
助･

共
助･

公
助
に
よ
る
安
全･

安
心
な
ま
ち

づ
く
り
の
確
立

②�

良
質
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
よ
る
市
民
満
足

度
（
納
得
度
）
の
向
上

③�

新
し
い
公
共
空
間
の
拡
大･

創
造
に
よ
る
市
民
と

の
協
働
の
推
進

④�

市
民
に
分
か
り
や
す
い
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
組
織

機
構
の
確
立

⑤�

持
続
可
能
で
柔
軟
な
財
政
シ
ス
テ
ム
の
確
立

【
進
行
管
理
と
運
用
】
行
政
経
営
と
は
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ

イ
ク
ル
（Plan

→D
o

→Check

→A
ction

）
の

も
と
、
組
織
の
明
確
な
目
標
に
向
か
っ
て
常
に
最
適

な
行
政
運
営
の
あ
り
方
を
目
指
し
て
、
継
続
的
に
一

貫
し
た
改
善
を
行
う
取
り
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
こ

の
プ
ラ
ン
は
、
年
度
ご
と
の
成
果
を
市
民
へ
公
表
す

る
と
と
も
に
常
に
見
直
し
を
行
い
、
改
善
す
べ
き
点

や
新
た
に
必
要
と
な
る
業
務
な
ど
が
発
生
し
た
場
合

に
は
、
積
極
的
な
改
革
を
実
施
し
て
「
発
展
的
な
行

政
経
営
」
を
目
指
す
こ
と
と
し
て
い
る
。
ま
た
、
実

施
状
況
を
適
確
に
検
証
し
て
、平
成
25
（
２
０
１
３
）

年
度
か
ら
の
総
合
振
興
計
画
後
期
基
本
計
画
の
策
定

54



や
進
捗
管
理
に
反
映
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

ふ
じ
み
野
市
行
政
経
営
戦
略
方
針
（
平
成
28
・
29
年

度
）　

本
市
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
３
月
、
行

財
政
改
革
大
綱
に
代
わ
り
、
行
政
経
営
の
指
針
と
な
る

「
ふ
じ
み
野
市
行
政
経
営
戦
略
方
針
」
を
策
定
し
た
。

経
営
戦
略
プ
ラ
ン
の
計
画
年
度
終
了
後
、
新
た
な
将
来

構
想
が
ス
タ
ー
ト
す
る
ま
で
の
２
年
間
に
お
い
て
、
実

施
中
の
行
財
政
改
革
の
ス
ピ
ー
ド
を
落
と
す
こ
と
な
く

継
続
す
る
必
要
が
あ
る
た
め
、
行
政
経
営
戦
略
プ
ラ
ン

の
基
本
的
な
考
え
方
を
継
承
し
て
定
め
た
も
の
で
あ
る
。

こ
の
行
政
経
営
戦
略
方
針
は
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
度
か
ら
は
市
の
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
ふ
じ
み
野
市

将
来
構
想 from

 2018 to 2030

」
に
位
置
付
け
た
内

容
と
し
て
進
捗
管
理
を
行
っ
て
い
く
こ
と
と
な
る
。
こ

う
し
て
、
毎
年
度
実
施
し
て
い
る
予
算
事
務
事
業
の
評

価
（
行
政
評
価
）
の
中
で
検
証
と
評
価
を
行
い
、
結
果

に
つ
い
て
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
を
行
う
と
と
も
に

改
善
す
べ
き
点
に
つ
い
て
は
、
積
極
的
に
改
革
を
実
施

し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

■
■ 

ふ
じ
み
野
市
将
来
構
想 from

 2018 to 2030

（
基
本
構
想
／
前
期
基
本
計
画
）

策
定
の
背
景　
本
市
で
は
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年

６
月
に
制
定
し
た
「
ふ
じ
み
野
市
自
治
基
本
条
例
」
で
、

市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
総
合
的
な
最
上
位
計
画
を
策

定
す
る
こ
と
を
定
め
た
。「
ふ
じ
み
野
市
総
合
振
興
計

画
」
の
計
画
期
間
が
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、
同
30
（
２
０
１
８
）
年
度
を
初
年

度
と
す
る
新
た
な
市
政
運
営
の
指
針
と
な
る
総
合
的
な

「
最
上
位
計
画
」
と
し
て
策
定
し
た
の
が
「
ふ
じ
み
野

市
将
来
構
想 from

 2018 to 2030

」
で
あ
る
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
7

月
に
学
識
経
験
者
や
公
共
的
団
体
な
ど
の
代
表
者
、
公

募
市
民
な
ど
で
構
成
さ
れ
る
「
総
合
振
興
計
画
審
議

会
」
を
設
置
し
た
。
審
議
会
で
は
、
地
域
の
課
題
に
つ

い
て
市
民
が
意
見
を
出
し
合
う
「
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野
」

未
来
政
策
会
議
（
平
成
25
年
か
ら
実
施
）
の
提
言
や
市

民
意
識
調
査
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
な
ど
に
よ
り

出
さ
れ
た
意
見
な
ど
を
参
考
に
審
議
が
重
ね
ら
れ
た
。

市
民
意
識
調
査
に
お
い
て
は
、
市
の
施
策
で
満
足
度

の
高
い
分
野
と
し
て
「
環
境
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で

「
健
康
づ
く
り
」
や
「
都
市
環
境
」
が
挙
が
っ
て
お
り
、

今
後
重
点
的
に
税
金
を
配
分
し
て
い
く
べ
き
分
野
と
し

て
は
「
防
災
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
子
育
て
支
援
」、

「
防
犯
」、「
高
齢
福
祉
」
が
高
く
な
っ
て
い
る
。

こ
れ
ら
の
内
容
を
踏
ま
え
て
計
画
を
作
成
し
、
平
成

29
（
２
０
１
７
）
年
7
月
に
審
議
会
の
答
申
を
受
け
、

こ
れ
を
も
と
に
原
案
を
作
成
し
、
同
年
９
月
、
市
議
会

に
提
案
、
可
決
さ
れ
た
。

構
成
内
容　

13
年
間
の
「
基
本
構
想
」、
前
期
6
年

間
、
後
期
7
年
間
の
「
基
本
計
画
」、
3
年
ご
と
の
「
実

施
計
画
」
と
い
う
3
階
層
で
構
成
さ
れ
た
計
画
で
は
、

市
の
理
念
と
将
来
像
を
掲
げ
、
そ
の
実
現
に
向
け
て
分

野
ご
と
の
方
針
を
定
め
た
。
令
和
12
（
２
０
３
０
）
年

度
を
目
標
と
し
、
将
来
人
口
を
11
万
７
９
０
０
人
と
推

計
し
、
そ
の
後
の
人
口
減
少
も
見
込
ん
で
い
る
。

ま
ち
づ
く
り
の
理
念
と
将
来
像　
ま
ち
づ
く
り
を
進

め
る
に
あ
た
っ
て
は
、
市
政
運
営
の
全
て
の
分
野
に
お

い
て
、
次
の
３
つ
を
理
念
に
掲
げ
た
。

「
安
全
と
安
心
」
…
災
害
に
強
い
ま
ち
づ
く
り
、
暮
ら

し
の
安
全
と
安
心
の
構
築

「
地
域
力
」
…
ま
ち
づ
く
り
に
市
民
が
主
体
的
に
参
画
、

交
流
・
学
び
合
い
、
地
域
の
課
題
解
決

「
環
境
」
…
自
然
環
境
と
の
共
生
、
住
み
心
地
良
い
ま

ち
づ
く
り

ま
ち
の
将
来
像
に
「
人
が
つ
な
が
る 

豊
か
で
住
み

続
け
た
い
ま
ち 

ふ
じ
み
野
」
を
掲
げ
、
実
現
に
向
け

た
９
つ
の
分
野
を
定
め
た
。

・
分
野
1
「
暮
ら
し
と
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
」
～
人
が

つ
な
が
る
ま
ち
～

・
分
野
2
「
生
き
が
い
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
」
～
う
る

お
い
の
あ
る
豊
か
な
ま
ち
～

・
分
野
3
「
子
育
て
・
福
祉
」
～
み
ん
な
で
支
え
合
う

思
い
や
り
の
あ
る
ま
ち
～

・
分
野
4
「
健
康
・
保
険
」
～
元
気
・
健
康
の
好
循
環

が
生
ま
れ
る
ま
ち
～

・
分
野
5
「
地
球
環
境
・
自
然
環
境
」
～
豊
か
な
水
と

緑
が
調
和
し
た
ま
ち
～

・
分
野
6
「
産
業
・
経
済
」
～
に
ぎ
わ
い
と
活
力
に
あ

ふ
れ
る
ま
ち
～

・�

分
野
７
「
都
市
整
備
」
～
快
適
で
便
利
な
ま
ち
～
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・
分
野
8
「
防
災
・
防
犯
」
～
災
害
に
強
く
犯
罪
の
な

い
ま
ち
～

・
分
野
9
「
教
育
」
～
地
域
の
絆
で
育
む
学
び
の
ま

ち
～

重
点
戦
略　
9
つ
の
分
野
に
お
け
る
取
り
組
み
を
推

進
す
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
情
報
発
信
と
的
確
な
市
民

ニ
ー
ズ
の
把
握
」
と
「
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
行
政
経
営
」

の
視
点
を
重
視
す
る
と
と
も
に
、
13
年
間
で
特
に
優
先

し
て
取
り
組
む
べ
き
方
向
性
を
4
つ
の
「
重
点
戦
略
」

（
①
地
域
力
の
高
い
ま
ち
を
つ
く
る
、
②
生
涯
に
わ
た

り
健
や
か
で
元
気
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
、
③
子
育
て

や
教
育
の
充
実
し
た
ま
ち
を
つ
く
る
、
④
に
ぎ
わ
い
や

美
し
さ
の
中
に
も
強
さ
の
あ
る
ま
ち
を
つ
く
る
）
と
し

て
位
置
付
け
た
。

そ
し
て
実
施
事
業
の
「
選
択
と
集
中
」
を
図
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
効
率
的
で
メ
リ
ハ
リ
の
あ
る
市
民
に
開
か

れ
た
行
政
経
営
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

■
■ 

ふ
じ
み
野
市
将
来
構
想 from
 2018 to 2030

（
後
期
基
本
計
画
）

策
定
の
背
景　
先
の
将
来
構
想
「
前
期
基
本
計
画
」

で
は
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
か
ら
令
和
５
（
２
０

２
３
）
年
度
ま
で
の
6
年
間
を
期
間
と
し
、
ま
ち
の
将

来
像
の
実
現
に
向
か
っ
て
市
政
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
間
、
わ
が
国
に
お
い
て
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
の
拡
大
や
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ

ｓ
）
の
浸
透
、
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ

ン
（
Ｄ
Ｘ
）
の
推
進
、
少
子
高
齢
化
の
進
展
に
伴
う
厳

し
い
財
政
状
況
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
社
会
情
勢
の
変
化

が
生
じ
て
き
た
。

こ
う
し
た
社
会
の
変
容
を
踏
ま
え
つ
つ
、
引
き
続
き
、

基
本
構
想
に
基
づ
き
、
本
市
の
魅
力
や
特
徴
を
存
分
に

発
揮
し
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
を
乗
り
越
え
、
本
市
が
将

来
に
わ
た
っ
て
持
続
可
能
な
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
す
る

た
め
、
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
３
月
、
6
年
度
か
ら

12
年
度
ま
で
の
7
年
間
の
ま
ち
づ
く
り
の
方
向
性
を
示

し
た
「
後
期
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
後
期
基
本
計

画
に
お
い
て
は
、
各
施
策
の
取
り
組
み
が
ま
ち
づ
く
り

の
目
標
や
持
続
可
能
な
開
発
目
標
（
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
達

成
に
つ
な
が
る
こ
と
を
目
指
す
と
し
た
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、「
ふ
じ
み
野
市
最
上
位
計
画

審
議
会
」
を
設
置
す
る
と
と
も
に
、
令
和
4
（
２
０
２

２
）
年
か
ら
5
年
に
か
け
て
、
市
民
意
識
調
査
や
タ
ウ

ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
な
ど
、

さ
ま
ざ
ま
な
手
法
で
市
民
の
意
見
を
集
め
た
。

市
民
意
識
調
査
で
は
、
市
の
施
策
で
満
足
度
の
高
い

分
野
と
し
て
「
環
境
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
健
康

づ
く
り
」、「
都
市
環
境
」
と
な
っ
て
お
り
、
前
期
基
本

計
画
策
定
時
と
同
様
の
結
果
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

今
後
力
を
置
い
て
税
金
を
配
分
し
て
い
く
べ
き
分
野
と

し
て
は
「
生
活
基
盤
」
が
最
も
高
く
、
次
い
で
「
防
災
」、

「
環
境
」
と
な
っ
て
い
る
。

市
民
意
識
調
査
等
の
内
容
を
踏
ま
え
て
計
画
を
作

成
、
令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
７
月
に
は
審
議
会
の
答

申
を
受
け
、
同
年
９
月
の
第
3
回
市
議
会
定
例
会
で
可

決
さ
れ
た
。

■
■ 

ふ
じ
み
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
総
合

戦
略

本
市
が
誕
生
し
た
21
世
紀
初
頭
の
社
会
、
特
に
地
方

自
治
体
を
取
り
巻
く
環
境
は
、
少
子
高
齢
化
に
よ
る
生

産
年
齢
人
口
の
減
少
が
進
展
し
、
そ
の
結
果
、
労
働
力

の
減
少
や
地
域
活
力
の
低
下
、
社
会
保
障
費
の
増
加
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
面
で
の
影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
。

こ
れ
ら
人
口
、
経
済
、
地
域
社
会
の
課
題
に
一
体
的
に

取
り
組
む
た
め
、「
ふ
じ
み
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
が
策
定
さ
れ
た
。
対
象
期
間
を
平

成
27
（
２
０
１
５
） 

年
度
か
ら
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
度
ま
で
の
５
年
間
と
し
て
い
る
。

策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
産
業
界
、
行
政
機
関
、
大
学
、

金
融
機
関
、
労
働
関
係
お
よ
び
公
募
市
民
な
ど
の
12
人

の
委
員
で
構
成
す
る
「
ふ
じ
み
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
審
議
会
」
を
組
織
し
、
平
成
27（
２

０
１
５
）
年
7
月
か
ら
12
月
ま
で
の
５
回
の
会
議
で
議

論
を
重
ね
た
。
同
年
10
月
23
日
に
一
次
答
申
が
行
わ

れ
、
12
月
18
日
に
最
終
答
申
が
市
長
に
提
出
さ
れ
た
。

基
本
的
な
視
点
と
目
標　
本
市
の
総
合
戦
略
で
は
、

将
来
の
目
指
す
べ
き
方
向
を
「
雇
用
の
創
出
・
地
域
産

業
の
活
性
化
」「
定
住
・
移
住
の
促
進
」「
結
婚
・
出
産
・

子
育
て
へ
の
支
援
」「
時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、

安
全
な
く
ら
し
を
守
る
ま
ち
づ
く
り
」
の
４
つ
の
視
点

56



と
し
て
示
し
、
以
下
の
基
本
目
標
を
掲
げ
た
。

1�　

ふ
じ
み
野
市
に
お
け
る
安
定
し
た
雇
用
を
創
出

す
る

2　

ふ
じ
み
野
市
へ
の
新
し
い
人
の
流
れ
を
つ
く
る

3　

結
婚
や
出
産
が
し
や
す
い
環
境
を
創
出
す
る

4　

誰
も
が
子
育
て
の
し
や
す
い
ま
ち
を
創
出
す
る

5�　

時
代
に
合
っ
た
地
域
を
つ
く
り
、
安
全
な
く
ら

し
を
守
る
と
と
も
に
、
地
域
と
地
域
を
連
携
す
る

ま
た
、
基
本
目
標
ご
と
に
数
値
目
標
を
設
定
す
る
と

と
も
に
、
施
策
ご
と
に
重
要
業
績
評
価
指
標
を
設
定
し
、

基
本
的
な
方
向
や
具
体
的
な
取
り
組
み
を
示
し
た
。

本
市
は
、
毎
年
度
、
総
合
戦
略
に
基
づ
き
実
施
し
た

施
策
に
対
す
る
効
果
検
証
を
行
い
、
成
果
を
積
み
重
ね

て
い
っ
た
。
そ
し
て
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
に

計
画
期
間
が
終
了
し
た
こ
と
か
ら
、
平
成
27
（
２
０
１

５
）
年
度
か
ら
令
和
元
年
度
ま
で
の
5
年
間
の
総
括
を

行
っ
た
。

そ
の
後
、「
第
2
期
ふ
じ
み
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し

ご
と
創
生
総
合
戦
略
」（
令
和
2
年
度
～
5
年
度
）
を

策
定
、
そ
し
て
令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
度
に
は
、
国

の
デ
ジ
タ
ル
田
園
都
市
国
家
構
想
総
合
戦
略
を
踏
ま
え

て
「
第
3
期
ふ
じ
み
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生

総
合
戦
略
」
を
策
定
、
本
市
に
お
け
る
地
方
創
生
の
一

層
の
充
実
・
強
化
を
図
る
も
の
と
し
た
。

第
3
期
の
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
施
策
展
開
を
よ
り

効
果
的
に
行
う
た
め
、「
後
期
基
本
計
画
」
と
一
体
的

な
計
画
と
し
て
策
定
し
た
。（
資
料
編
「
総
合
計
画
等

一
覧
表
」
参
照
）
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１　
市
民
と
と
も
に
歩
む
行
政
を
め
ざ
し
て

■
■ 

合
併
が
目
指
し
た
健
全
で
効
率
的
な
行
財
政
運
営

合
併
の
背
景　
本
市
で
は
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー
ル

メ
リ
ッ
ト
と
し
て
の
社
会
資
源
の
充
実
に
よ
る
市
民

サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
、
行
財
政
の
健
全
運
営
確
立
を
最

大
限
に
活
か
す
た
め
に
、
合
併
時
に
事
務
事
業
の
調
整

お
よ
び
見
直
し
を
進
め
た
。
こ
れ
に
よ
り
行
政
運
営
の

改
善
や
合
理
化
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
利
便
性
の

向
上
を
目
指
し
つ
つ
高
度
化
・
多
様
化
す
る
ニ
ー
ズ
に

対
応
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
効
率
的
な
組
織
・
機
構

づ
く
り
に
努
め
た
。

財
政
の
効
率
化
に
つ
い
て
は
、
法
定
合
併
協
議
会
に

お
け
る
協
議
で
は
、
合
併
前
と
比
較
し
て
10
年
間
で
約

１
２
０
億
円
の
効
果
が
見
込
ま
れ
て
い
た
（
序
章
参

照
）。
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
10
月
ふ
じ
み
野
市
の

誕
生
に
よ
り
新
た
な
市
政
が
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
本
市

で
は
、
合
併
特
例
法
に
よ
る
国
か
ら
の
財
政
支
援
な
ど

に
よ
り
以
下
の
財
政
効
果
が
あ
っ
た
。（「
財
政
の
状

況
」
の
項
参
照
）

・
合
併
準
備
支
援
事
業
交
付
金
（
平
成
17
年
度
）

　
　
　

８
０
０
０
万
円

・�

合
併
推
進
体
制
整
備
費
補
助
金
（
平
成
18
年
～
21
年

度
）�

３
億
６
０
０
０
万
円

・
地
方
交
付
税
の
上
乗
せ
効
果�

約
１
０
１
億
円

・
合
併
特
例
債
の
効
果　

�

約
１
９
０
億
４
０
０
０
万
円

・
地
域
振
興
基
金
の
財
政
効
果

　
　
　
　
　
　
　
　

約
15
億
５
０
０
０
万
円

総
額　

約
３
１
１
億
３
０
０
０
万
円

合
併
特
例
債
と
は
、
合
併
市
町
村
の
ま
ち
づ
く
り
の

た
め
の
建
設
事
業
に
対
す
る
財
政
措
置
（
起
債
＝
借
入

金
）
の
こ
と
で
あ
る
。
合
併
後
10
か
年
度
は
「
新
市
建

設
計
画
」
に
基
づ
き
行
わ
れ
る
特
に
必
要
な
事
業
経
費

の
う
ち
、
95
％
に
合
併
特
例
債
が
充
当
で
き
る
。
ま
た
、

そ
の
元
利
償
還
金
に
つ
い
て
も
70
％
が
普
通
交
付
税
で

措
置
さ
れ
る
非
常
に
有
利
な
起
債
で
あ
る
。
本
市
で
は

小
中
学
校
の
新
築
・
耐
震
補
強
工
事
や
広
域
ご
み
処
理

施
設
整
備
、
ふ
じ
み
野
市
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
コ
コ

ネ
）
整
備
、
防
災
行
政
無
線
整
備
な
ど
の
事
業
に
活
用

し
て
き
た
。（
資
料
編
「
合
併
特
例
債
を
活
用
し
て
整

備
し
た
施
設
」
参
照
）

■
■ 

市
民
の
参
画
と
協
働
で
進
め
る
自
治
の
仕
組
み

住
み
よ
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
は
、
行
政
サ
ー
ビ

ス
（
公
助
）
に
加
え
、
地
域
住
民
に
よ
る
助
け
合
い
（
共

助
）
が
欠
か
せ
な
い
。
自
治
組
織
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り

組
み
は
、
ま
さ
に
地
域
の
「
共
助
」
の
機
能
を
高
め
る

も
の
で
あ
り
、
地
域
の
多
く
の
住
民
が
自
治
組
織
に
加

入
し
、
活
動
が
活
発
化
す
る
こ
と
が
望
ま
れ
る
。
本
市

は
、
自
治
組
織
を
ま
ち
づ
く
り
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な

い
重
要
な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置
付
け
、
さ
ま
ざ
ま
な
活

動
の
支
援
に
努
め
て
い
る
。

本
市
で
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
「
ふ
じ
み

野
市
審
議
会
等
の
会
議
の
公
開
に
関
す
る
規
則
」、
同

26
（
２
０
１
４
）
年
に
「
ふ
じ
み
野
市
自
治
基
本
条
例
」

を
定
め
た
（
第
３
節
参
照
）。
審
議
会
な
ど
の
会
議
は

原
則
公
開
と
し
、
市
民
が
傍
聴
で
き
る
よ
う
に
し
て
い

る
。
ま
た
、
学
識
経
験
者
や
施
策
に
関
す
る
知
識
・
経

験
を
有
す
る
者
の
ほ
か
、
市
民
の
意
見
を
反
映
さ
せ
る

た
め
「
市
民
公
募
委
員
」
を
選
任
す
る
こ
と
を
努
力
義

務
と
し
た
。

さ
ら
に
政
策
形
成
の
段
階
に
あ
っ
て
市
民
の
意
見
を

求
め
る
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
（
平
成
20
年
度
、
第

３
節
参
照
）
な
ど
は
公
正
で
開
か
れ
た
市
政
を
よ
り
一

層
推
進
し
、
市
が
事
業
の
企
画
や
立
案
、
政
策
を
決
定

す
る
過
程
で
、
広
く
市
民
の
意
見
や
専
門
的
な
知
識
を

反
映
さ
せ
る
た
め
に
実
施
し
て
い
る
。

■
■ 

効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
向
上

新
市
の
行
政
運
営
に
は
、
合
併
に
よ
る
組
織
の
再
編

第
２
節
　
行
政
と
議
会
の
あ
ゆ
み
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成
や
事
務
事
業
の
見
直
し
、
民
間
委
託
の
推
進
な
ど
に

よ
る
効
率
的
・
効
果
的
な
行
政
運
営
が
求
め
ら
れ
た
。

そ
の
た
め
本
市
で
は
、
社
会
・
経
済
情
勢
の
変
化
な
ど

に
伴
う
新
た
な
行
政
課
題
や
多
様
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
即

応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
が
展
開
で
き
る
よ
う
、
定
期
的

に
組
織
・
機
構
の
見
直
し
を
行
っ
て
き
た
。

人
員
・
施
設
の
適
正
化　
合
併
の
効
果
を
最
大
限
に

発
揮
し
た
行
財
政
運
営
と
ス
リ
ム
で
効
率
的
な
自
治
体

の
確
立
を
目
指
す
た
め
、
職
員
の
資
質
の
向
上
、
能
力

の
開
発
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
中
で
市
民
ニ
ー
ズ

に
柔
軟
に
対
応
す
る
た
め
の
事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど

を
実
施
す
る
中
で
、
さ
ら
な
る
市
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の

た
め
の
民
間
活
力
の
導
入
、
簡
素
で
機
能
的
な
組
織
・

機
構
の
確
立
、
そ
し
て
、
定
員
管
理
お
よ
び
給
与
の
適

正
化
を
進
め
て
き
た
。

合
併
当
時
（
平
成
17
年
10

月
）
の
職
員
数
は
８
０
７
人

で
、
同
規
模
の
自
治
体
と
比

較
す
る
と
17
％
（
約
１
２
０

人
）
多
い
状
況
だ
っ
た
。
そ

こ
で
、
合
併
に
よ
る
ス
ケ
ー

ル
メ
リ
ッ
ト
を
活
か
す
た

め
、
合
併
の
際
に
旧
市
町
関

係
者
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
法

定
合
併
協
議
会
に
お
い
て
、

合
併
10
年
後
に
は
同
規
模
の

自
治
体
に
近
い
水
準
ま
で
職

員
数
の
削
減
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
平
成
19
（
２
０
０

７
）年
2
月
に
は
「
ふ
じ
み
野
市
定
員
適
正
化
計
画（
平

成
18
年
度
～
平
成
22
年
度
）」
を
定
め
、
総
務
省
の
示

す
定
員
モ
デ
ル
、
同
規
模
自
治
体
の
職
員
数
を
勘
案

し
、
同
22
（
２
０
１
０
）
年
度
ま
で
に
70
人
程
度
、
今

後
10
年
間
で
１
０
０
人
程
度
の
削
減
を
、
事
業
の
統
廃

合
や
外
部
委
託
、
組
織
・
機
構
改
革
な
ど
に
よ
っ
て
実

現
す
る
こ
と
を
目
指
し
た
。
今
後
10
年
間
で
２
３
２
人

の
退
職
者
が
見
込
ま
れ
て
い
た
が
、
新
規
採
用
職
員
の

抑
制
や
採
用
見
送
り
（
平
成
23
年
４
月
採
用
は
０
人
、

24
年
４
月
採
用
は
専
門
職
７
人
で
一
般
事
務
職
は
０
人

で
あ
っ
た
）、
再
任
用
職
員
制
度
の
活
用
、
民
間
活
力

の
導
入
な
ど
を
積
極
的
に
推
進
し
た
。
そ
の
結
果
、
10

年
後
の
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
4
月
に
は
職
員
数
６

図1-4　行財政改革の変遷
H17 18 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 R1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12

行財政改革大綱
行財政改革推進５か年計
画（集中改革プラン ) 行政経営戦略プラン

H28・29　
　　　　　

行財政改革

定員適正化

公共施設

民間活力

定員適正化計画
H23～27　行政経営戦略
プランに「定員管理にお
ける方針」として記載

H28・29
行政経営戦略方針に定員管理の適正化について文言で記載
　　　　　➡H30 から将来構想へ

公共施設適正配置計画

民間活力の導入に関する基準（H19.7月～）
外部委託ガイドライン（H19.7月～）

公共施設等総合管理計画（～R18 までの 20 年間）
公共建築物個別施設計画

公の施設に係る指定管理者の指定に関す
る事務の手引き（H17.10月～）

指定管理者制度導入に関する
基本方針（H19.7月～）

指定管理者制度ガイドライン（随時改訂）

行政経営
戦略方針

➡H30 から将来構想へ

図1-3　行財政改革大綱の構成図

良質な生活空間づくりと
効率的な行財政運営のまち

「改革の基本理念」

改革の基本方針

主要施策

自主的・自律的な地域
経営への転換

行財政運営の持続性と
小さな自治体の確立

市民ニーズに柔軟に対
応する事務事業などの
見直し

さらなる市民サービス
向上のための民間活力
の導入

簡素で機能的な組織・
機構の確立

定員管理及び給与の適
正化

職員の意識改革と能力
開発

行政の情報化などによ
る行政サービスの向上

新しいまちづくりシス
テムの確立

財政の適切かつ健全な
運営

職員の意識改革と能力
の開発

市民のまちづくり意識
の醸成
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３
５
人
と
削
減
効
果
（
１
７
２
人
、
約
21
％
減
）
が
表

れ
た
。

公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
と
総
合
管
理
計
画　
本
市

は
同
規
模
自
治
体
が
合
併
し
て
誕
生
し
た
こ
と
か
ら
、

庁
舎
や
公
民
館
な
ど
類
似
の
施
設
が
多
く
存
在
し
て
い

る
。
こ
れ
ら
の
多
く
は
昭
和
30
年
代
半
ば
頃
か
ら
の
都

市
化
の
進
展
と
と
も
に
建
設
さ
れ
て
き
た
も
の
で
、
建

設
後
25
年
以
上
が
経
過
し
た
も
の
は
老
朽
化
が
進
ん
で

き
て
お
り
、
維
持
管
理
は
も
と
よ
り
耐
震
性
の
確
保
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
が
出
て
き
て
い
た
。

そ
の
た
め
本
市
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
９
月

に
「
ふ
じ
み
野
市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
（
平
成
23

年
～
29
年
）」
を
策
定
し
、
機
能
の
複
合
化
や
集
約
化

な
ど
、
市
の
人
口
や
財
政
規
模
に
適
し
た
施
設
整
備
を

検
討
す
る
こ
と
と
し
た
。
策
定
に
あ
た
っ
て
は
、
施
設

の
安
全
性
、
現
状
分
析
お
よ
び
財
政
分
析
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
、
民
間
活
力
の
活
用
と
コ
ン
パ
ク
ト
シ
テ
ィ

の
考
え
方
へ
の
配
慮
、
エ
コ
ロ
ジ
ー
や
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル

デ
ザ
イ
ン
へ
の
配
慮
な
ど
を
基
本
的
な
考
え
方
に
掲
げ

て
い
る
。

こ
う
し
て
合
併
特
例
債
な
ど
を
活
用
し
、
小
中
学
校

の
耐
震
補
強
工
事
や
大
規
模
改
造
工
事
、
大
井
総
合
支

所
や
本
庁
舎
、
ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境
セ
ン
タ
ー

の
整
備
な
ど
、
老
朽
化
し
た
施
設
の
更
新
整
備
に
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
き
た
。
計
画
期
間
終
了
後
に
は
整
備

方
針
な
ど
の
検
証
を
行
い
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年

３
月
に
新
た
な
施
設
整
備
・
維
持
管
理
の
方
針
を
定
め

た
。ま

た
、
今
後
も
更
新
時
期
を
迎
え
る
公
共
施
設
な
ど

が
複
数
あ
る
こ
と
か
ら
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
3

月
に
公
共
施
設
な
ど
の
管
理
に
関
す
る
基
本
的
な
考
え

方
を
示
す
「
ふ
じ
み
野
市
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画
」

を
策
定
し
た
。
さ
ら
に
、
こ
の
考
え
方
を
踏
ま
え
、
今

後
の
公
共
建
築
物
の
維
持
管
理
や
整
備
に
関
す
る
方
向

性
を
示
し
た
「
ふ
じ
み
野
市
公
共
建
築
物
個
別
施
設
計

画
」
を
令
和
3
（
２
０
２
１
）
年
３
月
に
策
定
し
た
。

こ
の
よ
う
に
、
市
民
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
、
限
ら

れ
た
予
算
の
中
で
公
共
施
設
を
適
正
に
管
理
し
て
い
く

た
め
の
公
共
施
設
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
を
推
進
し
て
き
た
。

そ
の
後
、
総
務
省
の
「
公
共
施
設
等
総
合
管
理
計
画

の
策
定
に
あ
た
っ
て
の
指
針
」
の
改
訂
に
基
づ
き
、
令

和
4
（
２
０
２
２
）
年
3
月
に
「
ふ
じ
み
野
市
公
共
施

設
等
総
合
管
理
計
画
」
の
一
部
改
訂
を
行
っ
た
。

■
■ 

財
政
の
状
況
　

合
併
前
の
上
福
岡
市
と
大
井
町
の
平
成
12
（
２
０
０

０
）
年
度
か
ら
15
（
２
０
０
３
）
年
度
ま
で
の
決
算
額

を
み
る
と
、
地
方
税
と
地
方
交
付
税
は
3
年
間
で
約
24

億
円
減
少
し
、
逆
に
扶
助
費
は
約
8
億
５
０
０
０
万
円

増
加
し
て
い
た
。
ま
た
、
少
子
高
齢
化
の
進
行
に
よ
る

福
祉
関
係
予
算
の
増
加
、
生
産
年
齢
人
口
の
減
少
に
よ

る
税
収
の
減
少
や
十
分
な
行
政
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
困

難
な
状
況
が
予
測
さ
れ
た
。
そ
の
た
め
、
効
率
的
な
行

財
政
運
営
、
自
立
性
の
高
い
財
政
の
確
立
と
強
化
が
、

合
併
新
市
に
求
め
ら
れ
た
。

合
併
に
よ
る
財
政
効
果　
本
市
は
、
平
成
17
（
２
０

０
５
）
年
の
誕
生
以
来
、
人
件
費
の
削
減
、
事
業
評
価

や
事
務
事
業
の
見
直
し
、
事
業
仕
分
け
や
公
共
施
設
の

適
正
配
置
計
画
の
策
定
な
ど
、
財
政
の
健
全
化
に
取
り

組
ん
で
き
た
。

そ
の
結
果
、
財
政
の
弾
力
性
を
示
す
指
標
で
あ
る
経

常
収
支
比
率
は
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
度
に
合
併

以
来
初
め
て
県
内
市
平
均
（
90
・
1
％
）
を
下
回
っ
た

（
89
・
０
％
）。
こ
の
比
率
が
高
い
ほ
ど
、
財
政
構
造
の

硬
直
化
（
自
由
に
使
え
る
お
金
が
少
な
い
）
が
進
ん
で

い
る
こ
と
を
表
し
て
い
る
（
19
年
度
の
本
市
は
97
・
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１
％
）。

本
市
で
は
、
合
併
に
あ
た
っ
て
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
度
に
、
県
か
ら
合
併
準
備
支
援
事
業
交
付
金
と
し
て

１
団
体
４
０
０
０
万
円
、
計
８
０
０
０
万
円
が
交
付
さ

れ
た
。
ま
た
、
市
町
村
合
併
推
進
体
制
整
備
費
補
助
金

と
し
て
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
度
か
ら
の
４
年
間

に
３
億
６
０
０
０
万
円
が
交
付
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
合

併
し
た
市
町
村
が
、
新
市
町
村
の
建
設
に
関
す
る
基
本

的
な
計
画
に
基
づ
い
て
行
う
事
業
に
要
す
る
経
費
の
一

部
を
国
が
補
助
す
る
も
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
合
併
に
よ
る
財
政
効
果
を
み
る
と
、
合
併

算
定
替
え
（
一
般
的
に
市
の
規
模
が
大
き
く
な
る
と
地

方
交
付
税
は
減
る
が
、
合
併
後
10
年
間
は
合
併
前
の
市

町
の
合
計
額
で
計
算
さ
れ
、
10
年
経
過
後
は
５
年
間
で

段
階
的
に
縮
小
）
に
よ
る
地
方
交
付
税
の
上
乗
せ
効
果

は
15
年
間
で
約
１
０
１
億
円
と
な
っ
た
。
ま
た
、
合
併

特
例
債
に
よ
る
効
果
と
し
て
、
活
用
限
度
額
２
７
２
億

３
０
０
０
万
円
に
対
し
市
の
返
済
額
は
約
81
億
９
０
０

０
万
円
と
な
っ
て
お
り
、
約
１
９
０
億
４
０
０
０
万
円

の
財
政
効
果
が
あ
っ
た
。
合
併
特
例
債
は
公
共
施
設
の

整
備
や
改
修
に
活
用
さ
れ
、
活
用
実
績
と
し
て
、
市
役

所
本
庁
舎
や
大
井
総
合
支
所
、
清
掃
セ
ン
タ
ー
、ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
（
ふ
じ
み
ん
ア
リ
ー
ナ 

お
り
ひ
め
な
ど
）

の
整
備
の
ほ
か
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
や
学
校
給
食
セ

ン
タ
ー
（
な
の
花
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
）
の
建
て
替
え
、

小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
・
耐
震
補
強
等
が
挙
げ
ら
れ

る
。

そ
の
ほ
か
、
地
域
振
興
基
金
の
財
政
効
果
約
15
億
５

０
０
０
万
円
を
合
わ
せ
る
と
、
約
３
１
１
億
３
０
０
０

万
円
の
財
政
効
果
が
あ
っ
た
。

財
務
書
類
に
み
る
市
の
財
政　
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
1
月
に
地
方
公
共
団
体
の
財
務
書
類
の
作
成
方
法
を

定
め
た
「
統
一
的
な
基
準
に
よ
る
地
方
公
会
計
」
の
マ

ニ
ュ
ア
ル
が
国
か
ら
示
さ
れ
た
。
そ
れ
に
伴
い
、
本
市

は
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
に
固
定
資
産
台
帳
を
整

備
し
、
同
29
（
２
０
１
７
）
年
度
か
ら
統
一
的
な
基
準

に
よ
る
財
務
書
類
を
作
成
し
て
い
る
。

財
務
書
類
と
は
「
そ
の
年
に
ど
の
よ
う
な
収
入
が
あ

り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に
使
っ
た
の
か
」
と
い
っ
た
現

金
の
動
き
だ
け
で
な
く
、「
市
が
整
備
し
て
き
た
資
産

や
借
入
金
な
ど
の
負
債
が
ど
れ
だ
け
あ
る
の
か
」
と
い

う
資
産
の
情
報
や
「
行
政
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
た
め

に
ど
れ
だ
け
の
費
用
が
か
か
り
、
そ
れ
を
ど
の
よ
う
に

賄
っ
て
い
る
か
」
と
い
っ
た
収
支
の
状
況
を
明
ら
か
に

す
る
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
一
般
会
計
に
関
す
る
も

の
と
し
て
、
資
産
や
負
債
の
状
況
を
表
す
「
貸
借
対
照

表
」、
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
っ
た
費
用
を
表
す
「
行

政
コ
ス
ト
計
算
書
」、
貸
借
対
照
表
の
純
資
産
の
部
の

会
計
年
度
中
の
動
き
を
表
す
「
純
資
産
変
動
計
算
書
」

な
ど
が
あ
る
。

本
市
の
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
決
算
を
、
統
一

的
な
基
準
に
よ
る
初
め
て
の
貸
借
対
照
表
で
み
る
と
、

資
産
合
計
は
１
６
８
８
億
９
０
０
万
円
（
負
債
合
計
６

９
４
億
４
７
０
０
万
円
、
純
資
産
合
計
は
９
９
３
億
６

２
０
０
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
基
金
総
額
は

固
定
資
産
分
と
流
動
資
産
分
の
合
計
で
１
３
７
億
６
１

０
０
万
円
で
あ
っ
た
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
決
算
の
貸
借
対
照
表
に

よ
る
と
、
資
産
合
計
は
１
４
３
７
億
３
０
０
万
円
（
負

債
合
計
４
５
１
億
１
７
０
０
万
円
、
純
資
産
合
計
９
８

５
億
８
６
０
０
万
円
）
と
な
っ
て
い
る
。
基
金
総
額
は

固
定
資
産
分
と
流
動
資
産
分
の
合
計
で
１
６
６
億
２
８

０
０
万
円
に
達
し
て
お
り
、
今
後
の
財
政
運
営
を
見
据

え
た
財
政
調
整
基
金
お
よ
び
減
債
基
金
な
ど
へ
の
積
み

立
て
を
行
っ
て
い
る
。

財
政
健
全
化
判
断
比
率
と
資
金
不
足
比
率　
平
成
19

（
２
０
０
７
）
年
6
月
に
成
立
し
た
「
地
方
公
共
団
体

の
財
政
の
健
全
化
に
関
す
る
法
律
」
で
新
た
に
定
め
ら

れ
た
財
政
指
標
の
数
値
を
公
表
す
る
こ
と
で
、
地
方
公

共
団
体
の
財
政
の
健
全
性
を
計
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
な
っ
た
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
決
算
に
基
づ
く
本
市
の

財
政
健
全
化
判
断
比
率
を
み
る
と
、
一
般
会
計
お
よ
び

各
特
別
会
計
（
国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
・
介
護
保
険

特
別
会
計
・
後
期
高
齢
者
医
療
事
業
特
別
会
計
）
は
黒

字
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
実
質
公
債
費
比
率
、
将
来

負
担
比
率
は
、
い
ず
れ
も
早
期
健
全
化
基
準
を
下
回
っ

て
い
る
。
公
営
企
業
（
水
道
事
業
・
下
水
道
事
業
）
の

資
金
不
足
額
も
発
生
し
て
い
な
い
た
め
、
実
質
赤
字
比

率
と
連
結
実
質
赤
字
比
率
は
算
定
さ
れ
な
か
っ
た
。

本
市
は
こ
う
し
た
財
政
運
営
の
状
況
を
年
2
回
公
表
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し
て
い
る
。
ま
た
、
多
く
の
市
民
に
市
の
財
政
状
況
や

施
策
に
つ
い
て
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
、
平
成
25（
２

０
１
３
）
年
度
か
ら
「
ふ
じ
み
野
市
の
お
金
の
使
い
み

ち
」
を
作
成
・
公
表
し
て
い
る
。
解
説
に
は
図
や
表
を

多
く
用
い
、
市
の
決
算
額
を
家
計
簿
に
見
立
て
る
な
ど
、

よ
り
見
や
す
く
分
か
り
や
す
い
工
夫
を

し
て
い
る
。

■
■ 

民
間
活
力
の
導
入
　

本
市
は
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
7

月
に
「
外
部
委
託
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」
を

制
定
し
た
。
こ
こ
で
は
市
民
の
安
心
・

安
全
を
第
一
と
し
、「
民
間
で
で
き
る

こ
と
は
民
間
に
委
ね
る
」
こ
と
を
基
本

と
し
て
、
行
政
と
民
間
と
の
適
切
な
役

割
分
担
の
も
と
、
よ
り
効
率
的
か
つ
効

果
的
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
と
行
政

の
ス
リ
ム
化
を
図
る
た
め
、
積
極
的
に

外
部
委
託
を
推
進
し
て
い
く
と
し
た
。

そ
こ
で
生
み
出
さ
れ
た
財
源
と
人
員
を
、
新
た
な
市
民

ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
行
政
サ
ー
ビ
ス
に
再
配
分
し
、
市

民
満
足
度
の
向
上
に
つ
な
げ
る
と
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
制
度　
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
6
月

の
地
方
自
治
法
改
正
に
よ
り
、
市
の
出
資
法
人
な
ど
の

ほ
か
、
民
間
の
事
業
者
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
団
体
な
ど
に
も
「
公
の
施
設
」
の
管
理
を
代
行
す
る

こ
と
を
可
能
に
す
る
「
指
定
管
理
者
制
度
」
が
創
設
さ

れ
た
。
こ
の
制
度
は
、
公
の
施
設
の
管
理
に
民
間
の
能

力
や
ノ
ウ
ハ
ウ
を
幅
広
く
活
用
し
つ
つ
、
経
費
の
節
減

な
ど
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
3
月
か
ら
サ
ー

ビ
ス
セ
ン
タ
ー
自
転
車
駐
車
場
と
上
福
岡
駅
西
口
駐
車

場
に
導
入
し
た
の
を
皮
切
り
に
、
制
度
の
積
極
的
な
活

用
を
図
っ
て
い
る
。

指
定
管
理
者
の
選
定
を
公
正
に
行
う
た
め
、
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
に
は
外
部
の
有
識
者
な
ど
で
構
成
す

る
「
ふ
じ
み
野
市
指
定
管
理
者
選
定
委
員
会
」
を
設
置

し
て
指
定
管
理
者
候
補
者
の
選
定
を
行
っ
て
い
る
。
指

定
管
理
者
の
選
定
は
原
則
公
募
に
よ
り
、
指
定
期
間
は

５
年
間
を
標
準
（
平
成
29
年
度
選
定
ま
で
は
４
年
間
）

と
す
る
。
制
度
の
適
正
な
運
用
を
図
っ
て
い
く
た
め
、

市
は
指
定
管
理
業
務
ま
た
は
経
理
の
状
況
に
関
し
報
告

を
求
め
、
実
地
に
つ
い
て
調
査
ま
た
は
必
要
な
指
示
を

行
う
こ
と
と
し
て
お
り
、
指
定
管
理
者
に
対
す
る
評
価

を
毎
年
度
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公
表
し
て
い
る
。

指
定
管
理
者
に
よ
る
管
理
運
営
か
ら
得
ら
れ
た
知
見

は
、
新
た
な
指
定
管
理
者
を
募
集
す
る
際
に
仕
様
書
へ

反
映
す
る
な
ど
、
官
民
連
携
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の
質
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

〈
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入
施
設
〉

・
平
成
17
年
度　

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
自
転
車
駐
車
場

／
上
福
岡
駅
西
口
駐
車
場

・
平
成
18
年
度　

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
／
ふ
れ
あ
い

上
福
岡
地
域
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
23
年
度
廃
止
）

／
心
身
障
害
者
地
域
デ
イ
ケ
ア
施
設
か
み
ふ
く
お
か

作
業
所
（
平
成
19
年
度
廃
止
）
／
老
人
福
祉
セ
ン

タ
ー
太
陽
の
家
（
平
成
25
年
度
廃
止
）
／
か
み
ふ
く

お
か
中
央
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
平
成
25
年
度

廃
止
）
／
か
み
ふ
く
お
か
西
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン

3
令和５年度のふじみ野市の支出額は約495億円でした。 このうち、民生費と総務費で全体

の約62％が使われています。

令和５年度の一般会計の歳出の内訳

土木費

35億円

7.1％

歳出合計

495億円

民生費

203億円

41.0％

総務費

103億円

20.8％

教育費

54億円

10.9％

公債費

45億円

9.1％

衛生費

33億円

6.7％

医療助成その他の各種福祉

事業に係る経費

●幼児教育・保育施設の運営・

支援 40億円

●生活に困窮する人への支援

35億円

93.3 97.3 96.4 102.1 103.2 

126.4 130.2 130.2 
137.4 

151.7 
163.1 168.6 174.7 169.5 

176.6 176.7 

207.6 
196.1 

203.5 

35.7 
43.9 46.3 47.2 50.8 

67.7 72.0 75.6 77.8 83.4 89.2 
96.9 100.0 101.6 107.2 105.7 

131.9 
118.2 122.8 
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民生費、扶助費の推移

民生費 民生費の扶助費

単位：億円

「民生費」は、ふじみ野市が誕生した平成１７年度と比較して約2.2倍に増加しました。

そのうちの生活保護費や子育て世帯、高齢者、障がい者の生活を支援するための「扶助

費」は約3.4倍に膨らんでいます。

令和３年度の扶助費が特に大きくなっているのは、子育て世帯臨時特別給付金等の支給を

したことが要因となっています。

民生費

市税の賦課徴収、庁舎の維

持管理等その他全般的な管

理事務に係る経費

●文化施設の整備 65億円

総務費

教育費

市税の賦課徴収、庁舎の維

持管理等その他全般的な管

理事務に係る経費

●学校の運営や維持管理

14億円

●給食の提供 13億円

その他

8億円（1.6％）

消防費

14億円（2.8％）

災害対策、防災施設の管理

に係る経費

道路・公園等の維持管理や

整備等に係る経費

●道路の整備・補修 6億円

●公園の整備・運営 4億円

衛生費

市民の健康管理、環境対策、

ごみ処理等に係る経費

●医療・健康増進 12億円

●ごみの処理・リサイクル

17億円

公債費

市債（地方債）の返済に係

る経費

土木費

- 3 -

詳しくみてみよう～歳出～

「ふじみ野市のお金の使いみち」
（令和5年度）

（%） 将来負担比率の推移

平
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成
平
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平
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年 年

元
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令

年
３
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５
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令
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400
300
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100 78.9 平成24年以降

将来負担比率なし

早期健全化基準（350％）
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（%） 実質公債費比率の推移
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図1-6　財政指標の推移
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タ
ー
（
平
成
29
年
度
廃
止
）

・
平
成
20
年
度　

鶴
ケ
岡
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー

・
平
成
21
年
度　

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

・
平
成
23
年
度　

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
／
市
民
交
流
プ

ラ
ザ
／
コ
ス
モ
ス
ホ
ー
ル

・
平
成
24
年
度　

大
井
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
平

成
30
年
度
廃
止
）
／
大
井
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
／
旭

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
／
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
お
よ
び

運
動
公
園
／

・
平
成
25
年
度　

ふ
じ
み
野
市
自
転
車
駐
車
場
／
児
童

セ
ン
タ
ー

・
平
成
26
年
度　

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
環
境
セ
ン

タ
ー
余
熱
利
用
施
設
（
エ
コ
パ
）

・
平
成
27
年
度　

上
福
岡
図
書
館
／
上
福
岡
西
公
民
館

図
書
室

・
令
和
元
年
度　

介
護
予
防
セ
ン
タ
ー

・
令
和
２
年
度　

大
井
図
書
館

・
令
和
５
年
度　

東
文
化
施
設
（
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・

イ
ー
ス
ト
）
／
西
文
化
施
設
（
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・

ウ
ェ
ス
ト
）

Ｐ
Ｆ
Ｉ
法
に
基
づ
く
提
案
制
度　
Ｐ
Ｆ
Ｉ
（Private 

Finance Initiative

）
と
は
、
公
共
事
業
を
実
施
す
る

た
め
の
一
手
法
と
し
て
、
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・

技
術
力
（
ノ
ウ
ハ
ウ
）
を
活
用
し
、
公
共
施
設
な
ど
の

設
計
・
建
設
・
改
修
・
更
新
や
維
持
管
理
・
運
営
を
行

う
方
法
の
こ
と
で
あ
る
。
事
業
全
体
の
リ
ス
ク
管
理
が

効
率
的
に
行
わ
れ
る

こ
と
や
、
設
計
か
ら

運
営
ま
で
の
全
部
ま

た
は
一
部
を
一
体
的

に
扱
う
こ
と
に
よ
る

事
業
コ
ス
ト
の
削
減

が
期
待
で
き
る
。

本
市
で
は
、
ふ
じ

み
野
市
・
三
芳
町
環

境
セ
ン
タ
ー
（
余
熱

利
用
施
設
は
平
成
26

年
6
月
オ
ー
プ
ン
。

環
境
セ
ン
タ
ー
は
平

成
28
年
10
月
稼
働
）

を
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
類
似
し
た
事
業
方
式
で
あ
る
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方

式
（D

esign Build O
perate 

設
計
・
建
設
と
そ
の

後
の
維
持
管
理
・
運
営
の
各
業
務
を
一
括
し
て
民
間
事

業
者
に
性
能
発
注
す
る
方
式
）
に
よ
り
整
備
し
た
。
Ｐ

Ｆ
Ｉ
と
同
様
、
施
設
の
整
備
お
よ
び
運
営
を
民
間
事
業

者
に
一
括
か
つ
長
期
的
に
委
ね
る
こ
と
に
よ
り
、
創
意

工
夫
を
活
か
し
て
財
政
負
担
の
縮
減
お
よ
び
公
共
サ
ー

ビ
ス
の
水
準
の
向
上
を
図
る
こ
と
が
で
き
る
。
本
方
式

の
採
用
に
よ
っ
て
、
約
12
％
、
15
億
７
０
０
０
万
円
を

超
え
る
財
政
支
出
の
削
減
を
見
込
ん
だ
。

ま
た
、
な
の
花
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
平
成
28
年
4

月
稼
働
）は
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
手
法
を
用
い
た
施
設
整
備
を
行
っ

て
お
り
、
市
単
独
の
事
業
と
し
て
実
施
し
た
場
合
と
比

較
す
る
と
、
Ｐ
Ｆ
Ｉ
事
業
の
方
が
市
の
財
政
負
担
額
は

約
6
％
少
な
く
な
る
と
い
う
評
価
で
あ
っ
た
。
ま
た
、

給
食
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
や
リ
ス
ク
分
担
の
明
確
化
に
よ

り
安
定
し
た
事
業
運
営
、
市
の
財
政
支
出
の
平
準
化
な

ど
が
期
待
で
き
た
。

近
年
で
は
、
文
化
施
設
に
つ
い
て
も
Ｄ
Ｂ
Ｏ
方
式
に

よ
り
整
備
し
て
お
り
、
約
6
％
の
財
政
支
出
削
減
が
見

込
ま
れ
た
（
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の
多
目
的
棟
は
令
和

３
年
４
月
オ
ー
プ
ン
、
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
は
令
和
５

年
11
月
オ
ー
プ
ン
、
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
の
ホ
ー
ル
棟

は
令
和
７
年
９
月
オ
ー
プ
ン
）。
文
化
施
設
は
Ｄ
Ｂ
Ｏ

方
式
で
は
あ
る
が
、
整
備
事
業
者
は
維
持
管
理
の
み
を

行
う
こ
と
と
し
、
運
営
に
つ
い
て
は
別
途
指
定
管
理
者

に
よ
り
行
う
こ
と
と
し
た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
複
合

ふじみ野市・ 三芳町環境センター余熱利用施設「エコ
パ」

ふじみ野ステラ・イースト
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施
設
の
利
点
を
最
大
限
に
活
か
し
た
管
理
運
営
が
行
わ

れ
て
い
る
。

窓
口
業
務
委
託　
本
市
で
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）

年
４
月
に
健
康
保
険
課
の
窓
口
業
務
を
民
間
事
業
者
に

委
託
し
た
。
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
4
月
か
ら
は
、

市
民
窓
口
業
務
の
一
部
と
出
張
所
窓
口
業
務
全
般
を
民

間
事
業
者
に
委
託
し
た
。
こ
れ
に
よ
り
新
た
な
窓
口

サ
ー
ビ
ス
と
し
て
、
申
請
書
の
書
き
方
や
手
続
き
の
仕

方
な
ど
を
案
内
す
る
係
を
配
置
す
る
こ
と
が
で
き
、
窓

口
で
の
手
続
き
が
ス
ム
ー
ズ
に
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

同
年
10
月
か
ら
は
、
高
齢
福
祉
課
（
介
護
保
険
に
関

す
る
こ
と
の
み
）、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
4
月
か

ら
は
子
育
て
支
援
課
の
窓
口
業
務
を
委
託
し
た
。

ノ
ウ
ハ
ウ
や
実
績
の
あ
る
事
業
者
に
委
託
す
る
こ
と

は
、
コ
ス
ト
削
減
と
窓
口
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
な
が

る
。
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
に
委
託
前
後
の
経
費
の

比
較
を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
コ
ス
ト
削
減
の
面
で
は
本
庁

職
員
3
人
減
、
出
張
所
職
員
2
人
減
の
削
減
効
果
が
表

れ
た
。
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
つ
い
て
は
、
接
客
経
験
者

の
配
置
や
民
間
会
社
で
の
人
材
育
成
、
適
性
検
査
合
格

者
が
配
置
さ
れ
る
こ
と
に
よ
り
、
ク
レ
ー
ム
対
応
の
減

少
、
ア
ン
ケ
ー
ト
で
の
評
価
の
上
昇
と
い
う
効
果
も
表

れ
て
い
る
。

包
括
管
理
業
務
委
託　
本
市
で
は
、
令
和
5
（
２
０

２
３
）
年
度
か
ら
公
共
施
設
を
包
括
的
に
管
理
す
る
手

法
を
導
入
し
た
。
そ
れ
ま
で
は
建
物
・
設
備
ご
と
に
必

要
に
応
じ
た
保
守
管
理
を
主
に
施
設
の
所
管
課
で
行
っ

て
き
た
が
、
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
、
施
設
全
体
を

効
果
的
に
管
理
し
長
期
的
な
視
点
で
予
防
保
全
に
つ
な

げ
て
い
く
な
ど
、
公
共
施
設
の
最
適
化
に
向
け
た
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト
を
実
施
し
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

対
象
と
し
た
施
設
は
、
市
役
所
庁
舎
、
公
民
館
、
市

立
保
育
所
、
市
立
小
・
中
学
校
な
ど
78
施
設
（
令
和
５

年
４
月
１
日
導
入
時
点
）
で
、
保
守
点
検
、
清
掃
、
修

繕
な
ど
の
維
持
管
理
業
務
を
行
っ
て
い
る
。
導
入
に
あ

た
っ
て
は
、
業
務
水
準
の
向
上
や
公
民
連
携
に
よ
る
質

の
高
い
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
受
け
る
た
め
に
、
競
争
原
理

を
活
か
し
た
民
間
事
業
者
に
よ
る
質
の
高
い
提
案
を
求

め
る
こ
と
が
必
要
で
あ
っ
た
。
そ
の
た
め
、
公
募
型
プ

ロ
ポ
ー
ザ
ル
に
よ
り
包
括
管
理
事
業
者
を
選
定
し
た
。

■
■ 

市
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
　

1
市
1
町
が
合
併
し
た
本
市
で
は
、

旧
上
福
岡
市
役
所
に
本
庁
機
能
を
持
た

せ
、
旧
大
井
町
役
場
を
総
合
支
所
と
し

て
、
2
拠
点
体
制
に
よ
る
サ
ー
ビ
ス
の

向
上
に
努
め
て
い
る
。

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
開
設　
平
成
18

（
２
０
０
６
）
年
5
月
1
日
、
上
福
岡

駅
西
口
の
コ
コ
ネ
上
福
岡
エ
リ
ア
に
、

ふ
じ
み
野
市
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
が

オ
ー
プ
ン
し
た
。
同
セ
ン
タ
ー
は
市
役

所
出
張
所
を
は
じ
め
、
子
育
て
ふ
れ
あ

い
広
場
、
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
、

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
自

転
車
駐
車
場
が
入
る
複
合
施
設
で
あ
る
。
市
民
の
新
た

な
交
流
の
場
と
し
て
、
合
併
後
の
一
体
感
の
醸
成
に
寄

与
し
て
い
る
。

市
役
所
出
張
所
は
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
10
月

か
ら
旅
券
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
の
申
請
・
交
付
業
務
を
開

始
す
る
な
ど
、
市
民
課
、
税
務
課
、
保
険
・
年
金
課
な

ど
10
課
と
水
道
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
の
窓
口
サ
ー
ビ
ス

の
一
元
化
を
図
っ
た
。

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動

や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
活
動
な
ど
、
市
民
の
自
主
的
な
社
会
貢
献
活

動
を
支
援
す
る
施
設
で
あ
る
。
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を

置
き
、
市
民
活
動
に
関
す
る
情
報
提
供
や
相
談
、
市
民

ふじみ野市サービスセンター（サブエントランス）

市民活動支援センターでの活動の様子
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活
動
展
示
会
・
交
流
会
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
（
平
成
18
年
9
月
オ
ー
プ
ン
）

は
、
子
育
て
に
対
す
る
不
安
や
精
神
的
負
担
感
の
軽
減

を
支
援
す
る
施
設
で
、
親
子
が
気
軽
に
集
え
る
場
の
提

供
や
育
児
相
談
、
一
時
預

か
り
事
業
な
ど
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

休
日
開
庁　
市
役
所
で

は
平
成
21
（
２
０
０
９
）

年
度
か
ら
、
市
民
サ
ー
ビ

ス
の
向
上
を
目
的
と
し

て
、
転
入
・
転
出
事
務
や

諸
届
け
・
証
明
手
続
き
な

ど
一
部
の
窓
口
業
務
を
休

日
に
開
庁
し
て
受
け
付
け

て
い
る
。

本
庁
お
よ
び
支
所
は
毎

月
最
終
日
曜
日
と
4
月
の

第
一
日
曜
日
を
、
出
張
所

で
は
毎
週
日
曜
日
を
開
庁

日
と
し
て
い
る
。
取
扱
業

務
も
市
民
か
ら
の
要
望
に

応
え
充
実
さ
せ
て
お
り
、

市
役
所
と
総
合
支
所
で
は

そ
れ
ぞ
れ
24
業
務
で
、
出

張
所
で
は
パ
ス
ポ
ー
ト
の

申
請
を
除
き
平
日
同
様
の

業
務
を
行
っ
て
い
る
。

書
か
な
い
窓
口　
本
市
で
は
、
申
請
書
記
載
の
負
担

軽
減
や
証
明
発
行
ま
で
の
待
ち
時
間
削
減
と
い
っ
た
市

民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
窓
口
事
務
の

効
率
化
お
よ
び
業
務
量
の
削
減
を
目
的
と
し

て
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
10
月
か
ら
「
書

か
な
い
窓
口
」
を
導
入
し
た
（
出
張
所
で
は

令
和
3
年
10
月
か
ら
）。

市
民
課
窓
口
で
は
申
請
者
の
住
所
・
氏

名
・
生
年
月
日
な
ど
の
情
報
や
申
請
内
容
を

職
員
が
聞
き
取
っ
て
シ
ス
テ
ム
へ
入
力
す
る

こ
と
で
、
内
容
を
あ
ら
か
じ
め
印
字
し
た
申

請
書
を
作
成
し
て
い
る
。
市
民
は
印
字
さ
れ

た
内
容
を
確
認
し
て
署
名
す
る
こ
と
で
申
請
が
完
了

し
、
窓
口
で
の
負
担
が
軽
減
さ
れ
る
。

書
か
な
い
窓
口
は
、
市
民
課
（
本
庁
舎
）
と
出
張
所

「
書
か
な
い
窓
口
」
専
用
カ
ウ
ン
タ
ー
で
行
っ
て
お
り
、

本
人
申
請
に
よ
る
住
民
票
の
写
し
、
住
民
票
記
載
事
項

証
明
、
戸
籍
謄
（
抄
）
本
の
一
部
、
印
鑑
登
録
証
明
な

ど
の
申
請
が
対
象
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
5
（
２
０
２

３
）
年
度
か
ら
、
大
井
総
合
支
所
で
も
導
入
し
た
。

公
共
施
設
予
約
シ
ス
テ
ム　
公
共
施
設
を
利
用
す
る

市
民
の
利
便
性
の
向
上
と
事
務
処
理
の
効
率
化
の
た

め
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
3
月
か
ら
、
自
宅
の
パ

ソ
コ
ン
や
各
施
設
に
あ
る
専
用
端
末
に
よ
り
、
施
設
の

空
き
状
況
の
照
会
や
利
用
予
約
、
抽
選
の
申
し
込
み
な

ど
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。

一
方
、
利
用
者
登
録
の
際
に
は
施
設
の
窓
口
に
出
向

く
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
や
タ
ブ
レ
ッ

ト
端
末
な
ど
に
対
応
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
な
ど
か
ら
、

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
４
月
に
シ
ス
テ
ム
の
更
新
を

行
っ
た
。
施
設
の
窓
口
に
出
向
か
な
く
て
も
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
を
活
用
し
た
本
人
確
認
が
可
能
に
な
り
、

ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
に
よ
る
オ
ン
ラ
イ
ン
決
済
機
能
に

対
応
す
る
な
ど
市
民
の
利
便
性
が
向
上
し
た
。

■
■ 

各
種
団
体
の
統
合
・
一
体
化
　

新
市
の
ま
ち
づ
く
り
に
は
旧
市
町
の
文
化
を
尊
重
し

な
が
ら
、
新
し
い
文
化
を
創
造
し
内
外
に
発
信
し
て
い

く
必
要
が
あ
る
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
地
域
を
通
じ

休日開庁の案内
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た
市
民
や
組
織
と
の
連
携
や
協
働
に
よ
り
事
業
を
実
施

す
る
と
と
も
に
、
新
た
な
事
業
を
企
画
す
る
こ
と
で
、

市
民
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

社
会
福
祉
協
議
会
や
商
工
会
等
の
統
合　
合
併
時
の

確
認
事
項
と
し
て
、
公
共
的
団
体
に
つ
い
て
、
①
１
市

１
町
に
共
通
す
る
団
体
は
合
併
時
に
統
合
す
る
よ
う
努

め
る
。
た
だ
し
、
統
合
で
き
な
い
団
体
は
統
合
す
る
よ

う
調
整
に
努
め
る
。
②
統
合
に
時
間
を
要
す
る
団
体

は
、
当
面
現
行
の
と
お
り
と
し
、
10
年
を
目
処
に
統
合

す
る
よ
う
調
整
に
努
め
る
。
③
独
自
の
団
体
は
現
行
の

と
お
り
と
す
る
こ
と
を
申
し
合
わ
せ
て
い
た
。

新
市
に
お
け
る
組
織
・
団
体
の
統
合
に
つ
い
て
は
、

旧
市
町
に
そ
れ
ぞ
れ
設
置
さ
れ
て
い
た
社
会
福
祉
協
議

会
（
平
成
21
年
統
合
）、
商
工
会
（
平
成
22
年
統
合
）、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
平
成
18
年
統
合
、
平
成
28

年
入
間
東
部
に
再
統
合
）
の
統
合
整
備
を
図
っ
た
。

一
部
事
務
組
合
等
の
統
合　
広
域
的
な
取
り
組
み
を

進
め
る
方
法
と
し
て
、
複
数
の
市
町
村
が
合
体
し
て
一

つ
の
市
町
村
と
し
て
取
り
組
む
市
町
村
合
併
の
ほ
か
、

個
々
の
市
町
村
は
そ
の
ま
ま
に
、
複
数
の
市
町
村
が
連

携
調
整
し
て
取
り
組
む
広
域
行
政
が
あ
る
。
具
体
例
と

し
て
は
広
域
連
合
や
協
議
会
が
挙
げ
ら
れ
る
が
、
特
に

消
防
・
ご
み
処
理
・
し
尿
処
理
・
火
葬
場
な
ど
の
運
営

を
行
う
た
め
に
設
置
さ
れ
る
一
部
事
務
組
合
が
多
い
。

合
併
に
伴
い
、
ふ
じ
み
野
市
が
所
属
す
る
こ
と
と
な
る

一
部
事
務
組
合
等
の
取
扱
い
は
次
の
と
お
り
と
な
っ
た
。

（
１
）
合
併
日
の
前
日
に
い
っ
た
ん
脱
退
し
、
合
併
日

に
再
加
入
す
る
。

入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合
／
入
間
東
部
地
区
消
防
組

合
／
埼
玉
県
市
町
村
消
防
災
害
補
償
組
合
／
埼
玉
県

市
町
村
退
職
手
当
組
合
／
埼
玉
県
市
町
村
交
通
災
害

共
済
組
合
／
彩
の
国
さ
い
た
ま
人
づ
く
り
連
合
／
埼

玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推
進
協
議
会

（
２
）
合
併
時
に
再
編
す
る
。

上
福
岡
市
土
地
開
発
公
社
／
大
井
町
土
地
開
発
公
社

（
３
）
新
市
に
引
き
継
ぐ
。

財
団
法
人
上
福
岡
市
運
動
公
園
施
設
管
理
公
社

そ
の
後
、
入
間
東
部
地
区
衛
生
組
合
と
入
間
東
部
地

区
消
防
組
合
は
統
合
し
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
4

月
か
ら
入
間
東
部
地
区
事
務
組
合
と
な
っ
た
。
ま
た
、

上
福
岡
市
運
動
公
園
施
設
管
理
公
社
は
平
成
18
（
２
０

０
６
）
年
度
、
埼
玉
県
西
部
第
一
広
域
行
政
推
進
協
議

会
は
同
24
（
２
０
１
２
）
年
３
月
31
日
、
ふ
じ
み
野
市

土
地
開
発
公
社
は
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
４
月
30
日

を
も
っ
て
解
散
し
た
。

２　
開
か
れ
た
議
会
に
向
け
て

■
■ 

議
会
の
役
割
と
構
成

議
会
は
、
二
元
代
表
制
の
も
と
、
市
政
を
進
め
て
い

く
上
で
重
要
な
事
項
（
条
例
や
予
算
な
ど
）
に
つ
い
て

審
議
し
、
意
思
決
定
を
行
う
議
事
機
関
と
し
て
重
要
な

役
割
を
有
し
て
い
る
。
議
会
で
開
催
さ
れ
る
会
議
に

は
、
年
４
回
定
期
的
に
招
集
さ
れ
る
定
例
会
と
必
要
に

応
じ
て
招
集
さ
れ
る
臨
時
会
が
あ
る
。

市
と
し
て
の
最
終
的
な
意
思
決
定
と
な
る
議
決
は
本

会
議
で
行
わ
れ
る
が
、
議
案
の
審
議
に
あ
た
っ
て
は
、

部
門
ご
と
に
専
門
的
な
審
査
・
調
査
を
行
う
機
関
と
し

て
委
員
会
が
設
け
ら
れ
て
い
る
。
委
員
会
に
は
、
常
時

設
置
さ
れ
て
い
る
常
任
委
員
会
の
ほ
か
、
議
会
運
営
委

員
会
と
必
要
に
応
じ
て
設
置
さ
れ
る
特
別
委
員
会
が
あ

る
。
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
10
月
の
合
併
直
後
に
は
、

総
務
、
市
民
生
活
、
福
祉
・
教
育
、
都
市
政
策
の
４
常

任
委
員
会
が
置
か
れ
、
各
常
任
委
員
会
に
は
在
任
特
例

に
よ
り
44
人
と
な
っ
た
市
議
会
議
員
が
11
人
ず
つ
所
属

し
た
。
ま
た
、
在
任
特
例
終
了
後
に
議
員
定
数
が
26
人

と
な
っ
た
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
は
、
市
民
生
活

常
任
委
員
会
と
都
市
政
策
常
任
委
員
会
を
市
民
・
都
市

常
任
委
員
会
と
し
て
、
３
常
任
委
員
会
と
し
、
議
会
広

報
紙
の
編
集
発
行
の
充
実
を
図
る
た
め
新
た
に
議
会
広

報
常
任
委
員
会
を
設
置
し
た
。

令
和
元
年
（
２
０
１
９
）
年
５
月
に
は
、
予
算
お
よ

び
決
算
審
査
の
充
実
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
新
た
に
予

算
・
決
算
常
任
委
員
会
が
設
置
さ
れ
、
総
務
常
任
委
員

会
を
総
務
・
教
育
常
任
委
員
会
に
、
福
祉
・
教
育
常
任

委
員
会
を
生
活
・
福
祉
常
任
委
員
会
と
し
て
、
５
つ
の

常
任
委
員
会（
総
務
・
教
育（
７
人
）、
市
民
・
都
市（
７

人
）、
生
活
・
福
祉
（
７
人
）、
議
会
広
報 

（
７
人
）、

予
算
・
決
算
（
21
人
））
と
な
っ
た
。

特
別
委
員
会
は
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
ま
で
の
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毎
年
、「
決
算
特

別
委
員
会
」
を
設

置
し
た
ほ
か
、
同

18
（
２
０
０
６
）

年
に
「
ふ
じ
み
野

市
大
井
プ
ー
ル
事

故
再
発
防
止
策
等

の
調
査
特
別
委
員

会
」
が
、
同
29（
２

０
１
７
）
年
に
は

「
議
会
に
関
す
る

条
例
の
制
定
に
向

け
た
特
別
委
員

会
」
が
、
令
和
５

（
２
０
２
３
）
年

に
は
「
最
上
位
計

画
審
査
特
別
委
員

会
」
が
設
置
さ
れ
た
。

委
員
会
は
、
条
例
や
予
算
な
ど
の
議
案
の
審
査
の
ほ

か
、
市
民
等
か
ら
提
出
さ
れ
た
請
願
の
審
査
や
委
員
会

が
所
管
す
る
事
務
に
つ
い
て
調
査
を
行
っ
て
い
る
。

議
員
は
、
市
民
の
代
表
と
し
て
議
会
に
出
席
し
、
議

案
を
審
議
す
る
ほ
か
、
市
政
全
般
の
チ
ェ
ッ
ク
お
よ
び

政
策
の
提
言
（
一
般
質
問
）
を
し
、
広
く
市
民
の
意
見

を
把
握
し
て
市
政
に
反
映
さ
せ
る
こ
と
な
ど
、
市
民
の

負
託
に
的
確
に
応
え
る
責
務
を
負
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
し
て
議
会
で
審
議
さ
れ
た
内
容
や
議
決

結
果
、
議
員
か
ら
の
政
策
提
案
な
ど
は
、
広
報
紙
（
ふ

じ
み
野
市
議
会
だ
よ
り
）
の
発
行
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
（
ソ
ー
シ
ャ
ル
・
ネ
ッ
ト
ワ
ー
キ
ン
グ
・
サ
ー

ビ
ス
）
な
ど
を
活
用
し
、
広
く
市
民
に
情
報
発
信
し
て

い
る
ほ
か
、
議
会
報
告
会
を
開
催
し
て
直
接
市
民
と
向

き
合
っ
て
議
会
の
活
動
を
報
告
す
る
と
と
も
に
、
市
民

か
ら
の
意
見
を
聴
取
す
る
機
会
を
設
け
て
い
る
。

■
■ 

議
会
改
革
へ
の
取
り
組
み

議
会
に
関
す
る
条
例
の
制
定　
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
、
議
会
お
よ
び
議
員
の
活
動
原
則
等
を
明
ら
か
に
す

る
と
と
も
に
、
議
会
と
市
長
等
の
執
行
機
関
お
よ
び
市

民
と
の
関
係
の
基
本
的
事
項
を
定
め
た
「
ふ
じ
み
野
市

議
会
基
本
条
例
」
を
制
定
し
た
。
同
条
例
に
は
、
議
会

お
よ
び
議
員
は
市
民
の
負
託
に
的
確
に
応
え
ら
れ
る
開

か
れ
た
議
会
を
目
指
し
、
議
会
改
革
に
継
続
的
に
取
り

組
む
こ
と
が
う
た
わ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
時
期
を
同
じ
く
し
て
、
市
政
に
対
す
る
市
民

の
信
頼
に
応
え
、
公
正
で
開
か
れ
た
民
主
的
な
市
政
の

発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
「
ふ
じ
み
野
市
議
会

議
員
政
治
倫
理
条
例
」
を
制
定
し
た
。

議
員
定
数
の
削
減　
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
10
月

14
日
、
市
役
所
5
階
の
仮
議
場
で
開
か
れ
た
合
併
後
初

の
臨
時
議
会
に
は
、
旧
上
福
岡
市
議
会
議
員
24
人
お
よ

び
旧
大
井
町
議
会
議
員
20
人
で
構
成
さ
れ
た
44
人
の
市

議
会
議
員
が
顔
を
そ
ろ
え
た
。
合
併
協
定
書
に
は
平
成

19
（
２
０
０
７
）
年
4
月
30
日
ま
で
は
旧
市
町
の
議
員

が
在
任
特
例
と
し
て
新
市
の
議
員
と
し
て
在
任
す
る
こ

と
が
記
さ
れ
て
お
り
、
在
任
特
例
期
間
終
了
後
の
議
員

定
数
は
、
合
併
協
議
に
よ
り
29
人
と
決
め
ら
れ
て
い
た
。

最
初
の
議
員
定
数
の
削
減
は
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）

年
12
月
の
第
4
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
提

案
に
よ
り
市
の
財
政
状
況
や
社
会
情
勢
を
踏
ま
え
、
議

会
自
ら
が
行
財
政
改
革
の
必
要
性
を
認
識
す
る
と
と
も

に
、
議
会
改
革
の
一
環
と
し
て
、
在
任
特
例
期
間
終
了

後
の
議
員
定
数
を
３
人
減
ら
し
26
人
と
す
る
「
ふ
じ
み

野
市
議
会
議
員
定
数
条
例
」
を
可
決
し
、
翌
19
（
２
０

０
７
）
年
４
月
の
合
併
後
初
の
市
議
会
議
員
選
挙
か
ら

適
用
さ
れ
た
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
3
月
の
第
1
回
市
議
会
定

例
会
で
は
、
厳
し
い
財
政
状
況
や
社
会
の
諸
情
勢
に
鑑

み
、
翌
23
（
２
０
１
１
）
年
４
月
に
行
わ
れ
る
市
議
会

議
員
選
挙
か
ら
26
人
の
議
員
定
数
を
19
人
と
す
る
「
ふ

じ
み
野
市
議
会
議
員
定
数
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条

例
」
が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

本
条
例
の
審
議
に
つ
い
て
は
、
さ
ら
に
慎
重
審
議
を

す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
か
ら
、
議
会
運
営
委
員
会
で
審

査
す
る
こ
と
と
し
、
次
の
定
例
会
ま
で
継
続
審
査
と
す

る
こ
と
と
な
っ
た
。
ま
た
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年

５
月
７
日
に
議
員
定
数
を
同
様
に
19
人
と
す
る
こ
と
を

求
め
る
請
願
が
提
出
さ
れ
た
こ
と
か
ら
、
同
委
員
会
で

は
条
例
と
請
願
の
両
方
を
審
査
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

審
査
の
結
果
は
、
条
例
は
可
決
、
請
願
は
採
択
さ
れ
、

同
年
6
月
の
第
２
回
市
議
会
定
例
会
の
本
会
議
で
報
告

合併後初の臨時議会風景（平成17年10月14日）
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さ
れ
た
。
し
か
し
、
最
終
的
な
意
思
決
定
を
行
う
本
会

議
で
は
、
採
決
の
結
果
、
条
例
に
つ
い
て
は
否
決
、
請

願
に
つ
い
て
は
可
否
が
同
数
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
議
長

裁
決
と
な
り
、
議
長
は
２
万
５
０
０
０
人
を
超
え
る
署

名
を
添
え
て
提
出
さ
れ
た
請
願
の
願
意
を
尊
重
し
採
択

と
裁
決
し
た
。

な
お
、
議
決
の
結
果
は
条
例
が
優
先
さ
れ
る
た
め
、

議
員
定
数
の
削
減
に
は
至
ら
な
か
っ
た
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
9
月
の
第
3
回
市
議
会
定

例
会
で
は
、
26
人
の
議
員
定
数
を
23
人
と
す
る
一
部
改

正
条
例
が
議
員
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

本
条
例
の
審
議
の
過
程
の
中
で
は
、
議
員
定
数
を
23

人
と
し
た
場
合
の
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
度
決
算
額

に
占
め
る
議
会
費
の
推
定
割
合
が
、
近
隣
で
人
口
や
財

政
規
模
が
類
似
す
る
朝
霞
市
（
議
員
定
数
24
人
）
と
同

程
度
に
な
る
こ
と
が
説
明
さ
れ
た
が
、
民
意
の
行
政
へ

の
反
映
が
後
退
す
る
、
行
政
の
チ
ェ
ッ
ク
機
能
が
低
下

す
る
な
ど
の
意
見
が
出
さ
れ
た
。
こ
れ
に
対
し
て
は
、

議
会
の
広
報
・
広
聴
機
能
の
強
化
や
審
議
時
間
の
見
直

し
な
ど
議
会
の
活
性
化
を
図
る
こ
と
で
議
会
の
機
能
を

低
下
さ
せ
な
い
こ
と
な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

し
か
し
、
そ
の
後
、
議
員
定
数
を
23
人
と
す
る
本
条

例
に
対
し
、
議
員
定
数
を
21
人
と
す
る
修
正
動
議
が
議

員
か
ら
提
出
さ
れ
た
。

審
議
の
中
で
は
、
先
の
意
見
と
同
様
の
も
の
の
ほ
か
、

選
挙
で
は
組
織
、
地
盤
が
あ
る
方
が
有
利
に
な
る
な
ど

の
意
見
が
出
さ
れ
た
が
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
6

月
の
第
２
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
議
員
定
数
を

19
人
と
す
る
請
願
が
多
く
の
署
名
の
も
と
に
提
出
さ
れ

た
願
意
を
尊
重
し
、
採
択
さ
れ
た
と
い
う
趣
旨
を
考
え

る
と
、
議
員
定
数
23
人
で
は
市
民
主
体
の
立
場
で
考
え

た
場
合
、
大
義
が
感
じ
ら
れ
な
い
こ
と
や
、
隣
接
す
る

富
士
見
市
が
議
員
定
数
21
人
で
議
会
を
運
営
し
て
い
る

こ
と
、
ま
た
、
議
員
定
数
を
21
人
に
削
減
し
て
も
、
現

在
の
定
数
と
同
じ
26
人
の
新
座
市
と
比
較
し
、
議
員
１

人
あ
た
り
の
人
口
は
少
な
く
、
面
積
は
狭
い
こ
と
か
ら
、

十
分
に
市
民
の
意
思
を
議
会
に
反
映
で
き
る
と
の
考
え

な
ど
が
説
明
さ
れ
た
。

議
員
定
数
を
21
人
と
す
る
修
正
案
の
採
決
で
は
、
可

否
が
同
数
に
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
議
長
裁
決
に
よ
り
可

決
と
裁
決
さ
れ
、
修
正
さ
れ
た
条
例
が
成
立
し
、
翌
年

の
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
４
月
に
行
わ
れ
た
市
議
会

議
員
選
挙
か
ら
議
員
定
数
は
21
人
が
適
用
さ
れ
た
。

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推
進　
平
成
28
（
２
０
１
６
）

年
9
月
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
活
用
と
議
会
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
の
実
現
に
つ
い
て
検
討
す
る
協
議
体

と
し
て
「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
検
討
会
議
」
を
設
置
し
た
。

ま
た
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
９
月
に
は
、
本
検
討

会
議
で
決
定
し
た
事
項
の
実
施
・
推
進
を
図
る
た
め
、

協
議
の
場
を
「
議
会
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
会
議
」
に
移
し
、

議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
推
進
に
向
け
た
協
議
を
行
っ
た
。

な
お
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
利
活
用
に
つ
い
て
は
、

導
入
に
伴
う
財
政
負
担
や
議
会
運
営
に
係
る
メ
リ
ッ

ト
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
使
用
の
ル
ー
ル
な
ど
に
つ
い
て

検
討
を
行
い
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
6
月
の
第
2

回
市
議
会
定
例
会
か
ら
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
を
導
入
し

た
。
こ
の
こ
と
に
よ
り
、
議
会
の
審
議
等
に
必
要
な
議

案
書
、
参
考
資
料
な
ど
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
る
経

費
削
減
と
議
会
運
営
お
よ
び
事
務
の
効
率
化
を
図
っ
た
。

ま
た
、
議
会
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
放
映
の
実
現
に
つ
い

て
は
、
配
信
の
対
象
、
配
信
の
方
法
、
映
像
の
編
集
な

ど
に
つ
い
て
検
討
を
行
い
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年

9
月
の
第
３
回
市
議
会
定
例
会
か
ら
本
会
議
の
録
画
映

像
の
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
配
信
を
開
始
し
た
。

議
会
公
式
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
開
設　
議
会
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
化
の
推

進
を
図
っ
た
こ
と
に
よ
り
、
よ
り
身
近
で
開
か
れ
た
議

会
を
目
指
し
て
、
令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
10
月
、
市

議
会
公
式
フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク
（Facebook

）
お
よ
び

ツ
イ
ッ
タ
ー
（T

w
itter 

：
令
和
7
年
現
在
の
Ｘ
）
ア

カ
ウ
ン
ト
を
開
設
し
た
。
こ
う
し
た
Ｓ
Ｎ
Ｓ
を
通
じ
た

広
報
活
動
に
よ
り
、
定
例
会
や
委
員
会
な
ど
の
情
報
、

市
議
会
に
関
す
る
行
事
な
ど
の
情
報
発
信
を
行
っ
て
い

る
。
令
和
3
（
２
０
２
１
）
年
6
月
に
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
対
面
開
催
が
で
き
な

か
っ
た
議
会
報
告
会
をY

ouT
ube

に
よ
る
動
画
配
信

に
切
り
替
え
て
実
施
し
た
。

文
京
学
院
大
学
と
の
連
携
協
定　
市
議
会
は
令
和
３

年
（
２
０
２
１
）
年
５
月
、
市
内
に
キ
ャ
ン
パ
ス
の
あ

る
文
京
学
院
大
学
と
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。
こ
れ

は
、
地
域
貢
献
・
社
会
貢
献
を
担
う
人
材
の
育
成
を
目

的
と
し
て
、
人
材
の
交
流
と
育
成
、
大
学
図
書
館
と
議
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会
図
書
館
と
の
連
携
、
市
議
会
の
政
策
形
成
に
関
し
て

連
携
協
力
を
推
進
す
る
も
の
で
、
連
携
協
力
事
項
に
つ

い
て
は
、
そ
の
具
現
化
に
向
け
て
検
討
が
進
め
ら
れ
て

い
る
。

３　
ふ
じ
み
野
市
平
和
都
市
宣
言

本
市
は
、
合
併
5
周
年
に
あ
た
る
平
成
22
（
２
０
１

０
）
年
10
月
1
日
に
「
ふ
じ
み
野
市
平
和
都
市
宣
言
」

を
制
定
し
、
世
界
平
和
の
実
現
に
寄
与
す
る
決
意
を
表

明
し
た
。
市
民
と
職
員
で
議
論
を
重
ね
文
案
を
練
り
上

げ
、
宣
言
文
案
の
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
実
施
、

寄
せ
ら
れ
た
意
見
や
要
望
に
沿
っ
て
文
案
を
一
部
修
正

し
、
宣
言
文
を
決
定
し
た
。

併
せ
て
9
月
27
日
か
ら
10
月
20
日
ま
で
、
市
役
所
な

ど
で
「
ち
い
ち
ゃ
ん
の
か
げ
お
く
り
」
の
物
語
と
関
連

の
資
料
や
写
真
パ
ネ
ル
を
展
示
し
た
。
ま
た
、
10
月
9

日
に
は
上
福
岡
公
民
館
で
「
市
民
平
和
の
集
い
」
を
開

催
し
た
。
集
い
に
は
１
２
３
人
が
参
加
し
、
大
井
中
学

校
音
楽
部
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
、
映
画
「
硫
黄
島
か
ら

の
手
紙
」
上
映
な
ど
を
行
っ
た
。
本
市
は
こ
の
年
の
2

月
1
日
に
平
和
首
長
会
議
に
加
盟
し
て
い
る
。

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
10
月
1
日
、
大
井
中
央
公

民
館
で
、
平
和
都
市
宣
言
パ
ネ
ル
の
除
幕
式
が
行
わ
れ

た
。
パ
ネ
ル
は
市
役
所
本
庁
舎
入
口
と
大
井
総
合
支
所

ロ
ビ
ー
に
設
置
し
て
い
る
。

４　
ふ
じ
み
野
市
誕
生
10
周
年
記
念
事
業 

本
市
は
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
10
月
1
日
に
記
念

す
べ
き
誕
生
10
周
年
を
迎
え
た
。

そ
の
前
年
に
は
「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
10
周
年
記
念
事

業
の
コ
ン
セ
プ
ト
」
を
定
め
、
事
業
推
進
を
図
っ
て
い

く
こ
と
と
し
た
。
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
①
ふ
る
さ
と
へ
の

自
信
と
誇
り
、
愛
着
の
醸
成
、
②
市
民
の
思
い
を
共
有
、

幅
広
い
参
加
、
③
将
来
へ
の
持
続
的
効
果
、
④
シ
テ
ィ

セ
ー
ル
ス
の
機
会
、
⑤
行
政
、
市
民
、
企
業
な
ど
の
一

体
化
、
未
来
へ
羽
ば
た
く
起
点
の
５
点
で
あ
る
。
そ
し

て
、
多
く
の
市
民
参
加
の
も
と
で
全
市
的
な
記
念
行
事

と
す
る
た
め
、
地
域
で
活
躍
し
て
い
る
各
種
団
体
と
公

募
市
民
で
組
織
す
る
実
行
委
員
会
を
設
置
し
た
。
ま

た
、
10
周
年
の
各
種
記
念
事
業
を
効
果
的
に
Ｐ
Ｒ
す
る

キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
と
シ
ン
ボ
ル
マ
ー
ク
を
募
集
す
る

ほ
か
協
賛
事
業
の
募
集
も
行
っ
た
。

迎
え
た
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
10
月
4
日
、
勤
労

福
祉
セ
ン
タ
ー
で
挙
行
さ
れ
た
記
念
式
典
に
は
上
田
清

司
県
知
事
は
じ
め
、
地
元
選
出
の
国
会
議
員
や
県
議
会

議
員
、
近
隣
自
治
体
の
首
長
・
議
会
議
長
、
市
議
会
議

員
、
各
種
団
体
な
ど
の
来
賓
の
ほ
か
、
功
労
者
表
彰
受

賞
者
、
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
公
募
の
入
賞
者
な
ど
約
５

９
０
人
の
来
場
者
を
迎
え
た
。

式
典
は
２
部
構
成
で
、
第
１
部
は
副
市
長
に
よ
る
開

式
の
こ
と
ば
、
国
歌
斉
唱
、
市
長
式
辞
、
市
議
会
議
長

あ
い
さ
つ
の
の
ち
、
知
事
な
ど
の
来
賓
祝
辞
、
紹
介
が

あ
っ
た
。
そ
の
後
、
誕
生
10
周
年
の
Ｐ
Ｒ
動
画
と
本
市

出
身
の
著
名
人
（
星
野
真
理
さ
ん
、
嶋
重
宣
さ
ん
、
新

田
恵
利
さ
ん
）
に
よ
る
祝
福
メ
ッ
セ
ー
ジ
の
上
映
、
大

井
中
学
校
音

楽
部
に
よ
る

「
羽
ば
た
け

ふ
じ
み
ん
」

の
合
唱
に
続

き
、
功
労
者

表
彰
式
を
行

っ
た
。
さ
ら

に
10
周
年
記

念
事
業
の
キ

ャ
ッ
チ
フ
レ

ー
ズ
と
シ
ン

ボ
ル
マ
ー
ク

公
募
の
入
賞

「ふじみ野市平和都市宣言」 パ
ネル（市役所本庁舎）

ふじみ野市誕生10周年記念式典
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者
表
彰
、
10

歳
児
を
対
象

と
し
た
作
文

の
表
彰
と
朗

読
が
あ
っ
た
。

第
2
部
は

「
ふ
じ
み
野

市
誕
生
10
周

年
記
念
事
業

１
／
２
成
人

式
企
画
委
員

会
」
に
よ
る

催
し
が
行
わ

れ
た
。
委
員

は
こ
の
年
成
人
式
を
迎
え
る
9
人
で
、
委
員
会
が
立
案

し
た
企
画
の
一
つ
目
、
新
た
な
市
の
魅
力
発
掘
を
目
的

と
し
た
「
ふ
じ
み
野
お
み
や
げ
お
菓
子
コ
ン
テ
ス
ト
」

で
は
、
募
集
し
た
市
の
土
産
と
な
り
う
る
お
菓
子
の
紹

介
、
市
長
の
試
食
、
受
賞
作
品
の
表
彰
を
行
っ
た
。
二

つ
目
は
「
羽
ば
た
け
ふ
じ
み
ん
」
と
「
ふ
じ
み
ん
ダ
ン

ス
」
の
発
表
で
、
大
井
中
学
校
音
楽
部
が
合
唱
と
ダ
ン

ス
を
披
露
し
た
。

ま
た
、
記
念
事
業
と
し
て
、
年
間
を
通
じ
て
次
の
よ

う
な
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
た
。

・
ふ
じ
み
野
郷
土
カ
ル
タ
作
成
事
業
（
4
～
10
月
）

市
内
の
名
所
・
旧
跡
や
名
物
な
ど
を
題
材
と
し
た
郷

土
カ
ル
タ
の
デ
ザ
イ
ン
や
読
み
札
を
小
学
校
か
ら
募

集
。
学
校
カ
ル
タ
大
会
も
実
施
し
た
。

・
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
（
6
～
11
月
）

市
内
の
イ
ベ
ン
ト
や
街
な
み
、
四
季
の
風
景
、
10
年

間
の
変
遷
や
思
い
出
な
ど
の
写
真
を
募
集
。
受
賞
作

を
記
念
式
典
で
発
表
し
、
市
役
所
本
庁
舎
ギ
ャ
ラ

リ
ー
、
産
業
ま
つ
り
で
展
示
し
た
。

・
イ
ル
カ
ほ
の
ぼ
の
コ
ン
サ
ー
ト
（
9
月
27
日
）

シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
の
イ
ル
カ
さ
ん
を
招
き
、

ヒ
ッ
ト
曲
と
心
温
ま
る
ト
ー
ク
を
堪
能
し
た
。

・
平
和
記
念
誌
発
行
事
業

平
和
に
関
す
る
作
文
・
詩
、
絵
画
、
写
真
の
募
集
に

は
２
３
２
点
の
作
品
が
集
ま
り
、
作
品
を
掲
載
し
た

平
和
記
念
誌
『「
平
和
へ
の
誓
い
」
─
ふ
じ
み
野
市

か
ら
の
発
信
─
』
を
発
行
し
た
。

そ
の
ほ
か
に
も
、
お
お
い
祭
り
や
上
福
岡
七
夕
ま
つ

り
、
新
河
岸
川
夏
の
思
い
出
ま
つ
り
、
市
民
文
化
祭
な

ど
と
連
携
し
た
関
連
事
業
が
10
周
年
を
盛
り
上
げ
た
。

ま
た
、
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
特
別
展
「
戦
後

の
あ
ゆ
み
～
ふ
じ
み
野
市
誕
生
ま
で
の
軌
跡
～
」
を
開

催
し
、
地
域
の
発
展
と
市
民
の
活
動
の
歩
み
を
振
り

返
っ
た
。

ふじみ野市誕生10周年記念事業1/2成人式企画委員会
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１　
協
働
を
目
指
す
地
方
自
治

■
■ 

ふ
じ
み
野
市
自
治
基
本
条
例
の
制
定

時
代
の
変
化
に
よ
り
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
や

地
域
の
課
題
に
行
政
だ
け
で
対
応
す
る
こ
と
は
困
難
に

な
っ
て
き
て
い
る
。
市
民
一
人
一
人
を
は
じ
め
と
し
て

地
域
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
企
業
、
学
校
、
行
政
な
ど
多
様
な
主

体
が
ま
ち
づ
く
り
の
担
い
手
と
し
て
、
お
互
い
の
役
割

や
責
任
を
自
覚
し
な
が
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
特
性
を
活
か

し
、
協
働
（
市
民
、
市
議
会
、
行
政
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
事
業

者
な
ど
が
対
等
な
立
場
の
も
と
に
、
お
互
い
の
得
意
な

分
野
で
協
力
し
合
っ
て
、
各
種
ニ
ー
ズ
や
地
域
の
課
題

に
対
し
て
行
動
す
る
取
り
組
み
の
こ
と
）
し
て
さ
ま
ざ

ま
な
課
題
の
解
決
に
取
り
組
む
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い

る
。条

例
制
定
の
背
景　
自
治
基
本
条
例
は
、
自
治
体
が

目
指
す
ま
ち
づ
く
り
の
理
念
や
考
え
方
、
そ
し
て
、
ま

ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
く
た
め
の
基
本
理
念
を
定
め

た
も
の
で
あ
る
。
自
治
体
に
よ
っ
て
特
色
が
あ
る
が
、

主
に
市
民
・
市
議
会
・
行
政
の
役
割
と
責
務
、
市
民
参

加
の
ル
ー
ル
や
行
政
運
営
の
基
本
的
な
事
項
を
定
め
て

い
る
。

平
成
12
（
２
０
０
０
）
年
の
地
方
分
権
改
革
以
降
、

国
と
地
方
自
治
体
の
関
係
は
、
上
下
・
主
従
の
関
係
か

ら
対
等
・
協
力
の
関
係
へ
と
変
わ
り
、
地
方
自
治
体
の

権
限
は
拡
大
し
た
。
こ
れ
に
伴
い
、
自
治
体
に
よ
る
自

己
決
定
・
自
己
責
任
の
重
さ
も
増
え
、
自
治
体
は
画
一

的
で
均
一
的
な
運
営
か
ら
、
地
域
の
実
情
に
合
っ
た
自

治
の
推
進
を
求
め
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
多
様
化
す
る
地
域
の
課
題
に
対

し
て
、
行
政
だ
け
で
は
な
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
担
い
手
と

地
域
社
会
全
体
で
協
働
し
、
解
決
し
て
い
く
力
が
求
め

ら
れ
て
い
る
。

策
定
の
背
景　
本
市
で
は
、
条
例
の
制
定
を
検
討
す

る
た
め
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
1
月
に
市
民
に
よ

る
「
準
備
組
織
」
と
市
の
職
員
に
よ
る
「
研
究
組
織
」

を
立
ち
上
げ
た
。
こ
の
2
つ
の
組
織
が
連
携
・
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
を
進
め
、
同
年
6
月
に
市
長
へ
の
提

言
を
行
っ
た
。
さ
ら
に
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
1
月
、

公
募
に
よ
る
市
民
34
人
か
ら
な
る
「
ふ
じ
み
野
市
自
治

基
本
条
例
策
定
市
民
協
議
会
」
を
発
足
さ
せ
、
市
民
主

体
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
上
で
大
切
な
考
え
方

や
市
政
参
加
の
仕
組
み
な
ど
を
内
容
と
す
る
原
案
策
定

に
向
け
て
活
動
を
始
め
た
。
説
明
会
な
ど
で
の
意
見
聴

取
に
加
え
、
素
案
を
全
戸
配
布
し
て
の
意
見
募
集
、
市

民
２
０
０
０
人
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
な
ど
を
実
施
し
て
、

市
民
の
意
見
を
素
案
に
反
映
さ
せ
た
。
平
成
25
（
２
０

１
３
）
年
5
月
に
は
、
策
定
市
民
協
議
会
か
ら
市
長
へ

原
案
が
手
渡
さ
れ
、
こ
れ
を
も
と
に
し
た
条
例
案
の
パ

ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
を
同
26
（
２
０
１
４
）
年
2
月

か
ら
3
月
に
か
け
て
実
施
し
た
。
条
例
案
は
市
議
会
の

可
決
を
経
て
、
同
年
6
月
に
「
ふ
じ
み
野
市
自
治
基
本

条
例
」
と
し
て
公
布
・
施
行
し
た
。

主
な
内
容　
同
条
例
は
、
市
民
の
参
加
と
協
働
に
よ

る
市
民
主
体
の
自
治
を
推
進
し
、
豊
か
で
住
み
よ
い
ま

ち
を
実
現
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
（
第
1
条
）、
自
治

の
基
本
理
念
に
つ
い
て
、
市
民
、
市
議
会
、
市
長
は
市

民
主
体
の
自
治
を
推
進
す
る
こ
と
と
定
め
て
い
る
。
ま

た
、
市
民
は
市
政
に
関
す
る
情
報
を
知
る
権
利
と
と
も

に
市
政
に
参
加
す
る
権
利
を
有
す
る
こ
と
（
第
6
条
）

や
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
努
め
、
発
言
と
行
動
に
責
任

を
持
つ
こ
と
が
責
務
で
あ
る
（
第
7
条
）
と
し
て
い
る
。

さ
ら
に
、
市
長
は
市
民
の
意
思
を
反
映
し
た
市
政
運

営
に
努
め
、
公
正
か
つ
誠
実
に
職
務
を
遂
行
す
る
こ
と

（
第
10
条
）、
職
員
は
公
正
、
誠
実
、
効
率
的
お
よ
び
効

果
的
に
職
務
を
遂
行
し
、
必
要
な
知
識
、
技
能
な
ど
の

習
得
お
よ
び
自
己
研
さ
ん
に
努
め
る
こ
と
（
第
11
条
）

な
ど
が
盛
り
込
ま
れ
た
。

そ
し
て
、
市
民
に
よ
る
市
政
へ
の
参
加
を
推
進
す
る

た
め
に
は
、
審
議
会
な
ど
を
組
織
す
る
委
員
や
そ
の
ほ

か
の
構
成
員
の
選
任
に
あ
た
っ
て
、
公
平
性
、
透
明
性

第
３
節
　
市
民
が
つ
ど
う
ま
ち
づ
く
り
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れ
て
い
る
。
厳
し
い
財
政
状
況
の
中
で
持
続
可
能
な
市

政
運
営
を
行
う
に
は
、
地
域
課
題
の
解
決
に
向
け
て
市

民
と
市
が
一
体
と
な
っ
て
と
も
に
汗
を
流
し
、
地
域
を

創
る
〝
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
〟
を
進
め
て
い
く
こ
と
が

重
要
に
な
っ
て
い
る
。

協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
指
針　
本
市
で
は
、
ふ
じ

み
野
市
自
治
基
本
条
例
で
定
め
た
自
治
の
基
本
理
念
お

よ
び
基
本
原
則
の
趣
旨
を
受
け
て
、
平
成
29
（
２
０
１

７
）
年
、
ま
ち
づ
く
り
の
基
本
と
な
る
「
協
働
」
の
基

本
的
な
考
え
方
と
推
進
に
向
け
た
方
針
を
次
の
よ
う
に

定
め
た
。　

（
1
）
意
識
啓
発
と
相
互
理
解
の
推
進

①
職
員
の
意
識
改
革
と
能
力
向
上

②
市
民
の
意
識
の
醸
成

を
確
保
し
公
募
に
よ
る
市
民
の
選
任
に
努
め
る
こ
と
、

市
の
重
要
な
政
策
案
を
あ
ら
か
じ
め
公
表
し
広
く
市
民

か
ら
意
見
を
求
め
る
こ
と
（
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
）

（
第
22
条
）
が
求
め
ら
れ
た
。

ま
た
、
市
民
か
ら
市
政
に
関
す
る
意
見
お
よ
び
提
案

（
提
言
）や
要
望
が
あ
れ
ば
、
速
や
か
に
内
容
を
精
査
し
、

概
要
を
公
表
す
る
こ
と
（
第
23
条
）、
市
政
運
営
に
お

け
る
処
分
そ
の
他
の
行
政
手
続
に
つ
い
て
は
公
正
の
確

保
お
よ
び
透
明
性
の
向
上
を
図
る
こ
と
（
第
24
条
）、

効
果
的
か
つ
効
率
的
な
市
政
運
営
を
図
る
た
め
に
行
政

評
価
を
行
い
結
果
を
公
表
す
る
こ
と
（
第
25
条
）
を
定

め
た
。

■
■ 

地
域
を
創
る
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
　

本
市
で
は
、
市
民
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
、
自
治
組
織
、
企
業
、

市
な
ど
立
場
の
異
な
る
組
織
や
人
同
士
が
対
等
な
関
係

の
も
と
、
同
じ
目
的
や
目
標
の
た
め
に
連
携
・
協
力
し
、

相
乗
効
果
を
上
げ
な
が
ら
各
種
の
事
業
に
取
り
組
ん
で

い
る
。
少
子
高
齢
化
や
多
様
化
す
る
地
域
課
題
を
解
決

し
、
拡
大
す
る
公
共
（
地
域
）
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た

め
に
は
、
各
方
面
の
さ
ま
ざ
ま
な
意
見
や
協
力
が
必
要

と
な
る
。

さ
ら
に
、
人
口
の
都
市
集
中
や
生
活
様
式
の
都
市

化
、
家
族
の
か
た
ち
の
変
化
な
ど
に
よ
り
、
市
民
の
地

域
社
会
に
対
す
る
関
心
の
希
薄
化
が
指
摘
さ
れ
て
い

る
。
ま
た
、
今
後
の
人
口
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
で
は
、

令
和
12
（
２
０
３
０
）
年
か
ら
の
人
口
減
少
が
見
込
ま

（
2
）�

情
報
の
共
有
化
の
推

進

�

①
広
報
、
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
に
よ
る

情
報
公
開
の
推
進

�

②
情
報
の
交
流
・
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
づ
く
り
の
推
進

（
3
）�

協
働
の
主
体
と
の
連

携
・
強
化

�

①
持
続
可
能
な
自
治
組
織

づ
く
り
の
推
進

�

②
幅
広
い
協
働
の
ま
ち
づ

く
り
の
主
体
と
の
包
括
連

携
の
推
進

（
4
）
協
働
の
推
進
体
制
の
整
備

①
全
庁
的
な
推
進
体
制
の
構
築
を
図
る
た
め
の
市
の

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
機
能
の
充
実

�

②
「
ふ
じ
み
野
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進
隊
」
お

よ
び
「
ふ
じ
み
野
市
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
庁
内
推
進

委
員
会
」
の
機
能
充
実

③
支
援
拠
点
の
運
営
体
制
の
充
実

�

④
新
た
な
協
働
の
仕
組
み
づ
く
り
（
モ
デ
ル
化
）
の

推
進

こ
の
指
針
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
1
月
に
市

民
に
よ
り
組
織
さ
れ
た
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
推
進

隊
」
の
協
力
を
得
て
策
定
さ
れ
た
。
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ

メ
ン
ト
を
実
施
し
て
市
民
の
意
見
を
幅
広
く
取
り
入
れ

市民による地域での活動（防犯パトロール）

市民による地域での活動（花いっぱい運動）
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な
が
ら
策
定
し
、
概
要
版
を
全
戸
配
布
し
た
。

■
■ 
市
民
の
自
治
活
動
と
連
携
の
深
化

自
治
組
織　

合
併
前
の
市
町
に
は
、「
上
福
岡
市
自

治
会
連
合
会
」
に
28
自
治
会
・
町
内
会
、「
大
井
町
町

会
連
合
会
」
に
25
町
会
が
加
盟
し
て
い
た
。
ふ
じ
み
野

市
の
誕
生
に
あ
た
っ
て
新
組
織
の
設
立
委
員
会
が
設
置

さ
れ
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
5
月
、
54
の
町
会
、

自
治
会
、
町
内
会
を
も
っ
て
「
ふ
じ
み
野
市
町
会
・
自

治
会
連
合
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
３
月
現
在
、
本
市
に
は
58

（
平
成
25
年
に
エ
ス
テ
・
ス
ク
エ
ア
ふ
じ
み
野
町
会
、

同
27
年
に
ソ
ラ
ガ
ー
デ
ン
自
治
会
、
同
28
年
に
上
野
台

二
・
三
丁
目
自
治
会
、
令
和
3
年
に
オ
ハ
ナ
ふ
じ
み
野

上
野
台
自
治
会
が
新
規
加
盟
）
の
自
治
組
織
が
あ
る
が
、

地
区
に
よ
っ
て
「
町
会
」「
自
治
会
」「
町
内
会
」
と
名

称
は
異
な
っ
て
い
る
。
活
動
内
容
も
地
域
の
歴
史
に
よ

り
そ
れ
ぞ
れ
異
な
る
が
、
住
民
相
互
の
親
睦
を
深
め
る

こ
と
の
ほ
か
、
よ
り
良
い
地
域
づ
く
り
の
た
め
の
課
題

解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

自
治
組
織
の
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
は
、
ま
さ
に
地

域
の
「
共
助
」
の
機
能
を
高
め
る
も
の
で
あ
り
、
多
く

の
住
民
の
加
入
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
自

治
組
織
を
ま
ち
づ
く
り
に
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
重
要

な
パ
ー
ト
ナ
ー
と
位
置
付
け
、
加
入
促
進
パ
ン
フ
レ
ッ

ト
の
作
成
・
配
布
や
各
種
補
助
金
の
交
付
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
活
動
の
支
援
を
し
て
い
る
。

令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
に
、
自
治
組
織
の
活
動
拠

点
と
な
る
集
会
施
設
に
関
し
必
要
な
事
項
に
つ
い
て
検

討
す
る
た
め
「
ふ
じ
み
野
市
自
治
組
織
集
会
施
設
審
議

会
条
例
」
を
制
定
し
た
。
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
に

は
審
議
会
か
ら
、
各
地
域
に
お
け
る
「
管
理
人
選
出
方

法
」「
予
約
方
法
」「
鍵
の
貸
し
出
し
方
法
」
な
ど
６
項

目
の
答
申
が
出
さ
れ
た
。
こ
の
答
申
は
旧
市
町
で
異

な
っ
て
い
た
管
理
方
法
な
ど
を
統
一
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。主

な
活
動
内
容　

地
域
課
題
の
解
決
に
あ
た
っ
て

は
、
防
災
や
防
犯
な
ど
行
政
お
よ
び
関
係
団
体
と
協
力

し
て
取
り
組
む
必
要
が
あ
り
、
市
は
自
治
組
織
の
運
営

や
事
業
の
実
施
に
係
る
補
助
金
や
集
会
施
設
の
光
熱
水

費
な
ど
の
維
持
管
理
に
係
る
補
助
金
を
交
付
し
て
い
る
。

防
災
の
分
野
で
は
、
各
自
治
組
織
に
お
い
て
自
主
防

災
組
織
を
立
ち
上
げ
、
防
災
倉
庫
へ
の
防
災
用
品
の
備

蓄
や
防
災
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
関
係
機
関
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
市
民
の

参
加
を
得
て
、
総
合
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
。
平

成
24
（
２
０
１
２
）
年
か
ら
は
、
会
場
を
開
設
し
て
行

う
「
劇
場
型
」
の
防
災
訓
練
で
は
な
く
、
自
主
防
災
組

織
と
連
携
し
、
市
内
全
て
の
地
域
防
災
拠
点
（
指
定
避

難
所
）
を
開
設
し
て
多
く
の
市
民
が
参
加
で
き
る
「
参

加
型
」
の
総
合
防
災
訓
練
を
開
催
し
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
の
分
野
で
も
、
防
犯
、
交
通
安
全
、
子
育

て
、
高
齢
者
、
環
境
美
化
な
ど
の
身
近
な
課
題
を
と
も

に
考
え
、
解
決
し
て
い
く
こ
と
に
よ
り
、
安
全
・
安
心

な
住
環
境
を
整
え
て
い
る
。
こ
の
よ
う
に
自
治
組
織
と

行
政
と
で
役
割
を
分
担
し
な
が
ら
、
地
域
の
実
態
に
即

し
た
課
題
の
解
決
に
向
け
、
住
民
が
主
体
と
な
っ
て
取

り
組
む
ま
ち
づ
く
り
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
自
治
組
織
連
合
会　
市
内
全
て
の
自
治

組
織
が
加
入
す
る
連
合
組
織
で
あ
る
「
ふ
じ
み
野
市
自

治
組
織
連
合
会
」（
平
成
27
年
5
月
、「
ふ
じ
み
野
市
町

会
・
自
治
会
連
合
会
」
か
ら
名
称
変
更
）
は
、
各
自
治

組
織
相
互
の
連
携
・
交
流
に
よ
り
地
域
の
活
性
化
を
図

り
、
よ
り
良
い
生
活
環
境
を
つ
く
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
組
織
さ
れ
た
。

主
な
事
業
と
し
て
、
①
自
治
組
織
相
互
の
連
携
と
親

睦
を
図
る
こ
と
、
②
市
や
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整
や

協
力
、
③
市
や
関
係
機
関
へ
の
提
言
、
協
力
要
請
、
④

交
通
安
全
、
環
境
美
化
、
防
災
、
防
犯
な
ど
自
治
組
織

に
お
け
る
共
通
課
題
の
解
決
に
向
け
た
事
業
の
実
施
、

⑤
自
治
組
織
運
営
の
た
め
の
調
査
研
究
、
研
修
の
実
施

な
ど
が
あ
る
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
２
月
、
東
入
間
警
察
署
と

市
、
そ
し
て
自
治
組
織
連
合
会
が
連
携
し
、
住
民
に
対

す
る
犯
罪
情
報
の
提
供
と
注
意
喚
起
を
行
い
、
生
活
の

安
全
・
安
心
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
ふ
じ

み
野
市
犯
罪
情
報
の
住
民
提
供
に
関
す
る
協
定
書
」
を

締
結
し
た
。
ま
た
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
1
月
に

は
市
と
自
治
組
織
連
合
会
で
「
ふ
じ
み
野
市
避
難
行
動

要
支
援
者
名
簿
情
報
の
提
供
に
関
す
る
協
定
」
を
結
ん

だ
。
災
害
発
生
時
に
各
自
治
組
織
が
要
配
慮
者
の
避
難
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支
援
、
安
否
確
認
、
保
護
な
ど
に
必
要
な
措
置
を
と
る

た
め
の
名
簿
情
報
の
提
供
に
関
す
る
協
定
で
あ
る
。　
　

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
10
月
に
は
「
空
家
等
の
対

策
に
関
す
る
協
定
」
を
取
り
交
わ
し
た
。
こ
の
協
定
は
、

市
内
の
空
き
家
な
ど
が
管
理
不
全
と
な
ら
な
い
よ
う
市

民
か
ら
空
き
家
に
関
す
る
情
報
を
提
供
し
て
も
ら
い
、

迅
速
な
対
応
を
行
う
こ
と
で
空
き
家
の
利
活
用
を
促
進

す
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
る
。　

そ
の
ほ
か
、
自
治
組
織
加
入
率
50
％
の
目
標
値
を
掲

げ
（
令
和
6
年
現
在
42
％
）、
市
と
自
治
組
織
連
合
会

で
加
入
促
進
の
活
動
な
ど
に
も
取
り
組
ん
で
い
る
。

■
■ 

協
働
を
つ
く
り
上
げ
る
産
学
と
の
連
携

大
学
と
の
連
携　
本
市
で
は
、
総
合
振
興
計
画
の
も

と
、
市
民
や
各
種
団
体
、
事
業
者
な
ど
の
多
様
な
主
体

と
連
携
す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
学
校
法
人
文
京
学
院
で
は
、
本
市
に
キ
ャ
ン
パ

ス
を
置
く
文
京
学
院
大
学
が
掲
げ
る
「
地
域
に
根
ざ
し
、

社
会
に
開
か
れ
た
大
学
」
と
い
う
テ
ー
マ
の
も
と
、
地

域
社
会
が
直
面
す
る
課
題
解
決
の
取
り
組
み
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
中
で
市
と
の
共
同
事
業
と
し
て
、
公
開
講

座
の
実
施
や
大
学
生
の
職
場
体
験
開
催
、
祭
事
イ
ベ
ン

ト
へ
の
協
力
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
連
携
事
業
を
実
施
し

て
き
た
。

こ
う
し
た
経
緯
に
よ
り
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年

2
月
、
市
と
大
学
の
間
で
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協

定
を
締
結
し
た
。
そ
の
後
、
よ
り
充
実
し
た
連
携
・
協

力
活
動
を
展
開
す
る
た
め
の
見
直
し
を
行
い
、
平
成
28

（
２
０
１
６
）
11
月
に
新
た
な
包
括
連
携
協
定
を
締
結

し
た
。

こ
の
協
定
に
基
づ
き
、
既
存
事
業
の
連
携
を
一
層
発

展
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
課
題
解
決
に
向
け
た
環

境
整
備
の
貢
献
や
、
地
域
の
発
展
と
人
材
の
育
成
に
努

め
て
い
く
こ
と
と
な
っ
た
。
連
携
の
主
な
内
容
は
、
教

育
・
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
の
発
展
と
振
興
に
関
す
る
事
項
、

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
発
展
に
関
す
る
事
項
、
人
材
育

成
に
関
す
る
事
項
な
ど
で
あ
る
。

本
市
は
こ
の
協
定
締
結
以
降
、
学
校
法
人
ホ
ン
ダ
学

園
ホ
ン
ダ
テ
ク
ニ
カ
ル
カ
レ
ッ
ジ
関
東
（
平
成
26
年
）、

東
邦
音
楽
大
学
（
同
28
年
）、
女
子
栄
養
大
学
（
同
29

年
）、
県
立
ふ
じ
み
野
高
校
（
同
）、
大
東
文
化
大
学

（
同
）、
尚
美
学
園
大
学
（
同
30
年
）
な
ど
と
そ
れ
ぞ
れ

連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

企
業
・
組
織
と
の
連
携
・
協
定　
本
市
は
平
成
30（
２

０
１
８
）
年
11
月
、
株
式
会
社
Ｋ
Ｄ
Ｄ
Ｉ
総
合
研
究
所

と
連
携
協
力
に
関
す
る
包
括
協
定
を
締
結
し
た
。
包
括

的
な
連
携
の
も
と
に
協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
し
、
双

方
の
知
的
・
物
的
資
源
を
有
効
に
活
用
す
る
こ
と
で
地

域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
す
る
も
の
で
あ
っ

た
。
連
携
協
力
事
項
は
知
的
・
物
的
資
源
の
相
互
利

用
、
共
同
に
よ
る
調
査
研
究
、
住
民
へ
の
最
先
端
技
術

の
体
験
の
場
の
提
供
な
ど
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
、
文
化
施
設
整
備
に
伴
う
市
民
ワ
ー
ク

（万世帯） （％）
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６
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シ
ョ
ッ
プ
で
の
同
研
究
所
に
よ
る
リ
ビ
ン
グ
ラ
ボ
の
手

法
を
活
用
し
た
提
案
内
容
の
作
成
、
ま
た
、
学
生
を
対

象
と
し
た
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
「
未
来
創
造
ラ
ボ
」
で
の

会
場
提
供
や
講
師
派
遣
な
ど
の
取
り
組
み
が
実
現
し
た
。

令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
4
月
に
地
球
温
暖
化
対
策

の
推
進
に
関
す
る
法
律
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律
が
施

行
さ
れ
、
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け
て
地
方
自
治
体

に
お
け
る
取
り
組
み
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
本
市
で

は
同
年
10
月
に
「
ふ
じ
み
野
市
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
シ
テ
ィ

宣
言
」
を
表
明
し
た
。
年
度
内
に
「
第
２
期
ふ
じ
み
野

市
環
境
基
本
計
画
・
後
期
行
動
計
画
」
の
策
定
を
目
指

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
武
州
ガ
ス
株
式
会
社
、
東
京
ガ

ス
株
式
会
社
と
協
定
を
結
び
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
シ
テ
ィ
の
実
現
を
目
指
す
こ
と
と
な
っ
た
。

こ
の
ほ
か
、
市
内
の
郵
便
局
や
金
融
機
関
、
損
害
保

険
会
社
と
の
協
働
に
よ
る
活
動
を
推
進
し
、
市
民
サ
ー

ビ
ス
の
向
上
や
地
域
活
性
化
を
図
る
こ
と
を
目
的
と
し

た
地
域
活
性
化
に
関
す
る
包
括
連
携
協
定
を
締
結
し
た
。

一
方
、
本
市
で
は
市
民
の
生
命
、
身
体
お
よ
び
財
産

を
災
害
か
ら
保
護
す
る
た
め
に
「
ふ
じ
み
野
市
地
域
防

災
計
画
」
の
中
で
、
市
内
の
土
木
建
築
・
建
設
、
造
園

業
者
な
ど
で
構
成
す
る
「
ふ
じ
み
野
市
災
害
対
策
協
会
」

と
、
災
害
防
止
に
関
す
る
協
定
や
除
雪
作
業
に
関
す
る

覚
書
を
取
り
交
わ
し
て
い
る
。

２　
市
民
の
考
え
・
意
見
を
市
政
に

本
市
で
は
、
よ
り
よ
い
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
に
向
け

て
、
市
民
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
的
確
に
把
握
し
、
市

政
運
営
に
反
映
さ
せ
る
た
め
、「
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
」

や
「
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
な
ど
の
広
聴
手
法
や
情
報
提

供
制
度
を
設
け
て
い
る
。

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ　
「
あ
な
た
が
市
長
だ
と
し

た
ら
、
ど
う
判
断
さ
れ
ま
す
か
？
」
─
タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ

ン
グ
は
、
市
長
自
ら
市
の
財
政
状
況
や

地
域
の
課
題
な
ど
を
説
明
し
、
参
加
し

た
市
民
か
ら
の
意
見
や
質
問
に
答
え
て

い
く
対
話
形
式
で
進
行
す
る
。
市
民
が
主
役
の
市
政
を

目
指
し
、
市
民
と
行
政
が
「
同
じ
目
線
」「
双
方
向
」

で
意
見
交
換
を
行
う
こ
と
で
、
市
民
の
声
を
ま
ち
づ
く

り
に
い
ち
早
く
反
映
さ
せ
る
効
果
が
あ
る
。
で
き
る
限

り
多
く
の
市
民
が
市
長
に
直
接
会
っ
て
議
論
で
き
る
よ

う
、
各
地
区
の
集
会
所
な
ど
を
会
場
に
開
催
し
て
い

る
。
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
始
ま
っ
た
タ
ウ
ン
ミ
ー

テ
ィ
ン
グ
は
、
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
度
ま
で
に
、

自
治
組
織
単
位
で
延
べ
３
８
１
回
開
催
さ
れ
、
参
加
し

た
市
民
の
延
べ
人
数
は
１
万
２
７
２
０
人
に
達
し
た
。

タウンミーティングの様子（令和5年）

表1-1　タウンミーティングのテーマ一覧
年　度 テーマ

平成22年度 あなたが市長だとしたら、どう判断されますか？
平成23年度 支所複合施設の整備と本庁舎の耐震化整備について
平成24年度 災害に強いまちづくり

平成25年度 選ばれるまち、住みやすいまちにするアクションは、今が
その時 !!

平成26年度 あったかいまち「ふじみ野」を目指して
平成27年度 あったかいまち「ふじみ野」を目指して
平成28年度 聴きたい、話したい まちのこと
平成29年度 ～持続可能なまちにするために～ ふじみ野市の健康診断

平成30年度 未来へつなごうふじみ野市～豊かで住み続けたいまちを目
指して～

令和元年度 未来へつなごうふじみ野市～豊かで住み続けたいまちを目
指して～

令和 2年度 （コロナ禍のため自治組織の会長と懇談）
令和 3年度 （コロナ禍のため自治組織の会長と懇談）

令和 4年度 未来へつなごうふじみ野市 ―コロナに打ち勝ち さらに前
へ―

令和 5年度 未来へつなごうふじみ野市 ―地域の絆を強く結ぶ―
令和 6年度 未来に向けて 今、ここから
令和 7年度 まだまだ成長するこのまちを「未来に向けて 今、ここから」
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参
加
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
で
は
、「
年
に
一
度
は
必

ず
開
催
」「
年
に
複
数
回
開
催
」
を
合
わ
せ
て
約
80
％

の
市
民
が
必
要
と
答
え
て
お
り
、
取
り
上
げ
て
ほ
し
い

テ
ー
マ
と
し
て
高
齢
者
政
策
、
行
政
運
営
、
子
育
て
政

策
な
ど
が
挙
が
っ
た
。

市
政
へ
の
提
案　
市
民
の
声
を
市
政
に
活
か
す
た
め

に
、
市
長
へ
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
直
接
届
け
る
制
度

が
「
市
政
へ
の
提
案
」
で
あ
る
。
寄
せ
ら
れ
た
意
見
や

要
望
の
全
て
に
市
長
が
目
を
通
し
て
回
答
し
、
市
政
運

営
に
役
立
て
ら
れ
て
い
る
。
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

4
月
か
ら
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
3
月
ま
で
の
18
年

間
に
、
２
９
７
６
件
の
提
案
が
寄
せ
ら
れ
た
。

市
長
と
語
る
「
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」　

開
か
れ
た
市

政
を
目
指
し
、
市
民
の
意
見
や
提
案
な
ど
を
市
政
運
営

に
反
映
さ
せ
る
た
め
の
「
ふ
れ
あ
い
座
談
会
」
を
開
催

し
て
い
る
。
各
種
団
体
な
ど
の
求
め
に
応
じ
て
市
長
が

地
域
に
出
向
き
、
要
望
の
あ
っ
た
テ
ー
マ
に
つ
い
て
説

明
し
た
り
、
市
民
か
ら
の
提
言
や
提
案
に
つ
い
て
討
議

し
た
り
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く

り
を
推
進
す
る
た
め
に
行
わ
れ
て
い
る
。

座
談
会
で
は
、
障
が
い
者
関
係
団
体
、
保
育
園
・
幼

稚
園
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
な
ど
か
ら
団
体
の
抱
え
る
問
題

点
や
要
望
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
市
長
や
担
当
課
長
が
そ

れ
に
答
え
る
か
た
ち
を
と
っ
て
い
る
。
平
成
22
（
２
０

１
０
）
年
度
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
令
和
６
（
２
０
２

４
）
年
度
ま
で
に
33
回
開
催
さ
れ
た
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ　
市
民
の
参
加
と
協
働
に
よ
り
事

業
の
展
開
を
広
げ
る
手
法
の
一
つ
と
し
て
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
の
開
催
が
あ
る
。
企
画
段
階
か
ら
広
く
市
民

の
参
画
を
得
て
、
住
民
と
行
政
が
意
見
を
交
わ
す
双
方

向
の
議
論
の
場
と
し
て
、
本
市
で
も
次
の
よ
う
な
取
り

組
み
が
行
わ
れ
て
い
る
。

平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
6
月
に
全
面
積
が
開
設
と

な
っ
た
福
岡
中
央
公
園
の
拡
張
整
備
計
画
で
は
、
同
17

（
２
０
０
５
）
年
か
ら
18
（
２
０
０
６
）
年
に
か
け
て

5
回
の
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
が
開
催
さ
れ
た
。
隣
接
す
る

自
治
組
織
代
表
者
5
人
、
各
種
団
体
か
ら
5
人
、
公
募

に
よ
る
9
人
の
計
19
人
が
「
福
岡
中
央
公
園
公
園
づ
く

り
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
メ
ン
バ
ー
」
と
し
て
3
チ
ー
ム
に

分
か
れ
、
災
害
時
の
一
時
避
難
所
の
機
能
も
有
し
た
中

で
、
多
目
的
広
場
、
ト
イ
レ
の
位
置
、
歩
道
拡
張
や
緑

道
の
整
備
、
ユ
ニ
バ
ー
サ
ル
デ
ザ
イ
ン
、
安
全
性
な
ど

に
つ
い
て
、
幅
広
い
議
論
を
交
わ
し
た
。

ま
た
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
3
月
に
策
定
さ
れ

た
「
ふ
じ
み
野
市
文
化
振
興
計
画
・
ス
ポ
ー
ツ
推
進
計

画
」
お
よ
び
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
３
月
に
第
2
期

計
画
を
策
定
す
る
に
あ
た
っ
て
、
文
化
振
興
や
ス
ポ
ー

ツ
推
進
に
お
け
る
課
題
や
、
新
た
な
取
り
組
み
な
ど
を

把
握
す
る
た
め
に
、
市
民
や
公
民
館
利
用
者
団
体
、
本

市
の
中
高
大
学
生
を
対
象
に
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
開
催

し
た
。
こ
う
し
た
機
会
を
通
じ
て
、
方
向
性
や
ビ
ジ
ョ

ン
の
再
確
認
や
そ
れ
を
実
現
す
る
た
め
の
具
体
的
な
ア

イ
デ
ア
を
検
討
し
、
個
人
、
団
体
、
行
政
が
一
体
と
な
っ

て
計
画
を
つ
く
り
あ
げ
る
こ
と
を
主
眼
と
し
た
。

パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト　
政
策
形
成
に
お
け
る
公

正
の
確
保
と
透
明
性
の
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、
住
民

と
の
協
働
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
の
推
進
に
資
す
る
こ
と

を
目
的
と
す
る
手
法
に
「
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
」

が
あ
る
。
行
政
の
基
本
的
な
政
策
な
ど
の
策
定
に
あ
た

り
、
そ
の
案
を
公
表
し
て
意
見
や
情
報
の
提
出
を
受
け
、

こ
れ
に
対
す
る
考
え
方
を
公
表
し
て
い
く
一
連
の
手
続

き
を
い
う
。

本
市
で
は
「
ふ
じ
み
野
市
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト

手
続
実
施
要
綱
」
を
制
定
し
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年

度
か
ら
実
施
、
市
の
計
画
な
ど
の
策
定
段
階
に
お
い
て
、

市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
通
じ
て
市
民
の
意
見
を
求
め

る
こ
と
と
し
た
。
こ
れ
に
基
づ
い
て
平
成
21
（
２
０
０

９
）
年
１
月
、「
第
4
期
高
齢
者
保
健
福
祉
計
画
・
介

護
保
険
事
業
計
画
」、「
子
ど
も
読
書
活
動
推
進
計
画
」、

「
ご
み
処
理
広
域
化
基
本
計
画
」
に
つ
い
て
の
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
を
行
っ
た
。

そ
し
て
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
に
は
、
重
要
な

政
策
に
関
す
る
条
例
や
計
画
な
ど
に
つ
い
て
パ
ブ
リ
ッ

ク
・
コ
メ
ン
ト
を
求
め
る
よ
う
、
自
治
基
本
条
例
に
定

め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

３　
未
来
を
見
据
え
た
新
た
な
取
り
組
み

「
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野
」
未
来
政
策
会
議　

本
市
は
、

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら
の
新
た
な
試
み
と
し
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て
、「
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野
」
未
来
政
策
会
議
を
組
織
し
た
。

こ
の
会
議
は
、
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
さ
ま
ざ
ま
な

立
場
の
市
民
に
意
見
を
出
し
合
っ
て
も
ら
い
、
よ
り
よ

い
施
策
立
案
に
つ
な
げ
て
い
こ
う
と
す
る
未
来
志
向
の

会
議
で
あ
る
。
市
民
自
ら
が
地
域
の
課
題
に
つ
い
て
考

え
、
解
決
策
を
検
討
・
提
案
し
、
行
政
の
パ
ー
ト
ナ
ー

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
て
進
め
ら
れ
て
き
た
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
は
「
旧
福
岡
高
校
の
利

活
用
」
と
「
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
ふ
じ
み
野
市

の
魅
力
発
信
）」
を
テ
ー
マ
と
し
て
施
策
の
検
討
を
行

い
、
同
26
（
２
０
１
４
）
年
3
月
に
は
市
民
メ
ン
バ
ー

や
来
場
者
80
人
が
公
開
討
論
を
行
っ
た
。

平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
度
は
「
～
持
続
可
能
な
ふ

じ
み
野
市
を
目
指
し
て
～
公
民
館
の
適
正
な
受
益
者
負

担
と
は
」
を
検
討
テ
ー
マ
と
し
た
。
厳
し
い
財
政
状
況

の
中
で
、
老
朽
化
し
た
公
共
施
設
の
修
繕
費
用
な
ど
施

設
の
維
持
に
伴
う
財
政
負
担
や
運
営
管
理
経
費
に
つ
い

て
検
討
を
行
い
、
会
議
の
最
終
回
に
は
適
正
な
受
益
者

負
担
の
あ
り
方
に
つ
い
て
の
公
開
討
論
を
行
っ
た
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
の
テ
ー
マ
は
「
～
将
来

に
わ
た
っ
て
魅
力
と
活
気
に
あ
ふ
れ
る
ふ
じ
み
野
市
を

目
指
し
て
～
ふ
じ
み
野
市
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創

生
」。
45
人
の
メ
ン
バ
ー
が
7
月
か
ら
の
会
議
を
通
し

て
施
策
検
討
を
行
い
、
11
月
に
は
最
終
回
と
し
て
公
開

討
論
会
を
行
っ
た
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
は
市
の
最
上
位
計
画
で

あ
る
「
ふ
じ
み
野
市
総
合
振
興
計
画
」
が
翌
年
度
で
終

了
す
る
こ
と
か
ら
、「
ふ
じ
み
野
市
の
目
指
す
将
来
像

に
向
け
た
市
民
主
体
の
役
割
と
は
」
を
テ
ー
マ
に
議
論

し
、
結
果
を
次
期
計
画
に
反
映
す
る
こ
と
と
し
た
。

平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
か
ら
は
、
会
議
メ
ン
バ
ー

自
ら
が
、「
ふ
じ
み
野
市
の
魅
力
を
幅
広
く
Ｐ
Ｒ
す
る

こ
と
」
に
つ
い
て
企
画
・
実
践
し
て
い
く
取
り
組
み
を

行
い
、
市
報
の
同
31
（
２
０
１
９
）
年
1
月
号
か
ら
、

裏
表
紙
に
「
ふ
じ
み
ん
の
い
い
と
こ
探
し
」
を
掲
載
し
、

「
市
の
魅
力
」
を
発
信
し
た
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
、
令
和

2
・
3
（
２
０
２
０
・
２
０
２
１
）
年
度
は
取
材
活
動

を
一
時
休
止
し
て
い
た
が
、
同
4
（
２
０
２
２
）
年
度

に
取
材
活
動
を
再
開
し
た
。

国
際
化
に
対
応
し
た
新
た
な
サ
ー
ビ
ス
の
推
進　
他

国
籍
を
有
す
る
住
民
の
数
は
全
国
各
地
で
増
加
傾
向
に

あ
り
、
地
域
経
済
や
生
活
文
化
に
お
け
る
存
在
感
を
高

め
て
い
る
。
留
学
や
就
業
で
わ
が
国
を
訪
れ
る
外
国
人

も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
が
ま
ん
延
し
た
数

年
を
経
て
回
復
基
調
に
戻
り
、
さ
ま
ざ
ま
な
背
景
や
環

境
下
に
い
る
多
様
な
住
民
を
包
摂
す
る
ダ
イ
バ
ー
シ

テ
ィ
の
考
え
方
は
、
重
要
な
政
策
の
テ
ー
マ
と
し
て
認

識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
て
き
た
。

本
市
に
お
い
て
も
、
日
本
語
を
母
国
語
と
し
な
い
外

国
籍
市
民
に
向
け
た
多
言
語
に
よ
る
相
談
窓
口
な
ど
の

対
応
が
求
め
ら
れ
て
き
た
。
本
市
は
、
平
成
27
（
２
０

１
５
）
年
か
ら
、
外
国
籍
市
民
の
支
援
を
行
っ
て
い
る

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
じ
み
の
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
へ
委
託

し
、
多
言
語
に
よ
る
生
活
情
報
の
提
供
や
生
活
相
談
が

で
き
る
環
境
を
整
え
る
こ
と
で
、
多
文
化
共
生
の
ま
ち

づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

「オールふじみ野」未来政策会議（平成26年公開討論会）

「オールふじみ野」未来政策会
議が編集した「ふじみんのい
いとこ探し　総集編」（令和2
年3月発行）
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他
言
語
に
対
応
し
た
案
内
で
は
、
外
国
語
版
生
活
ガ

イ
ド
ブ
ッ
ク
（
８
か
国
語
対
応
）
の
作
成
と
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
開
設
（
７
か
国
語
対
応
）、
各
災
害
に
関
す
る
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
（
７
か
国
語
対
応
）、
ご
み
分
別
ア
プ
リ
（
５

か
国
語
対
応
）
や
窓
口
で
の
翻
訳
ア
プ
リ
の
活
用
な
ど

も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
日
本
語
教
室
な
ど
も
開
催
し
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
籍
の
市
民
が
暮
ら
し
交
流
す
る
こ
と
で

新
し
い
文
化
や
活
気
が
生
ま
れ
、
国
際
化
時
代
の
魅
力

に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。

令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
4
月
時
点
で
本
市
の
住
民

に
占
め
る
外
国
籍
人
口
の
割
合
は
３
・
３
％
（
３
７
８

５
人
）
と
な
っ
て
い
る
。

住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ　
本
市
は
、
東
洋
経
済
新
報

社
に
よ
る
「
住
み
よ
さ
ラ
ン
キ
ン
グ
」
に
お
い
て
、
平

成
24
（
２
０
１
２
）・
25
・
27
・
28
・
令
和
元
（
２
０

１
９
）年
に
埼
玉
県
第
１
位
に
選
ば
れ
た
。
令
和
６（
２

０
２
４
）
年
の
ラ
ン
キ
ン
グ
で
は
、
1
位
が
東
松
山
市
、

2
位
本
庄
市
、
3
位
戸
田
市
、
そ
し
て
４
位
が
本
市
と

な
っ
て
お
り
、
長
い
間
、
県
内
上
位
に
位
置
し
て
い
る
。

こ
の
ラ
ン
キ
ン
グ
は
「
安
心
度
」「
利
便
度
」「
快
適

度
」「
富
裕
度
」
で
評
価
さ
れ
、
上
位
と
な
っ
て
い
る

理
由
は
、
買
い
物
の
便
利
さ
な
ど
で
評
価
さ
れ
る
「
利

便
度
」
と
転
出
入
人
口
比
率
な
ど
で
評
価
さ
れ
る
「
快

適
度
」
で
高
評
価
を
獲
得
し
て
い
る
た
め
で
あ
る
。
併

せ
て
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
に
市
が
実
施
し
た
市

民
意
識
調
査
を
み
て
み
る
と
、
18
歳
以
上
の
市
民
を
対

象
に
し
た
も
の
で
は
８
割
以
上
が
「
ふ
じ
み
野
市
に
住

み
続
け
た
い
」
と
回
答
し
て
お
り
、
そ
の
理
由
と
し
て

「
買
い
物
が
し
や
す
く
便
利
」「
親
し
い
人
間
関
係
が
あ

る
」「
交
通
の
便
が
良
い
」
こ
と
を
挙
げ
て
い
る
。
ま
た
、

同
時
期
に
実
施
し
た
小
中
学
生
調
査
に
お
い
て
も
６
割

以
上
が
「
大
人
に
な
っ
て
も
ふ
じ
み
野
市
に
住
み
続
け

た
い
」
と
回
答
し
て
い
る
。

外国籍住民に対する生活相談の様子
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■
■ 

市
の
魅
力
発
信

本
市
で
は
、
次
世
代
を
担
う
若
者
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
層

か
ら
、
魅
力
あ
る
住
み
よ
い
ま
ち
と
し
て
選
ば
れ
続
け

ら
れ
る
よ
う
、
学
校
施
設
な
ど
の
子
育
て
・
教
育
環
境

の
整
備
や
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン
（
市
の
イ
メ
ー
ジ

を
高
め
知
名
度
を
向
上
さ
せ
る
活
動
）
を
実
施
し
、
市

の
魅
力
を
発
信
し
て
き
た
。

今
後
も
本
市
が
も
つ
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
効
果
的
・

戦
略
的
に
内
外
に
発
信
し
、
ふ
じ
み
野
市
の
ブ
ラ
ン
ド

力
を
強
化
す
る
こ
と
に
よ
り
、
交
流
人
口
の
増
加
や
そ

の
先
の
移
住
・
定
住
に
つ
な
げ
て
い
く
取
り
組
み
を
継

続
し
て
い
く
。

具
体
的
に
は
、
市
外
か
ら
も
多
数
の
来
場
者
を
集
め

る
「
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
」「
お
お
い
祭
り
」（
令
和
６

年
の
来
場
者
は
合
わ
せ
て
約
25
万
人
。
第
２
章
第
１
節

参
照
）
を
は
じ
め
と
す
る
観
光
資
源
や
文
化
財
、「
ふ

じ
み
野
ブ
ラ
ン
ド
産
品
」
な
ど
に
つ
い
て
情
報
発
信
し
、

本
市
の
イ
メ
ー
ジ
ア
ッ
プ
を
図
っ
て
い
る
。
ま
た
、
ふ

じ
み
野
市
Ｐ
Ｒ
大
使
「
ふ
じ
み
ん
」
を
活
用
し
、
各
種

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
や
啓
発
グ
ッ
ズ
な
ど
の
利
用
に
よ

り
、
市
の
Ｐ
Ｒ
活
動
を
積
極
的
に
進
め
る
。
さ
ら
に
、

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
通
し
て
の
周
知
活

動
を
行
い
、
観
光
客
や
ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
に
よ

る
撮
影
の
誘
致
を
図
っ
て
い
る
。

ふ
じ
み
ん　
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
、
ふ
じ
み
野

市
観
光
協
会
で
は
イ
ベ
ン
ト
や
観
光
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
な

ど
で
活
躍
す
る
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
を
つ
く
ろ

う
と
、
イ
メ
ー
ジ
デ
ザ
イ
ン
を
募
集
し
た
。
市
内
外
か

ら
３
４
３
点
の
応
募
が
あ
り
、
一
般
投
票
な
ど
で
の
結

果
を
参
考
に
マ
ス
コ
ッ
ト
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
選
考
委
員
会

を
開
催
、
塩
崎
マ
サ
ヨ
さ
ん
（
大
阪
府
大
阪
市
）
の
作

品
が
最
優
秀
賞
に
選
ば
れ
た
。

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
の
モ
チ
ー
フ
は
、
天
然
記
念
物
に
な
っ

て
い
る
（
し
だ
れ
）
桜
の
花
び
ら
の
妖
精
で
あ
る
。
富

士
山
ビ
ュ
ー
ス
ポ
ッ
ト
か
ら
見
る
富
士
山
を
頭
に
、
服

に
は
市
章
を
あ
し
ら
い
、
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
の
飾
り

付
け
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
色
と
り
ど
り
の
ス
カ
ー
フ
を
着

け
る
な
ど
、
市
の
特
色
て
ん
こ
盛
り
に
し
た
愛
ら
し
い

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
で
あ
る
。

デ
ザ
イ
ン
決
定
後
に
愛
称
を
一
般
公
募
し
た
と
こ

ろ
、
市
内
外
か
ら
２
０
０
件
の
応
募
が
あ
っ
た
。
愛
称

「
ふ
じ
み
ん
」
を
考
案
し
た
22
人
の
中
か
ら
抽
選
で
村

田
一
心
く
ん
（
ふ
じ
み
野
市
・
当
時
11
歳
）
が
命
名
者

代
表
に
決
定
し
た
。
ふ
じ
み
ん
の
「
ふ
じ
」
は
ふ
じ
み

野
の
ふ
じ

4

4

と
富
士
山
の
ふ
じ

4

4

か
ら
、「
み
ん
」
は
ふ
じ

第
４
節
　
新
し
い
自
治
推
進
の
す
が
た

上福岡七夕まつり

おおい祭り（山車ひっかわせ）
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み
野
の
み
ん

4

4

な
と
い
う
意
味
で
、「
ふ
じ
み
野
の
み
な

さ
ん
が
楽
し
く
暮
ら
せ
ま
す
よ
う
に
」
と
い
う
願
い
を

込
め
て
名
付
け
ら
れ
た
。

平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
3
月
17
日
付
で
、
市
長
か

ら
「
ふ
じ
み
野
市
Ｐ
Ｒ
大
使
」
に
任
命
さ
れ
た
「
ふ
じ

み
ん
」
は
、
現
在
、
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
ス
タ
ン
プ
に
な
っ
て
、

Ｓ
Ｎ
Ｓ
で
も
活
躍
し
て
い
る
。
市
観
光
協
会
で
は
ふ
じ

み
ん
グ
ッ
ズ
（
ボ
ー
ル
ペ
ン
、
Ｔ
シ
ャ
ツ
、
エ
コ
バ
ッ

ク
な
ど
）
を
開
発
し
、
同
協
会
の
ほ
か
大
井
総
合
支
所
、

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
、
福
岡
河

岸
記
念
館
、
エ
コ
パ
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
で
販
売
し
て
い
る
。

応
援
ソ
ン
グ　
平
成
25
（
２

０
１
３
）
年
７
月
、
第
13
回
お

お
い
祭
り
の
会
場
で
、
ふ
じ
み

野
市
応
援
ソ
ン
グ
「
羽
ば
た
け 

ふ
じ
み
ん
」（
作
詞
・
作
曲
・

編
曲
：
渡
辺
修
身
・
み
う
ら
と

も
か
ず
）
と
ヘ
ル
シ
ー
ダ
ン
ス

が
初
め
て
お
披
露
目
さ
れ
た
。

ま
た
、
こ
の
曲
に
合
わ
せ
た
ダ

ン
ス
を
踊
る
「
ふ
じ
み
ん
ダ
ン

ス
ユ
ニ
ッ
ト
」
が
市
内
の
ダ
ン

ス
ス
ク
ー
ル
メ
ン
バ
ー
や
市
職

員
有
志
で
結
成
さ
れ
た
。

Ｓ
Ｎ
Ｓ
に
よ
る
情
報
発
信　

Ｓ
Ｎ
Ｓ
は
、
市
民
の
情
報
発

信
・
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て
利
用
者
が
急
増
し
て
い
る
。

ま
た
、
東
日
本
大
震
災
時
の
経
験
か
ら
、
災
害
発
生
時

に
お
け
る
効
果
的
な
情
報
発
信
・
収
集
ツ
ー
ル
と
し
て

も
定
着
し
て
き
た
。
市
か
ら
の
積
極
的
な
情
報
発
信
に

よ
る
市
民
と
の
情
報
共
有
化
と
、
市
民
の
声
や
意
見
な

ど
を
素
早
く
市
政
へ
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
づ
く
り
は
、

生
活
イ
ン
フ
ラ
と
し
て
の
時
代
の
要
請
で
も
あ
る
。

本
市
で
は
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
職
員
が
Ｓ
Ｎ

Ｓ
を
利
用
す
る
際
の
基
本
的
な
考
え
や
留
意
点
を
明
示

ふじみ野市役所広報担当 Facebook アカウント ふじみ野市広報広聴課の Xアカウント

ふじみ野市 PR 大使「ふじみん」

ふじみんダンスユニット
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し
た
「
ふ
じ
み
野
市
ソ
ー
シ
ャ
ル
メ
デ
ィ
ア
利
用
ガ
イ

ド
ラ
イ
ン
」
を
定
め
た
上
で
積
極
的
に
活
用
し
て
お
り
、

Y

ユ
ー
チ
ュ
ー
ブ

ouT
ube

（
１
０
０
本
以
上
）
やF

フ
ェ
イ
ス
ブ
ッ
ク

acebook

（
5
課

6
ア
カ
ウ
ン
ト
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
２
１
６
３
）、
Ｘ

エ
ッ
ク
ス（

旧

T

ツ
イ
ッ
タ
ー

w
itter

８
課
8
ア
カ
ウ
ン
ト
・
フ
ォ
ロ
ワ
ー
数
８
４

７
０
）
の
ほ
か
Ｌラ

イ

ン

Ｉ
Ｎ
Ｅ
やI

イ
ン
ス
タ
グ
ラ
ム

nstagram

で
の
情
報
発

信
を
行
っ
て
い
る
（
実
績
は
令
和
７
年
３
月
末
現
在
）。

ロ
ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス　
本
市
は
、
公
共
施
設
を

利
用
し
た
テ
レ
ビ
ド
ラ
マ
や
コ
マ
ー
シ
ャ
ル
、
映
画
な

ど
の
撮
影
に
協
力
す
る
こ
と
で
市
の
魅
力
を
積
極
的
に

ア
ピ
ー
ル
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
に
、
ふ
じ
み
野
市
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
サ
ー
ビ
ス
業
務
を
実
施
し
て
い
る
。
具
体

的
に
は
、
公
共
施
設
の
撮
影
場
所
提
供
に
向
け
て
の
調

整
（
事
前
相
談
、
調
整
、
申
請
受
付
）
や
撮
影
に
あ
た
っ

て
必
要
な
サ
ー
ビ
ス
な
ど
の
調
整
（
食
事
な
ど
の
事
業

所
紹
介
な
ど
）
を
行
っ
て
い
る
。

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
10
月
の
フ
ジ
テ
レ
ビ
の
ド

ラ
マ
「
の
だ
め
カ
ン
タ
ー
ビ
レ
」
を
皮
切
り
に
、
同
局

の
ド
ラ
マ
「CH

A
N

GE

」（
同
20
年
4
月
）、
テ
レ
ビ

朝
日
の
ド
ラ
マ
「
相
棒
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
9
（
同
22
年
12

月
）・
ｓ
ｅ
ａ
ｓ
ｏ
ｎ
18
（
令
和
元
年
11
月
）・
ｓ
ｅ
ａ

ｓ
ｏ
ｎ
22
（
同
6
年
2
月
）」、
映
画
「
箱
入
り
息
子
の

恋
」（
平
成
25
年
6
月
）
な
ど
、
市
役
所
は
じ
め
市
内

の
各
所
で
撮
影
が
行
わ
れ
た
。

ふ
る
さ
と
納
税　
自
分
の
選
ん
だ
自
治
体
に
寄
付
を

し
た
場
合
、
自
己
負
担
額
を
除
い
た
全
部
ま
た
は
一
部

が
所
得
税
、
市
民
税
・
県
民
税
か
ら
控
除
さ
れ
る
制
度

で
あ
る
。
控
除

さ
れ
た
部
分
を

ふ
る
さ
と
に
納

税
し
た
の
と
同

じ
よ
う
な
効
果

が
生
じ
る
こ
と

か
ら
「
ふ
る
さ

と
納
税
」
の
愛

称
で
、
全
国
の

自
治
体
に
普
及

し
た
。

本
市
で
は
平

成
27
（
２
０
１
５
）
年
か
ら
受
け
入
れ
を
始
め
て
お
り
、

翌
28
（
２
０
１
６
）
年
7
月
か
ら
は
、
シ
テ
ィ
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
の
一
環
と
し
て
ふ
る
さ
と
納
税
寄
付
金
の
使
い

道
と
お
礼
の
品
を
設
定
し
、
市
の
魅
力
を
市
内
外
に
発

信
し
て
い
る
。
寄
付
金
の
使
い
道
を
「
子
ど
も
の
育
成
」

「
元
気
・
健
康
、
福
祉
」「
歴
史
と
文
化
」「
防
災
・
安
全
」

「
地
域
力
の
向
上
」「
環
境
」「
お
ま
か
せ
事
業
」
の
７

分
野
に
設
定
し
、
返
礼
品
提
供
事
業
者
を
随
時
募
集
し

て
い
る
。

寄
付
額
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
の
１
５
５

万
円
か
ら
、
28
（
２
０
１
６
）
年
度
１
８
７
・
４
万
円
、

29
（
２
０
１
７
）
年
度
２
４
５
・
５
万
円
、
30
（
２
０

１
８
）
年
度
７
７
９
万
円
と
増
加
し
、
令
和
2
（
２
０

２
０
）
年
に
は
２
２
２
２
・
５
万
と
飛
躍
的
に
伸
び
た
。

そ
の
後
令
和
3
（
２
０
２
１
）
年
１
５
５
９
・
7
万
円
、

４
（
２
０
２
２
）
年
１
５
０
８
・
９
万
円
、
５
（
２
０

２
３
）
年
２
４
８
３
・
８
万
円
、
６
（
２
０
２
４
）
年

２
４
４
４
・
６
万
円
と
推
移
し
て
い
る
。

返
礼
品
で
は
、
バ
イ
オ
リ
ン
を
筆
頭
に
、
ゲ
ー
ム
ソ

フ
ト
、
手
作
り
座
布
団
、
海
鮮
キ
ム
チ
セ
ッ
ト
、
英
国

紅
茶
セ
ッ
ト
な
ど
が
多
く
選
ば
れ
て
い
る
。

ま
た
、「
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
」
は
、
国
の
認
定

を
受
け
た
地
方
公
共
団
体
が
行
う
「
地
域
再
生
計
画
」

に
基
づ
く
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご
と
創
生
寄
附
活
用
事

業
」
に
対
し
て
企
業
が
寄
付
を
行
っ
た
場
合
に
、
法
人

関
係
税
か
ら
税
額
控
除
す
る
制
度
で
あ
る
。
企
業
に

と
っ
て
は
、
法
人
関
係
税
の
軽
減
効
果
を
得
る
こ
と
が

テレビドラマ「相棒」撮影が行われた市役所

ふるさと納税返礼品（バイオリン）
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で
き
、
地
域
振
興
や
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
達
成
な
ど
社
会
貢
献

に
つ
な
が
る
、
企
業
版
ふ
る
さ
と
納
税
を
通
じ
た
連
携

に
よ
り
新
た
な
事
業
展
開
の
可
能
性
が
広
が
る
と
い
っ

た
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
。

本
市
で
は
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
に
実
施
要
綱
を

定
め
、
市
外
に
本
社
が
所
在
す
る
企
業
を
対
象
に
、
1

回
あ
た
り
10
万
円
以
上
の
寄
付
を
受
け
付
け
て
い
る
。

寄
付
額
は
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
が
１
０
０
万
円
、

同
5
（
２
０
２
３
）
年
が
３
８
０
万
円
、
６
（
２
０
２

４
）
年
が
１
４
０
万
円
と
な
っ
て
い
る
。

■
■ 

新
た
な
課
題
へ
の
対
応

情
報
化
基
本
計
画　
Ｉ
Ｃ
Ｔ
（
情
報
通
信
技
術
）
の

急
速
な
発
展
と
普
及
は
、
社
会
全
体
の
高
度
情
報
化
を

促
し
、
不
断
の
技
術
革
新
は
、
産
業
経
済
は
言
う
に
及

ば
ず
市
民
生
活
に
も
大
き
な
変
化
を
も
た
ら
し
て
い
る
。

本
市
は
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
3
月
に
「
ふ
じ

み
野
市
情
報
化
基
本
計
画
」
を
策
定
、
続
け
て
同
25（
２

０
１
３
）
年
度
か
ら
の
「
ふ
じ
み
野
市
第
2
次
情
報
化

基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

現
在
は
平
成
31
（
２
０
１
９
）
年
２
月
に
策
定
し
た

「
ふ
じ
み
野
市
第
3
次
情
報
化
基
本
計
画
」
の
も
と
、

「
人
が
つ
な
が
る 

豊
か
で
住
み
続
け
た
い
ま
ち 

ふ
じ

み
野
」
の
実
現
に
向
け
て
、
国
・
県
、
関
係
団
体
と
の

連
携
や
共
同
利
用
を
図
り
な
が
ら
Ｉ
Ｃ
Ｔ
の
効
果
的
な

活
用
の
推
進
を
図
っ
て
い
る
。

情
報
化
基
本
計
画
で
は
、
本
市
の
情
報
化
に
向
け
た

課
題
を
解
決
し
、
情
報
化
を
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

次
の
４
つ
の
基
本
目
標
を
定
め
て
い
る
。

①
わ
か
り
や
す
く
便
利
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
充
実

②
魅
力
的
で
い
き
い
き
と
し
た
情
報
の
発
信

③
ス
リ
ム
で
信
頼
さ
れ
る
行
政
経
営
の
実
現

④
安
心
・
安
全
な
行
政
運
営
の
提
供

ま
た
、
計
画
の
実
施
に
は
投
資
対
効
果
の
検
証
を
十

分
に
行
う
と
と
も
に
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
ー
の
確
保

や
個
人
情
報
保
護
の
観
点
か
ら
、
利
便
性
と
の
バ
ラ
ン

ス
を
十
分
に
見
極
め
つ
つ
実
施
す
る
こ
と
を
定
め
て
い

る
。Ｄ

Ｘ
推
進
方
針　
令
和
3
（
２
０
２
１
）
年
9
月
、

わ
が
国
の
デ
ジ
タ
ル
シ
ス
テ
ム
の
統
一
と
官
民
の
デ
ジ

タ
ル
化
の
推
進
に
よ
る
国
民
の
利
便
性
向
上
を
目
的
と

し
て
、
デ
ジ
タ
ル
庁
が
設
置
さ
れ
た
。
行
政
手
続
き
の

オ
ン
ラ
イ
ン
化
や
、
地
方
自
治
体
で
使
用
す
る
住
民
基

本
台
帳
や
住
民
税
な
ど
20
の
行
政
分
野
の
シ
ス
テ
ム
の

標
準
化
な
ど
が
重
点
項
目
と
し
て
取
り
上
げ
ら
れ
て
い

る
。こ

れ
を
受
け
、
本
市
で
は
行
政
の
デ
ジ
タ
ル
化
を
着

実
に
推
進
し
、
戦
略
的
に
各
施
策
を
遂
行
し
て
い
く
こ

と
を
目
的
に
、「
ふ
じ
み
野
市
デ
ジ
タ
ル
ト
ラ
ン
ス

フ
ォ
ー
メ
ー
シ
ョ
ン
（
Ｄ
Ｘ
）
推
進
方
針
」
を
策
定
し

た
。
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
度
か
ら
7
（
２
０
２
５
）

年
度
ま
で
の
4
年
間
を
対
象
期
間
と
し
て
、
①
行
政
手

続
の
オ
ン
ラ
イ
ン
化
、
②
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
の
普

及
、
③
オ
ー
プ
ン
デ
ー
タ
の
推
進
、
④
市
役
所
業
務
の

デ
ジ
タ
ル
化
、
⑤
情
報
シ
ス
テ
ム
の
標
準
化
・
共
通
化

を
基
本
施
策
に
掲
げ
て
い
る
。

Ｆ
メ
ー
ル　
「
ふ
じ
み
野
市
メ
ー
ル
配
信
サ
ー
ビ
ス
」

（
ふ
じ
み
野
Ｆ
メ
ー
ル
） 

は
、
携
帯
電
話
や
パ
ソ
コ
ン

の
メ
ー
ル
機
能
を
利
用
し
て
市
政
情
報
な
ど
を
市
民
に

届
け
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ
る
。

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
9
月
か
ら
、
防
犯
情
報
メ
ー

ル
（
担
当
：
く
ら
し
安
全
課
）
と
し
て
運
用
が
始
ま
っ

た
。
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
12
月
に
防
災
無
線
放
送

内
容
メ
ー
ル
、
同
23
（
２
０
１
１
）
年
6
月
に
は
秘
書

広
報
課
が
担
当
す
る
「
Ｆ
メ
ー
ル
」
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

そ
の
後
「
市
か
ら
の
お
知
ら
せ
」「
子
育
て
情
報
」

の
内
容
を
追
加
、
続
い
て
「
資
料
館
・
記
念
館
情
報
」

「
保
健
セ
ン
タ
ー
か
ら
の
お
知
ら
せ
」「
ふ
じ
み
ん
か
ら

の
お
知
ら
せ
」「
選
挙
の
お
知
ら
せ
」「
職
員
採
用
情
報
」

を
加
え
、
計
9
つ
の
ト
ピ
ッ
ク
ス
を
運
用
し
て
い
る
。

ま
た
、
職
員
専
用
の
「
職
員
メ
ー
ル
」、
学
校
保
護
者
・

保
育
所
保
護
者
・
児
童
発
育
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
保
護

者
専
用
の
各
メ
ー
ル
も
運
用
し
て
い
る
。

登
録
時
に
選
択
し
た
カ
テ
ゴ
リ
ー
の
メ
ー
ル
の
み
受

F メールのポータル画面
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信
で
き
る
（
登
録
後
の
変
更
可
）
仕
様
で
、
購
読
者
数

は
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
3
月
末
現
在
で
１
万
４

８
６
３
人
と
な
っ
て
い
る
。

Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
の
取
り
組
み　
「
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
」
と
は
、

「Sustainable D
evelopm

ent Goals

」
の
略
称
で
、

「
持
続
可
能
な
開
発
目
標
」
と
日
本
語
訳
さ
れ
て
い
る
。

平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
に
策
定
さ
れ
た
ミ
レ
ニ
ア
ム

開
発
目
標
（
Ｍ
Ｄ
Ｇ
ｓ
）
の
後
継
と
し
て
、
２
０
１
５

年
の
国
連
サ
ミ
ッ
ト
に
お
い
て
加
盟
国
の
全
会
一
致
で

採
択
さ
れ
た
。

本
市
は
、「
ふ
じ
み
野
市
将
来
構
想
」
に
お
い
て
「
人

が
つ
な
が
る 

豊
か
で
住
み
続
け
た
い
ま
ち 

ふ
じ
み
野
」

を
ま
ち
の
将
来
像
に
掲
げ
て
い
る
。
そ
の
実
現
に
向
け

て
推
進
す
る
施
策
や
事
業
は
、
お
の
ず
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と

関
わ
り
が
深
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
後
期

基
本
計
画
に
お
い
て
、
各
施
策
と
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
と
の
関
連

を
示
し
、
そ
の
達
成
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
い
る
。

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
10
月
、
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
推
進

す
る
た
め
の
基
本
的
な
理
念
と
考
え
方
を
示
し
た
「
ふ

じ
み
野
市
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
推
進
方
針
」
を
策
定
し
た
。
方
針

で
は
、「
理
解
す
る
」「
つ
な
が
る
」「
行
動
す
る
」
と

い
う
3
つ
の
基
本
的
な
方
向
性
の
も
と
、
職
員
研
修
や

市
民
へ
の
情
報
発
信
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
テ
ー
ク
ホ
ル
ダ
ー

（
利
害
関
係
者
）
と
の
連
携
を
行
い
な
が
ら
、
市
民
と

と
も
に
Ｓ
Ｄ
Ｇ
ｓ
を
正
し
く
理
解
し
た
上
で
、
で
き
る

こ
と
か
ら
取
り
組
む
こ
と
を
明
記
し
て
い
る
。

働
き
や
す
い
職
場
環
境
へ
の
取
り
組
み　
本
市
で
は

職
員
に
対
し
、
育
児
休
業
や
介
護
休
暇
な
ど
の
短
時
間

勤
務
制
度
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
、
家
庭
と
仕
事
の
両

立
支
援
な
ど
の
取
り
組
み
を
導
入
し
、
誰
も
が
働
き
や

す
い
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。

例
え
ば
、
近
年
、
男
性
の
育
児
休
業
取
得
率
の
向
上

が
全
国
的
に
課
題
と
な
る
中
、
本
市
の
令
和
５
（
２
０

２
３
）
年
度
育
児
休
業
取
得
率
は
、
男
性
で
67
％
、
女

性
で
１
０
０
％
と
な
っ
て
お
り
、
さ
ら
に
同
６
（
２
０

２
４
）
年
度
は
、
男
女
と
も
に
１
０
０
％
と
な
っ
て
い

る
。　
　
　

そ
の
成
果
と
し
て
、
埼
玉
県
が
実
施
す
る
「
多
様
な

働
き
方
実
践
企
業
認
定
制
度
」
で
、
平
成
28
（
２
０
１

６
）
年
度
以
降
最
高
ラ
ン
ク
の
「
プ
ラ
チ
ナ
」
を
獲
得

し
続
け
て
い
る
。

こ
の
制
度
は
、
仕
事
と
家
庭
な
ど
の
両
立
を
支
援
す

る
た
め
働
き
方
改
革
に
取
り
組
み
、
テ
レ
ワ
ー
ク
や
短

時
間
勤
務
な
ど
多
様
な
働
き
方
を
実
践
し
て
い
る
企
業

な
ど
を
県
が
認
定
す
る
も
の
で
、
仕
事
と
家
庭
の
両
立

支
援
や
女
性
の
活
躍
推
進
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い

る
企
業
を
プ
ラ
チ
ナ
認
定
企
業
と
し
て
認
定
し
て
い

る
。
な
お
、
プ
ラ
チ
ナ
認
定
企
業
と
な
る
条
件
は
、
①

男
女
が
と
も
に
仕
事
と
育
児
・
介
護
を
両
立
で
き
る
、

②
テ
レ
ワ
ー
ク
や
フ
レ
ッ
ク
ス
タ
イ
ム
な
ど
独
自
の
取

り
組
み
を
導
入
し
て
い
る
、
③
出
産
し
た
女
性
等
が
現

に
働
き
続
け
て
い
る
、
④
女
性
管
理
職
が
活
躍
し
て
い

る
、
⑤
働
き
や
す
い
職
場
環
境
づ
く
り
を
し
て
い
る
、

⑥
働
き
方
に
対
す
る
取
り
組
み
を
表
明
し
て
い
る
、
⑦

男
性
従
業
員
の
育
児
休
業
等
の
取
得
が
定
着
し
て
い

る
、
⑧
働
き
方
改
革
を
積
極
的
に
進
め
て
い
る
、
⑨
従

業
員
が
長
く
働
き
続
け
て
い
る
、
以
上
９
つ
の
項
目
の

う
ち
７
つ
以
上
満
た
す
こ
と
と
な
っ
て
お
り
、
本
市
に

お
い
て
は
８
つ
の
項
目
を
満
た
し
て
い
る
こ
と
か
ら
プ

ラ
チ
ナ
認
定
企
業
と
さ
れ
て
い
る
。
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全
世
界
を
襲
っ
た
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
12
月
、
中
国
の
武
漢
で
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
発
症
が
確
認
さ
れ
、
翌

2
（
２
０
２
０
）
年
1
月
、
日
本
国
内
で
も
初
め
て
確

認
さ
れ
た
。
3
月
に
は
世
界
保
健
機
構
（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
が

「
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
」（
世
界
的
大
流
行
）
と
認
定
、
未
曽

有
の
感
染
拡
大
に
各
国
で
感
染
症
へ
の
対
策
が
講
じ
ら

れ
た
。

国
内
で
は
政
府
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
発
出
、
東
京

オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
の
１
年
延
期
、
マ
ス
ク
の
配
布
、Go 

T
o 

ト
ラ
ベ
ル
やGo T

o 

イ
ー
ト
な
ど
の
経
済
支
援
策
、

ワ
ク
チ
ン
接
種
、
そ
し
て
個
人
レ
ベ
ル
の
生
活
様
式
の

見
直
し
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
対
策
が
講
じ
ら
れ
た
。

日
本
で
は
当
初
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
、

感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対
す
る
医
療
に

関
す
る
法
律
（
感
染
症
法
）
に
定
め
る
「
２
類
感
染
症

相
当
」
に
位
置
付
け
て
い
た
が
、
感
染
症
の
確
認
以
来

約
3
年
後
の
令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
5
月
か
ら
感
染

症
法
に
定
め
る
「
5
類
感
染
症
」
に
移
行
し
た
。
よ
う

や
く
日
常
生
活
も
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
で
こ
れ
ま
で
中
止
や
活
動

制
限
さ
れ
て
き
た
経
済
活
動
や
そ
の
ほ
か
の
事
業
も

徐
々
に
再
開
し
た
。

今
後
も
予
断
を
許
す
こ
と
な
く
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
を

想
定
し
た
「w

ウ
ィ
ズ

ith

コ
ロ
ナ
時
代
」
の
新
し
い
ラ
イ
フ

ス
タ
イ
ル
を
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
る
。

こ
の
３
年
余
り
の
間
の
本
市
で
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本
部
を
設
置
し
、
新
た
な
感
染
症

へ
の
対
応
と
対
策
を
行
っ
た
。
小
中
学
校
や
各
公
共
施

設
で
の
感
染
症
対
策
、
イ
ベ
ン
ト
や
催
事
へ
の
影
響
な

ど
に
つ
い
て
の
個
別
の
対
応
は
各
章
に
説
明
す
る
が
、

か
つ
て
な
い
事
態
に
社
会
の
シ
ス
テ
ム
や
人
々
の
暮
ら

し
に
大
き
な
影
響
と
変
化
を
も
た
ら
し
た
パ
ン
デ
ミ
ッ

ク
と
な
っ
た
。

感
染
症
対
策
本
部
の
設
置
と
緊
急
事
態
宣
言
（
令
和

２
年
）　

本
市
で
は
令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
1
月
に

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
会
議
を
設
置
し
、

小
中
学
校
の
臨
時
休
校
、
イ
ベ
ン
ト
自
粛
、
公
共
施
設

の
休
館
な
ど
の
感
染
防
止
に
努
め
た
。
同
年
３
月
に
は

「
ふ
じ
み
野
市
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
本

部
」
を
設
置
し
た
。
本
部
会
議
で
は
、
国
や
県
、
保
健

所
と
連
携
し
た
感
染
拡
大
防
止
に
向
け
た
対
策
を
講
じ

て
い
く
と
し
、
市
民
の
安
全
と
健
康
を
守
る
こ
と
を
第

一
に
考
え
、
感
染
拡
大
防
止
策
と
し
て
、
小
中
学
校
の

休
校
、
公
共
施
設
の
休
止
の
延
長
、
市
主
催
の
イ
ベ
ン

ト
の
中
止
・
延
期
な
ど
を
決
定
し
た
。

同
じ
く
3
月
に
は
不
織
布
マ
ス
ク
の
入
手
が
困
難
と

な
っ
た
こ
と
か
ら
、
市
が
災
害
時
用
に
備
蓄
し
て
い
た

マ
ス
ク
を
ふ
じ
み
野
市
医
師
会
と
ふ
じ
み
野
市
歯
科
医

師
会
を
通
じ
、
医
療
従
事
者
へ
配
布
す
る
こ
と
を
決
定

し
た
。

4
月
7
日
に
政
府
対
策
本
部
は
、
埼
玉
を
含
む
7
都

府
県
を
対
象
に
新
型
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
等
対
策
特
別
措

置
法
に
基
づ
く
「
緊
急
事
態
宣
言
」
を
発
出
し
た
。
以

後
、
４
月
16
日
に
対
象
区
域
は
全
都
道
府
県
に
変
更
と

な
り
、
５
月
４
日
に
は
期
間
を
5
月
31
日
ま
で
延
長
す

る
こ
と
と
し
た
。
そ
の
後
、
各
都
道
府
県
に
お
け
る
感

染
状
況
等
を
踏
ま
え
、
段
階
的
に
緊
急
事
態
措
置
を
実

施
す
べ
き
区
域
は
縮
小
し
て
い
き
、
５
月
25
日
に
全
て

の
都
道
府
県
が
該
当
し
な
い
こ
と
と
な
っ
た
た
め
、
政

府
対
策
本
部
は
緊
急
事
態
解
除
宣
言
を
行
っ
た
。

本
市
で
は
4
月
8
日
か
ら
小
中
学
校
を
再
開
さ
せ
る

こ
と
を
決
定
し
て
い
た
が
、
入
学
式
は
予
定
ど
お
り
行

わ
れ
た
も
の
の
、
再
開
は
4
月
13
日
、
さ
ら
に
5
月
11

日
、
5
月
31
日
と
延
長
さ
れ
た
。

市
の
広
報
車
は
「
不
要
不
急
の
外
出
は
控
え
ま
し
ょ

う
」
と
市
内
を
巡
回
し
て
呼
び
か
け
、
感
染
防
止
ポ
ス

タ
ー
の
掲
出
、
市
役
所
内
で
は
在
宅
勤
務
、
サ
テ
ラ
イ

ト
オ
フ
ィ
ス
、
勤
務
時
間
の
弾
力
化
な
ど
分
散
化
勤
務

の
取
り
組
み
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
市
の
窓
口
業
務
・

相
談
業
務
の
対
応
と
し
て
、
各
課
窓
口
に
ス
ク
リ
ー
ン

第
５
節
　
コ
ロ
ナ
へ
の
対
応
と
暮
ら
し
へ
の
影
響
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（
透
明
ア
ク
リ
ル
板
）
を
設
置
し
た
。
公
共
施
設
も
5

月
31
日
ま
で
利
用
休
止
、
そ
れ
以
降
も
利
用
制
限
が
続

い
た
。

5
月
か
ら
は
、
事
業
者
向
け
の
支
援
で
あ
る
持
続
化

給
付
金
お
よ
び
個
人
向
け
の
支
援
と
し
て
一
人
あ
た
り

10
万
円
を
支
給
す
る
特
別
定
額
給
付
金
の
申
請
受
付
が

始
ま
っ
た
。
5
月
4
日
に
緊
急
事
態
宣
言
の
延
長
が
決

定
し
た
中
、
市
独
自
の
支
援
策
も
始
ま
っ
た
。
小
規
模

事
業
者
等
事
業
継
続
に
お
け
る
臨
時
支
援
金
、
持
続
化

給
付
金
の
申
請
補
助
、
児
童
扶
養
手
当
受
給
世
帯
へ
の

緊
急
支
援
給
付
金
、
ふ
じ
み
野
市
特
別
出
産
給
付
金
、

水
道
料
金
の
減
免
、
プ
レ
ミ
ア
ム
商
品
券
の
販
売
、
感

染
症
対
策
防
護
服
の
提
供
（
2
市
1
町
共
同
購
入
）、

国
が
配
布
を
予
定
し
て
い
た
布
マ
ス
ク
の
発
送
が
遅
れ

た
こ
と
に
よ
る
妊
婦
を
対
象
と
し
た
不
織
布
マ
ス
ク
の

配
布
（
10
月
ま
で
）、
臨
時
休
校
中
の
学
習
支
援
の
た

め
の
学
校
パ
ソ
コ
ン
の
開
放
、
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
９

０
０
台
の
追
加
購
入
な
ど
で
あ
る
。

5
月
25
日
に
は
緊
急
事
態
宣
言
が
解
除
さ
れ
、
小
中

学
校
は
6
月
1
日
か
ら
再
開
、
2
グ
ル
ー
プ
に
よ
る
分

散
登
校
と
な
っ
た
。
ま
た
、「
公
共
施
設
利
用
再
開
に

お
け
る
基
本
的
方
針
」「
イ
ベ
ン
ト
・
事
業
等
の
開
催

に
お
け
る
基
本
方
針
」
を
定
め
、
感
染
拡

大
の
防
止
を
図
る
と
と
も
に
、
新
し
い
生

活
様
式
の
定
着
を
目
指
し
て
い
く
も
の
と

し
た
。

8
月
に
は
、
感
染
症
対
策
の
最
前
線
と

な
る
保
健
所
体
制
の
維
持
お
よ
び
県
と
市

と
の
業
務
連
携
強
化
を
図
る
た
め
、
専
門

職
で
あ
る
保
健
師
を
朝
霞
保
健
所
に
派
遣

し
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
関

す
る
電
話
相
談
や
感
染
者
の
退
院
後
の
健

康
管
理
な
ど
の
業
務
に
従
事
し
た
。
さ
ら

に
、
12
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
拡
大
時
に
お
け
る
市
と
県
と
の
連
携

強
化
の
た
め
、
埼
玉
県
と
「
埼
玉
県
市
町

村
職
員
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

等
の
拡
大
防
止
等
の
た
め
の
保
健
所
業
務

の
実
施
に
関
す
る
協
定
書
」
を
締
結
し
、
県
職
員
を
併

任
す
る
保
健
師
と
し
て
派
遣
を
行
っ
た
。

ま
た
、
10
月
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
の
同
時
感
染
を
防
ぐ
た
め
、

子
ど
も
と
妊
婦
に
対
し
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
任
意
予
防

接
種
費
用
に
対
す
る
公
費
補
助
を
実
施
し
た
。

緊
急
事
態
宣
言
の
再
発
出
と
ワ
ク
チ
ン
接
種
開
始

（
令
和
３
・
４
年
）　
令
和
3
（
２
０
２
１
）
年
1
月
8

日
に
2
回
目
の
緊
急
事
態
宣
言
が
発
出
さ
れ
、
公
共
施

設
（
貸
出
施
設
）
の
夜
間
利
用
禁
止
、
図
書
館
の
滞
在

時
間
制
限
の
継
続
、
外
出
自
粛
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
、
職
員

埼玉県
新型インフルエンザ等対策本部

県内保健所・
地域別対策会議

埼玉県
衛生研究所

国
政府対策本部

埼玉県
医師会

東入間医師会
市医師会

埼玉県新型
インフルエン
ザ等専門会議

連携情報収集

ふじみ野市
対策本部

＜対策の方針決定＞

【各関係部署】
対策の推進

連携

市内医療機関
連携

歯科医師会
薬剤師会等

連携

連携

情報提供ワクチン
（住民接種）

市　民 学校、保育所、幼稚園
事業所等

図1-8　ふじみ野市新型インフルエンザ等対策の推進体制図

感染拡大防止のための基本的な対策を周知
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の
勤
務
割
合
の
削
減
推
進
な
ど
の
措
置
が
取
ら
れ
た
。

1
月
下
旬
に
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
接
種

推
進
チ
ー
ム
の
設
置
が
検
討
さ
れ
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の

職
員
に
他
の
部
署
の
職
員
も
加
わ
っ
た
接
種
業
務
に
関

わ
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
が
２
月
１
日
に
編
成
さ
れ

た
。
ま
た
、
３
月
１
日
に
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
に
関
す
る
市
民
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
に
対
応

す
る
窓
口
と
し
て
「
ふ
じ
み
野
市
新
型
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ

ン
接
種
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
」
が
設
置
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
緊
急
事
態
宣
言
は
延
長
さ
れ
、
3
月
21
日

に
解
除
と
な
っ
た
。
4
月
20
日
に
は
本
市
が
埼

玉
県
の
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
対
象
区
域

と
し
て
指
定
さ
れ
、
公
共
施
設
の
利
用
時
間
制
限
、
市

内
飲
食
店
で
の
感
染
防
止
対
策
に
係
る
確
認
業
務
（
ア

ク
リ
ル
板
の
用
意
、
ア
ル
コ
ー
ル
消
毒
剤
の
設
置
）
の

依
頼
が
あ
っ
た
。

本
市
で
は
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
券
を
4
月
19
日
か
ら
75

歳
以
上
の
市
民
に
先
行
し
て
発
行
し
、
ふ
じ
み
野
市
医

師
会
の
協
力
を
得
て
、
5
月
8
日
か
ら
イ
オ
ン
タ
ウ
ン

ふ
じ
み
野
に
お
い
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン

接
種
の
集
団
接
種
が
始
ま
っ
た
。
ま
た
、
市
内
の
医
療

機
関
で
は
、
５
月
中
旬
か
ら
個
別
接
種
が
始
ま
っ
た
。

さ
ら
に
、
3
度
目
と

な
る
8
月
2
日
か
ら
の

緊
急
事
態
宣
言
は
2
度

の
延
長
を
経
て
9
月
末

に
解
除
さ
れ
た
。
小
学
校
で
は
分
散
登
校
を
9
月
24
日

ま
で
延
長
、
中
学
校
で
は
同
21
日
ま
で
一
斉
登
校
と
し

5
時
間
目
ま
で
の
短
縮
授
業
が
行
わ
れ
た
。

本
市
で
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
陽
性
者

が
急
激
に
増
加
し
、
多
数
の
患
者
の
受
診
に
よ
り
医
療

機
関
が
ひ
っ
迫
す
る
お
そ
れ
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
８

月
12
日
か
ら
12
月
14
日
ま
で
の
期
間
に
お
い
て
、
埼
玉

県
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
市
町
村
無
料
配
布
事
業
を
利
用

し
て
、
65
歳
未
満
の
有
症
状
者
ま
た
は
濃
厚
接
触
者
を

対
象
に
抗
原
検
査
キ
ッ
ト
の
無
料
配
布
を
行
っ
た
。
10

月
４
日
か
ら
は
、
感
染
に
よ
る
自
宅
療
養
者
の
う
ち
イ

ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
食
料
・
生
活
用
品
等
を
購
入
で
き
な

い
人
、
近
く
に
生
活
支
援
で
き
る
親
族
が
い
な
い
人
な

ど
に
対
し
、
買
い
物
サ
ポ
ー
ト
を
実
施
し
た
。
さ
ら
に
、

予約開始日時 8 月 2 日㈪ から

予約方法 接種可能医療機関については、市ホームページまたは、
送付した接種券と同封のご案内をご確認ください。

注意事項 中学３年生・高校３年生に相当する年齢の人は、
個別医療機関のみ接種予約が可能です。
医療機関への予約は電話と窓口のみとなります。

　ふじみ野 市

受験や就職を控えた

中学3年生・高校3年生の保護者へ

新型コロナワクチン接種の
予約を開始します

受付時間：午前 8 時 30 分～午後 5 時（土・日曜日、祝日も開設）
ふじみ野市新型コロナワクチン接種サポートセンター 　０４９－２９３－３７２２問合せ　　　　

受験や就職を控えた生徒への新型コロナウイルスワクチン
接種予約のお知らせ

新型コロナウイルスワクチン接種券を郵送

追加接種（３回目接種）のお知らせ

　接種券に同封する「個別接種医療機関のご案内」
をご確認ください。
●個別接種の予約方法
　追加接種（3 回目）の予約は、上記の「個別接
種医療機関のご案内」で各医療機関が指定する予
約方法に沿って予約してください。なお、ふじみ野
市接種予約サイト（Web）での予約は、１月７日㈮
午前８時３０分から受付を開始します。
●使用するワクチンの種類
　ファイザー社製以外に武田／モデルナ社製ワクチ
ンを使用する医療機関もあります。ワクチン取扱い
の種類については、市ホームページから確認してく
ださい。

　市が実施する集団接種は次のとおりです。
●集団接種の予約方法
　1 月 18 日㈫午前 8 時 30 分から電話（サポート
センター）かふじみ野市ワクチン接種予約サイトか
ら受付を開始します。
●使用するワクチンの種類　武田／モデルナ社製
●会場　保健センター 1 階（フクトピア内）
●接種日時

集団接種

接種できる医療機関・接種会場

新型コロナワクチンの
接種に関するお知らせ

　ふじみ野市

１２月１５日現在

ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状
況

　
市
内
に
お
け
る
ワ
ク
チ
ン
接
種
の
状

況
は
、
上
の
グ
ラ
フ
の
と
お
り
で
す
。

　
ワ
ク
チ
ン
メ
ー
タ
ー
と
し
て
、
市
役

所
本
庁
舎
正
面
入
口
付
近
と
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
で
接
種
状
況
を
お
知
ら
せ
し
て

い
ま
す
。

ワ
ク
チ
ン
有
効
期
限
の
取
扱
い

　
ワ
ク
チ
ン
有
効
期
限
の
取
扱
い
が
変

わ
っ
た
こ
と
か
ら
、「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
予
防
接
種
済
証
（
臨

時
）」
に
貼
付
さ
れ
る
ワ
ク
チ
ン
シ
ー

ル
の
有
効
期
限
の
表
記
が
、
接
種
日
を

過
ぎ
て
い
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ

は
有
効
期
限
の
変
更
に
よ
る
も
の
で
す

の
で
、
ご
安
心
く
だ
さ
い
。

●
フ
ァ
イ
ザ
ー
社
製
ワ
ク
チ
ン

　
有
効
期
限
が
６
カ
月
か
ら
９
カ
月
に

延
長
。

●
武
田
／
モ
デ
ル
ナ
社
製
ワ
ク
チ
ン

　
有
効
期
限
が
６
カ
月
か
ら
７
カ
月
に

延
長
さ
れ
、
そ
の
後
９
カ
月
に
延
長
。

　
詳
し
く
は
厚
生
労
働
省
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書�

（
電
子
版
）

　
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
（
電
子
版
）

は
、
令
和
３
年
12
月
20
日
か
ら
、
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
を
利
用
し
、
国
が
提
供
す
る

専
用
ア
プ
リ
か
ら
申
請
す
る
こ
と
に
よ
り
、

表
示
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　
な
お
、
ワ
ク
チ
ン
接
種
証
明
書
（
電

子
版
）
の
申
請
に
は
、
マ
イ
ナ
ン
バ
ー

カ
ー
ド
が
必
要
で
す
。

　
詳
し
く
は
、
デ
ジ
タ
ル
庁
、
ま
た
は

厚
生
労
働
省
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ

さ
い
。

 

証
明
書
全
般
＝
厚
生
労
働
省
新
型

　
コ
ロ
ナ
ワ
ク
チ
ン
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー

　

０
１
２
０・７
６・１
７
７
０

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
全
般
＝
マ
イ

ナ
ン
バ
ー
総
合
ダ
イ
ヤ
ル

　

０
１
２
０・９
５・０
１
７
８

88,896人
（87.8%）

87,820人
（86.7%）

１回目接種者 ２回目接種者

市内における接種状況（全体）年代別接種状況
（令和３年１2月１５日現在）

12 ～
19歳

20～
29歳

30～
39歳

40～
49歳

50～
59歳

60～
64歳

65歳
以上

全体

1 回目
2 回目

0 20% 40% 60% 80% 100%

6,566 人（87.3%）
6,376 人（84.8%）

9,386 人（78.5%）

9,969 人（81.9%）

15,394 人（87.5%）

5,176 人（95.5%）

88,896 人 (87.8%)
87,820 人 (86.7%)

27,136 人（90.7%）
27,002 人（90.2%）

5,151 人（95.1%）

9,148 人（76.5%）

9,822 人（80.7%）

15,235 人（86.6%）

14,823 人（88.7%）
14,950 人（89.5%）

０４９・２９３・３７２２　※おかけ間違いにご注意ください。
０４９・２６４・８２８４（聴覚障がいのある人向け）
hokencenter-kami@city.fujimino.saitama.jp

受付時間　午前８時 30 分～午後５時（土・日曜日、祝日も開設）
※電話回線に限りがあり、つながりにくい場合もございます。

ふじみ野市新型コロナワクチン
接種サポートセンター

接種日 時間
2 月  ５日㈯ 2 月  ６日㈰ 【土曜日】午後のみ

　午後２時から
【日曜日】午前と午後
　午前９時３０分から
　午後１時３０分から

2 月１２日㈯ 2 月１３日㈰

2 月２６日㈯ 2 月２７日㈰

このお知らせは、１２月１５日現在、国から示されている情報をもとに作成しています

年末年始の期間（12月 29日㈬～１月3日㈪）
ふじみ野市ワクチン接種サポートセンターを休止します

　次の①～③を全て満たす人が対象です。
①接種日時点において 18歳以上
② �2 回目の接種を終了した日から、原則 8カ月以
上経過している

③�接種券と一体になった予診票「新型コロナワク
チン接種の予診票（追加接種用）」（以下、「接種
券」）が送付され手元にある

対象者

　接種券の発送予定時期は下表のとおりです。２
回目接種完了から８カ月を迎える前月を発送予定
としています。

※ 18 歳 未 満 の 人 は、
満 18 歳の誕生日を過
ぎてから発送します（申
請不要）。
※ 令 和 3 年 4 月 ま で
に 2 回目接種が終了し
た 人 に は、 令 和 3 年 
11 月下旬に発送済み
です。

２回目接種年月 3回目接種券
発送予定

令和３年５月 令和3年
12月下旬

　　　  ６月 令和4年1月

　　　  ７月 　　　  2月

　　　  ８月 　　　  3月

　　　  ９月 　　　  4月

　　　１０月 　　　  5月

　　　１１月 　　　  6月

接種券送付時期

　国内で接種した 1・2 回目のワクチンの種類に関
わらず、ファイザー社製または武田／モデルナ社製
ワクチンのどちらでも接種可能です。

接種可能なワクチン

日時　１月５日㈬午前８時３０分
　　　　～７日㈮午前８時３０分
　システムメンテナンス期間中はログイン
できませんので、1・2 回目接種の予約お
よびキャンセルに関するお問い合わせは、
直接医療機関にご連絡ください。

ふじみ野市ワクチン接種予約サイト
システムメンテナンスについて デジタル庁

厚生労働省

個別接種
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10
月
27
日
に
ふ
じ
み
野
市
と
埼
玉
県
で
締
結
し
た
「
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
自
宅
療
養
者
に
係
る
連

携
事
業
に
関
す
る
覚
書
」
に
基
づ
き
、
保
健
所
の
指
示

に
よ
り
や
む
を
得
ず
自
宅
で
療
養
す
る
方
へ
の
生
活
支

援
と
し
て
、
埼
玉
県
か
ら
提
供
さ
れ
た
パ
ル
ス
オ
キ
シ

メ
ー
タ
ー
の
貸
与
に
加
え
、
本
市
独
自
の
支
援
策
と
し

て
３
日
分
程
度
の
食
料
品
の
提
供
を
実
施
し
た
。

令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
1
月
頃
は
オ
ミ
ク
ロ
ン
株

に
よ
る
市
中
感
染
で
新
規
陽
性
者
数
の
急
速
な
増
加
傾

向
が
続
い
て
い
た
た
め
、
国
は
県
境
を
ま
た
ぐ
移
動
を

控
え
、
目
的
地
以
外
立
ち
寄
ら
な
い
よ
う
徹
底
を
求
め

た
。
1
月
21
日
に
は
再
び
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の

対
象
区
域
と
し
て
本
市
は
埼
玉
県
か
ら
指
定
さ
れ
、
3

月
21
日
に
解
除
と
な
っ
た
。

収
束
に
向
け
て
の
動
き
と
５
類
移
行
（
令
和
５
年
）

　

令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
2
月
10
日
、
国
の
基
本
的

対
処
方
針
が
改
訂
さ
れ
、
マ
ス
ク
着
用
に
つ
い
て
、

「
3
月
13
日
か
ら
屋
内
外
問
わ
ず
、
個
人
の
判
断
に
委

ね
る
方
針
」
が
示
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
て
本
市
は
、

3
月
13
日
以
降
の
市
職
員
の
マ
ス
ク
着
用
は
国
の
方
針

に
則
り
、「
個
人
の
判
断
に
委
ね
る
」
こ
と
と
し
た
。

し
か
し
な
が
ら
、
窓
口
対
応
な
ど
で
は
、
高
齢
者
、
妊

婦
な
ど
重
症
化
リ
ス
ク
の
高
い
方
と
接
す
る
場
合
も
あ

る
た
め
、
当
面
の
間
、
こ
れ
ま
で
と
同
様
、
マ
ス
ク
を

着
用
す
る
と
い
う
方
針
を
決
定
し
た
。

感
染
症
法
に
お
け
る
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
位
置

付
け
が
、
5
月
8
日
か
ら
季
節
性
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
と

同
じ
「
5
類
」
に
移
行
さ
れ
た
。
こ
れ
を
受
け
、
本
市

で
は
、「
公
共
施
設
利
用
に
お
け
る
基
本
的
方
針
」
お

よ
び
こ
れ
に
基
づ
く
施
設
ご
と
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
を
廃

止
し
、
自
宅
療
養
者
へ
の
食
料
品
支
援
を
終
了
し
た
。

ま
た
、
同
日
を
も
っ
て
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

対
策
本
部
を
廃
止
し
た
。
こ
の
間
、
48
回
に
お
よ
ぶ
本

部
会
議
を
開
き
、
国
や
県
の
要
請
に
対
応
す
る
と
と
も

に
、
本
市
独
自
の
対
策
を
講
じ
て
き
た
。
な
お
、
そ
の

後
も
基
本
的
感
染
対
策
は
有
効
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
引

き
続
き
手
指
消
毒
剤
、
検
温
器
、
各
窓
口
の
パ
ー
テ
ィ

シ
ョ
ン
を
設
置
す
る
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、「
感
染
症
の
予
防
及
び
感
染
症
の
患
者
に
対

す
る
医
療
に
関
す
る
法
律
」
の
規
定
に
基
づ
き
行
わ
れ

て
い
た
、
医
師
に
よ
り
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症

と
診
断
さ
れ
た
患
者
の
「
全
数
把
握
」
は
、
5
月
8
日

以
降
「
定
点
あ
た
り
の
報
告
件
数
」
に
移
行
し
た
。
こ

の
報
告
件
数
は
、
定
点
医
療
機
関
で
あ
る
指
定
届
出
医

療
機
関
で
１
週
間
に
診
断
さ
れ
た
患
者
数
を
、
報
告
の

あ
っ
た
指
定
届
出
医
療
機
関
の
数
で
除
し
て
算
出
す
る

も
の
で
あ
る
。

そ
し
て
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
２
月
か
ら
特
例

臨
時
接
種
と
し
て
始
ま
っ
た
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
ワ

ク
チ
ン
接
種
は
、
同
６
（
２
０
２
４
）
年
３
月
31
日
で

終
了
し
た
。
同
年
４
月
以
降
の
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
つ
い
て
は
、
個
人
の
重
症
化
予
防

に
よ
り
重
症
者
を
減
ら
す
こ
と
を
目
的
と
し
、
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
を
予
防
接
種
法
の
Ｂ
類
疾
病
に

位
置
付
け
た
上

で
、
同
法
に
基

づ
く
定
期
接
種

と
し
て
実
施
す

る
こ
と
と
な
っ

た
。新

型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
に
よ
り
、

人
と
人
と
の
つ

な
が
り
が
希
薄

化
し
、
地
域
力

の
低
下
を
招
い

た
が
、
当
た
り

前
の
日
常
の
大

切
さ
を
見
つ
め
直
し
、
身
近
な
人
と
手
を
取
り
合
い
、

支
え
合
う
こ
と
の
必
要
性
、
基
礎
自
治
体
の
機
能
や

エ
ッ
セ
ン
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
重
要
性
に
気
付
く
き
っ

か
け
と
な
っ
た
。
ま
た
、
キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
や
リ

モ
ー
ト
サ
ー
ビ
ス
等
、
デ
ジ
タ
ル
技
術
を
活
用
し
て
、

行
政
サ
ー
ビ
ス
の
利
便
性
を
向
上
さ
せ
る
な
ど
、
変
化

に
対
応
す
る
柔
軟
さ
を
発
揮
し
て
き
た
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
に
は
、「
上
福
岡
七
夕
ま

つ
り
」「
お
お
い
祭
り
」
を
は
じ
め
と
す
る
行
事
が
再

開
さ
れ
、
市
民
が
集
い
楽
し
む
本
来
の
に
ぎ
わ
い
が
戻

り
つ
つ
あ
る
。

埼玉県マスコット

「さいたまっち＆コバトン」

新型コロナワクチンについてのお知らせ

無料接種をご希望の方はお早めに

重症化リスクの高い高齢者・基礎疾患のある方はワクチン接種が推奨されています

令和6年3月31日で終了します

無料での
接種は

接種対象 ※ 接種は強制ではありません生後6か月以上のすべての方

埼玉県マスコット「コバトン&さいたまっち」

　　　　 お問い合わせ先：新型コロナワクチン接種サポートセンター

新型コロナウイルスワクチンの無料接種終了のお知らせ
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i n t e r v i e w ❶

ふ
じ
み
野
市
自
治
組
織
連
合
会
会
長

原 
田  
晴 

男 

さ
ん

昭
和
22
（
１
９
４
７
）
年
、
ふ
じ
み
野
市
（
旧
福
岡
村
）
に
生

ま
れ
る
。
地
元
の
Ｊ
Ａ
に
就
職
。
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
下

福
岡
自
治
会
会
長
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
度
か
ら
、
ふ
じ

み
野
市
自
治
組
織
連
合
会
会
長
。

　
　
●
●
自
治
組
織
あ
っ
て
の
ま
ち
づ
く
り

合
併
と
な
る
か
ら
に
は
、
み
ん
な
で
い
い
街
を
つ
く
っ

て
い
か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
い
う
思
い
が
あ
り
ま
し
た
。

合
併
の
良
い
面
は
、
今
こ
れ
だ
け
の
ま
ち
が
き
ち
ん
と
で

き
あ
が
っ
た
と
い
う
こ
と
で
す
。
い
ろ
ん
な
交
流
を
通
し

て
、
成
熟
し
た
ま
ち
づ
く
り
が
で
き
て
き
て
い
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
20
年
で
環
境
も
変
わ
っ
て
き
ま
し
た
し
、

考
え
方
も
違
う
い
ろ
い
ろ
な
人
が
集
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

手
を
携
え
て
生
き
て
い
く
に
は
、
誰
か
と
連
携
を
取
り
な

が
ら
や
ら
な
く
て
は
い
け
ま
せ
ん
。
力
を
発
揮
で
き
た
の

は
、
自
治
組
織
だ
か
ら
こ
そ
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
●
「
見
守
り
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
に

行
政
サ
ー
ビ
ス
（
公
助
）
に
加
え
、
地
域
住
民
の
助
け

合
い
（
共
助
）、
も
う
一
つ
あ
る
の
が
自
助
で
す
。
中
で
も
、

一
番
大
事
な
の
が
自
助
で
す
ね
。
そ
う
い
う
意
味
で
は
、

私
た
ち
が
や
っ
て
き
て
い
る
防
災
訓
練
は
、
実
は
東
日
本

大
震
災
以
前
か
ら
取
り
組
ん
で
い
る
も
の
で
す
。

自
治
組
織
と
し
て
大
事
な
の
は
、「
見
守
り
」
だ
と
思

い
ま
す
。
防
災
訓
練
を
や
る
と
、
防
犯
か
ら
始
ま
っ
て
、

地
域
高
齢
者
を
ど
う
す
る
と
か
、
さ
ら
に
子
ど
も
た
ち
へ

の
対
応
も
活
動
に
含
ま
れ
て
き
ま
す
。
こ
う
い
う
も
の
が

一
つ
の
「
見
守
り
」
と
い
う
キ
ー
ワ
ー
ド
の
中
に
含
ま
れ

て
い
ま
す
の
で
、
こ
こ
が
自
治
組
織
と
し
て
、
こ
れ
か
ら

も
や
っ
て
い
か
な
く
て
は
な
ら
な
い
大
き
な
活
動
で
は
な

い
か
と
思
い
ま
す
。

●
●
加
入
率
の
低
下
に
歯
止
め
と
問
題
の
共
有
化
を

自
治
組
織
へ
の
加
入
率
が
ど
ん
ど
ん
落
ち
て
し
ま
っ
て

い
る
と
い
う
大
き
な
問
題
が
あ
り
、
こ
れ
を
ど
う
や
っ
て

ク
リ
ア
し
て
い
く
か
と
い
う
課
題
が
、
今
生
じ
て
い
ま
す
。

そ
の
要
因
と
し
て
、
高
齢
化
が
進
ん
で
き
た
こ
と
と
同
時

に
、
高
齢
者
だ
け
の
世
帯
が
増
え
て
き
た
こ
と
が
あ
り
ま

す
ね
。
例
え
ば
、
自
治
組
織
の
単
位
と
し
て
班
が
あ
る
の

で
す
が
、
そ
の
班
長
を
決
め
る
際
に
〝
も
う
私
は
高
齢
だ

か
ら
で
き
な
い
の
で
、
自
治
組
織
を
抜
け
さ
せ
て
く
だ
さ

い
〟
と
い
う
状
況
が
、
今
あ
ち
こ
ち
で
起
き
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
、
ど
う
歯
止
め
を
か
け
て
い
く
か
が
課
題
と
な
っ

て
い
ま
す
。

ま
た
、
班
長
の
仕
事
で
一
番
大
変
な
の
は
会
費
集
め
で
、

い
ろ
ん
な
会
費
を
集
め
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。
な
り
手

が
い
な
い
な
ら
、
持
ち
回
り
で
は
な
く
、
で
き
る
人
を
決

め
て
、
活
動
で
き
る
人
に
や
っ
て
く
だ
さ
い
と
な
り
ま
す
。

た
だ
、
市
全
体
で
こ
の
よ
う
な
対
応
が
で
き
る
の
か
と
い

う
と
、
こ
れ
は
ま
だ
疑
問
が
残
り
ま
す
。
当
面
の
間
は
、

こ
う
し
た
問
題
点
を
自
治
組
織
間
で
共
有
し
合
っ
て
、
そ

れ
に
ど
う
対
処
し
て
い
く
か
と
い
う
こ
と
を
考
え
て
い
く

必
要
が
あ
り
ま
す
。

●
●
市
政
に
住
民
の
意
見
が
反
映
さ
れ
る
取
り
組
み

タ
ウ
ン
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
は
、
市
長
を
は
じ
め
部
局
の
皆

さ
ん
が
出
て
こ
ら
れ
て
、
座
談
会
形
式
で
実
施
さ
れ
て
い

ま
す
。
そ
こ
で
は
市
民
か
ら
出
た
具
体
的
な
要
望
が
浮
か

び
上
が
っ
て
き
ま
す
ね
。
市
で
は
一
つ
一
つ
の
実
施
方
策

を
具
体
的
に
検
討
し
た
上
で
、
き
ち
ん
と
し
た
施
策
と
し

て
で
き
あ
が
っ
て
く
る
─
我
々
も
成
果
を
感
じ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
市
民
の
意
見
を
直
接
聴
く
こ
と
で
、
ま
ち
づ

く
り
に
活
か
さ
れ
て
い
る
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。

88
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平
成
13
（
２
０
０
１
）
年
4
月
、
国
の
文
化

審
議
会
は
、
そ
の
答
申
に
お
い
て
、
郷
土
の
豊

か
な
自
然
や
言
葉
、
昔
か
ら
親
し
ま
れ
て
い
る

祭
り
や
行
事
、
歴
史
的
な
建
物
、
地
域
に
根
ざ

し
た
文
化
活
動
な
ど
は
、
そ
れ
自
体
が
独
自
の

価
値
を
持
つ
だ
け
で
な
く
、
郷
土
へ
の
誇
り
や

愛
着
を
深
め
住
民
共
通
の
よ
り
ど
こ
ろ
と
な
る

こ
と
か
ら
、「
文
化
を
大
切
に
す
る
社
会
」
を
構

築
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
あ
る
と
し
た
。

だ
が
、
全
国
各
地
に
伝
え
ら
れ
て
き
た
祭
事

や
民
俗
芸
能
な
ど
の
地
域
文
化
は
い
ま
、
担
い

手
の
高
齢
化
や
団
体
構
成
員
の
減
少
が
進
ん
で

い
る
。
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
誇
る
べ
き
文
化

資
産
を
保
存
・
活
用
し
次
代
へ
継
承
し
て
い
く

た
め
、
幅
広
い
世
代
が
郷
土
の
歴
史
文
化
に
関

心
を
持
ち
、
ふ
る
さ
と
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ

う
な
取
り
組
み
と
情
報
発
信
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
新
し
い
市
民
文
化
の
発
揚
と
交
流
の

場
と
し
て
「
ふ
じ
み
野
市
民
文
化
祭
」
が
合
併

直
後
か
ら
始
ま
っ
た
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）

年
に
は
、文
化
芸
術
の
振
興
を
目
的
と
し
た
「
ふ

じ
み
野
市
文
化
協
会
」
が
設
立
さ
れ
た
。
市
民

文
化
の
興
隆
に
よ
る
ま
ち
づ
く
り
は
、
多
様
な

価
値
観
と
創
造
性
を
育
む
こ
と
で
、
多
文
化
共

生
社
会
へ
の
理
解
や
成
熟
し
た
市
民
社
会
を
形

成
す
る
原
動
力
と
な
っ
て
い
る
。
令
和
3
（
２

０
２
１
）
年
に
は
「
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー

ス
ト
」、
同
５
（
２
０
２
３
）
年
に
は
文
化
施
設

と
大
井
図
書
館
が
一
体
化
し
た
「
ふ
じ
み
野
ス

テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
」
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
さ
ら

に
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
に
は
上
福
岡
図
書

館
が
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
、
文
化
芸
術

や
社
会
教
育
・
生
涯
学
習
に
対
す
る
充
実
が
図

ら
れ
た
。

一
方
、
ス
ポ
ー
ツ
の
面
で
は
、
市
民
の
健
康

増
進
と
体
力
向
上
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を

目
的
と
し
て
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
「
ふ

じ
み
野
市
体
育
協
会
」
が
設
立
（
令
和
３
年
「
ふ

じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
と
改
称
）
さ
れ
た
。

本
市
で
は
、
各
種
の
ス
ポ
ー
ツ
大
会
の
ほ
か
、

ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
駅
伝
競
走
大
会
な
ど
が

市
民
の
生
活
シ
ー
ン
に
浸
透
し
、
ス
ポ
ー
ツ
セ

ン
タ
ー
や
運
動
公
園
な
ど
ス
ポ
ー
ツ
に
取
り
組

む
た
め
の
環
境
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
る
。
ま

た
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
に
「
文
化
・
ス

ポ
ー
ツ
振
興
条
例
」
を
施
行
し
、
同
年
の
「
元

気
・
健
康
都
市
宣
言
」
を
契
機
に
「
元
気
・
健

康
フ
ェ
ア
」
を
開
催
す
る
な
ど
、
ス
ポ
ー
ツ
を

取
り
入
れ
た
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
。

学
び
と
誇
り
が

育
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■
■ 

祭
り
の
魅
力
と
に
ぎ
わ
い

本
市
で
は
、
地
域
な
ら
で
は
の
特
性
を
活
か
し
た
新

た
な
魅
力
の
創
出
に
努
め
、「
訪
れ
た
い
ま
ち
ふ
じ
み

野
」
の
実
現
に
向
け
、
市
の
内
外
の
交
流
人
口
を
増
や

し
て
い
く
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

祭
り
も
そ
の
一
つ
で
、
市
の
Ｐ
Ｒ
や
に
ぎ
わ
い
の
創

出
、
さ
ら
に
新
市
と
し
て
の
一
体
感
の
醸
成
な
ど
が
期

待
さ
れ
た
。
戦
前
か
ら
の
民
間
行
事
や
地
域
住
民
の
ふ

れ
あ
い
、
活
性
化
の
た
め
に
新
た
に
始
ま
っ
た
祭
り
が
、

合
併
か
ら
20
年
を
経
て
市
内
外
か
ら
多
く
の
観
光
客
を

集
め
る
行
事
と
し
て
定
着
し
て
き
て
い
る
。

上
福
岡
七
夕
ま
つ
り　
七
夕
と
い
え
ば
彦
星
と
織
姫

が
１
年
に
一
度
出
会
う
こ
と
が
で
き
る
星
祭
り
と
い
う

イ
メ
ー
ジ
が
強
い
が
、
戦
前
の
旧
福
岡
村
周
辺
で
は
農

業
の
神
で
あ
る
作
神
に
作
物
を
供
え
豊
作
を
感
謝
す
る

行
事
と
し
て
、
七
夕
が
月
遅
れ
の
８
月
６
・
７
日
に
行

わ
れ
て
い
た
。
町
場
で
も
各
家
庭
で
庭
に
竹
を
立
て
色

紙
に
文
字
を
書
い
て
飾
り
を
し
て
い
た
。
店
の
多
か
っ

た
上
福
岡
駅
前
通
り
で
は
、
く
す
玉
を
作
っ
た
り
し
て

に
ぎ
や
か
に
飾
り
立
て
て
い
た
。

戦
後
に
な
る
と
商
店
街
が
中
心
に
な
っ
て
、
娯
楽
を

求
め
演
芸
な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
昭
和
20

年
代
の
終
わ
り
か
ら
主
催
が
旧
福
岡
商
工
会
に
移
り
、

竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
昭
和

32
（
１
９
５
７
）
年
に
は
来
場
者
が
２
万
人
を
突
破
し

た
。
こ
れ
は
当
時
の
町
の
人
口
を
上
回
る
も
の
で
あ
っ

た
。
東
京
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
が
開
催
さ
れ
た
昭
和
39
（
１

９
６
４
）
年
に
は
町
と
商
工
会
の
共
催
と
な
り
、
催
し

に
「
五
輪
音
頭
大
会
」
が
加
わ
り
、
ミ
ス
コ
ン
テ
ス
ト

や
児
童
生
徒
の
装
飾
写
生
コ
ン
ク
ー
ル
、
児
童
鼓
笛
隊

な
ど
が
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
に
な
っ
て
転
機
が
訪
れ
た
。

そ
れ
ま
で
商
工
会
を
中
心
に
行
わ
れ
て
い
た
七
夕
祭
り

を
市
民
の
ま
つ
り
に
し
よ
う
と
、
名
称
を
「
上
福
岡
七

夕
ま
つ
り
」
と
し
、
実
行
委
員
会
が
主
催
す
る
行
事
と

し
た
。
会
場
を
２
つ
設
け
て
出
し
物
も
多
彩
に
な
っ

た
。
昭
和
40
年
代
か
ら
行
わ
れ
て
い
た
野
外
納
涼
盆
踊

り
は
50
年
代
に
「
福
岡
小
唄
」「
上
福
岡
音
頭
」
が
踊

ら
れ
る
よ
う
に
な
り
、
さ
ら
に
「
阿
波
踊
り
」
も
加
わ
っ

た
。
60
年
代
に
な
る
と
盆
踊
り
コ
ン
ク
ー
ル
が
行
わ
れ
、

踊
り
は
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
の
メ
イ
ン
行
事
と
な
っ
て

い
っ
た
。

平
成
９
（
１
９
９
７
）
年
か
ら
祭
日
が
８
月
の
第
１

土
曜
日
・
日
曜
日
に
変
更
さ
れ
た
。
み
こ
し
も
復
活
し
、

担
ぎ
手
を
市
民
か
ら
募
集
し
て
に
ぎ
わ
い
に
花
を
添
え

た
。
週
末
開
催
と
な
っ
た
こ
と
も
あ
り
、
前
年
よ
り
２

万
人
増
の
12
万
人
が
来
場
し
た
。

竹
飾
り
コ
ン
ク
ー
ル
は
現
在
も
継
続
し
て
お
り
、
上

福
岡
駅
周
辺
の
商
店
街
を
中
心
に
、
商
店
会
や
自
治
組

織
、
小
中
学
生
な
ど
市
民
が
趣
向
を
凝
ら
し
た
約
２
５

０
本
の
竹
飾
り
で
ま
ち
が
彩
ら
れ
る
。
ま
た
、
阿
波
踊

り
の
競
演
や
市
民
盆
踊
り
、
ダ
ン
ス
や
太
鼓
シ
ョ
ー
な

ど
の
イ
ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
、
例
年
２
日
間
で
約
17
万
人

が
来
場
す
る
。

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
以
降
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
中
止
し
て
い
た
本
行
事

も
、
同
５
（
２
０
２
３
）
年
に
は
通
常
ど
お
り
69
回
目

の
開
催
を
迎
え
る
こ
と
が
で
き
た
。

上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
は
、
竹
飾
り
を
中
心
と
し
た
伝

統
飾
り
を
意
識
し
な
が
ら
、
時
代
に
応
じ
た
コ
ン
ク
ー

ル
や
踊
り
な
ど
の
現
代
的
要
素
を
取
り
入
れ
て
き
た
。

夏
の
風
物
詩
と
し
て
多
く
の
市
民
の
参
加
を
図
り
つ

つ
、
地
元
産
業
と
観
光
の
振
興
に
寄
与
す
る
た
め
、
70

年
近
く
開
催
さ
れ
て
い
る
伝
統
あ
る
祭
り
で
あ
る
。

〈
ま
つ
り
の
主
な
あ
ゆ
み
〉

・
第
14
回�

（
昭
和
43
年
）
２
０
０
本
余
り
の
竹
飾
り
で

来
場
者
を
魅
了
。
約
10
万
人
が
来
場

・
第
24
回�

（
昭
和
53
年
）
１
５
０
人
の
市
民
が
福
岡
小

唄
に
乗
り
市
内
総
流
し
を
実
施

・
第
25
回�

（
昭
和
54
年
）
上
福
岡
音
頭
、
上
福
岡
小
唄

を
初
披
露
。
来
場
者
が
11
万
人
突
破
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・
第
30
回�

（
昭
和
59
年
）
大
み
こ
し
の
競
演
や
３
０
０

人
の
市
民
に
よ
る
上
福
岡
音
頭
総
流
し
を
実

施

・
第
43
回�
（
平
成
９
年
）
開
催
日
を
第
１
土
・
日
曜
日

に
固
定
。
約
12
万
人
が
来
場

・
第
47
回�

（
平
成
13
年
）
４
１
０
本
の
竹
飾
り
で
来
場

者
を
魅
了
。
約
15
万
５
０
０
０
人
が
来
場

・
第
49
回�

（
平
成
15
年
）
来
場
者
が
17
万
人
を
突
破

・
第
52
回�

（
平
成
18
年
）
ふ
じ
み
野
市
と
し
て
初
の
開

催
。
約
13
万
５
０
０
０
人
が
来
場

・
第
65
回�

（
令
和
元
年
）
16
万
８
０
０
０
人
が
来
場
。

コ
ロ
ナ
禍
前
最
後
の
開
催

・
第
69
回�

（
令
和
５
年
）
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
17
万
４

０
０
０
人
が
来
場

お
お
い
祭
り　
合
併
前
の
大
井
町
で
は
地
域
ご
と
に

祭
り
が
開
催
さ
れ
て
い
た
が
、
町
全
体
で
の
祭
り
は
な

か
っ
た
。
転
入
者
も
多
く
、
地
域
の
お
祭
り
に
参
加
で

き
な
い
人
も
多
く
い
た
。
そ
の
た
め
新
住
民
と
地
元
の

人
た
ち
が
「
イ
キ
イ
キ
と
楽
し
く
触
れ
合
え
、
活
気
の

あ
る
ま
ち
を
」
と
い
う
思
い
か
ら
、「
新
し
い
ふ
る
さ

と
ま
つ
り
を
つ
く
ろ
う
」
と
い
う
機
運
が
生
じ
て
い
た
。

そ
し
て
、
次
の
時
代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
ふ
る
さ

と
意
識
を
醸
成
す
る
た
め
、
地
域
の
文
化
や
歴
史
、
風

習
な
ど
を
取
り
入
れ
た
総
合
的
な
ふ
る
さ
と
の
祭
り
と

し
て
、「
お
お
い
祭
り
」
が
平
成
13
（
２
０
０
１
）
年

７
月
か
ら
始
ま
っ
た
。
全
町
民
を
あ
げ
て
の
祭
り
と
し

て
開
催
さ
れ
、
約

２
万
人
が
来
場
し

た
。第

２
回
の
平
成

14
（
２
０
０
２
）

年
に
は
初
め
て
み

こ
し
が
登
場
し
、

よ
り
一
層
盛
大
な

祭
り
と
な
っ
た
。

平
成
18
（
２
０
０

６
）
年
に
開
催
さ

れ
た
第
６
回
目

は
、
ふ
じ
み
野
市

と
な
っ
て
初
め
て

の
お
お
い
祭
り
と
な
っ
た
。
囃は
や

子し

や
み
こ
し
、
よ
さ
こ

い
な
ど
が
披
露
さ
れ
る
ス
ト
リ
ー
ト
会
場
と
、
組
み
太

鼓
や
民
謡
、
盆
踊
り
や
カ
ラ
オ
ケ
な
ど
が
披
露
さ
れ
る

東
久
保
中
央
公
園
会
場
に
分
か
れ
、
３
万
人
を
超
え
る

来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

例
年
7
月
中
・
下
旬
の
開
催
だ
が
、
平
成
19
（
２
０

０
７
）
年
９
月
の
第
７
回
目
は
初
め
て
秋
開
催
と
し
た
。

あ
い
に
く
の
大
雨
の
中
で
は
あ
っ
た
が
、
２
万
人
の
来

場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
７
月

開
催
の
第
15
回
目
は
市
制
10
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、

会
場
直
通
の
循
環
バ
ス
を
運
行
し
た
。
平
成
28
（
２
０

１
６
）
年
の
第
16
回
目
で
は
ロ
ボ
ッ
ト
製
作
を
行
っ
て

い
る
株
式
会
社
本
田
製
作
所
の
提
案
に
よ
り
、
サ
プ
ラ

イ
ズ
企
画
と
し
て
漫
画
「
ヤ
ッ
タ
ー
マ
ン
」
の
キ
ャ
ラ

ク
タ
ー
で
あ
る
「
ヤ
ッ
タ
ー
ワ
ン
」
を
展
示
、
来
場
者

数
も
７
万
人
を
突
破
し
た
。
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年

に
開
催
し
た
第
19
回
目
で
は
、
新
た
に
消
防
車
両
が
公

園
会
場
内
に
展
示
さ
れ
、
来
場
者
数
が
過
去
最
高
の
７

万
２
０
０
０
人
を
記
録
し
た
。

会
場
は
東
久
保
中
央
公
園
や
そ
の
周
辺
道
路
、
さ
ら

に
は
大
井
東
中
学
校
体
育
館
を
利
用
し
て
、
歴
史
あ
る

４
台
の
山
車
の
曳
き
回
し
、
陽
気
な
「
阿
波
踊
り
」、

鳴
子
が
響
き
渡
る
「
よ
さ
こ
い
大
井
」
な
ど
、
来
場
者

の
心
が
躍
る
よ
う
な
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し

た
。祭

り
の
規
模
は
年
々
大
き
く
な
っ
て
い
る
が
、
令
和

２
（
２
０
２
０
）
年
度
か
ら
４
（
２
０
２
２
）
年
度
に

昭和40年代初頭の七夕まつりでにぎわう中央通り

おおい祭り
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か
け
て
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
拡
大
防
止
の

た
め
中
止
と
な
っ
た
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
か
ら

４
年
ぶ
り
に
復
活
、
第
23
回
お
お
い
祭
り
が
盛
大
に
行

わ
れ
、
７
万
５
０
０
０
人
の
来
場
者
で
に
ぎ
わ
っ
た
。

〈
祭
り
の
主
な
あ
ゆ
み
〉

・
第
１
回�

（
平
成
13
年
）
新
し
い
ふ
る
さ
と
の
祭
り
と

し
て
開
催
。
約
２
万
人
が
来
場

・
第
６
回�

（
平
成
18
年
）
ふ
じ
み
野
市
と
な
っ
て
初
め

て
の
開
催
。
来
場
者
が
３
万
人
を
突
破

・
第
７
回�

（
平
成
19
年
）
初
め
て
の
秋
（
９
月
）
開
催

・
第
９
回
（
平
成
21
年
）
来
場
者
が
６
万
人
を
突
破

・
第
14
回�

（
平
成
26
年
）
来
場
者
が
６
万
５
０
０
０
人

を
突
破

・
第
15
回�

（
平
成
27
年
）
市
制
施
行
10
周
年
記
念
事
業

と
し
て
開
催
。
会
場
直
通
の
循
環
バ
ス
を
運

行

・
第
18
回�

（
平
成
30
年
）
来
場
者
が
７
万
人
を
突
破

・
第
19
回�

（
令
和
元
年
）
コ
ロ
ナ
禍
前
最
後
の
開
催

・
第
23
回�

（
令
和
５
年
）
４
年
ぶ
り
の
開
催
。
７
万
５

０
０
０
人
が
来
場

桜
ま
つ
り　
平
成
初
期
に
提
ち
ょ
う

灯ち
ん

を
設
置
し
始
め
た
の

が
始
ま
り
で
、
３
月
下
旬
か
ら
４
月
上
旬
に
か
け
て
、

福
岡
中
央
公
園
に
咲
く
約
１
０
０
本
の
桜
を
楽
し
み
に

多
く
の
人
で
に
ぎ
わ
う
。
例
年
、
桜
の
開
花
時
期
に
合

わ
せ
て
提
灯
を
設
置
し
、
午
後
６
時
か
ら
午
後
９
時
ま

で
桜
の
木
が
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
さ
れ
る
。
東
武
東
上
線
上

福
岡
駅
か
ら
徒
歩
５
分
と
利
便
性
も
よ
く
、
訪
れ
た
人

が
昼
夜
と
も
に
花
見
を
楽
し
め
る
。

福
岡
中
央
公
園
の
整
備
が
充
実
し
た
こ
と
で
、
市
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
よ
り
注
目
を
集
め
る
こ
と
を
期

待
し
て
、
各
種
媒
体
を
活
用
し
た
周
知
活
動
を
進
め
て

い
る
。
ま
ち
づ
く
り
の
主
役
は
市
民
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

地
域
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
す
る
た
め
、
主
催
の
ふ
じ
み

野
市
観
光
協
会
と
住
民
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
を
盛
り

上
げ
る
催
し
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

福
岡
河
岸
ま
つ
り　
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
８
月

に
第
１
回
が
開
催
さ
れ
た
福
岡
河
岸
ま
つ
り
は
、
江
戸

時
代
に
新
河
岸
川
周
辺
で
栄
え
た
福
岡
河
岸
の
歴
史
を

後
世
に
継
ぎ
、
燈
籠
に
さ
ま
ざ
ま
な
思
い
を
込
め
て
祈

る
と
と
も
に
子
ど
も
た
ち
に
夏
の
思
い
出
を
提
供
す
る

目
的
で
始
ま
っ
た
祭
り

で
、
毎
年
お
盆
の
時
期

に
行
わ
れ
る
。
主
催
の

ふ
じ
み
野
市
商
工
会
北

部
振
興
会
と
、
川
崎
・

清
見
・
𡋽は
け

の
各
自
治
組

織
と
の
共
催
で
、
地
域

の
各
団
体
か
ら
選
任
さ

れ
た
実
行
委
員
会
に
よ

り
運
営
さ
れ
て
い
る
。

会
場
は
新
河
岸
川
に

か
か
る
養
老
橋
付
近

で
、
近
く
に
は
福
岡
河

岸
記
念
館
が
あ
る
。
昼

間
は
模
擬
店
の
出
店
や
子
ど
も
た
ち
の
太
鼓
の
演
奏
な

ど
が
行
わ
れ
、
年
齢
を
問
わ
ず
地
域
の
人
々
で
に
ぎ
わ

う
。
日
が
落
ち
て
く
る
と
養
老
橋
周
辺
の
燈
籠
に
明
か

り
が
灯
り
、
家
族
や
地
域
の
ご
先
祖
に
感
謝
し
、
こ
れ

か
ら
の
健
康
と
地
域
の
発
展
を
願
う
姿
が
み
ら
れ
る
。

ふ
じ
み
野
市
の
新
た
な
夏
の
風
物
詩
に
な
っ
て
ほ
し
い

と
の
願
い
が
込
め
ら
れ
て
い
る
、
地
元
の
人
か
ら
愛
さ

れ
る
祭
り
で
あ
る
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
の
第
７
回
福
岡
河
岸
ま
つ

り
で
は
、
恒
例
の
「
新
河
岸
川
燈
籠
流
し
」
が
拡
大
し

て
行
わ
れ
た
。
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ
れ
た

の
ち
、
先
祖
へ
の
思
い
や
祈
り
が
込
め
ら
れ
た
燈
籠
が

流
さ
れ
た
。

ふじみ野市観光協会桜まつり（産業振興課）

福岡河岸まつり
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な
お
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
か
ら
は
安
全
面
を

考
慮
し
燈
籠
流
し
が
燈
籠
飾
り
に
変
更
さ
れ
た
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
の
第
15
回
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
中
止
さ
れ
て
い

た
ま
つ
り
が
４
年
ぶ
り
に
開
催
さ
れ
、
上
福
岡
駅
と
市

役
所
、
会
場
を
結
ぶ
送
迎
バ
ス
も
運
行
さ
れ
た
。
午
後

３
時
か
ら
開
催
し
、
模
擬
店
、
こ
ど
も
広
場
、
イ
ベ
ン

ト
広
場
（
太
鼓
、
河
岸
ま
つ
り
ラ
イ
ブ
）、
燈
籠
飾
り

で
に
ぎ
わ
っ
た
。
ま
た
、
ま
つ
り
当
日
は
福
岡
河
岸
記

念
館
が
無
料
で
公
開
さ
れ
た
。
な
お
、
夕
方
か
ら
の
荒

天
に
伴
い
、
19
時
に
ま
つ
り
は
中
止
と
な
っ
た
。

■
■ 

文
化
の
継
承

本
市
に
は
地
域
の
歴
史
・
文
化
を
伝
え
る
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
伝
統

芸
能
で
あ
る
無
形
民
俗
文
化
財
な
ど
は
、
地
域
文
化
の

担
い
手
で
あ
る
関
係
者
の
高
齢
化
や
関
係
団
体
の
減
少

が
進
み
、
そ
の
保
全
・
継
承
が
懸
念
さ
れ
る
状
況
に
あ

る
。
そ
の
た
め
市
民
が
文
化
財
に
対
し
関
心
を
持
ち
、

愛
護
意
識
を
高
め
ら
れ
る
よ
う
、
幅
広
い
世
代
を
対
象

と
す
る
講
座
な
ど
を
充
実
さ
せ
、
文
化
財
へ
の
理
解
を

深
め
る
よ
う
な
取
り
組
み
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

座
敷
箒
の
継
承　
か
つ
て
、
ふ
じ
み
野
市
・
富
士
見

市
・
三
芳
町
か
ら
所
沢
市
一
帯
は
「
座
敷
箒ほ

う
き」

の
産
地

と
し
て
知
ら
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
の
文
化
・
文
政
期

（
１
８
０
４
～
１
８
３
０
年
）
に
上
練
馬
で
修
業
し
た

大
井
村
市
沢
の
内
田
兄
弟
に
よ
っ
て
、
箒
づ
く
り
の
技

術
が
伝
え
ら
れ
た
と
も
伝
わ
る
。

古
文
書
に
は
、
明
治
７
（
１
８
７
４
）
年
の
苗
間
村

物
産
に
「
箒
穂
」、
同
９
（
１
８
７
６
）
年
の
福
岡
河

岸
の
船
荷
に
「
箒
草
」
な
ど
が
現
れ
、
明
治
か
ら
大
正

期
に
か
け
て
、
当
地
の
畑
作
で
作
る
箒
草
（
ホ
ウ
キ
モ

ロ
コ
シ
）
で
座
敷
箒
を
作
り
、
出
荷
し
て
い
た
歴
史
を

も
つ
。
座
敷
箒
に
は
、
長
柄
箒
・
手
箒
・
荒
神
箒
な
ど

の
種
類
が
あ
り
、
明
治
時
代
以
降
、
産
地
が
埼
玉
で

あ
っ
て
も
「
東
京
箒
」
の
名
称
で
全
国
に
売
り
出
さ
れ

て
い
た
。

そ
の
後
は
住
宅
事
情
や
生
活
様
式
が
変
化
し
た
昭
和

30
年
代
を
境
に
箒
職
人
は
減
少
し
て
い
く
。
現
在
で
は

材
料
を
作
る
農
家
も
な
く
な
り
、
駒
林
の
永
倉
一
男
氏

の
み
が
座
敷
箒
づ
く
り
の
技
を
今
に
伝
え
て
い
る
。
ま

た
、
市
民
に
よ
る
技
術
の
継
承
活
動
も
続
い
て
い
る
。

お
囃
子　
市
指
定
無
形
民
俗
文
化
財
と
し
て
、
い
く

つ
か
の
お
囃
子
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
市
内
で
は
古
く

か
ら
疫え

き

病び
ょ
う

除よ

け
、
厄や

く

除よ

け
を
祈
願
す
る
た
め
に
、
夏な

越ご

し
の
祓は

ら

い
、
別
名
「
天て

ん

王の
う

様さ
ま

」
の
夏
祭
り
が
行
わ
れ

て
き
た
。
そ
の
と
き
に
引
き
回
さ
れ
る
屋や

台た
い

の
上
で
囃

子
が
演
じ
ら
れ
て
お
り
、
地
域
の
祭
り
な
ど
で
継
承
さ

れ
て
い
る
貴
重
な
民
俗
文
化
で
あ
る
。

具
体
的
に
は
以
下
の
４
つ
が
市
指
定
の
無
形
民
俗
文

化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
保
存
会
が
そ

の
伝
承
と
担
い
手
の
育
成
に
努
め
て
お
り
、
７
月
の
日

曜
日
に
開
催
さ
れ
る
お
お
い
祭
り
等
で
披
露
さ
れ
て
い

る
。

【
苗
間
は
や
し
】
明
治
４
（
１
８
７
１
）
年
頃
に
馬
宮

村
（
現
在
の
さ
い
た
ま
市
）
か
ら
伝
わ
っ
た
木
下
流

と
い
う
新
囃
子
を
受
け
継
い
で
い
る
。
現
在
は
、
毎

年
７
月
25
日
の
み
演
じ
ら
れ
る
。
戦
前
は
24
日
・
25

日
の
２
日
間
だ
っ
た
が
、
昭
和
12
・
13
（
１
９
３

７
・
１
９
３
８
）
年
頃
か
ら
25
日
に
変
わ
っ
た
。

【
大
井
は
や
し
】
７
月
の
第
２
日
曜
日
の
大
井
の
天
王

様
で
行
わ
れ
る
。
昭
和
30
年
代
頃
ま
で
は
川
越
街
道

沿
い
に
露
店
が
立
ち
並
び
、
近
在
の
村
々
か
ら
の
多

く
の
見
物
客
で
に
ぎ
わ
っ
た
。
木
組
み
の
屋
台
は
上

部
が
回
る
造
り
で
、
花
や
提
灯
で
飾
ら
れ
る
。
ヤ
タ

イ
（
狐
の
踊
り
）、
ひ
ょ
っ
と
こ
・
お
か
め
の
踊
り
、

獅し

子し

舞ま
い

な
ど
多
彩
な
演
目
で
見
る
人
を
魅
了
す
る
。

【
大
井
旭
は
や
し
】
大
井
の
中
組
・
下
組
・
坂
下
が
合

併
し
て
結
成
し
た
囃
子
で
、
上
組
（
大
井
は
や
し
）

の
屋
台
と
と
も
に
大
井
地
区
内
を
巡
行
し
な
が
ら
下

組
の
屋
台
の
上
で
演
じ
ら
れ
た
。
祭
り
が
盛
り
上
が

り
、
大
井
は
や
し
と
大
井
旭
は
や
し
の
屋
台
同
士
が

出
会
っ
た
と
き
に
「
ひ
っ
か
わ
せ
」
が
行
わ
れ
る
。

こ
の
と
き
に
囃
子
の
た
た
き
合
い
が
始
ま
り
、
ど
ち

ら
か
相
手
の
太
鼓
に
引
き
込
ま
れ
た
方
が
負
け
と
な

る
。

【
亀
久
保
は
や
し
】
明
治
10
（
１
８
７
７
）
年
頃
か
ら

亀
久
保
に
伝
わ
る
お
囃
子
で
あ
る
。
亀
久
保
神
明
神

社
に
お
い
て
、
１
月
１
日
の
元
朝
祭
や
７
月
25
日
の

天
王
様
な
ど
で
、
笛
と
太
鼓
と
鉦し
ょ
うに

よ
る
に
ぎ
や
か

な
演
奏
と
、
お
か
め
、
ヒ
ョ
ッ
ト
コ
、
獅
子
な
ど
の
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面
を
付
け
た
踊
り
が
繰
り
広
げ
ら
れ
る
。
１
４
０
年

余
り
の
歴
史
と
、
屋
台
・
衣
装
・
道
具
な
ど
の
維

持
、
後
継
者
育
成
に
よ
る
技
術
継
承
な
ど
が
認
め
ら

れ
、
53
件
目
の
市
指
定
文
化
財
と
な
っ
た
。

指
定
文
化
財
・
登
録
文
化
財　
市
内
に
は
国
登
録
有

形
文
化
財
と
し
て
、
回
漕
問
屋
吉
野
屋
土
蔵
（
平
成
10

年
９
月
指
定
）、
旧
大
井
村
役
場
（
平
成
14
年
２
月
指

定
）、
県
指
定
史
跡
と
し
て
、
権ご

ん

現げ
ん

山や
ま

古
墳
群
（
平
成

14
年
３
月
指
定
）、
県
指
定
有
形
民
俗
文
化
財
と
し
て

武
蔵
野
台
地
北
部
の
畑
作
用
具（
平
成
６
年
３
月
指
定
）

を
は
じ
め
、
市
指
定
の
文
化
財
（
有
形
・
無
形
民
俗
、

史
跡
、
名
勝
、
天
然
記
念
物
、
考
古
・
歴
史
資
料
、
古

文
書
、
彫
刻
、
絵
画
）
な
ど
、
地
域
の
歴
史
・
文
化
を

伝
え
る
各
種
の
文
化
財
が
残
さ
れ
て
い
る
。（
資
料
編

「
指
定
文
化
財
一
覧
」
参
照
）

後
述
す
る
市
内
の
資
料
館
で
は
、
新
た
に
収
集
し
た

資
料
に
対
す
る
調
査
研
究
成
果
の
発
表
や
常
設
展
示
室

の
展
示
内
容
を
補
完
す
る
場
と
し
て
、
企
画
展
や
関
連

講
座
を
開
催
し
て
い
る
。

文
化
財
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ　
市
内
に
は
現
在
58
（
県
指

定
２
、
市
指
定
56
）
の
指
定
文
化
財
と
46
の
神
社
仏
閣

が
あ
り
、
こ
れ
ら
を
解
説
す
る
62
の
説
明
板
が
設
置
さ

れ
て
い
る
。

本
市
で
は
地
域
の
歴
史
資
料
を
展
示
・
保
管
し
て
い

る
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
や
大
井
郷
土
資
料
館
、
福

岡
河
岸
記
念
館
を
訪
ね
て
郷
土
の
歴
史
に
触
れ
、
歴
史

を
感
じ
る
空
間
を
散
策
し
て
ほ
し
い
と
、
平
成
27
（
２

０
１
５
）
年
、
イ
ラ
ス
ト
マ
ッ
プ
や
写
真
入
り
の
ハ
ン

デ
ィ
ー
な
ガ
イ
ド
マ
ッ
プ
「
埼
玉
県
ふ
じ
み
野
市
文
化

財
ガ
イ
ド
～
先
人
か
ら
の
メ
ッ
セ
ー
ジ
～
」
を
制
作
し

た
。ま

た
、
令
和
4
（
２
０
２
２
）
年
9
月
か
ら
、
ま
ち

さ
ん
ぽ
ツ
ア
ー
ガ
イ
ド
養
成
講
座
を
実
施
し
て
い
る
。

そ
の
上
で
、
令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
5
月
に
は
、
子

ど
も
や
市
内
に
住
む
日
本
語
を
母
語
と
し
な
い
人
た
ち

に
も
市
の
歴
史
や
文
化
財
の
魅
力
を
分
か
り
や
す
く
伝

え
る
た
め
に
、「
や
さ
し
い
日
本
語 

ま
ち
さ
ん
ぽ
ツ

ア
ー
」
を
開
催
、
参
加
者
同
士
の
交
流
を
深
め
な
が
ら

本
市
の
魅
力
を
一
緒
に
楽
し
む
機
会
と
な
っ
た
。

■
■ 

資
料
館
の
改
修
と
整
備

市
内
の
資
料
館
に
は
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
財
や
資
料
が

展
示
さ
れ
、
そ
の
収
集
・
保
存
、
調
査
研
究
が
行
わ
れ

る
ほ
か
、
生
涯
学
習
の
場
と
し
て
の
役
割
を
担
っ
て
い

る
。
現
在
、
新
た
な
資
料
の
収
集
や
調
査
研
究
の
成
果

を
市
民
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
る
た
め
、
展
示
の
あ
り

方
や
保
存
ス
ペ
ー
ス
に
つ
い
て
検
討
を
進
め
て
い
る
。

上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館　
昭
和
58
（
１
９
８
３
）

年
に
開
館
し
た
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
の
メ
イ
ン

テ
ー
マ
は
「
新
河
岸
川 

そ
の
社
会
と
文
化
」。
上
福
岡

地
区
の
考
古
・
歴
史
・
民
俗
を
中
心
に
、
常
設
展
示
・

特
別
展
示
・
企
画
展
な
ど
の
展
示
会
や
学
習
講
座
な
ど

を
開
催
し
て
い
る
。
１
階
は
展
示
会
、
２
階
で
は
特

別
・
企
画
展
や
学
習
講
座
な
ど
を
開
催
し
て
い
る
。
大

井
郷
土
資
料
館
の
移
転
（
令
和
５
年
）
に
伴
い
、
旧
大

井
村
役
場
で
は
川
越
街
道
と
大
井
宿
の
展
示
を
、
上
福

岡
歴
史
民
俗
資
料
館
で
は
主
と
し
て
古
代
・
中
世
の
通

史
展
示
を
行
っ
て
い
る
。

大
井
郷
土
資
料
館　

大
井
郷
土
資
料
館
は
昭
和
63

（
１
９
８
８
）
年
、
大
井
図
書
館
と
併
設
さ
れ
た
複
合

施
設
と
し
て
開
館
し
た
。
旧
大
井
町
域
の
歴
史
、
民

俗
、
考
古
分
野
の
展
示
を
行
っ
て
い
る
。
地
割
図
を
も

と
に
し
た
聞
き
取
り
調
査
で
幕
末
の
大
井
宿
の
様
子
を

復
元
し
た
大
型
模
型
な
ど
、
宿
場
関
連
の
展
示
が
特
徴

（右上から時計回り）苗間はやし、大井はやし、大井旭はやし、亀久
保はやし
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的
で
あ
る
。
常
設
展
示
室
は
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年

10
月
に
国
登
録
有
形
文
化
財
で
あ
る
旧
大
井
村
役
場
に

移
転
、
事
務
室
お
よ
び
資
料
整
理
室
は
同
年
11
月
か
ら

旧
商
工
会
館
大
井
支
所
に
一
時
的
に
移
転
し
た
。

福
岡
河
岸
記
念
館　
市
指
定
文
化
財
・
福
田
屋
（
回

漕
問
屋
）
の
建
物
を
福
岡
河
岸
記
念
館
と
し
て
保
存
・

公
開
し
て
い
る
。
明
治
時
代
初
期
か
ら
中
期
頃
の
船
問

屋
の
様
子
を
再
現
し
、
平
成
８
（
１
９
９
６
）
年
に
開

館
し
た
。
建
物
は
往
時
の
様
子
を
伝
え
る
貴
重
な
文
化

遺
産
と
し
て
、
市
の
文
化
財
（
平
成
元
年
）
や
県
の
景

観
重
要
建
造
物
（
平
成
23
年
）
に
指
定
さ
れ
て
い
る
。 

館
内
で
は
、
江
戸
時
代
か
ら
昭
和
初
期
ま
で
江
戸
（
浅

草
）
と
当
地
方
を
結
ん
で
い
た
新
河
岸
川
舟
運
の
明
治

時
代
の
船
問
屋
の
様
子
を
再
現
し
て
お
り
、
文
庫
蔵
内

部
の
展
示
室
で
は
舟
運
と
問
屋
の
暮
ら
し
、
十
代
目
当

主
星
野
仙
蔵
氏
の
功
績
な
ど
を
展
示
し
て
い
る
。

資
料
館
の
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル　
大
井
郷
土
資
料
館
は
開

館
以
来
、
郷
土
の
歴
史
や
文
化
を
伝
え
る
展
示
や
学
習

講
座
、
体
験
学
習
な
ど
を
開
催
し
、
市
民
か
ら
長
ら
く

親
し
ま
れ
て
き
た
。
併
設
さ
れ
て
い
た
大
井
図
書
館
は

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11
月
に
「
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・

ウ
ェ
ス
ト
」
に
移
転
し
た
。
そ
の
ス
ペ
ー
ス
を
有
効
活

用
し
て
上
福
岡
歴
史
民
俗
資
料
館
と
大
井
郷
土
資
料
館

を
統
合
し
、
市
の
歴
史
・
文
化
を
総
体
的
に
学
ぶ
こ
と

が
で
き
る
博
物
館
と
し
て
、
令
和
８
（
２
０
２
６
）
年

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
る
。

上福岡歴史民俗資料館
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■
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市
民
の
一
体
感
の
醸
成
を
目
指
し
て

ふ
じ
み
野
市
は
、
文
化
芸
術
を
通
し
て
、
子
育
て
世

代
、
高
齢
者
、
障
が
い
者
、
外
国
籍
市
民
な
ど
、
こ
れ

ま
で
地
域
で
の
交
流
の
機
会
が
少
な
か
っ
た
人
た
ち
の

社
会
参
加
を
促
進
す
る
こ
と
で
、
多
く
の
市
民
が
い
き

い
き
と
文
化
芸
術
活
動
に
取
り
組
め
る
環
境
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
民
文
化
祭　
市
民
の
文
化
活
動
の
発
表

と
交
流
を
行
い
、
市
民
文
化
の
創
造
を
促
す
も
の
と
し

て
、
第
１
回
の
市
民
文
化
祭
が
新
市
発
足
後
の
平
成
17

（
２
０
０
５
）年
か
ら
始
ま
っ
た
。
合
併
直
後
と
あ
っ
て
、

10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
上
福
岡
地
区
、
大
井
地
区
そ

れ
ぞ
れ
に
分
か
れ
て
行
わ
れ
た
。
一
つ
は
「
上
福
岡
市

民
文
化
祭
」（
主
催
：
ふ
じ
み
野
市
教
育
委
員
会
、
主

管
：
ふ
じ
み
野
市
上
福
岡
文
化
団
体
連
絡
協
議
会
）、

も
う
一
つ
は
「
お
お
い
文
化
祭
」（
主
催
：
ふ
じ
み
野

市
各
文
化
団
体
・
大
井
中
央
公
民
館
・
ふ
じ
み
野
市
教

育
委
員
会
）
で
あ
っ
た
。

上
福
岡
市
民
文
化
祭
で
は
、
上
福
岡
公
民
館
と
上
福

岡
西
公
民
館
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
、
ミ
ュ
ー

ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
、
作
品
展
示
会
、
文
化
講
演
会
、

郷
土
探
訪
、
芸
能
発
表
会
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
が
行
わ

れ
た
。
お
お
い
文
化
祭
で
は
、
大
井
中
央
公
民
館
を
会

場
に
、
子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
青
年
祭
、
作
品
展
、

芸
能
祭
、
バ
ザ
ー
の
広
場
、
秋
の
茶
会
、
囲
碁
・
将
棋

大
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、
子
ど
も
劇
場
、
洋
舞
音
楽
祭

が
行
わ
れ
た
。

第
２
回
（
平
成
18
年
）
の
テ
ー
マ
は
「
交
流
」
と
し
、

子
ど
も
将
棋
・
オ
セ
ロ
大
会
、
青
年
祭
、
ミ
ュ
ー
ジ
ッ

ク
・
フ
ェ
ス
タ
、
囲
碁
・
将
棋
大
会
、
洋
舞
音
楽
祭
、

作
品
展
、
芸
能
祭
、
文
化
講
演
会
、
カ
ラ
オ
ケ
大
会
、

芸
能
発
表
会
が
行
わ
れ
た
。
11
月
に
勤
労
福
祉
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ル
で
行
わ
れ
た
芸
能
発
表
会
で
は
、
51
団
体

が
１
３
４
も
の
演
目
に
お
い
て
、
日
頃
の
練
習
の
成
果

を
披
露
し
た
。
ま
た
、
公
民
館
の
活
動
は
地
域
に
根
差

し
た
も
の
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
地
域
特
性
を
活
か
す
こ

と
と
し
て
第
２
回
目
か
ら
は
東
西
２
会
場
で
の
開
催
が

恒
例
と
な
っ
た
。

第
３
回
（
平
成
19
年
）
以
降
は
ジ
ャ
ン
ル
が
絞
ら
れ
、

ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
・
フ
ェ
ス
タ
（
独
唱
、
合
唱
、
独
奏
、

合
奏
な
ど
）、
作
品
展
（
書
道
、
山
野
草
、
押
し
花
、

茶
道
、
刻
字
、
手
芸
、
文
芸
、
写
真
、
絵
画
な
ど
）、

子
ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
、
芸
能
発
表
会
（
新
舞
踊
、

民
踊
、
民
舞
、
詩
吟
、
唄
仕
舞
な
ど
）、
青
年
祭
な
ど

が
開
か
れ
た
。

第
６
回
（
平
成
22
年
）
か
ら
会
場
名
を
「
お
お
い
会

場
」（
大
井
中
央
公
民
館
・
亀
居
分
館
）
と
「
か
み
ふ

く
お
か
会
場
」（
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
、
上
福

岡
公
民
館
）
と
銘
打
っ
て
開
催
さ
れ
た
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
11
月
に
は
第
11
回
市
民
文

化
祭
特
別
企
画
と
し
て
、「
ふ
じ
み
野
ふ
る
さ
と
展
」

が
各
公
民
館
で
開
か
れ
た
。
市
誕
生
10
周
年
を
記
念
し

て
「
郷
土
ふ
じ
み
野
」
を
テ
ー
マ
に
募
集
し
た
絵
画
と

写
真
作
品
が
展
示
さ
れ
た
。
そ
れ
ぞ
れ
小
中
学
生
の
部
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２
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と
一
般
の
部
か
ら
、「
ふ
じ
み
野
ふ
る
さ
と
賞
」
が
選

ば
れ
た
。

令
和
2
・
3
（
２
０
２
０
・
２
０
２
１
）
年
は
、
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
中
止
と

な
り
、
再
開
し
た
同
4
（
２
０
２
２
）
年
の
第
18
回
目

は
上
福
岡
西
公
民
館
と
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト

の
2
会
場
で
、
19
回
目
は
上
福
岡
西
公
民
館
と
ふ
じ
み

野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
の
2
会
場
で
行
わ
れ
た
。

市
民
活
動
交
流
会　
ふ
じ
み
野
市
の
誕
生
を
機
に
市

民
の
自
主
的
な
活
動
が
活
発
に
行
わ
れ
、
ま
ち
づ
く
り

に
対
す
る
参
加
意
識
が
高
ま
っ
て
き
た
。
市
民
活
動
交

流
会
は
、
市
民
と
行
政
の
協
働
を
推
進
す
る
た
め
に
、

福
祉
・
教
育
・
防
犯
・
環
境
等
の
さ
ま
ざ
ま
な
テ
ー
マ

に
沿
っ
た
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
を
考
え
る
取
り
組
み
で

あ
る
。
地
域
が
つ
な
が
り
、
市
民
力
を
発
揮
で
き
る
ま

ち
づ
く
り
を
目
指
し
て
、
市
民
活
動
団
体
の
Ｐ
Ｒ
お
よ

び
市
民
活
動
団
体
と
市
民
相
互
の
交
流
を
図
っ
て
い

る
。
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
の
登
録
団
体
と
交
流
会

の
目
的
に
賛
同
し
た
市
民
活
動
団
体
の
協
力
を
得
て
開

催
し
て
い
る
。

交
流
会
で
は
、
団
体
活
動
の
紹
介
や
作
品
展
示
、
ス

テ
ー
ジ
発
表
で
は
演
奏
、
ダ
ン
ス
、
体
操
な
ど
が
披
露

さ
れ
、
救
急
救
命
の
体
験
な
ど
も
あ
る
。
展
示
会
は
市

役
所
本
庁
舎
１
階
ギ
ャ
ラ
リ
ー
で
、
交
流
会
は
市
民
交

流
プ
ラ
ザ
（
フ
ク
ト
ピ
ア
内
）
で
行
っ
て
い
る
。
企
画

立
案
も
企
画
市
民
会
議
と
し
て
、
市
民
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

が
企
画
・
立
案
し
て
い
る
。
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

か
ら
の
交
流
会
は
次
の
よ
う
な
テ
ー
マ
で
開
催
さ
れ
て

き
た
。

　
『
私
の
市
民
活
動
』（
平
成
19
年
）
／
『
ま
ち
の
活

性
化
を
！
』（
同
20
年
）
／
『
世
代
を
こ
え
て
』（
同

21
年
）
／
『
協
働
へ
の
第
一
歩
』（
同
22
年
）
／
『
よ

い
人 

よ
い
ま
ち
』（
同
23
年
）
／
『
い
ざ
と
い
う
時

の
地
域
力
！
』（
同
24
年
）
／
『
10
万
市
民
の
地
域

力
！
』（
同
25
年
）
／
『
広
げ
よ
う 

人
の
輪
！
』（
同

26
年
）
／
『
ふ
じ
み
野
10
才
！
未
来
を
ひ
ら
く
』（
同

27
年
）
／
市
民
活
動
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
『
こ
ん
な
に

あ
る
よ 

ま
ち
を
動
か
す
市
民
力
』（
同
28
年
）
／
『
つ

な
が
ろ
う 

一
人
一
人
の
や
さ
し
さ
で
』（
同
29
年
）

／
『
つ
な
げ
よ
うCO

CO

か
ら
地
域
力
』（
同
30
年
）

／
『
こ
ん
な
に
あ
る
よCO

CO

か
ら
地
域
力
』（
令

和
元
年
）
／
『
入
っ
て
み
よ
う
地
域
の
輪
』（
同
２
年
）

／
市
民
活
動
展
示
会
（
同
３
・
４
年
）（
両
年
は
交

流
会
休
止
）
／
市
民
活
動
展
示
会
・
交
流
会
『
広
げ

よ
う
！
笑
顔
あ
ふ
れ
る
地
域
の
輪
！
』（
同
５
年
）

／
市
民
活
動
展
示
会
・
交
流
会
『
広
げ
よ
う
！
笑
顔

あ
ふ
れ
る
地
域
の
輪
！
』（
同
６
年
）

市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー
は
、
上
福
岡
駅
西
口
前
ふ

じ
み
野
市
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置
さ
れ
、
市
民

活
動
団
体
の
活
動
拠
点
と
し
て
活
用
さ
れ
て
い
る
。
市

民
活
動
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
な
ど
、
地
域
課
題
の
解

決
に
向
け
た
自
主
的
な
活
動
を
支
援
す
る
施
設
と
し
て

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
５
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。「
打

ち
合
わ
せ
ス
ペ
ー
ス
」
や
「
交
流
ス
ペ
ー
ス
」
な
ど
を

備
え
、
社
会
貢
献
し
た
い
人
や
市
民
活
動
の
団
体
が
自

由
に
利
用
で
き
る
。

団
体
の
活
動
は
福
祉
・
子
育
て
・
環
境
・
国
際
交
流
・

ま
ち
づ
く
り
な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
、
市
内
１
１
７
団
体
（
令

和
７
年
３
月
現
在
）
が
活
動
し
て
い
る
。
市
民
活
動

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
、
市
民
活
動
に
関
す
る
団
体
の

情
報
提
供
、
助
成
金
の
紹
介
や
相
談
の
ほ
か
、
団
体
間

の
交
流
促
進
な
ど
活
動
内
容
の
充
実
を
図
る
支
援
を

行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
市
民
活
動
団
体
の
抱
え
る
課
題
を
解
決
す
る

市民活動交流会での発表
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た
め
の
講
師
を
招
き
、
団
体
の
活
動
を
サ
ポ
ー
ト
す
る

「
プ
ラ
ス
ワ
ン
講
座
」
な
ど
も
開
催
し
て
い
る
。

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
ふ
じ
み
野　
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
ふ

じ
み
野
は
、「
音
楽
と
ア
ー
ト
の
祭
典
」
と
し
て
、
市

内
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
、
包
括
連
携
協
定
締
結
大
学
、
企
業
、

行
政
な
ど
が
も
つ
多
様
な
文
化
芸
術
の
力
を
活
用
し
、

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
多
く
の
市
民
が
ア
ー
ト
に
出

会
い
楽
し
み
交
流
す
る
機
会
を
提
供
し
、
文
化
芸
術
へ

参
加
す
る
市
民
の
裾
野
を
広
げ
る
こ
と
、
ま
た
、
ア
ー

ト
に
関
わ
る
人
同
士
が
交
流
す
る
場
を
作
る
こ
と
を
目

的
に
開
催
し
て
い
る
。

第
１
回
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
10
月
に
産
業

文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
隣
接
す
る
シ
ョ
ッ
ピ
ン
グ
セ
ン

タ
ー
ソ
ヨ
カ
ふ
じ
み
野（
現
・

ト
ナ
リ
エ
ふ
じ
み
野
）
で
開

催
し
た
。「
踊
る
・
感
じ
る
・

創
る
・
観
る
・
奏
で
る
」
を

テ
ー
マ
に
さ
ま
ざ
ま
な
分
野

の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
招
致

し
、「
ア
ー
ト
」
に
関
す
る

コ
ン
サ
ー
ト
や
パ
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な

ど
、
参
加
・
体
験
型
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
を
行
っ
た
。
企
画
は

ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
ふ
じ
み
野

実
行
委
員
会
が
行
っ
た
。

令
和
２
・
３（
２
０
２
０
・

２
０
２
１
）
年
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま

ん
延
に
よ
り
初
め
て
オ
ン
デ
マ
ン
ド
・
ラ
イ
ブ
配
信
で

の
開
催
と
な
り
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
と
も
に
動
画
作
品

を
作
成
し
、
文
化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
課
公
式

Y
ouT

ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
配
信
し
た
。
令
和
４
（
２

０
２
２
）
年
は
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
の
ほ
か
、
ふ
じ

み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
ホ
ー
ル
棟
と
前
年
４
月
に
リ

ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
多
目
的
棟
、
イ
オ
ン
タ
ウ

ン
ふ
じ
み
野
ヒ
マ
ラ
ヤ
杉
広
場
の
４
会
場
で
、
２
日
間

に
わ
た
っ
て
開
催
し
た
。

令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
は
同
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
を

会
場
に
２
日
間
に
わ
た
っ
て
開
催
し
、
約
６
６
０
０
人

が
来
館
し
た
。

ふ
じ
み
野
産
文
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
平
成
29
（
２
０

１
７
）
年
８
月
に
「
ふ
じ
み
野
産
文
フ
ェ
ス
タ
」
を
開

催
し
た
。
当
初
は
市
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る
サ
ー

ク
ル
等
に
発
表
や
出
店
の
場
を
提
供
し
、
施
設
を
周
知

す
る
目
的
で
開
催
さ
れ
た
が
、「
ふ
じ
み
野
産
業
文
化

祭
」「
ふ
じ
み
野
産
文
祭
」
と
名
を
変
え
な
が
ら
継
続
し
、

現
在
は
「
ふ
じ
み
野
産
文
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
と
し
て

一
般
利
用
者
の
発
表
の
場
と
し
て
定
着
し
て
い
る
。
本

市
の
さ
ら
な
る
文
化
芸
術
の
振
興
を
図
る
と
と
も
に
、

芸
術
活
動
の
場
と
な
る
こ
と
で
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ

の
創
出
を
目
的
と
し
て
い
る
。

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
と
ス
テ
ー
ジ
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が

行
わ
れ
て
き
た
が
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
中
止
、
同

３
・
４
（
２
０
２
１
・
２
０
２
２
）
年
は
舞
台
発
表
の

場
と
し
て
来
場
者
を
関
係
者
の
み
に
限
定
し
て
実
施
し

た
。令

和
５
（
２
０
２
３
）
年
の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
で
は
、

４
年
ぶ
り
に
一
般
観
覧
者
へ
の
公
開
が
行
わ
れ
た
。
チ

ア
ダ
ン
ス
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
、
キ
ッ
ズ
ダ
ン
ス
を
は
じ
め
、

歌
、
バ
ト
ン
ト
ワ
リ
ン
グ
、
楽
器
演
奏
、
合
唱
な
ど
盛

り
だ
く
さ
ん
の
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

１
６
０
０
人
以
上
の
来
場
者
を
集
め
た
。

■
■ 

市
民
に
よ
る
文
化
芸
術
の
創
造
・
発
信

ふ
じ
み
野
市
で
は
、
文
化
芸
術
活
動
を
ソ
フ
ト
・
ハ
ー

アートフェスタふじみ野の様子

ふじみ野産文フェスティバルの様子
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ド
の
両
面
か
ら
支
え
る
こ
と
に
よ
り
、
地
域
文
化
を
支

え
て
き
た
市
民
や
文
化
団
体
な
ど
と
の
連
携
を
強
化
し

て
き
た
。
ま
た
、
文
化
芸
術
を
通
じ
て
多
様
な
市
民
の

参
加
と
交
流
が
育
ま
れ
る
よ
う
環
境
整
備
を
進
め
て
い

る
。文

化
芸
術
活
動
地
域
支
援
事
業　
令
和
5
（
２
０
２

３
）
年
度
よ
り
小
学
生
高
学
年
か
ら
中
学
生
を
対
象
に
、

生
涯
に
わ
た
り
文
化
芸
術
に
親
し
む
き
っ
か
け
づ
く
り

と
し
て
、
市
と
ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

ふ
じ
み
野
市
音
楽
家
協
会
が
「
文
化
芸
術
活
動
地
域
支

援
事
業
」
を
実
施
し
て
い
る
。
合
唱
・
楽
器
演
奏
を
行

う
音
楽
コ
ー
ス
、
ア
ー
ト
作
品
の
制
作
な
ど
を
行
う
ア
ー

ト
コ
ー
ス
、
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ
プ
ダ
ン
ス
や
演
劇
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
行
う
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
コ
ー
ス
、
食
文
化
・

生
け
花
・
茶
道
な
ど
を
行
う

文
化
コ
ー
ス
か
ら
な
る
。
各

活
動
で
は
、
ふ
じ
み
野
市
文

化
協
会
や
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ふ
じ

み
野
市
音
楽
家
協
会
に
所
属

す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
指
導

に
あ
た
り
、
文
京
学
院
大

学
、
文
化
施
設
指
定
管
理
者

の
協
力
を
得
て
実
施
し
て
い

る
。文

化
芸
術
ア
ウ
ト
リ
ー
チ

派
遣
事
業　
本
市
の
特
徴
的

な
文
化
振
興
事
業
の
一
つ
に
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
派
遣
事
業

が
あ
る
。
芸
術
家
な
ど
が
学
校
や
福
祉
施
設
な
ど
に
出

向
い
て
、
文
化
芸
術
に
関
す
る
働
き
か
け
を
行
う
も
の

で
あ
る
。
学
校
へ
の
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
と
し
て
、
音
楽
分

野
で
は
東
台
小
学
校
で
の
卒
業
式
に
向
け
て
の
合
唱
指

導
（
平
成
30
年
度
）
や
福
岡
小
学
校
で
の
フ
ル
ー
ト
と

チ
ェ
ン
バ
ロ
の
生
演
奏
鑑
賞
（
令
和
３
～
６
年
度
）、

ア
ー
ト
・
美
術
分
野
で
は
上
野
台
小
学
校
で
の
漫
画
家

Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
氏
の
マ
ン
ガ
教
室
や
ｅ
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど

（
令
和
元
年
度
）
を
実
施
し
た
。
ま
た
、
福
祉
施
設
・

国
際
交
流
関
係
の
事
例
で
は
、
高
齢
者
あ
ん
し
ん
相
談

セ
ン
タ
ー
で
の
声
楽
家
に
よ
る
音
楽
会
（
令
和
元
年
度
）

や
本
市
在
住
外
国
人
の
た
め
の
身
近
な
和
食
づ
く
り
な

ど
（
令
和
元
年
）
の
実
績
が
あ
る
。

文
化
芸
術
活
動
企
画
提
案
型
委
託
事
業　
本
市
で
活

動
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
文
化
芸
術
事
業
を
企
画
・
実

施
し
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
活
動
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、

質
の
高
い
文
化
芸
術
事
業
を
実
施
す
る
事
業
で
あ
る
。

市
民
が
身
近
な
場
所
で
幅
広
い
文
化
芸
術
に
触
れ
る
機

会
を
創
出
し
、
参
加
意
識
を
高
め
る
こ
と
で
地
域
の
魅

力
を
発
信
し
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
お
よ
び
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ

ス
ト
の
ホ
ー
ル
事
業
を
行
う
「
ホ
ー
ル
活
用
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
」、
ア
ー
ト
系
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
す
る「
ア
ー

ト
に
触
れ
よ
う
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」、
身
近
な
地
域
の
さ

ま
ざ
ま
な
場
所
で
演
奏
会
を
行
う
「
街
中
に
音
色
が
響

く
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
３
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
事
業
を
行

い
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
以
降
、
毎
年
数
多
く

の
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
実
施
し
て
い
る
。

文
化
芸
術
活
動
未
来
応
援
事
業　
令
和
元
（
２
０
１

９
）
年
度
よ
り
、
市
の
魅
力
を
高
め
、
地
域
の
活
性
化
、

に
ぎ
わ
い
を
作
り
出
す
市
民
等
の
自
主
的
・
創
造
的
な

文
化
芸
術
活
動
へ
の
補
助
を
実
施
し
て
い
る
。

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
は
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー

お
よ
び
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
と
す
る
オ
ペ
ラ
公

演
や
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
５
事
業
に
補
助

を
行
っ
た
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
は
、
ふ
じ
み

野
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
ホ
ー
ル
棟
を
活
用
し
た
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
や
セ
ミ
ナ
ー
を
含
む
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
４
件

に
補
助
を
行
っ
た
が
、
い
ず
れ
も
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

学校へのアウトリーチ

文化芸術活動未来応援事業のコンサート
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ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
伴
い
延
期
と
な
り
、
３
件
を
同

３
（
２
０
２
１
）
年
度
に
、
１
件
を
同
４
（
２
０
２
２
）

年
度
に
実
施
し
た
。

令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
オ
ペ

ラ
公
演
な
ど
３
件
、
同
４
（
２
０
２
２
）
年
度
は
さ
ま

ざ
ま
な
公
共
施
設
を
活
用
し
た
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
８
件
を
採
択
し
、
う
ち
１
件
は
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
り
中
止
、
同
５

（
２
０
２
３
）
年
度
は
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
活
動
を
含
む
コ

ン
サ
ー
ト
お
よ
び
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
５
件
を
、
同

６
（
２
０
２
４
）
年
度
は
コ
ン
サ
ー
ト
や
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ

プ
な
ど
4
件
を
実
施
し
た
。

文
化
芸
術
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業　
文
化
芸
術
に
関

す
る
コ
ン
ク
ー
ル
な
ど
へ
の
出
場
を
応
援
す
る
制
度
と

し
て
、
文
化
芸
術
活
動
チ
ャ
レ
ン
ジ
事
業
を
実
施
し
て

い
る
。
国
・
都
道
府
県
が
主
催
・
共
催
・
後
援
し
て
い

る
文
化
芸
術
に
関
す
る
関
東
大
会
以
上
の
大
会
な
ど
を

対
象
と
し
、
出
場
の
た
め
の
交
通
費
・
宿
泊
費
を
補
助

す
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
は
第
11
回
日
本
バ
ッ
ハ

コ
ン
ク
ー
ル
オ
ン
ラ
イ
ン
大
会
出
場
の
１
人
、
同
４（
２

０
２
２
）
年
度
は
第
15
回
現
代
音
楽
演
奏
コ
ン
ク
ー
ル

な
ど
６
大
会
の
６
人
、
同
５
（
２
０
２
３
）
年
度
は
ア

ク
ア
ヴ
ィ
ー
ヴ
ァ
デ
ッ
レ
フ
ォ
ン
テ
ィ
国
際
ピ
ア
ノ
コ

ン
ク
ー
ル
の
１
人
、
同
６
（
２
０
２
４
）
年
度
は
第
15

回
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
国
際
ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ルin Japan

東

京
地
区
大
会
の
1
人
を
対
象
に
補
助
し
た
。

ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会　
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年

４
月
、
本
市
を
中
心
に
活
動
す
る
文
化
・
芸
術
団
体
、

市
民
な
ど
が
協
働
し
、
市
の
文
化
芸
術
を
振
興
す
る
こ

と
を
目
的
と
し
て
、
ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会
が
設
立
さ

れ
た
。
設
立
に
あ
た
っ
て
は
、
市
内
で
活
動
し
て
い
る

さ
ま
ざ
ま
な
団
体
の
意
見
を
踏
ま
え
、
各
団
体
や
若
手

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
な
ど
へ
の
声
か
け
を
行
っ
て
参
加
を

募
っ
た
。

協
会
で
は
、
文
化
芸
術
事
業
と
そ
れ
ら
の
目
的
を
達

成
す
る
た
め
の
活
動
を
通
じ
て
、
市
民
間
の
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
づ
く
り
や
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
と
し
、

次
の
よ
う
な
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

［
情
報
の
発
信
］
文
化
協
会
の
サ
イ
ト
や
Ｓ
Ｎ
Ｓ
、
チ

ラ
シ
な
ど
の
伝
達
手
段
を
駆
使
し
て
、
参
加
団
体
や
個

人
の
主
催
す
る
イ
ベ
ン
ト
の
広
報
や
紹
介

［
事
業
の
創
生
］
文
化
芸
術
振
興
事
業
の
開
催
や
市
内

の
小
中
学
校
・
福
祉
施
設
へ
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
派

遣
、
地
域
の
文
化
活
動
に
参
加
し
に
く
い
世
代
を
対
象

に
し
た
「
地
域
文
化
ク
ラ
ブ
」
の
開
催

［
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
］
活
動
を
行
う
団
体
や
個
人
の
会

員
に
対
し
て
、
文
化
施
設
の
優
先
予
約
や
市
の
助
成
金

申
請
の
ア
ド
バ
イ
ス
な
ど
を
提
供

［
人
を
繋
げ
る
］
世
代
間
・
団
体
間
の
交
流
促
進
や
情

報
発
信
を
通
じ
た
よ
り
広
い
人
々
の
関
心
の
拡
大

具
体
的
な
活
動
と
し
て
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
ア
ウ

ト
リ
ー
チ
等
の
手
法
を
活
用
し
た
、
世
代
を
問
わ
ず
文

化
芸
術
に
親
し
む
機
会
の
提
供
や
、
地
域
に
残
る
囃
子

な
ど
の
伝
統
芸
能
の
継
承
に
取
り
組
ん
で
い
る
ほ
か
、

毎
年
開
催
す
る
ア
ー
ト
フ
ェ
ス
タ
に
お
い
て
は
、
協
会

に
所
属
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
多
様
な
人
材
を
活
用
し

た
企
画
を
実
施
し
て
い
る
。
市
民
に
文
化
芸
術
に
親
し

み
楽
し
ん
で
も
ら
う
場
を
創
る
こ
と
、
普
段
は
文
化
施

設
や
ホ
ー
ル
に
足
を
運
ば
な
い
世
代
に
対
し
て
参
加
し

て
み
た
く
な
る
企
画
な
ど
を
工
夫
す
る
こ
と
、
そ
し
て
、

本
格
的
な
音
楽
や
ア
ー
ト
に
触
れ
る
機
会
を
通
じ
て
、

本
市
の
文
化
レ
ベ
ル
の
向
上
を
図
る
こ
と
を
目
指
し
て

い
る
。
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
か
ら
は
、
ふ
じ
み

野
市
誕
生
20
周
年
記
念
と
し
て
、
市
民
に
よ
る
「
第
九

の
合
唱
」
に
市
と
と
も
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

「
ふ
じ
み
野
音
頭
」
と
「W

e Love

ふ
じ
み
野
」　
文

化
芸
術
の
虹
の
架
け
橋
と
し
て
、
ま
た
、
ふ
じ
み
野
市

文
化
協
会
設
立
と
「
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
」

完
成
を
記
念
し
て
、
令
和
5
（
２
０
２
３
）
年
に
「
ふ

じ
み
野
音
頭
」「W

e Love

ふ
じ
み
野
」
の
２
曲
を
市

民
手
作
り
で
作
成
し
た
。

「
ふ
じ
み
野
音
頭
」
は
盆
踊
り
風
に
、「W

e Love

ふ
じ
み
野
」
は
子
ど
も
や
若
者
も
親
し
み
や
す
く
踊
り

や
す
い
振
り
付
け
の
曲
と
な
っ
て
い
る
。「
あ
っ
た
か

い
ま
ち
ふ
じ
み
野
」
を
テ
ー
マ
に
、
市
内
の
風
景
や
名

所
を
歌
詞
に
織
り
込
ん
で
い
る
２
曲
を
、
お
お
い
祭
り

や
上
福
岡
七
夕
ま
つ
り
の
ほ
か
、
小
・
中
学
校
の
運
動

会
や
体
育
祭
な
ど
の
会
場
で
披
露
し
、
市
の
シ
ン
ボ
ル

と
し
て
親
し
ま
れ
る
よ
う
広
め
て
い
く
こ
と
と
し
た
。

【
ふ
じ
み
野
音
頭
】　
作
詞
：
志
摩
頼
子
、
作
曲
・
編
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曲
・
演
奏
・
歌
：
小
林
浩
、
和
太
鼓
：
美
馬
健
二
・

舩
津
清
（
福
岡
太
鼓
）、
振
付
：
珠
山
陽
舟
（
ふ
じ

み
野
市
邦
舞
連
盟
）、
サ
ウ
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
：

SO
U

N
D

 SH
O

T
 

飛
田
恵
三
、
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
イ
ラ

ス
ト
：RIK

I　

【W
e Love

ふ
じ
み
野
】　
作
詞
：
志
摩
頼
子
、
作
曲
・

編
曲
・
演
奏
・
歌
：
中
尾
雅
子
、
和
太
鼓
：
美
馬
健

二
・
舩
津
清
（
福
岡
太
鼓
）、
振
付
：
珠
山
陽
舟
（
ふ

じ
み
野
市
邦
舞
連
盟
）、
サ
ウ
ン
ド
エ
ン
ジ
ニ
ア
：

SO
U

N
D

 SH
O

T
 

飛
田
恵
三

「ふじみ野音頭」ジャケット

「We Love ふじみ野」実演の様子
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i n t e r v i e w ❷

ふ
じ
み
野
市
文
化
協
会
理
事
長

小 
林
　
浩 

さ
ん

昭
和
33
（
１
９
５
８
）
年
、
本
市
（
旧
福
岡
町
川
崎
地
区
）
に

生
ま
れ
る
。
東
京
学
芸
大
を
卒
業
後
、
日
本
国
内
外
で
多
く
の

オ
ペ
ラ
に
主
演
。
作
曲
や
編
曲
を
手
が
け
、
指
揮
者
と
し
て
も

多
く
の
オ
ー
ケ
ス
ト
ラ
や
合
唱
団
を
指
導
し
て
い
る
。
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
５
月
か
ら
同
５
（
２
０
２
３
）
年
４
月
ま
で
特

定
非
営
利
活
動
法
人
ふ
じ
み
野
市
音
楽
家
協
会
会
長
、
同
年
５

月
か
ら
同
協
会
理
事
。
令
和
５
年
４
月
か
ら
ふ
じ
み
野
市
文
化

協
会
理
事
長
。

●
●
伝
統
文
化
の
継
承
へ
の
取
り
組
み
と
新
た
な
展
開

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
に
、
文
化
協
会
で
市
の
伝

統
文
化
芸
能
保
存
継
承
等
業
務
委
託
を
受
け
、
伝
統
芸
能

を
受
け
継
ぐ
団
体
に
対
す
る
調
査
を
行
い
ま
し
た
。
そ
こ

で
見
え
て
き
た
課
題
は
、
担
っ
て
い
る
方
の
高
齢
化
と
後

継
者
不
足
で
し
た
。
現
在
は
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
の
機

会
を
通
じ
て
、
各
団
体
の
熟
練
者
か
ら
若
い
世
代
に
伝
え

て
も
ら
う
こ
と
を
計
画
し
て
い
る
段
階
で
す
。

そ
の
た
め
の
具
体
的
な
取
り
組
み
と
し
て
、
ま
ず
は
多

く
の
市
民
が
伝
統
芸
能
に
触
れ
る
機
会
を
つ
く
る
こ
と
が

重
要
と
考
え
、
例
え
ば
、
邦
舞
連
盟
・
和
太
鼓
等
の
団
体

に
は
文
化
協
会
に
入
っ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
い
ろ
ん
な

行
事
で
発
表
の
機
会
を
設
け
、
広
く
ア
ピ
ー
ル
し
て
い
た

だ
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

も
う
一
つ
は
コ
ラ
ボ
レ
ー
シ
ョ
ン
―
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル

が
共
演
す
る
こ
と
で
新
た
な
可
能
性
が
開
け
る
機
会
を
協

会
が
主
体
と
な
っ
て
つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
お
は
や
し
の

舞
台
と
日
本
舞
踊
、
子
ど
も
た
ち
に
人
気
な
ヒ
ッ
プ
ホ
ッ

プ
ダ
ン
ス
、
さ
ら
に
吹
奏
楽
と
、
異
な
る
ジ
ャ
ン
ル
を
組

み
合
わ
せ
た
創
作
が
で
き
な
い
か
と
模
索
し
て
い
ま
す
。

市
の
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
文
化
協
会
企
画
提
案

型
委
託
事
業
で
は
、「
ま
つ
り
」
を
テ
ー
マ
に
、
現
代
の

文
化
と
伝
統
文
化
の
融
合
を
舞
台
上
で
表
現
し
ま
す
。
ま

た
、
ふ
じ
み
野
市
な
ら
で
は
の
文
化
創
造
と
い
う
観
点
か

ら
、
市
の
歴
史
を
織
り
込
ん
だ
オ
ペ
ラ
作
品
の
創
作
も
面

白
い
の
で
は
な
い
か
と
考
え
て
い
ま
す
。

　●●
市
民
が
文
化
芸
術
活
動
に
親
し
め
る
環
境
づ
く
り
を

都
内
に
行
け
ば
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
芸
術
に
触
れ
ら
れ
ま

す
が
、
遠
出
す
る
こ
と
が
困
難
な
人
や
出
か
け
る
機
会
の

な
い
人
た
ち
が
文
化
に
触
れ
や
す
い
環
境
を
つ
く
れ
な
い

だ
ろ
う
か
と
考
え
、
文
化
協
会
で
は
、
音
楽
・
ア
ー
ト
・

パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
・
教
育
普
及
の
４
つ
の
部
門
か
ら
な
る

部
会
制
を
整
え
ま
し
た
。
例
え
ば
ア
ー
ト
部
会
で
は
、
社

会
的
包
摂
を
意
識
し
た
ア
ー
ト
キ
ャ
ラ
バ
ン
事
業
を
立
ち

上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、
文
化
施
設
の
指
定
管
理
者
と
と
も

に
、
高
齢
男
性
な
ど
普
段
文
化
活
動
に
参
加
さ
れ
な
い
方

を
主
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
に
し
た
「
大
人
の
ア
ー
ト
倶
楽
部
」

な
ど
参
加
し
や
す
い
事
業
を
企
画
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、

市
民
ア
ー
ト
展
を
計
画
し
、
子
ど
も
た
ち
や
障
が
い
の
あ

る
方
の
作
品
と
県
展
に
入
選
す
る
よ
う
な
作
品
を
一
緒
に

展
示
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。

さ
ら
に
、
特
に
中
学
生
に
お
い
て
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
の
影
響
や
塾
通
い
で
部
活
動
も
思
う
よ
う
に

で
き
ず
、
学
校
の
先
生
た
ち
の
負
担
も
大
き
い
と
い
う
状

況
下
で
、
子
ど
も
た
ち
を
地
域
の
活
動
に
結
び
付
け
ら
れ

な
い
か
と
考
え
て
い
ま
し
た
。
国
や
市
の
部
活
動
地
域
移

行
・
連
携
の
流
れ
も
あ
り
、
市
の
文
化
芸
術
活
動
地
域
支

援
事
業
業
務
委
託
を
受
け
、
そ
の
受
皿
と
し
て
「
地
域
文

化
ク
ラ
ブ
」
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
こ
の
ク
ラ
ブ
で
は
、

音
楽
、
ア
ー
ト
、
生
活
文
化
、
舞
踊
な
ど
を
体
験
し
文
化

芸
術
を
生
活
の
中
に
取
り
入
れ
る
き
っ
か
け
づ
く
り
に
し

て
も
ら
う
と
と
も
に
、
居
場
所
づ
く
り
に
も
な
る
取
り
組

み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
若
い
音
楽
家
に
対
し
て
、

演
奏
や
発
表
す
る
機
会
の
創
出
な
ど
も
検
討
し
て
い
ま
す
。

●
●
新
し
い
文
化
拠
点
に
期
待

ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
は
オ
ー
プ
ン
か
ら
１
年

経
ち
ま
し
た
が
、
稼
働
率
も
順
調
の
よ
う
で
す
。
ふ
じ
み

野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
な
ら
で
は
の
特
徴
は
、
文
化
施
設

の
ホ
ー
ル
・
ギ
ャ
ラ
リ
ー
な
ど
と
図
書
館
が
一
緒
に
な
っ

て
い
る
と
こ
ろ
で
す
ね
。
な
じ
み
の
あ
る
施
設
が
併
設
し

て
い
る
こ
と
で
足
を
運
び
や
す
く
、
さ
ま
ざ
ま
な
文
化
に

出
会
え
る
、
複
合
施
設
の
よ
さ
が
発
揮
で
き
て
い
る
の
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

今
後
は
、
文
化
協
会
が
核
と
な
っ
て
行
政
、
指
定
管
理

者
、
各
文
化
団
体
、
市
民
同
士
の
連
携
・
協
働
な
ど
を
結

び
付
け
て
い
く
こ
と
が
豊
か
な
文
化
振
興
の
カ
ギ
だ
と
思

い
ま
す
。
素
晴
ら
し
い
多
目
的
ホ
ー
ル
も
で
き
あ
が
っ
て
、

そ
れ
を
よ
り
活
か
す
た
め
に
ハ
ー
ド
・
ソ
フ
ト
両
面
に
お

い
て
、
文
化
協
会
と
し
て
も
携
わ
っ
て
い
か
な
け
れ
ば
と

考
え
て
い
ま
す
。
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■
■ 

生
涯
学
習
・
文
化
振
興
の
拠
点

誰
も
が
、
生
涯
に
わ
た
っ
て
、
自
ら
の
能
力
や
意
欲

に
応
じ
て
学
習
で
き
る
機
会
が
確
保
さ
れ
る
こ
と
が
求

め
ら
れ
て
い
る
。
本
市
は
こ
れ
ま
で
、
人
生
を
よ
り
豊

か
に
す
る
生
涯
学
習
、
文
化
・
芸
術
活
動
に
親
し
む
た

め
の
環
境
整
備
を
進
め
て
き
た
。
生
涯
学
習
と
は
人
々

が
生
涯
に
わ
た
っ
て
取
り
組
む
学
習
の
こ
と
で
あ
り
、

文
部
科
学
省
の
定
義
に
よ
る
と
、
自
己
学
習
と
、
教
育

に
よ
る
学
習
（
社
会
教
育
な
ど
を
含
む
）
に
よ
り
構
成

さ
れ
る
概
念
と
な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
個
々
の
学

習
や
教
育
活
動
か
ら
一
歩
進
み
、
市
民
一
人
一
人
が
日

常
生
活
や
地
域
社
会
の
充
実
な
ど
、
市
全
体
の
ま
ち
づ

く
り
に
必
要
な
知
識
・
技
術
の
学
び
を
通
し
て
生
き
が

い
づ
く
り
の
促
進
を
図
る
と
と
も
に
、
市
民
の
生
き
が

い
づ
く
り
を
関
連
部
局
と
迅
速
に
連
携
し
な
が
ら
施
策

展
開
に
つ
な
げ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
公
民
館
な
ど

で
行
わ
れ
る
社
会
教
育
事
業
を
除
き
、
平
成
27
（
２
０

１
５
）
年
度
よ
り
生
涯
学
習
を
教
育
委
員
会
か
ら
市
長

部
局
に
移
管
し
、「
生
き
が
い
学
習
」
と
い
う
独
自
の

位
置
付
け
と
し
た
。
ま
た
、
時
代
の
変
化
や
人
々
の

ニ
ー
ズ
の
多
様
化
に
合
わ
せ
た
形
で
生
涯
学
習
を
進
め

て
い
く
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
で
、
公
民
館
な
ど

の
社
会
教
育
施
設
や
文
化
施
設
の
あ
り
方
に
関
し
て
も

検
討
を
進
め
て
き
た
。

公
民
館
の
整
備
と
機
能
の
転
換　
地
域
に
あ
っ
て
誰

も
が
利
用
で
き
る
施
設
と
し
て
公
民
館
を
設
置
し
運
営

し
て
き
た
が
、
合
併
10
年
後
を
機
に
、
そ
の
機
能
や
位

置
付
け
に
つ
い
て
見
直
す
こ
と
と
な
っ
た
。
公
民
館
は
、

第
2
次
世
界
大
戦
後
、
民
主
化
を
推
進
す
る
た
め
の
成

人
教
育
の
拠
点
と
し
て
、
社
会
教
育
法
（
昭
和
24
年
）

に
位
置
付
け
ら
れ
た
教
育
施
設
で
あ
る
。

旧
上
福
岡
市
で
は
昭
和
26
（
１
９
５
１
）
年
、
旧
大

井
町
で
は
同
29
（
１
９
５
４
）
年
に
公
民
館
設
置
条
例

が
施
行
さ
れ
た
。
当
時
は
現
在
の
よ
う
な
大
き
な
施
設

は
な
く
、
旧
上
福
岡
市
に
は
７
つ
の
分
館
が
あ
り
、
公

民
館
事
業
が
展
開
さ
れ
て
い
た
。
そ
の
後
、
上
福
岡
公

民
館
（
昭
和
42
年
開
館
）、
上
福
岡
西
公
民
館
（
同
62

年
開
館
）
が
開
館
し
、
各
種
講
座
の
開
催
、
市
民
に
よ

る
自
主
的
な
サ
ー
ク
ル
活
動
が
盛
ん
に
行
わ
れ
た
。

旧
大
井
町
で
は
、
昭
和
38
（
１
９
６
３
）
年
に
中
央

公
民
館
が
設
置
さ
れ
、
家
庭
教
育
学
級
や
各
種
講
座
、

文
化
祭
な
ど
が
開
催
さ
れ
た
。
昭
和
46
（
１
９
７
１
）

年
か
ら
分
館
が
設
置
さ
れ
始
め
、
同
50
（
１
９
７
５
）

年
ま
で
に
18
分
館
が
設
置
さ
れ
た
。
昭
和
55
（
１
９
８

０
）
年
に
現
在
の
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
の
地
に
新
中
央

公
民
館
が
開
館
し
、
近
隣
で
は
初
め
て
の
６
０
０
人
規

模
の
ホ
ー
ル
を
持
っ
た
公
民
館
と
し
て
注
目
を
集
め
た
。

各
旧
市
町
に
公
民
館
が
建
設
さ
れ
た
後
に
は
「
公
民

館
大
会
」
や
「
社
会
教
育
を
考
え
る
つ
ど
い
」
な
ど
が

開
催
さ
れ
、
社
会
教
育
活
動
が
さ
ら
に
活
発
に
行
わ
れ

て
い
た
。

こ
の
よ
う
に
、
本
市
の
公
民
館
は
合
併
前
か
ら
地
域

の
社
会
教
育
施
設
と
し
て
、
住
民
の
教
養
の
向
上
、
健

康
の
増
進
、
情
操
の
純
化
を
図
り
、
生
活
文
化
の
振
興

や
社
会
福
祉
の
増
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
社

会
教
育
活
動
を
行
う
サ
ー
ク
ル
や
グ
ル
ー
プ
に
活
動
の

場
の
提
供
や
、
幅
広
い
世
代
向
け
に
各
種
講
座
開
催
な

ど
を
行
っ
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
時
代
と
と
も
に
多
様

化
す
る
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
、
公
民
館
施
設
の
機
能
も
見

直
し
が
図
ら
れ
た
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
に
策
定
し
た
「
ふ
じ
み
野

市
公
共
施
設
適
正
配
置
計
画
」
で
は
、
公
民
館
施
設
に

つ
い
て
「
新
規
施
設
整
備
と
廃
止
、
機
能
変
更
」
と
定

め
て
お
り
、
新
た
な
（
仮
称
）
市
民
文
化
施
設
と
し
て

他
機
能
と
の
複
合
化
に
よ
る
整
備
を
検
討
す
る
こ
と
、

現
状
の
公
民
館
は
適
正
に
維
持
し
つ
つ
、
施
設
そ
の
も

の
の
あ
り
方
の
見
直
し
に
基
づ
く
機
能
変
更
・
廃
止
検

討
を
行
う
こ
と
と
し
た
。

ま
た
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
に
は
「
ふ
じ

み
野
市
公
共
施
設
白
書
」
を
作
成
し
た
が
、
こ
れ
は
公

共
施
設
の
適
正
配
置
に
向
け
た
取
り
組
み
に
対
し
、
検

第
３
節
　
生
涯
に
学
ぶ
よ
ろ
こ
び
を
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討
の
基
礎
と
な
る
公
共
施
設
の
状
況
を
的
確
に
把
握
す

る
た
め
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
し
て
、
施
設
の
老
朽
化
、

耐
震
性
、
合
併
に
よ
り
同
規
模
類
似
施
設
が
多
数
存
在

す
る
こ
と
、
ま
た
、
多
様
化
す
る
市
民
ニ
ー
ズ
へ
の
対

応
な
ど
の
課
題
が
あ
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
人
口
減
少
社

会
を
見
据
え
た
上
で
、
最
小
の
経
費
で
最
大
の
市
民

サ
ー
ビ
ス
を
提
供
す
る
「
行
政
経
営
」
へ
の
転
換
を
図

る
必
要
が
あ
る
と
し
た
。

だ
が
、
本
市
で
の
利
用
状
況
を
み
て
み
る
と
、
上
福

岡
公
民
館
の
利
用
者
数
は
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
度

に
９
万
７
０
０
０
人
で
あ
っ
た
が
、
同
27
（
２
０
１
５
）

年
度
に
は
４
万
９
０
０
０
人
と
半
減
し
た
。
ま
た
、
上

福
岡
西
公
民
館
で
も
、
合
併
当
初
に
10
万
人
程
度
の
利

用
者
が
あ
っ
た
が
６
万
３
０
０
０
人
と
４
割
ほ
ど
減
少

し
て
お
り
、
利
用
者
増
加
へ
の
取
り
組
み
が
課
題
と
し

て
取
り
上
げ
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

市
議
会
で
も
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
頃
か
ら
利
用

者
減
を
背
景
に
、
施
設
の
老
朽
化
、
受
益
者
負
担
や
公

共
施
設
の
整
備
問
題
な
ど
の
議
論
が
本
格
化
し
、
耐
震

診
断
を
行
っ
た
上
で
、
同
29
（
２
０
１
７
）
年
文
化
施

設
等
の
整
備
に
係
る
方
針
に
お
い
て
、
耐
震
性
の
あ
る

施
設
へ
の
大
規
模
改
修
と
耐
震
性
の
な
い
施
設
の
建
て

替
え
の
方
針
を
示
し
た
。

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
６
月
に
は
、「
ふ
じ
み
野

市
文
化
施
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。

そ
し
て
大
井
中
央
公
民
館
、
上
福
岡
公
民
館
・
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
つ
い
て
整

備
を
行
う
た
め
、
そ
れ
ぞ
れ
の
施
設
の
整
備
方
針
、
施

設
の
理
念
、
基
本
方
針
な
ど
を
示
し
た
。

令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
９
月
の
第
3
回
市
議
会
定

例
会
で
は
、
上
福
岡
公
民
館
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ

ン
タ
ー
の
大
規
模
改
修
工
事
事
業
に
7
億
４
３
９
３
万

円
、
大
井
中
央
公
民
館
と
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
文
化

施
設
へ
建
て
替
え
る
文
化
施
設
整
備
事
業
（
維
持
管
理

含
む
）
と
し
て
、
１
０
０
億
３
５
５
７
万
円
余
の
補
正

予
算
が
認
め
ら
れ
た
。
こ
の
整
備
に
あ
た
っ
て
は
、
効

率
的
か
つ
効
果
的
に
事
業
の
推
進
を
図
る
た
め
、
Ｄ
Ｂ

Ｏ
方
式
（
民
間
の
事
業
者
に
設
計
か
ら
工
事
お
よ
び
維

持
管
理
業
務
を
一
括
し
て
発
注
す
る
方
式
）
に
よ
る
整

備
を
選
択
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、
５
％
程
度
の
経
費
削

減
が
見
込
ま
れ
た
。

こ
う
し
て
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
９
月
の
第
３
回

市
議
会
定
例
会
で
上
福
岡
公
民
館
の
事
業
移
管
が
提
案

さ
れ
、
次
に
同
４
（
２
０
２
２
）
年
３
月
の
第
１
回
市

議
会
定
例
会
で
大
井
中
央
公
民
館
の
上
福
岡
西
公
民
館

へ
の
事
業
移
管
が
提
案
さ
れ
た
。
そ
の
結
果
、
上
福
岡

公
民
館
を
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
、
大
井
中
央
公

民
館
を
同
４
（
２
０
２
２
）
年
度
を
も
っ
て
廃
止
す
る

改
正
案
が
可
決
さ
れ
た
。

公
民
館
を
文
化
施
設
へ
転
換
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は

一
部
に
反
対
す
る
意
見
も
あ
っ
た
。
令
和
６
（
２
０
２

４
）
年
３
月
の
第
１
回
市
議
会
定
例
会
に
お
い
て
、
公

民
館
条
例
の
廃
止
見
送
り
と
上
福
岡
西
公
民
館
を
社
会

教
育
施
設
と
し
て
存
続
さ
せ
る
こ
と
を
求
め
る
請
願
が

出
さ
れ
た
が
、
よ
り
使
い
勝
手
が
よ
く
多
角
的
な
活
動

に
利
用
さ
れ
る
施
設
へ
の
転
換
が
望
ま
し
い
と
す
る
な

ど
の
反
対
意
見
が
上
回
り
不
採
択
と
な
っ
た
。

文
化
施
設
の
充
実　
本
市
で
は
、
平
成
29
（
２
０
１

７
）
年
3
月
に
策
定
し
た
「
ふ
じ
み
野
市
文
化
振
興
計

画
」
に
お
い
て
、
文
化
芸
術
拠
点
と
し
て
の
文
化
施
設

を
充
実
す
る
こ
と
に
よ
り
、
市
民
が
良
質
な
文
化
芸
術

を
身
近
な
場
所
で
鑑
賞
で
き
る
環
境
を
整
え
る
方
向
性

を
打
ち
出
し
た
。
ま
た
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
３

月
策
定
の
「
第
２
期
ふ
じ
み
野
市
文
化
振
興
計
画
」
で

は
、
施
設
同
士
の
連
携
に
よ
っ
て
地
域
の
つ
な
が
り
を

促
進
す
る
こ
と
で
、
広
域
的
な
「
ふ
じ
み
野
の
文
化
」

の
創
出
と
魅
力
あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
寄
与
す
る
こ
と
と

し
た
。
そ
し
て
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
の
「
ふ
じ

み
野
市
文
化
施
設
基
本
構
想
・
基
本
計
画
」
に
よ
り
、

東
西
２
つ
の
文
化
拠
点
が
相
次
い
で
誕
生
し
た
。

ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト　
令
和
２
（
２
０
２

０
）
年
度
に
実
施
し
た
、
多
目
的
棟
（
旧
上
福
岡
公
民

館
お
よ
び
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
）
の
大
規
模
改
修

工
事
が
完
了
し
、
翌
３
（
２
０
２
１
）
年
４
月
か
ら
、

隣
接
す
る
ホ
ー
ル
棟
（
旧
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
）
と
合

わ
せ
、
新
し
い
文
化
施
設
「
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
イ
ー

ス
ト
」
に
生
ま
れ
変
わ
っ
た
。
市
民
の
文
化
芸
術
の
振

興
と
生
涯
学
習
に
関
す
る
活
動
を
推
進
し
、
市
民
相
互

の
交
流
の
促
進
を
図
る
こ
と
で
、
市
民
文
化
の
発
展
に

資
す
る
た
め
の
文
化
施
設
が
誕
生
し
た
。

新
し
い
名
称
「
ス
テ
ラ
（stella

）」
は
、
ラ
テ
ン
語
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お
よ
び
イ
タ
リ
ア
語
で
「
星
」
を
意
味
す
る
。
夜
空
に

あ
る
無
数
の
星
の
よ
う
に
多
く
の
人
が
集
い
、
に
ぎ
わ

い
、
学
び
、
育
み
、
市
民
一
人
一
人
が
輝
く
星
に
な
っ

て
ほ
し
い
と
い
う
願
い
を
込
め
て
命
名
し
た
。

ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス
ト
で
は
、
情
報
発
信
の
拠
点
と
し

て
、
市
民
に
「
ふ
じ
み
野
」
を
知
っ
て
も
ら
う
機
会
を

提
供
す
る
コ
ン
テ
ン
ツ
を
展
開
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、

本
市
在
住
の
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ
ー
Ｒ
Ｉ
Ｋ
Ｉ
氏
の
協
力

を
得
て
、
市
の
歴
史
や
自
然
、
文
化
・
芸
術
に
関
わ
る

テ
ー
マ
を
題
材
に
ふ
じ
み
野
の
魅
力
を
発
信
す
る
「
ふ

じ
み
野
歴
史
ア
ニ
メ
映
像
コ
ン
テ
ン
ツ
」
で
、
１
階
ロ

ビ
ー
の
大
画
面
で
放
映
し
て
お
り
、
全
て
の
コ
ン
テ
ン

ツ
はY

ouT
ube

チ
ャ
ン
ネ
ル
で
も
閲
覧
で
き
る
。
な

お
、
ス
テ
ラ
・
イ
ー
ス

ト
は
令
和
５
（
２
０
２

３
）
年
４
月
か
ら
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し

て
い
る
。

多
目
的
棟
は
、
各
階

に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー

ム
を
有
す
る
ほ
か
、
Ｄ

Ｉ
Ｙ
ル
ー
ム
、
キ
ッ
ズ

ル
ー
ム
、
音
楽
ス
タ
ジ

オ
や
和
室
な
ど
さ
ま
ざ

ま
な
市
民
ニ
ー
ズ
に
対

応
す
る
施
設
と
な
っ
て

い
る
。

ホ
ー
ル
棟
は
、
音
響
が
良
く
さ
ま
ざ
ま
な
演
出
が
行

え
、
屋
外
イ
ベ
ン
ト
に
活
用
で
き
る
ス
ペ
ー
ス
な
ど
の

新
た
な
機
能
を
併
せ
も
つ
、
市
の
文
化
・
芸
術
振
興
の

拠
点
と
し
て
建
て
替
え
を
行
い
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）

年
９
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。

ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト　
令
和
３
（
２
０
２

１
）
年
３
月
に
閉
館
し
た
大
井
中
央
公
民
館
に
替
わ
る

西
文
化
施
設
な
ど
の
整
備
工
事
が
同
５
（
２
０
２
３
）

年
９
月
に
終
了
し
、
文
化
施
設
と
大
井
図
書
館
が
一
体

化
し
た
複
合
施
設
「
ふ
じ
み
野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
」

と
し
て
11
月
に
オ
ー
プ
ン
し
た
。
西
文
化
施
設
に
は

ホ
ー
ル
（
８
０
６
席
）
の
ほ
か
ギ
ャ
ラ
リ
ー
や
ス
タ
ジ

オ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
ル
ー
ム
、
キ
ッ
ズ
ル
ー
ム
、
和
室
、

キ
ッ
チ
ン
ス
タ
ジ
オ
、
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ル
ー
ム
、
焼
窯
室
な
ど

充
実
し
た
設
備
が
整
っ
て
い
る
。

ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス
ト
に
も
オ
ー
プ
ン
当
初
よ
り
指
定

管
理
者
制
度
を
導
入
し
、
運
営
を
民
間
委
託
し
て
い
る
。

産
業
文
化
セ
ン
タ
ー　
東
武
東
上
線
ふ
じ
み
野
駅
か

ら
徒
歩
６
分
の
好
立
地
に
、
平
成
５
（
１
９
９
３
）
年

11
月
、
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
が
開
館
し
た
。
産
業
の
振

興
と
市
民
文
化
の
向
上
を
図
る
た
め
、
地
域
連
携
や
ま

ち
づ
く
り
に
貢
献
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
施
設
で
あ

る
。
講
演
会
や
発
表
会
な
ど
に
利
用
で
き
る
１
６
８
席

（
補
助
席
30
席
）
の
多
目
的
ホ
ー
ル
を
は
じ
め
、
３
つ

の
会
議
室
、
高
い
天
井
と
ガ
ラ
ス
壁
面
が
特
徴
の
ギ
ャ

ラ
リ
ー
な
ど
を
有
す
る
。
産
業
文
化
セ
ン
タ
ー
も
平
成

21
（
２
０
０
９
）
年

度
か
ら
指
定
管
理
者

制
度
を
導
入
し
て
い

る
。同

セ
ン
タ
ー
は
、

主
催
事
業
と
し
て
生

涯
学
習
講
座
を
実
施

し
て
お
り
、
文
科
系

で
は
英
会
話
、
中
国

語
、
韓
国
語
、
唱

歌
・
童
謡
・
楽
器
な

ど
、
運
動
系
で
は
ピ

ラ
テ
ィ
ス
、
ヨ
ガ
、

空
手
、
太
極
拳
な
ど

ふじみ野ステラ・イーストの内観

ふじみ野ステラ・ウェストの内観
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が
あ
る
。

上
福
岡
西
公
民
館　
公
民
館
は
、
地
域
住
民
の
交
流

の
場
、
学
習
の
場
と
し
て
、
講
座
や
イ
ベ
ン
ト
の
開
催
、

サ
ー
ク
ル
活
動
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
昭
和
62
（
１
９

８
７
）
年
９
月
に
開
設
さ
れ
た
上
福
岡
西
公
民
館
は
、

上
福
岡
駅
か
ら
徒
歩
５
分
と
利
便
性
が
よ
く
、
親
子
や

赤
ち
ゃ
ん
連
れ
で
の
利
用
に
便
利
な
貸
室
や
和
室
も
設

置
さ
れ
て
い
る
。
館
内
に
は
図
書
室
も
併
設
さ
れ
て
お

り
、
図
書
や
雑
誌
の
ほ
か
Ｃ
Ｄ
、
Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
貸
し
出
し

も
行
っ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
に
も
、
ホ
ー
ル
（
１
６
１

席
）、
視
聴
覚
室
、
ギ
ャ
ラ
リ
ー
、
保
育
室
、
美
術
工

芸
室
、
調
理
室
な
ど
の
設
備
が
市
民
生
活
の
さ
ま
ざ
ま

な
用
途
に
利
用
さ
れ
て
き
た
。
ま
た
、
市
内
の
新
田
に

本
館
分
室
が
あ
り
、
洋
室
と
２
つ
の
和
室
（
10
畳
・
15

畳
）
を
備
え
、
学
習
や
交
流
の
場
と
し
て
利
用
さ
れ
た
。

一
方
、「
ふ
じ
み
野
市
文
化
施
設
基
本
構
想
・
基
本

計
画
」
に
基
づ
き
、
上
福
岡
公
民
館
は
令
和
３
（
２
０

２
１
）
年
度
か
ら
、
大
井
中
央
公
民
館
も
同
５
（
２
０

２
３
）
年
度
か
ら
、
西
公
民
館
へ
事
業
を
移
管
さ
れ
た
。

そ
し
て
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
３
月
、「
ふ
じ
み
野

市
立
公
民
館
条
例
を
廃
止
す
る
条
例
」
が
議
会
で
可
決

さ
れ
、
公
民
館
は
同
７
（
２
０
２
５
）
年
９
月
ま
で
に

廃
止
と
な
り
、
文
化
芸
術
活
動
や
社
会
教
育
、
生
涯
学

習
な
ど
を
推
進
す
る
文
化
施
設
と
し
て
活
用
さ
れ
る
こ

と
と
な
っ
た
。
近
年
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
基
盤
と
な

る
社
会
教
育
活
動
が
求
め
ら
れ
て
い
る
中
、
今
後
の
社

会
教
育
は
、
あ
ら
ゆ
る
場
所
・
機
会
を
と
ら
え
て
活
動

が
展
開
で
き
る
よ
う
、「
市
民
と
と
も
に
つ
く
る
社
会

教
育
事
業
の
あ
り
方
」
等
の
検
討
を
進
め
て
い
る
。

■
■ 

市
民
の
学
習
活
動
を
支
え
る
図
書
館

「
人
生
１
０
０
年
時
代
」「
超
ス
マ
ー
ト
社
会

（Society5.0

）」
に
向
け
て
社
会
が
大
き
な
転
換
期
を

迎
え
る
中
で
、
生
涯
を
通
じ
た
学
び
や
学
習
機
会
へ
の

ニ
ー
ズ
が
高
ま
っ
て
き
た
。
年
齢
を
問
わ
ず
誰
も
が
生

き
が
い
を
持
ち
充
実
し
た
人
生
を
送
る
た
め
に
、
学
び

の
機
会
を
確
保
す
る
こ
と
は
市
と
し
て
の
重
要
な
責
務

で
あ
る
こ
と
か
ら
、
生
涯
学
習
推
進
の
た
め
、
図
書
館

の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。

ふ
じ
み
野
市
立
図
書
館　
現
在
の
ふ
じ
み
野
市
立
図

書
館
は
、
上
福
岡
図
書
館
（
現
在
の
施
設
は
平
成
６
年

開
館
）、
大
井
図
書
館
（
昭
和
63
年
開
館
、
令
和
５
年

移
転
）、
上
福
岡
西
公
民
館
図
書
室
（
昭
和
62
年
設
置
）

と
地
域
文
庫
・
移
動
図
書
館
か
ら
構
成
さ
れ
て
い
る
。

上
福
岡
図
書
館
は
「
暮
ら
し
に
役
立
つ
図
書
館
」
と

し
て
、
市
民
や
学
校
、
行
政
な
ど
の
課
題
解
決
を
支
援

す
る
情
報
提
供
に
力
点
を
置
い
て
い
る
。
ま
た
、
大
井

図
書
館
は
「
地
域
に
根
付
く
身
近
な
図
書
館
」
を
目
標

に
、
地
域
文
庫
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
の
連
携
に
よ
る
児

童
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
図
っ
て
き
た
。
な
お
、
平
成
27

（
２
０
１
５
）
年
10
月
に
上
福
岡
図
書
館
と
上
福
岡
西

公
民
館
図
書
室
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
４
月
に
大

井
図
書
館
が
指
定
管
理
者
に
よ
る
運
営
に
移
行
し
た
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
か
ら
は
市
内
全
13
小
学

校
に
司
書
の
学
校
図
書
館
支
援
員
を
配
置
し
、
学
校
図

書
館
の
運
営
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

上福岡西公民館

大井中央公民館

106



本
市
は
、「
第
三
次
ふ
じ
み
野
市
立
図
書
館
サ
ー
ビ

ス
計
画
」（
令
和
２
年
３
月
）
で
、
図
書
館
の
あ
り
方

を
次
の
よ
う
に
位
置
付
け
て
お
り
、
整
備
・
運
営
の
理

念
と
し
て
い
る
。

【
ミ
ッ
シ
ョ
ン
（
使
命
）】
市
民
の
暮
ら
し
が
豊
か
に
な

る
よ
う
、「
知
り
た
い
、
学
び
た
い
、
楽
し
み
た
い
」

を
支
え
ま
す 

【
ビ
ジ
ョ
ン
（
展
望
）】
①
地
域
の
情
報
拠
点
を
目
指
し

ま
す
、
②
市
民
の
学
び
を
支
え
る
図
書
館
を
目
指
し

ま
す
、
③
市
民
と
と
も
に
歩
む
図
書
館
を
目
指
し
ま

す上
福
岡
図
書
館
は
、
昭
和
53
（
１
９
７
８
）
年
６
月
、

「
上
福
岡
市
立
図
書
館
設
置
条
例
」
に
基
づ
き
、
上
野

台
団
地
83
号
棟
１
階
に
設
置
さ
れ
た
。
平
成
６
（
１
９

９
４
）
年
９
月
に
は
現
在
地
に
移
転
開
館
し
た
が
、
設

備
の
老
朽
化
等
に
伴
い
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
11

月
か
ら
改
修
工
事
を
行
い
同
７
（
２
０
２
５
）
年
２
月

に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。

新
装
と
な
っ
た
図
書
館
は
、
自
動
貸
出
機
や
予
約
棚

な
ど
新
し
い
機
器
の
導
入
、
分
か
り
や
す
い
書
架
配
置
、

ウ
ッ
ド
デ
ッ
キ
を
増
設
し
た
く
つ
ろ
ぎ
コ
ー
ナ
ー
の
充

実
な
ど
、
親
し
み
や
す
く
利
用
し
や
す
い
図
書
館
に
生

ま
れ
変
わ
っ
た
。

大
井
図
書
館
は
、
昭
和
51
（
１
９
７
６
）
年
５
月
、

亀
居
分
館
内
に
設
置
さ
れ
、
同
55
（
１
９
８
０
）
年
７

月
に
中
央
公
民
館
内
に
移
転
、
同
63
（
１
９
８
８
）
年

７
月
に
大
井
中
央
２
丁
目

に
郷
土
資
料
館
と
併
設
し

て
開
館
し
た
。
令
和
５

（
２
０
２
３
）年
11
月
、「
ふ

じ
み
野
ス
テ
ラ
・
ウ
ェ
ス

ト
」
内
に
移
転
開
館
し
、

資
料
の
貸
し
出
し
、
読
書

相
談
や
調
べ
事
相
談
の
ほ

か
、
お
は
な
し
会
、
映
画

会
な
ど
の
事
業
を
行
っ
て

い
る
。

移
転
後
の
大
井
図
書
館

は
、
１
階
か
ら
４
階
ま
で

資
料
の
種
類
別
に
分
か
れ

て
お
り
、
各
階
に
は
自
動
貸
出
機
を
設
置
し
て
い
る
。

１
階
に
は
図
書
館
カ
ウ
ン
タ
ー
（
図
書
館
総
合
案
内
）、

予
約
本
受
取
コ
ー
ナ
ー
と
雑
誌
、
２
階
に
は
一
般
書（
文

庫
・
小
説
）、
３
階
に
は
こ
ど
も
カ
ウ
ン
タ
ー
、
お
は

な
し
の
へ
や
、
こ
ど
も
の
ほ
ん
、
読
み
聞
か
せ
本
と

テ
ィ
ー
ン
、
４
階
に
は
し
ら
べ
も
の
カ
ウ
ン
タ
ー
、
一

般
書
（
文
庫
・
小
説
以
外
）、
視
聴
覚
ブ
ー
ス
、
参
考

図
書
、
郷
土
資
料
と
新
聞
と
い
う
構
成
と
な
っ
て
い
る
。

以
前
は
８
つ
存
在
し
て
い
た
地
域
文
庫
は
、
４
文
庫

と
な
り
、
旧
大
井
中
央
公
民
館
の
分
館
に
設
け
ら
れ
、

江
川
文
庫
（
江
川
分
館
）・
こ
ば
と
文
庫
（
鶴
ケ
岡
分

館
）・
た
け
の
こ
文
庫
（
緑
ケ
丘
分
館
）・
つ
つ
じ
文
庫

（
大
井
分
館
）
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
よ
り
運
営
さ
れ
て

い
る
（
令
和
５
年
４
月
の
大
井
中
央
公
民
館
廃
止
に
よ

り
各
分
館
は
会
館
と
な
っ
た
）。
ま
た
、
移
動
図
書
館

「
と
も
し
び
号
」
は
、
主
に
図
書
館
か
ら
遠
い
地
域
の

小
学
校
６
校
に
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
図
書
館
職
員
が
専
用

車
両
で
巡
回
し
て
図
書
資
料
の
貸
し
出
し
サ
ー
ビ
ス
を

行
っ
て
き
た
が
、
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
か
ら
、

新
し
く
な
っ
た
移
動
図
書
館
車
で
小
学
校
全
13
校
に
巡

回
を
拡
大
し
た
。

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
末
の
蔵
書
点
数
は
上
福

岡
図
書
館
約
33
万
９
０
０
０
冊
、
大
井
図
書
館
約
16
万

６
０
０
０
冊
、
上
福
岡
西
公
民
館
図
書
室
約
３
万
６
０

０
０
冊
、
移
動
図
書
館
約
７
０
０
０
冊
、
地
域
文
庫
約

１
万
１
０
０
０
冊
、
ほ
か
に
Ｃ
Ｄ
・
Ｄ
Ｖ
Ｄ
な
ど
の
視

聴
覚
資
料
約
１
万
８
０
０
０
点
の
合
計
約
57
万
７
０
０

新上福岡図書館の新聞・雑誌コーナー

新大井図書館のおはなしのへや
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０
点
を
数
え
る
。

■
■ 
生
き
が
い
学
習
の
啓
発
活
動

生
き
が
い
学
習
と
は
、
自
己
実
現
や
個
々
の
生
活
を

彩
る
た
め
の
学
習
、
教
育
活
動
を
通
じ
て
得
た
知
識
や

技
術
な
ど
を
、
地
域
社
会
の
充
実
や
課
題
解
決
に
活
か

す
た
め
の
学
習
を
い
う
。
本
市
で
は
、
市
民
の
ニ
ー
ズ

に
応
じ
た
学
習
メ
ニ
ュ
ー
を
充
実
さ
せ
、
学
び
へ
の
意

欲
や
学
習
活
動
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

生
き
が
い
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　
本
市
は
、
平
成
30

（
２
０
１
８
）
年
に
『
生
き
が
い
学
習
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

を
作
成
し
た
。
本
書
に
は
学
習
機
会
の
充
実
に
役
立
て

る
た
め
、
市
が
主
催
す
る
「
講
座
・
教
室
・
催
し
物
」

や
市
内
で
活
動
し
て
い
る
「
団
体
・
サ
ー
ク
ル
・
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
」、
さ
ら
に
は
公
共
施
設
の
情
報
な
ど
も
掲

載
し
て
い
る
。
市
役
所
本
庁
舎
、
支
所
・
出
張
所
の
ほ

か
文
化
施
設
な
ど
の
公
共
施
設
で
配
布
し
て
い
る
。

生
き
が
い
学
習
推
進
事
業
の
充
実　
本
市
は
、
地
域

の
指
導
者
・
支
援
者
を
「
生
き
が
い
学
習
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
」
と
し
て
登
録
し
、
学
習
し
た
い
人
へ
橋
渡
し
を
す

る
制
度
や
、
市
の
仕
事
や
疑
問
点
な
ど
を
市
の
職
員
が

出
向
い
て
説
明
す
る
「
生
き
が
い
学
習
ま
ち
づ
く
り
出

前
講
座
」
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
市
が
主
催
す
る

イ
ベ
ン
ト
や
講
座
な
ど
で
、
保
育
サ
ー
ビ
ス
を
行
う
「
保

育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
の
活
動
も
実
施
し
て
い
る
。

市
民
大
学
ふ
じ
み
野　
市
民
大
学
は
、
地
域
の
問
題

解
決
に
向
け
た
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
た
学
び
を
実
施
し
、

そ
こ
で
身
に
付
け
た
知
識
・
技
能
・
経
験
な
ど
を
活
か

し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
生
き
が
い
学
習
に
よ
る
ひ
と
づ

く
り
・
ま
ち
づ
く
り
の
実
現
を
図
る
取
り
組
み
で
あ
る
。

「
市
民
の
学
び　

地
域
の
学
び　

知
の
好
循
環
」
を

基
本
理
念
に
、
市
民
に
よ
る
市
民
の
た
め
の
学
び
の
場

を
提
供
し
て
い
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
市
民
と
地
域
、
市

民
大
学
ふ
じ
み
野
が
連
携
を
図
り
、
地
域
課
題
の
解
決

に
向
け
た
提
案
や
実
践
す
る
人
材
の
育
成
を
目
指
し
て

い
る
。

市
民
大
学
ふ
じ
み
野
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年

10
月
に
開
校
し
翌
月
か
ら
講
座
が
始
ま
っ
た
。
地
域
課

題
の
解
決
に
資
す
る
活
動
を
行
っ
て
い
る
特
定
非
営
利

活
動
法
人
ふ
じ
み
野
み
ら
い
に
運
営
を
委
託
し
て
い
る
。

講
座
は
、
専
門
性
の
高
い
講
座
か
ら
人
気
の
講
座
ま

で
を
実
施
す
る
「
レ
ギ
ュ
ラ
ー
講
座
」、
市
民
が
市
民

に
対
し
て
教
え
学
ぶ
双
方
向
の
学
び
の
枠
組
み
で
あ
る

「
学
び
合
い
講
座
」、
会
場
を
講
義
室
外
に
移
し
、
市
民

大
学
ふ
じ
み
野
の
周
知
を
図
る
「
特
別
公
開
講
座
」
で

構
成
さ
れ
て
い
る
。
講
義
内
容
は
、「
教
養
」、「
歴
史
」、

「
文
芸
」
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
公
開
講
座
と
し
て
、

文
京
学
院
大
学
教
授
や
市
内
の
病
院
・
企
業
に
勤
め
る

専
門
家
に
よ
る
講
義
も
行
わ
れ
て
い
る
。

『ふじみ野市生きがい学習ガイ
ドブック2024』

市民大学ふじみ野の学び合い講座
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■
■ 

普
及
振
興
と
育
成
事
業

本
市
は
、
市
民
が
生
涯
を
通
し
て
気
軽
に
ス
ポ
ー
ツ

に
親
し
み
、
健
康
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
が
で
き
る

機
会
の
充
実
や
環
境
整
備
を
進
め
る
と
と
も
に
、
ス

ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域
の
交
流
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
づ
く

り
を
推
進
し
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会　

本
市
に
お
け
る
ス

ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
普
及
振
興
と
ス
ポ
ー

ツ
団
体
の
育
成
を
図
り
、
市
民
の
健
康
増
進
と
体
力
向

上
の
推
進
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
18

（
２
０
０
６
）
年
４
月
、「
ふ
じ
み
野
市
体
育
協
会
」
が

設
立
さ
れ
た
。
そ
の
後
、
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
４

月
に
「
ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
と
改
名
さ
れ
た
。

活
動
方
針
と
し
て
は
、
①
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る
環
境
の
整

備
、
②
主
体
事
業
の
充
実
、
③
普
及
活
動
に
よ
る
会
員

拡
大
支
援
、
④
組
織
体
制
の
連
携
・
強
化
、
⑤
ス
ポ
ー

ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
の
指
導
者
育
成
、
⑥
広
報
活

動
（
広
報
誌
・
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
）
の
充
実
を
掲
げ
て

い
る
。

協
会
の
主
な
事
業
は
、
主
催
事
業
で
あ
る
「
チ
ャ
レ

ン
ジ
教
室
、
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
実
施
の
ほ
か
、
市
か

ら
の
委
託
事
業
と
し
て
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」、
市

と
の
共
催
事
業
と
し
て
「
ふ
じ
み
野
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス

大
会
」、「
入
間
東
部
地
区
駅
伝
競
走
大
会
」、
そ
の
ほ

か
各
種
ス
ポ
ー
ツ
教
室
な
ど
を
実
施
し
て
い
る
。

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
度
に
は
協
会
の
シ
ン
ボ
ル

マ
ー
ク
が
決
定
し
、
同
23
（
２
０
１
１
）
年
度
か
ら
は

市
教
育
委
員
会
主
催
の
「
ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
か
ら
「
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ア
」
と
名

称
変
更
し
、
体
育
協
会
と
教
育
委
員
会
と
の
共
催
と

な
っ
た
。
な
お
、
現
在
は
、
ス
ポ
ー
ツ
協
会
主
催
で

「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」
と
し
て
実
施
さ
れ
て
い
る
。

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら
は
「
市
民
体
育
大

会
」
も
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
と
な
り
、
同
27
（
２

０
１
５
）
年
度
か
ら
は
、
市
、
市
歯
科
医
師
会
と
協
会

の
三
者
が
主
催
す
る
「
元
気
・
健
康
フ
ェ
ア
」
が
開
催

さ
れ
て
い
る
。
令
和
3
（
２
０
２
１
）
年
に
は
事
務
局

が
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
か
み
ふ
く
お
か
2
階
か
ら
上
野
台

体
育
館
事
務
所
へ
移
転
し
、
現
在
は
第
３
庁
舎
２
階
に

事
務
所
を
設
置
し
て
い
る
。

設
立
年
（
平
成
18
年
）
の
加
盟
団
体
数
は
26
団
体
で
、

平
成
24
・
26
（
２
０
１
２
・
２
０
１
４
）
年
度
の
28
団

体
を
最
多
と
し
て
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
は
以

下
の
23
団
体
と
な
っ
て
い
る
。

○
加
盟
団
体

朝
野
球
連
盟
／
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
連
盟
／
弓
道
連
盟
／

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
ゴ
ル
フ
連
盟
／
剣
道
連
盟
／
サ
ッ
カ
ー

協
会
／
柔
道
連
盟
／
少
年
野
球
連
盟
／
Ｎ
Ｐ
Ｏ
新
体

操
連
盟
／
水
泳
連
盟
／
ス
キ
ー
連
盟
／
ソ
フ
ト
テ
ニ

ス
連
盟
／
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
協
会
／
卓
球
連
盟
／
テ
ニ

ス
協
会
／
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
協
会
／
バ
レ
ー
ボ
ー

ル
連
盟
／
吹
矢
協
会
／
ふ
じ
み
野
リ
ト
ル
シ
ニ
ア
野

球
協
会
／
武
術
太
極
拳
連
盟
／
野
球
連
盟
／
陸
上
競

技
連
盟
／
レ
ク
ダ
ン
ス
連
盟

連
携
団
体
と
し
て
、
子
ど
も
が
主
体
と
な
り
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
行
う
「
ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
」
が

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
４
月
に
設
立
さ
れ
、
青
少
年

の
健
全
育
成
を
目
的
に
活
動
を
し
て
い
る
。
令
和
6

（
２
０
２
４
）
年
度
の
加
盟
団
体
数
は
、
3
種
目
9
団

体
と
な
っ
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
協
会　
令

和
４
（
２
０
２
２
）
年
４
月
に
発
足
し
た
エ
ク
ス
ト
リ
ー

ム
ス
ポ
ー
ツ
協
会
は
、
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
（
速

さ
や
高
さ
、
危
険
さ
、
華
麗
さ
な
ど
、
ア
ク
ロ
バ
テ
ィ
ッ

ク
で
過
激
な
要
素
を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
の
総
称
）
を
通
じ

て
健
全
な
精
神
と
体
力
の
維
持
向
上
を
図
り
、
地
域
社

会
の
発
展
に
寄
与
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
ス

ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
や
自
転
車
競
技
の
一
種
で
あ
る
Ｂ
Ｍ
Ｘ

競
技
な
ど
の
普
及
を
進
め
て
お
り
、
ふ
じ
み
野
市
運
動

公
園
拡
張
部
の
調
整
池
を
ス
ケ
ー
ト
パ
ー
ク
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。

第
４
節
　
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
ま
ち
づ
く
り
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主
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
①
会
員
相
互
の
鍛
錬
と

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
に
関
す
る
研
究
、
②
各
種

エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
お
よ
び
練
習
会
の

開
催
、
③
会
員
相
互
の
親
善
交
流
が
あ
る
。 

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ　

総
合
型
地
域
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
と
は
、
多
世
代
、
多
種
目
、
多
レ
ベ
ル

（
志
向
）
の
３
つ
の
多
様
性
を
も
つ
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

の
こ
と
で
、
ス
ポ
ー
ツ
が
文
化
と
し
て
地
域
に
根
付
い

て
い
る
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
な
ど
で
は
、
こ
の
形
態
の
ク
ラ
ブ

が
主
流
と
な
っ
て
い
る
。

日
本
に
お
い
て
も
平
成
７
（
１
９
９
５
）
年
度
か
ら

育
成
が
始
め
ら
れ
、
ス
ポ
ー
ツ
基
本
法
や
ス
ポ
ー
ツ
振

興
基
本
計
画
に
よ
り
推
進
さ
れ
て
い
る
。
令
和
５
（
２

０
２
３
）
年
７
月
に
は
創
設
準
備
中
の
も
の
を
含
め
３

５
５
１
ク
ラ
ブ
が
育
成
さ
れ
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
に
お

い
て
、
ス
ポ
ー
ツ
の
振
興
や
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
た
地
域

づ
く
り
な
ど
に
向
け
た
活
動
を
展
開
し
、
地
域
ス
ポ
ー

ツ
の
担
い
手
と
し
て
の
役
割
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
の
役
割
を
果
た
し
て
い
る
。
本
市
で
も
、
よ

り
多
く
の
世
代
が
ス
ポ
ー
ツ
に
親
し
む
環
境
を
整
え
る

こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
３
月

に
「
ふ
じ
み
野
ふ
ぁ
い
ぶ
る
ク
ラ
ブ
」
が
設
立
さ
れ
た
。

市
や
県
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
関
連
部
署
や
ス
ポ
ー
ツ
協
会

（
体
育
協
会
）
と
連
携
し
、
学
校
・
地
域
内
の
ス
ポ
ー

ツ
関
係
者
と
の
関
係
づ
く
り
を
広
げ
な
が
ら
、
地
域
に

お
け
る
ス
ポ
ー
ツ
活
動
（
普
及
・
育
成
）
モ
デ
ル
に
な

る
よ
う
活
動
し
て
い
る
。

ま
た
、
同
ク
ラ
ブ
で
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
ス
ポ
ー

ツ
体
験
や
交
流
が
で
き
る
イ
ベ
ン
ト
を
年
４
回
ほ

ど
開
催
（
市
委
託
事
業
含
む
）
す
る
ほ
か
、
７
つ

の
ス
ポ
ー
ツ
種
目
と
文
科
系
科
目
（
コ
ー
ラ
ス
）

で
定
期
活
動
を
実
施
し
て
い
る
。
定
期
会
員
数
は

約
５
０
０
人
で
、
年
間
延
べ
約
１
万
５
０
０
０
人

が
参
加
し
た
（
令
和
6
年
）。

■
■ 

施
設
の
整
備
状
況

本
市
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
1
月
の
「
元
気
・

健
康
都
市
宣
言
」
を
契
機
と
し
て
、
心
身
の
健
全
な
発

達
と
明
る
く
豊
か
な
市
民
生
活
の
形
成
に
寄
与
す
る
た

め
の
拠
点
と
な
る
ス
ポ
ー
ツ
施
設
の
整
備
や
そ
の
有
効

活
用
、
利
便
性
の
向
上
な
ど
の
環
境
整
備
を
図
っ
て
い

る
。運

動
公
園
、
第
２
運
動
公
園
、
荒
川
運
動
公
園
、
荒

川
第
２
運
動
公
園
お
よ
び
び
ん
沼
サ
ッ
カ
ー
場
は
、
平

成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
か
ら
指
定
管
理
者
に
よ
る
運

営
を
行
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
４
月
に
は
、「
ふ

ふじみ野ふぁいぶるクラブ

※荒川運動公園、荒川第２運動公園、
　びん沼サッカー場、ゲートボール場
　は除く

関越自動車道

上福岡駅

ふじみ野駅

ふじみ野市役所
■

上野台体育館・トレーニング室

■ 総合体育館

■運動公園
■

第２運動公園

■
駒林体育館

図2-1　スポーツ施設及び運動公園等
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じ
み
野
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
条
例
」
を
施
行
し
た
。

そ
れ
ま
で
個
別
に
制
定
さ
れ
て
い
た
各
ス
ポ
ー
ツ
施
設

の
条
例
を
一
本
化
し
た
も
の
で
、
利
用
上
の
取
扱
い
の

統
一
を
図
り
、
利
便
性
の
向
上
に
努
め
た
。

市
内
お
よ
び
近
隣
市
の
主
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
と
し
て

は
、
以
下
の
よ
う
な
ス
ポ
ー
ツ
施
設
や
体
育
館
、
運
動

場
な
ど
が
市
民
の
ス
ポ
ー
ツ
の
拠
点
と
し
て
利
用
さ
れ

て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
立
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー　

総
合
体
育

館
、
多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
、
弓
道
場
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
、

そ
し
て
、
上
野
台
体
育
館
、
駒
林
体
育
館
か
ら
な
る
。

総
合
体
育
館
は
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
４
月
に

供
用
を
開
始
し
た
。
ア
リ
ー
ナ
、
多
目
的
室
、
柔
剣
道

場
、
会
議
室
、
幼
児
室
、
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ス
ペ
ー
ス
、

ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
な
ど
か
ら
な
る
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
か
ら
29
（
２
０
１
７
）
年

に
か
け
て
大
規
模
改
修
工
事
を
行
い
、
施
設
の
バ
リ
ア

フ
リ
ー
化
を
は
じ
め
、
ウ
ォ
ー
ム
ア
ッ
プ
ス
ペ
ー
ス
、

照
明
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
、
武
道
館
、
ロ
ビ
ー
お
よ
び
会
議
室

へ
の
空
調
設
備
の
設
置
な
ど
、
よ
り
安
全
で
快
適
に
利

用
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
同
年
10
月
に
オ
ー
プ
ニ
ン

グ
セ
レ
モ
ニ
ー
が
行
わ
れ
、「
ふ
じ
み
野
市
立
大
井
総

合
体
育
館
」
か
ら
「
ふ
じ
み
野
市
立
総
合
体
育
館
」
に

名
称
が
変
わ
り
、
公
募
の
結
果
「
ふ
じ
み
ん
ア
リ
ー
ナ 

お
り
ひ
め
」
が
愛
称
と
な
っ
た
。

ア
リ
ー
ナ
は
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
・
バ
レ
ー
ボ
ー
ル

コ
ー
ト
２
面
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
コ
ー
ト
は
６
面
取
れ
る

広
さ
が
あ
り
、
別
棟
に
は
柔
剣
道
場
や
空
調
使
用
可
能

な
多
目
的
室
も
あ
る
。
ア
リ
ー
ナ

２
階
に
は
ジ
ョ
ギ
ン
グ
ス
ペ
ー

ス
、
会
議
室
な
ど
が
あ
る
。

少
年
野
球
・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
や

少
年
サ
ッ
カ
ー
・
フ
ッ
ト
サ
ル
が

行
え
る
人
工
芝
グ
ラ
ウ
ン
ド
の
多

目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
（
旧
⼤
井
清
掃

セ
ン
タ
ー
跡
地
）
は
、
本
市
と
し

て
初
め
て
ス
ポ
ー
ツ
振
興
く
じ
助

成
金
を
活
用
し
て
整
備
さ
れ
、
平

成
27（
２
０
１
５
）年
４
月
に
オ
ー

プ
ン
し
た
。

近
的
と
遠
的
を
併
設
し
ア
ー

チ
ェ
リ
ー
も
行
え
る
弓
道
場
は
、
運
動
公
園
（
旧
上
福

岡
市
）
と
総
合
体
育
館
（
旧
大
井
町
）
に
あ
っ
た
施
設

を
統
合
し
て
、
プ
ー
ル
跡
地
に
新
設
さ
れ
た
。
な
お
、

ク
レ
ー
コ
ー
ト
か
ら
砂
入
り
人
工
芝
の
オ
ム
ニ
コ
ー
ト

に
な
っ
た
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
4
面
は
、
弓
道
場
と
と
も
に
、

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
11
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
し
た
。

上
野
台
体
育
館
は
、
旧
上
福
岡
市
立
第
４
小
学
校
と

統
合
し
廃
校
と
な
っ
た
第
２
小
学
校
の
体
育
館
を
活
用

し
て
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
４
月
に
オ
ー
プ
ン
し

た
。
ア
リ
ー
ナ
と
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
室
（
平
成
30
年
４
月

供
用
開
始
）
か
ら
な
る
。

駒
林
体
育
館
は
、
昭
和
56
（
１
９
８
１
）
年
９
月
に

オ
ー
プ
ン
し
た
。
市
立
さ
ぎ
の
森
小
学
校
体
育
館
の
上

に
複
合
整
備
し
た
も
の
で
、
ア
リ
ー
ナ
、
ミ
ー
テ
ィ
ン

グ
ル
ー
ム
、
幼
児
室
か
ら
な
る
。
熱
中
症
対
策
の
一
環

と
し
て
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
３
月
に
は
駒
林
体

育
館
に
、
同
年
５
月
に
は
上
野
台
体
育
館
に
空
調
設
備

が
設
置
さ
れ
た
。

ふ
じ
み
野
市
運
動
公
園　

ふ
じ
み
野
市
運
動
公
園

は
、
新
河
岸
川
沿
い
に
整
備
さ
れ
た
運
動
公
園
で
、
昭

和
54
（
１
９
７
９
）
年
４
月
に
野
球
場
の
供
用
を
開
始

し
た
。
軟
式
に
対
応
す
る
野
球
場
１
面
を
メ
イ
ン
の
設

備
と
し
て
、
プ
ー
ル
（
平
成
17
年
に
老
朽
化
に
よ
り
休

止
）、
ク
レ
ー
の
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
4
面
、
弓
道
場
、
広

場
か
ら
な
っ
て
い
た
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
か
ら
の
改
修
に
よ
り
、
プ
ー

ふじみ野市立スポーツセンター
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ル
・
ク
レ
ー
の
コ
ー
ト
・
弓
道
場
を
解
体
し
て
、
人
工

芝
の
フ
ッ
ト
サ
ル
コ
ー
ト
２
面
、
砂
入
り
人
工
芝
の
テ

ニ
ス
コ
ー
ト
６
面（
平
成
30
年
３
月
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー

プ
ン
）を
整
備
し
た
。
そ
の
ほ
か
テ
ニ
ス
ネ
ッ
ト
と
サ
ッ

カ
ー
ゴ
ー
ル
の
ラ
イ
ン
が
引
か
れ
た
壁
打
ち
練
習
ボ
ー

ド
や
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
の
３
×
３
コ
ー
ト
２
面
も
あ

り
、
こ
れ
ら
は
予
約
不
要
で
無
料
で
利
用
で
き
る
。
令

和
2
（
２
０
２
０
）
年
11
月
に
は
拡
張
部
（
約
３
５
０

０
㎡
）
に
子
ど
も
広
場
が
オ
ー
プ
ン
し
た
。
な
お
、
川

を
挟
ん
で
「
ふ
じ
み
野
市
第
２
運
動
公
園
」
が
近
接
し

て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
第
２
運
動
公
園　
第
2
運
動
公
園
は
、

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
3
月
に
閉
校
し
た
県
立
福
岡

高
校
の
施
設
を
同
28
（
２
０
１
６
）
年
12
月
に
市
が
買

い
取
り
、
整
備
し
た
も
の
で
あ
る
。
閉
校
後
の
一
時
期

は
県
の
管
理
に
よ
り
市
民
に
開
放
さ
れ
て
い
た
。

同
校
の
体
育
館
と
武
道
館
は
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
４
月
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
体
育
館
は

公
募
に
よ
る
「
ふ
じ
み
ん
ア
リ
ー
ナ 

ひ
こ
ぼ
し
」
と

い
う
愛
称
を
も
つ
。
解
体
し
た
校
舎
跡
地
と
グ
ラ
ウ
ン

ド
を
一
体
整
備
し
て
、
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
後
は
ア
リ
ー
ナ
、

卓
球
場
、
柔
道
場
、
剣
道
場
、
多
目
的
球
場
を
備
え
る

運
動
公
園
と
な
っ
た
。

荒
川
運
動
公
園（
富
士
見
市
）　
昭
和
58（
１
９
８
３
）

年
に
供
用
開
始
、
野
球
場
３
面
、
サ
ッ
カ
ー
場
１
面
が

あ
る
。

荒
川
第
２
運
動
公
園
（
さ
い
た
ま
市
）　
平
成
12
（
２

０
０
０
）
年
５
月
に
供
用
開
始
、
野
球
場
２
面
が
あ
る
。

び
ん
沼
サ
ッ
カ
ー
場
（
さ
い
た
ま
市
）　
平
成
14
（
２

０
０
２
）
年
10
月
に
供
用
開
始
、
サ
ッ
カ
ー
場
１
面
が

あ
る
。

学
校
体
育
施
設
の
開
放　
本
市
で
は
、
平
成
21
（
２

０
０
９
）
年
10
月
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
と
活
動
の
場

の
確
保
を
図
る
た
め
、
教
育
活
動
に
支
障
の
な
い
範
囲

で
学
校
の
体
育
施
設
を
市
民
に
開
放
し
て
い
る
。
利
用

者
は
、
市
内
在
住
・
在
勤
も
し
く
は
在
学
し
、
ス
ポ
ー

ツ
活
動
を
目
的
と
す
る
10
人
以
上
の
構
成
員
（
在
住
・

在
勤
者
が
70
％
以
上
）
を
有
す
る
営
利
を
目
的
と
し
な

い
団
体
で
、
事
前
に
登
録
し
た
団
体
と
し
て
い
る
。

市
立
の
全
小
中
学
校
（
小
学
校
13
校
・
中
学
校
６
校
）

が
対
象
で
、
小
学
校
で
は
体
育
館
お
よ
び
グ
ラ
ウ
ン
ド
、

中
学
校
で
は
体
育
館
、
武
道
場
、
グ
ラ
ウ
ン
ド
お
よ
び

テ
ニ
ス
コ
ー
ト
を
開
放
し
て
い
る
。

■
■ 

成
果
発
表
の
機
会

市
民
は
、
日
頃
の
運
動
や
競
技
の
成
果
を
競
い
合
う

中
で
、
技
術
の
向
上
や
心
身
の
成
長
を
確
か
め
合
う
こ

と
が
で
き
る
。
ま
た
、
新
し
い
関
係
を
築
き
、
世
代
間

の
交
流
を
深
め
て
い
く
上
で
も
、
恒
例
と
な
る
大
会
開

催
や
定
期
的
な
成
果
発
表
の
場
は
大
切
な
舞
台
と
な
っ

て
い
る
。
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
機
会
を
と
ら
え
、
協

働
の
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
る
場
と
し
て
も
ス
ポ
ー
ツ
大

会
や
ス
ポ
ー
ツ
競
技
の
開
催
を
推
進
し
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会　
第
１
回
ふ
じ
み

野
市
市
民
体
育
大
会
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
８

月
か
ら
翌
年
に
か
け
て
行
わ
れ
た
旧
上
福
岡
市
の
第
34

回
市
民
体
育
大
会
を
引
き
継
ぐ
か
た
ち
で
、
同
18
（
２

０
０
６
）
年
８
月
か
ら
開
催
さ
れ
た
。
８
月
下
旬
の
ソ

フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
を
皮
切
り
に
翌
年
２
月
の
ス
キ
ー
大

会
ま
で
、
24
種
目
の
競
技
（
種
目
は
、
野
球
、
ソ
フ
ト

テ
ニ
ス
、
テ
ニ
ス
、
長
距
離
走
、
卓
球
、
柔
道
、
バ
レ
ー

ボ
ー
ル
、
剣
道
、
ス
キ
ー
、
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
、
ソ
フ
ト

ボ
ー
ル
、
弓
道
、
サ
ッ
カ
ー
、
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
、

太
極
拳
な
ど
）
が
行
わ
れ
た
。

市
民
体
育
大
会
は
、
ス
ポ
ー
ツ
の
日
常
化
を
図
る
こ

と
で
、
生
涯
を
通
じ
た
ス
ポ
ー
ツ
・
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
活
動
の
振
興
に
寄
与
し
、
市
民
の
健
康
増
進
と
体
力

の
向
上
を
目
的
と
し
て
開
催
し
て
い
る
。
こ
の
大
会
は
、

ふ
じ
み
野
市
、
市
教
育
委
員
会
、
市
体
育
協
会
主
催
と

し
て
ス
タ
ー
ト
し
た
が
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
の

第
８
回
大
会
か
ら
市
と
市
体
育
協
会
主
催
と
な
っ
た
。

各
競
技
種
目
の
開
催
に
つ
い
て
は
、
市
が
ス
ポ
ー
ツ
協

会
に
委
託
し
て
実
施
し
て
い
る
。

同
時
に
第
８
回
大
会
か
ら
、「
ふ
じ
み
野
市
市
民
ス

ポ
ー
ツ
大
会
」
と
名
称
変
更
し
た
。
平
成
27
（
２
０
１

５
）
年
の
第
10
回
大
会
は
、「
ふ
じ
み
野
市
誕
生
10
周

年
記
念
事
業
」
と
冠
し
て
大
会
を
実
施
、
総
合
開
会
式

や
各
競
技
開
催
時
に
は
誕
生
10
周
年
を
積
極
的
に
Ｐ
Ｒ

す
る
も
の
と
し
た
。

令
和
2
（
２
０
２
０
）
年
の
第
15
回
大
会
は
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
の
影
響
に
よ
り
、
規
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模
を
縮
小
（
５
競
技
と
２
教
室
）
し
た
代
替
事
業
を
計

画
し
て
い
た
が
、
緊
急
事
態
宣
言
の
発
出
な
ど
に
よ
り

中
止
と
な
っ
た
。

市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル　
「
市
民
ス
ポ
ー

ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
は
、
市
が
町
会
や
自
治
会
、
町

内
会
な
ど
で
組
織
さ
れ
た
実
行
委
員
会
に
委
託
し
て
、

地
域
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
を
楽
し
み
、
健
康
増
進
や
コ

ミ
ュ
ニ
テ
ィ
と
し
て
の
親
睦
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。

合
併
し
た
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
の
10
月
に
東
地

域
、
西
地
域
で
そ
れ
ぞ
れ
開
催
し
た
。
東
地
区
で
は
1

か
所
で
、
西
地
区
で
は
学
校
区
ご
と
に
分
か
れ
て
毎
年

実
施
し
て
い
る
。
東
地
区
で
は
平
成
11
（
１
９
９
９
）

年
か
ら
、
西
地
区
で
は
「
町
民
体
育
祭
」
と
し
て
開
催

さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
る
。

平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
は
プ
ー
ル
事
故
の
関
係
で
、

令
和
2
・
3
（
２
０
２
０
・
２
０
２
１
）
年
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
ま
ん
延
の
影
響
を
考
慮
し
中
止

と
な
っ
た
が
、
同
6
（
２
０
２
４
）
年
は
パ
リ
２
０
２

４
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
競
技
大
会
の
開
催
に
合
わ
せ
て
、
史

上
初
の
東
西
地
域
合
同
に
よ
る
「
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野
市

民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
」
が
開
催
さ
れ
た
。　
　

ふ
じ
み
野
市
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会　
ス
ポ
ー
ツ
の
振

興
と
市
民
の
健
康
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
、
誰
で
も
気

軽
に
参
加
で
き
る
大
会
と
し
て
始
ま
っ
た
。
小
学
生
か

ら
シ
ニ
ア
ま
で
幅
広
い
年
齢
層
が
一
堂
に
会
す
る
ほ
か
、

親
子
で
も
参
加
で
き
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ポ
ー
ツ
の

イ
ベ
ン
ト
と
し
て
親
し
ま
れ
て
い
る
。

本
市
誕
生
翌
年
の
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
１
月
15

日
に
上
福
岡
新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
、
22
日
に
大
井

新
春
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
が
開
催
さ
れ
た
。
前
者
が
市

役
所
通
用
門
付
近
ス
タ
ー
ト
、
中
央
児
童
館
前
ゴ
ー

ル
、
後
者
が
東
原
小
学
校
ス
タ
ー
ト
・
ゴ
ー
ル
の
学
校

周
辺
を
コ
ー
ス
に
設
定
し
た
。
種
目
は
、
親
子
の
部（
子

ど
も
は
小
学
校
１
～
３
年
生
）、
小
学
生
女
子
・
男
子

の
部
（
４
～
６
年
）、
中
学
生
女
子
・
男
子
の
部
、
一

般
女
子
・
男
子
の
部
、
壮
年
男
子
の
部
で
あ
っ
た
。

平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
の
第
２
回
大
会
か
ら
統
一

大
会
と
し
て
開
催
さ
れ
、
旧
上
福
岡
コ
ー
ス
で
行
わ
れ

た
。
そ
の
後
、
上
野
台
公
園
の
折
り
返
し
コ
ー
ス
、
市

役
所
周
辺
特
設
コ
ー
ス
へ
と
変
わ
り
、
令
和
４
（
２
０

２
２
）
年
の
第
18
回
大
会
か
ら
第
２
運
動
公
園
お
よ
び

周
辺
特
設
コ
ー
ス
で
行
わ
れ
て
い
る
。　

第
11
回
大
会
（
平
成
27
年
度
）
か
ら
は
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
（
命
名
権
）
を
導
入
し
、
大
会
名
、
ゼ
ッ
ケ
ン
、

ポ
ス
タ
ー
な
ど
掲
示
物
へ
の
団
体
名
の
表
示
を
募
集
し

た
。
第
16
・
17
回
大
会
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

症
の
ま
ん
延
に
よ
り
中
止
と
な
っ
た
が
、
第
18
回
大
会

（
令
和
４
年
度
）
を
３
年
ぶ
り
に
実
施
、
こ
の
年
か
ら

12
月
開
催
と
な
っ
た
。

入
間
東
部
地
区
駅
伝
競
走
大
会　

 

市
域
を
超
え
た

広
域
の
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
「
入
間
東
部
地
区

ふじみ野市市民スポーツ大会

ふじみ野市ロードレース大会
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駅
伝
競
走
大
会
」
が
親
し
ま
れ
て
い
る
。
富
士
見
市
・

ふ
じ
み
野
市
・
三
芳
町
２
市
１
町
の
交
流
と
ス
ポ
ー
ツ

振
興
、
健
康
体
力
づ
く
り
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
44（
１

９
６
９
）
年
か
ら
半
世
紀
以
上
続
く
歴
史
の
あ
る
大
会

で
あ
る
。

３
市
町
に
在
住
、
在
勤
ま
た
は
在
学
す
る
中
学
生
以

上
（
一
般
の
部
中
学
生
以
上
の
者
で
構
成
さ
れ
る
チ
ー

ム
の
２
区
の
み
小
学
６
年
生
可
）
が
参
加
し
、
主
に
２

月
中
旬
に
開
催
さ
れ
て
い
る
。
2
市
1
町
を
め
ぐ
る

コ
ー
ス
だ
っ
た
が
、
交
通
事
故
の
危
険
性
を
考
慮
し
て
、

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
か
ら
交
通
量
の
少
な
い
地
域

を
周
回
す
る
コ
ー
ス
に
変
更
に
な
っ
た
。

例
年
50
組
以
上
が
参
加
す
る
が
、
第
47
回
大
会
（
平

成
28
年
）
に
は
過
去
最
高
の
１
１
１
組
の
参
加
が
あ
っ

た
。
第
49
回
大
会
（
平
成
30
年
）
か
ら
は
ネ
ー
ミ
ン
グ

ラ
イ
ツ
に
よ
る
冠
大
会
と
な
っ
て
い
る
。
第
52
・
53
回

は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
り
中

止
と
な
っ
た
。

令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
の
第
55
回
大
会
で
は
出
場

93
チ
ー
ム
が
一
般
・
壮
年
・
女
子
の
３
部
門
に
分
か
れ
、

18
・
９
㎞
の
コ
ー
ス
を
５
人
１
組
で
タ
ス
キ
を
つ
な
い

だ
。

入間東部地区駅伝競走大会
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i n t e r v i e w ❸

ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
前
会
長

風 
間  
清 
武 

さ
ん

昭
和
41
（
１
９
６
６
）
年
、
ふ
じ
み
野
市
（
旧
上
福
岡
市
）
に

生
ま
れ
る
。
武
蔵
越
生
高
校
の
陸
上
部
で
活
躍
。
川
越
市
内
で

自
動
車
整
備
会
社
を
経
営
。
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
、
陸
上

競
技
連
盟
か
ら
ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
理
事
と
な
り
、
平

成
29
・
30
（
２
０
１
７・
２
０
１
８
）
年
に
副
理
事
長
、
令
和

元
（
２
０
１
９
）
年
副
会
長
、
同
２
（
２
０
２
０
）
年
か
ら
7

（
２
０
２
５
）
年
5
月
ま
で
会
長
を
務
め
る
。

●
●
時
代
と
と
も
に
体
育
協
会
か
ら
ス
ポ
ー
ツ
協
会
へ

体
育
協
会
が
で
き
た
の
が
昭
和
35
（
１
９
６
０
）
年
、

福
岡
村
の
時
代
で
す
。
続
い
て
３
年
後
の
38
（
１
９
６
３
）

年
に
は
大
井
村
に
体
育
協
会
が
で
き
ま
し
た
。

合
併
後
の
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
に
、
ふ
じ
み
野
市

体
育
協
会
が
設
立
さ
れ
て
、
そ
の
後
、
令
和
３
（
２
０
２

１
）
年
か
ら
「
ふ
じ
み
野
市
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
と
い
う
名

称
に
変
更
し
ま
し
た
。「
体
育
」
と
は
教
育
の
延
長
、「
ス

ポ
ー
ツ
」
は
自
分
か
ら
す
す
ん
で
楽
し
む
も
の
、
そ
う
い
っ

た
意
味
合
い
か
ら
、
こ
れ
か
ら
は
ス
ポ
ー
ツ
の
時
代
で
は

な
い
か
と
い
う
こ
と
で
変
更
し
ま
し
た
。

し
か
し
、
私
が
会
長
に
就
任
し
て
か
ら
す
ぐ
、
コ
ロ
ナ

禍
に
見
舞
わ
れ
ま
し
た
。
大
会
や
練
習
で
の
会
場
使
用
を

全
部
止
め
な
く
て
は
な
ら
ず
、
施
設
利
用
者
か
ら
は
、
ど

う
に
か
し
て
く
れ
な
い
か
と
い
う
問
い
合
わ
せ
が
毎
日
の

よ
う
に
あ
り
ま
し
た
ね
。
い
く
ら
体
を
鍛
え
て
い
て
も
、

目
に
見
え
な
い
病
原
体
に
は
、
ぐ
う
の
音
も
出
ま
せ
ん
で

し
た
。

●
●
名
実
と
も
に
一
つ
に
な
っ
た
ス
ポ
ー
ツ
大
会

市
か
ら
委
託
さ
れ
て
い
る
一
番
大
き
な
行
事
は
「
市
民

ス
ポ
ー
ツ
大
会
」
で
す
。「
市
民
体
育
大
会
」
の
名
称
で

始
ま
り
ま
し
た
が
、
第
８
回
か
ら
市
民
ス
ポ
ー
ツ
大
会
と

名
称
が
変
わ
り
、
10
回
大
会
は
新
市
誕
生
10
周
年
記
念
と

し
て
大
々
的
に
催
さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
ほ
か
、
ふ
じ
み
野
市
で
は
「
市
民
ス
ポ
ー
ツ
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
」
を
開
催
し
て
お
り
、
以
前
は
自
治
組
織
ご

と
に
西
と
東
で
分
か
れ
て
い
ま
し
た
。
こ
れ
を
４
年
ご
と

の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
イ
ヤ
ー
に
一
緒
に
や
ろ
う
じ
ゃ
な
い
か

と
い
う
こ
と
で
、
今
年
よ
う
や
く
実
現
し
ま
し
た
。
ま
た
、

協
会
で
は
11
月
に
開
催
し
て
い
る
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
教
室
」

が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
は
新
し
い
競
技
へ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
体

験
が
で
き
ま
す
。

「
ヘ
ル
ス
ウ
ォ
ー
ク
」
は
、
春
か
秋
の
気
候
の
良
い
シ
ー

ズ
ン
に
10
㎞
ぐ
ら
い
を
目
標
と
し
て
歩
く
こ
と
で
、
市
民

の
健
康
づ
く
り
の
き
っ
か
け
に
も
な
っ
て
い
ま
す
ね
。
平

成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
か
ら
は
、
市
と
歯
科
医
師
会
、

当
協
会
の
三
者
が
主
催
す
る
「
元
気
・
健
康
フ
ェ
ア
」
が

始
ま
り
ま
し
た
。
現
在
は
市
と
歯
科
医
師
会
、
市
と
当
協

会
と
で
主
催
を
分
け
て
実
施
し
て
い
ま
す
が
、
当
協
会
主

催
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
健
康
づ
く
り
や
体
力
づ
く
り
を
目
的

と
し
た
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
６
月
に
開
催
し
て
い

ま
す
。
グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
は
高
齢
者
が
中
心
で
す

が
、
子
ど
も
た
ち
に
も
す
ご
く
人
気
が
あ
り
ま
す
。

３
年
前
に
改
称
し
た
「
ロ
ー
ド
レ
ー
ス
大
会
」
の
歴
史

は
結
構
長
く
、
本
市
誕
生
の
翌
年
か
ら
は
上
福
岡
と
大
井

で
別
々
に
開
か
れ
て
い
た
も
の
を
統
一
大
会
に
し
ま
し
た
。

ま
た
、
以
前
は
本
市
と
富
士
見
市
、
三
芳
町
の
３
市
町
を

走
る
大
会
だ
っ
た
「
入
間
東
部
地
区
駅
伝
競
走
大
会
」
も
、

回
を
重
ね
て
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
は
56
回
大
会
と

な
り
ま
す
。
広
報
部
会
で
年
1
回
発
行
す
る
広
報
紙
「
ス

ポ
ー
ツ
ラ
イ
フ 

ふ
じ
み
野
」
を
見
て
、
加
盟
団
体
に
入
っ

て
く
る
人
た
ち
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。

●
●
こ
れ
か
ら
広
げ
た
い
ス
ポ
ー
ツ
シ
ー
ン

ス
ポ
ー
ツ
協
会
の
ほ
か
に
、
ス
ポ
ー
ツ
関
係
団
体
と
し

て
「
エ
ク
ス
ト
リ
ー
ム
ス
ポ
ー
ツ
協
会
」
と
い
う
ス
ケ
ー

ト
ボ
ー
ド
や
Ｂ
Ｍ
Ｘ
な
ど
い
わ
ゆ
る
Ｂ
３
ス
ポ
ー
ツ
（
＊
）

を
推
進
す
る
団
体
や
、「
ふ
ぁ
い
ぶ
る
ク
ラ
ブ
」
と
い
う

総
合
型
地
域
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら

は
そ
れ
ぞ
れ
の
団
体
が
協
力
し
合
い
な
が
ら
盛
り
上
げ
て

い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

そ
し
て
、
ふ
じ
み
野
市
の
事
業
と
し
て
「
ま
ぜ
こ
ぜ
運

動
会
」
と
い
う
、
障
が
い
の
有
無
や
国
籍
を
問
わ
ず
誰
で

も
遊
び
な
が
ら
運
動
し
よ
う
と
い
う
試
み
が
行
わ
れ
て
い

ま
す
。
ス
ポ
ー
ツ
の
面
か
ら
も
〝
子
育
て
す
る
な
ら
ふ
じ

み
野
市
〟
と
な
っ
た
ら
い
い
な
と
思
っ
て
い
ま
す
。

＊�

Ｂ
Ｍ
Ｘ
・
ｂ
ｏ
ａ
ｒ
ｄ
（
ス
ケ
ー
ト
ボ
ー
ド
）・
ｂ
ｌ
ａ
ｄ
ｅ 

（
イ
ン
ラ
イ
ン
ス
ケ
ー
ト
）
の
３
種
目
の
総
称
。
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第

３
章　

わ
が
国
の
少
子
化
は
、
世
界
に
類
を
み
な
い

ほ
ど
急
速
に
進
ん
で
お
り
、
こ
う
し
た
状
況
が

社
会
生
活
や
将
来
の
経
済
基
盤
に
及
ぼ
す
影
響

が
強
く
認
識
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
国
で
は
、

少
子
化
の
進
行
や
女
性
の
社
会
進
出
な
ど
の

動
向
に
対
応
し
た
少
子
化
対
策
を
推
進
し
て
き

た
。
平
成
6
（
１
９
９
４
）
年
に
「
エ
ン
ゼ
ル

プ
ラ
ン
」
を
策
定
、
同
11
（
１
９
９
９
）
年
に

は
「
少
子
化
対
策
推
進
基
本
方
針
」
に
基
づ
く

「
新
エ
ン
ゼ
ル
プ
ラ
ン
」
が
策
定
さ
れ
た
が
出

生
率
低
下
に
歯
止
め
が
か
か
ら
ず
、
同
16
（
２

０
０
４
）
年
に
は
「
少
子
化
社
会
対
策
大
綱
」

お
よ
び
「
子
ど
も
・
子
育
て
応
援
プ
ラ
ン
」
を

策
定
し
た
。
そ
の
後
も
、
女
性
の
社
会
進
出
に

伴
う
低
年
齢
児
か
ら
の
保
育
ニ
ー
ズ
の
増
大
、

核
家
族
化
の
進
行
や
地
域
の
つ
な
が
り
の
希
薄

化
を
背
景
と
し
た
子
育
て
不
安
を
抱
え
る
保
護

者
の
増
加
な
ど
、
子
ど
も
・
子
育
て
を
め
ぐ
る

家
庭
や
地
域
の
状
況
は
変
化
し
続
け
て
い
る
。

人
口
の
増
加
と
子
育
て
世
帯
の
転
入
が
続
い

て
き
た
本
市
で
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年

に
社
会
全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
「
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」、
同
30
（
２
０

１
８
）
年
に
切
れ
目
の
な
い
支
援
策
と
し
て

「
子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ラ
ン
」
を
策
定
し
た
。

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
に
は
子
ど
も
の
権
利

を
守
り
、
体
力
向
上
を
図
る
こ
と
で
、
子
ど
も

の
豊
か
な
成
長
を
育
む
「
ふ
じ
み
野
市
こ
ど
も

の
未
来
を
育
む
条
例
」
を
制
定
、
切
れ
目
の
な

い
子
育
て
支
援
の
拡
充
が
子
育
て
世
代
に
支
持

さ
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
教
育
現
場
に
お
い
て
も
、
幼
保
一
元

化
や
小
中
一
貫
教
育
な
ど
、
子
ど
も
の
育
ち
と

学
び
を
取
り
巻
く
環
境
は
大
き
く
変
わ
っ
て
き

た
。
わ
が
国
の
教
育
が
直
面
し
て
い
る
課
題
と

し
て
、
い
じ
め
・
不
登
校
の
児
童
・
生
徒
へ
の

対
応
、特
別
支
援
教
育
の
充
実
、外
国
人
児
童
・

生
徒
へ
の
対
応
、
子
ど
も
の
学
力
低
下
へ
の
対

策
や
家
庭
の
貧
困
に
よ
る
教
育
格
差
な
ど
が
挙

げ
ら
れ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
ふ
じ
み
野
市
総
合
振
興
計
画

に
掲
げ
る
「
夢
の
あ
る
心
豊
か
な
学
び
の
ま
ち

づ
く
り
」
の
実
現
に
向
け
て
、
平
成
28
（
２
０

１
６
）
年
策
定
の
「
ふ
じ
み
野
市
教
育
振
興
基

本
計
画
」
に
お
い
て
、
あ
っ
た
か
な
絆
で
育
む

「
共
育
」
を
目
指
し
た
。
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
策
定
の
第
２
期
基
本
計
画
で
は
、
生
涯
に
わ

た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き
る

児
童
・
生
徒
の
育
成
と
い
う
点
が
加
え
ら
れ
、

同
7
（
２
０
２
５
）
年
度
か
ら
の
第
3
期
基
本

計
画
で
は
、
子
ど
も
を
真
ん
中
に
置
き
、
社
会

全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
向
け
た

施
策
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

切
れ
目
の
な
い

育
ち
へ
の
支
援



■
■ 

妊
産
婦
・
乳
幼
児
へ
の
支
援
の
充
実

本
市
は
、
こ
の
地
で
子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
と
思

う
人
へ
、
子
ど
も
を
産
む
ま
で
の
支
援
と
、
産
後
の
健

や
か
な
成
長
を
促
進
す
る
た
め
の
支
援
の
充
実
を
図
っ

て
き
た
。
誰
も
が
出
産
に
希
望
や
期
待
を
抱
い
て
臨
む

た
め
の
取
り
組
み
と
し
て
、
妊
娠
時
か
ら
の
相
談
体
制

や
育
児
サ
ポ
ー
ト
を
充
実
さ
せ
、
住
み
続
け
た
い
ま
ち
、

子
ど
も
を
産
み
育
て
た
い
ま
ち
と
し
て
保
育
環
境
の
整

備
を
行
っ
て
い
る
。

こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー　
平
成
28
（
２

０
１
６
）
年
の
児
童
福
祉
法
等
の
改
正
に

よ
り
、
市
区
町
村
は
「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」
の
整
備
に
努
め
る
こ
と
と
さ

れ
、
本
市
で
は
同
31
（
２
０
１
９
）
年
４

月
か
ら
子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
福
祉
係
に

子
ど
も
家
庭
総
合
支
援
拠
点
の
機
能
を
整

備
し
、
胎
児
期
か
ら
子
ど
も
の
社
会
的
自

立
に
至
る
ま
で
の
包
括
的
・
継
続
的
な
相

談
支
援
に
取
り
組
ん
だ
。

ま
た
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）
年
の
母

子
保
健
法
の
改
正
に
よ
り
、「
子
育
て
世

代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
の
設
置
が
努
力

義
務
と
さ
れ
、
同
年
、
本
市
で
は
妊
娠
期

か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切
れ
目
な
い
支
援
を
行
う
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
を
保
健
セ
ン
タ
ー
地
域

健
康
支
援
係
に
整
備
し
た
。
保
健
セ
ン
タ
ー
地
域
健
康

支
援
係
の
母
子
保
健
事
業
を
活
用
し
、
ま
た
、
上
野
台

子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
大
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

と
も
相
互
に
連
携
し
、
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
の
機
能
を
果
た
し
た
。
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年

度
に
は
、
出
産
後
の
支
援
強
化
と
し
て
、
赤
ち
ゃ
ん
学

級
や
産
後
ケ
ア
事
業
等
の
新
た
な
事
業
を
開
始
し
た
。

そ
の
後
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
の
児
童
福
祉
法

等
の
改
正
に
よ
り
、

「
子
ど
も
家
庭
総
合

支
援
拠
点
」
と
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援

セ
ン
タ
ー
」
が
有
し

て
き
た
機
能
を
引
き

続
き
活
か
し
な
が
ら

も
、
一
体
的
な
組
織

と
し
て
子
育
て
家
庭

に
対
す
る
相
談
支
援

を
実
施
す
る
「
こ
ど

も
家
庭
セ
ン
タ
ー
」

の
設
置
に
努
め
る
こ

と
と
さ
れ
た
。
本
市

で
は
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
４
月
に
組
織
改
正
し
、

子
育
て
支
援
課
こ
ど
も
福
祉
係
を
こ
ど
も
家
庭
セ
ン

タ
ー
と
し
、
保
健
セ
ン
タ
ー
の
地
域
健
康
支
援
係
に
併

任
辞
令
を
交
付
し
、
母
子
保
健
機
能
お
よ
び
児
童
福
祉

機
能
の
一
体
的
な
運
営
を
行
う
体
制
を
整
備
し
た
。

さ
ら
に
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
４
月
か
ら
保
健
セ

第
１
節　
安
心
し
て
産
み
育
て
ら
れ
る
ま
ち

子育て支援センター相談風景

図3-1　人口の推移と年少人口の推移
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２
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４
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令
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12.1％

資料：人口調査表
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ン
タ
ー
地
域
健
康
支
援
係
を
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
母

子
保
健
係
へ
と
組
織
改
正
し
、
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー

は
母
子
保
健
を
担
う
母
子
保
健
係
と
児
童
福
祉
を
担
う

こ
ど
も
相
談
係
の
２
係
体
制
と
な
り
、
さ
ら
な
る
連
携

強
化
に
努
め
な
が
ら
、
相
談
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

出
産
・
子
育
て
応
援
給
付
金
事
業　
核
家
族
化
が
進

み
、
地
域
の
つ
な
が
り
も
希
薄
に
な
る
中
で
、
孤
独
感

や
不
安
感
を
抱
え
る
妊
婦
・
子
育
て
世
帯
も
少
な
く
な

く
、
全
て
の
妊
婦
・
子
育
て
世
帯
が
安
心
し
て
出
産
・

子
育
て
で
き
る
環
境
整
備
が
喫
緊
の
課
題
で
あ
っ
た
。

そ
こ
で
、
本
市
で
は
、
全
て
の
妊
婦
や
子
育
て
世
帯
が

安
心
し
て
出
産
・
子
育
て
が
で
き
る
よ
う
、
伴
走
型
相

談
支
援
（
保
健
師
・
助
産
師
に
よ
る
面
談
）
と
経
済
的

支
援
（
給
付
金
）
を
一
体
と
し
た
事
業
を
令
和
５
（
２

０
２
３
）
年
４
月
か
ら
実
施
し
て
い
る
。
対
象
者
に
は
、

出
産
育
児
関
連
用
品
の
購
入
や
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス

利
用
時
の
費
用
負
担
の
軽
減
を
図
る
た
め
、
出
産
・
子

育
て
応
援
給
付
金
を
支
給
し
て
い
る
。

支
給
に
あ
た
っ
て
は
、
妊
娠
届
出
時
や
出
産
後
の
乳

児
家
庭
全
戸
訪
問
時
な
ど
に
ア
ン
ケ
ー
ト
を
も
と
に
面

談
を
行
い
、
対
象
者
の
ニ
ー
ズ
に
即
し
た
必
要
な
支
援

に
つ
な
ぐ
こ
と
で
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
ま
で
の
伴

走
型
の
相
談
支
援
を
一
体
的
に
実
施
し
て
い
る
。
出
産

応
援
給
付
金
は
妊
娠
１
回
あ
た
り
５
万
円
、
子
育
て
応

援
給
付
金
は
子
ど
も
１
人
あ
た
り
５
万
円
が
支
給
さ
れ

る
。
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
４
月
１
日
以
降
に
妊
娠

届
出
を
し
た
人
と
出
生
し
た
子
の
養
育
者
で
、
他
市
区

町
村
で
同
様
の
給
付
を
受
け
て
い
な
い
人
が
対
象
で
あ

る
。妊

産
婦
・
乳
幼
児
訪
問
事
業　
本
市
で
は
、
新
生
児

訪
問
・
妊
産
婦
訪
問
指
導
と
し
て
取
り
組
ん
で
き
た
が
、

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
度
か
ら
は
虐
待
予
防
を
踏
ま

え
て
、
乳
児
家
庭
全
戸
訪
問
（
こ
ん
に
ち
は
赤
ち
ゃ
ん

訪
問
）
事
業
を
開
始
し
た
。

こ
れ
は
生
後
４
か
月
ま
で
の
乳
児
の
い
る
全
て
の
家

庭
を
訪
問
す
る
も
の
で
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
は
、
保

健
師
・
助
産
師
等
の
専
門
職
が
実
施
し
て
お
り
、
赤

ち
ゃ
ん
の
体
重
測
定
、
育
児
・
授
乳
相
談
、
健
診
や
予

防
接
種
の
案
内
、
地
域
子
育
て
情
報
な
ど
の
提
供
を

行
っ
て
い
る
。

そ
の
ほ
か
、
乳
幼
児
健
診
の
実
施
に
伴
う
未
受
診
者

訪
問
、
心
身
の
フ
ォ
ロ
ー
を
必
要
と
す
る
母
子
訪
問
を

実
施
し
て
い
る
。

母
子
健
康
教
育
・
相
談
事
業　
核
家
族
化
が
進
み
、

身
近
に
助
言
者
や
援
助
者
の
い
な
い
環
境
に
置
か
れ
て

い
る
妊
婦
も
多
く
な
っ
て
い
る
。
本
市
は
、
妊
娠
・
出

産
・
育
児
に
関
し
て
不
安
を
抱
く
妊
婦
に
対
し
て
、
適

切
な
情
報
提
供
と
支
援
を
目
的
に
母
子
健
康
教
育
・
相

談
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
妊
娠
期
か
ら
出
産
・
育
児

期
の
各
時
期
に
応
じ
た
健
康
や
育
児
、
発
育
発
達
な
ど

に
関
す
る
教
育
・ 

相
談
・
訪
問
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

教
育
事
業
の
パ
パ
マ
マ
セ
ミ
ナ
ー
は
平
成
17
（
２
０

０
５
）
年
度
以
前
か
ら
実
施
し
て
お
り
、
沐
浴
実
習
の

ほ
か
、
保
健
師
・
助
産
師
・
管
理
栄
養
士
な
ど
の
専
門

家
に
よ
る
、
妊
娠
・
出
産
・
産
後
の
心
と
体
、
栄
養
、

歯
科
な
ど
に
つ
い
て
の
講
話
を
２
日
間
の
日
程
で
行
っ

て
い
る
。

乳
幼
児
健
康
診
査
事
業　
乳
幼
児
健
康
診
査
（
乳
幼

児
健
診
）
は
、
母
子
保
健
法
に
よ
り
市
町
村
に
お
い
て

「
１
歳
６
か
月
児
」
お
よ
び
「
３
歳
児
」
に
対
す
る
健

康
診
査
の
実
施
が
義
務
付
け
ら
れ
て
い
る
。
疾
病
ま
た

は
異
常
の
早
期
発
見
に
努
め
、
適
切
な
保
健
指
導
を
行

う
こ
と
は
も
と
よ
り
、
虐
待
予
防
や
育
児
不
安
な
ど
養

育
上
の
問
題
を
早
期
発
見
す
る
機
会
と
し
て
、
ま
た
、

子
ど
も
の
心
の
健
全
な
発
達
の
促
進
と
保
護
者
の
育
児

負
担
の
軽
減
の
場
と
し
て
重
視
さ
れ
て
い
る
。 

健
診
の
受
診
時
期
は
１
歳
６
か
月
児
（
身
体
測
定
、

内
科
診
察
、
歯
科
健
診
や
歯
み
が
き
の
話
、
育
児
相
談

な
ど
）、
３
歳
児
（
身
体
測
定
、
内
科
診
察
、
歯
科
健

診
や
歯
み
が
き
・
食
事
の
話
、
尿
検
査
、
視
機
能
（
屈

折
・
眼
位
）
検
査
、
育
児
・
発
達
な
ど
の
相
談
）
の
ほ

か
、
本
市
で
は
４
か
月
児
健
康
診
査
、
10
か
月
児
相
談

も
実
施
し
て
い
る
。
費
用
は
全
て
公
費
負
担
（
無
料
）

で
、
４
か
月
児
健
康
診
査
で
は
身
体
測
定
、
内
科
診
察

の
ほ
か
、
離
乳
食
に
つ
い
て
の
話
や
育
児
相
談
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
10
か
月
児
相
談
で
は
身
体
測
定
や
発
達

確
認
、
離
乳
食
や
歯
の
話
、
発
育
・
発
達
・
育
児
相
談

な
ど
の
ほ
か
、
ブ
ッ
ク
ス
タ
ー
ト
事
業
（
絵
本
の
プ
レ

ゼ
ン
ト
）
が
あ
る
。

赤
ち
ゃ
ん
の
駅　
「
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
」
は
、
外
出
時

の
お
む
つ
替
え
や
授
乳
な
ど
に
利
用
で
き
る
施
設
と
し
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て
、
埼
玉
県
が
多
様
な
事
業
者
な
ど
の
協
力
を
得
て

行
っ
て
い
る
事
業
で
あ
る
。
本
市
で
は
平
成
22
（
２
０

１
０
）
年
か
ら
、
こ
の
取
り
組
み
を
始
め
た
。
こ
れ
に

よ
り
、
乳
幼
児
を
も
つ
子
育
て
家
族
が
安
心
し
て
外
出

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
推
進
し
て
い
る
。 

利
用
可
能
施

設
は
、
埼
玉
県
内
の
ス
ー
パ
ー
マ
ー
ケ
ッ
ト
、
デ
パ
ー

ト
や
病
院
な
ど
、
来
訪
者
を
特
に
限
定
し
な
い
民
間
施

設
と
公
共
施
設
な
ど
で
、
県
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
確
認

で
き
る
。
本
市
内
で
は
42
か
所
に
設
置
さ
れ
て
い
る（
令

和
7
年
3
月
現
在
）。

本
市
で
は
ま
た
、「
移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
貸
出
事

業
」
と
し
て
、
市
内
で
開
催
さ
れ
る
イ
ベ
ン
ト
で
、
乳

幼
児
の
お
む
つ
交
換
や
授
乳
を
行
う
ス
ペ
ー
ス
と
し
て
、

移
動
式
赤
ち
ゃ
ん
の
駅
を
貸
し
出
し
て
い
る
。

■
■ 

質
の
高
い
安
全
な
保
育
の
提
供

本
市
で
は
、
多
様
化
す
る
保
育
需
要
に
対
応
し
た
保

育
環
境
の
整
備
を
進
め
て

き
た
。
そ
の
た
め
に
保
育

基
盤
の
確
保
・
充
実 

、

保
育
所
・
認
定
こ
ど
も
園

な
ど
の
民
間
事
業
者
の
誘

致
に
よ
る
待
機
児
童
の
解

消
や
、
民
間
事
業
者
の
能

力
を
活
用
し
た
特
定
教

育
・
保
育
施
設
な
ど
の
運

営
を
促
進
し
、
多
様
な
保

育
の
場
の
提
供
を
行
っ
て

い
る
。

認
可
保
育
施
設
の
誘
致

　

公
立
の
保
育
所
施
設
の

耐
震
化
の
問
題
（
後
述
）

や
新
築
の
公
立
保
育
所
の

建
設
や
運
営
に
対
す
る
国

か
ら
の
補
助
が
打
ち
切
ら

れ
た
こ
と
か
ら
、
平
成
26

（
２
０
１
４
）
年
度
か
ら

民
間
の
認
可
保
育
施
設
の

誘
致
を
進
め
る
こ
と
で
、

待
機
児
童
の
解
消
や
子
育

て
支
援
の
よ
り
一
層
の
充

実
を
図
っ
て
行
く
方
向
へ

と
舵
を
切
っ
た
。

認
可
保
育
施
設
は
、
自

移動式赤ちゃんの駅

◆星和幼稚園（幼保連携型）

■ちびっこランドふじみ野園
★ふじみ野なかよし保育園

★ふじみ野なかよし保育園 分園

★上福岡おひさま保育園

●霞ヶ丘保育所

★たんぽぽ第二保育園

★鶴ケ岡すまいる保育園
★ゆずり葉保育園
※いちご保育室
★かすが保育園

★麦っ子保育園

★ふじみ野どろんこ保育園

★緑保育園
★亀久保ひまわり保育園

★風の里保育園
※おともだち保育室 ※ひよこ保育室

●大井保育所
■ベック英才幼児園

■ニチイキッズふじみ野保育園

★子どものその苗間保育園

★ふじみのかぴら保育園

■となりのすまいる保育園
★三丁目すまいる保育園

★たんぽぽ保育園
●新田保育所

※たけっ子保育室

●上野台保育所
■上野台ナーシング保育所

●滝保育所

★花の木なかよし保育園

◆子どものその
（幼保連携型）

※さくらんぼ保育室

●公立保育所（5）
★私立保育所（17）
　（うち分園 1）
◆認定こども園（2）
※地域型保育施設（5）
■認可外保育施設（5）

図3-2　ふじみ野市内の保育所
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治
体
の
認
可
を

受
け
た
上
で
国

や
県
の
補
助

金
・
保
育
料
な

ど
に
よ
っ
て
運

営
さ
れ
て
い

る
。
本
市
か
ら

も
、
事
務
費

（
人
件
費
と
管

理
費
）
や
事
業

費
（
一
般
生
活

費
）
が
委
託
費

と
し
て
支
給
さ

れ
る
ほ
か
、
施

設
用
地
費
補
助
金
な
ど
が
支
給
さ
れ
て
い
る
。
小
規
模

保
育
施
設
は
原
則
０
～
2
歳
児
を
対
象
に
定
員
６
～
19

人
と
少
人
数
で
運
営
さ
れ
る
施
設
で
、
定
員
５
人
以
下

の
家
庭
的
保
育
と
定
員
20
人
以
上
の
従
来
の
認
可
保
育

施
設
の
中
間
に
位
置
す
る
。

本
市
で
は
子
育
て
世
代
に
優
し
い
ま
ち
を
目
指
す
各

種
の
政
策
な
ど
に
よ
り
、
子
育
て
世
代
を
中
心
に
転
入

超
過
が
続
い
て
い
た
。
合
併
時
の
認
可
保
育
施
設
は
公

立
が
９
施
設
、
私
立
が
６
施
設
で
、
平
成
26
（
２
０
１

４
）
年
に
は
公
立
が
９
施
設
、
私
立
が
７
施
設
の
合
計

16
施
設
、
定
員
数
は
公
立
が
８
９
０
人
、
私
立
が
７
１

０
人
の
合
計
１
６
０
０
人
に
対
し
入
園
児
数
が
１
６
３

８
人
と
、
定
員
を
上
回
る
弾
力
的
な
運
営
が
な
さ
れ
、

保
育
所
の
新
設
や
定
員
を
上
回
る
入
所
者
受
入
に
対
応

し
て
い
っ
た
。
そ
の
後
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
に

は
施
設
数
22
、
定
員
２
３
０
８
人
に
対
し
、
在
園
児
童

数
２
１
６
９
人
と
な
っ
た
。
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年

に
は
市
内
の
認
可
保
育
施
設
は
公
立
５
施
設
、
私
立
16

施
設
、
認
定
こ
ど
も
園
２
施
設
、
小
規
模
保
育
施
設
４

施
設
、
事
業
所
内
保
育
施
設
１
施
設
の
合
計
28
施
設
と

な
り
、
現
在
に
至
っ
て
い
る
。

待
機
児
童
の
推
移
を
み
る
と
、
平
成
29
（
２
０
１
７
）

年
の
24
人
を
ピ
ー
ク
に
減
少
傾
向
で
推
移
し
、
令
和
６

（
２
０
２
４
）
年
４
月
に
は
２
人
と
な
っ
た
。 

認
可
保
育
所
公
私
合
同
会
議
の
開
催　
本
市
で
は
、

情
報
を
共
有
す
る
こ
と
で
子
ど
も
の
健
や
か
な
育
ち
を

支
え
る
保
育
の
質
の
向
上
を
目
指
し
、
平
成
27
（
２
０

１
５
）
年
７
月
か
ら
公
立
保
育
所
と
民
間
保
育
所
の
公

私
合
同
会
議
を
実
施
し
て
い
る
。
ま
た
、
認
可
外
施
設

の
職
員
も
参
加
で
き
る
公
私
合
同
研
修
会
も
実
施
し
て

お
り
、
対
象
と
な
る
施
設
は
、
私
立
保
育
施
設
16
施
設
、

認
定
こ
ど
も
園
（
保
育
部
）
２
施
設
、
地
域
型
保
育
施

設
５
施
設
、
公
立
保
育
施
設
５
施
設
、
認
可
外
保
育
施

設
５
施
設
の
計
33
施
設
と
な
っ
て
い
る（
令
和
6
年
度
）。

耐
震
補
強
な
ど
安
心
安
全
な
保
育
の
提
供　
平
成
23

（
２
０
１
１
）
年
度
、
特
定
建
築
物
で
あ
る
滝
保
育
所

の
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
と
こ
ろ
、
耐
震
性
不
足
と
診

断
さ
れ
た
。
ま
た
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
に
特

定
建
築
物
以
外
で
旧
耐
震
基
準
の
保
育
所
６
か
所
に
つ

い
て
耐
震
診
断
を
実
施
し
た
結
果
、
全
て
の
保
育
所
が

耐
震
基
準
を
満
た
し
て
い
な
い
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

西
保
育
所
と
亀
居
保
育
所
は
既
存
部
材
が
脆
弱
で
あ

り
、
補
強
し
た
場
合
に
保
育
所
と
し
て
の
使
用
が
困
難

に
な
る
可
能
性
が
指
摘
さ
れ
た
。
ま
た
、
亀
居
保
育
所

は
借
家
で
あ
る
た
め
、
市
で
は
工
事
が
で
き
な
い
状
況

に
あ
っ
た
。
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
に
認
可
保

育
所
３
施
設
が
新
設
さ
れ
、
こ
れ
ら
を
代
替
保
育
所
と

す
る
こ
と
で
地
域
保
育
を
継
続
し
て
実
施
す
る
こ
と
が

可
能
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
２
施
設
は
同
年
３
月
を

も
っ
て
廃
止
と
な
っ
た
。

一
方
、
鶴
ケ
岡
保
育
所
と
亀
久
保
保
育
所
も
、
借
家

で
あ
る
た
め
市
費
で
の
耐
震
補
強
工
事
が
実
施
で
き

ず
、
家
主
も
実
施
で
き
な
い
と
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

天
井
の
落
下
防
止
な
ど
の
緊
急
工
事
に
と
ど
め
、
０
歳

児
の
受
入
停
止
や
保
育
士
の
加
配
を
実
施
し
た
上
で
平

成
28
（
２
０
１
６
）
年
３
月
に
廃
止
と
な
っ
た
。

当
時
、
国
の
三
位
一
体
改
革
に
よ
り
、
公
立
保
育
所

の
建
設
お
よ
び
運
営
費
に
つ
い
て
は
国
か
ら
の
補
助
が

打
ち
切
ら
れ
た
こ
と
も
あ
り
、
１
０
０
人
規
模
の
認
可

保
育
所
で
試
算
す
る
と
、
建
設
し
た
場
合
に
公
立
で
約

２
億
５
０
０
０
万
円
、
民
間
で
約
５
０
０
０
万
円
、
年

間
の
運
営
費
で
公
立
は
約
１
億
３
０
０
０
万
円
、
民
間

は
約
４
０
０
０
万
円
の
市
費
の
持
ち
出
し
が
必
要
と
い

う
結
果
と
な
っ
た
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
公
立
保
育

所
の
新
設
や
建
て
替
え
で
は
な
く
、
民
間
の
認
可
保
育

所
の
誘
致
を
中
心
に
整
備
を
進
め
、
民
間
保
育
所
誘
致

に
よ
る
財
政
的
効
果
を
活
用
し
、
待
機
児
童
対
策
や
各

保育所で元気に遊ぶ子どもたち
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種
の
子
育
て
支
援
政
策
を
推
し
進
め
る
こ
と
と
し
た
。

保
育
士
確
保
支
援　
近
年
、
首
都
圏
を
中
心
に
保
育

士
不
足
が
深
刻
な
状
況
と
な
っ
て
い
る
。
そ
の
改
善
策

と
し
て
本
市
で
は
、
保
育
士
の
処
遇
改
善
の
た
め
の
保

育
士
給
与
調
整
事
業
補
助
金
を
支
給
し
て
い
る
。

保
育
の
充
実
に
は
、
人
材
の
育
成
を
図
り
な
が
ら
、

保
育
ニ
ー
ズ
を
的
確
に
捉
え
た
保
育
園
の
健
全
運
営
の

支
援
と
質
の
高
い
保
育
の
維
持
向
上
が
不
可
欠
で
あ

る
。
人
材
の
育
成
に
は
、
小
学
校
と
の
連
携
や
専
門
的

支
援
や
研
修
な
ど
の
充
実
、
さ
ら
に
適
切
な
人
材
配
置

に
努
め
る
必
要
が
あ
る
。

し
か
し
、
保
育
士
の
確
保
に
課
題
が
あ
る
こ
と
か
ら
、

本
市
で
は
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
川
越
と
の
合
同
保
育
士
就

職
面
接
会
を
開
催
し
た
り
、
近
隣
の
大
学
や
専
門
学
校

に
チ
ラ
シ
を
送
付
し
た
り
し
て
保
育
士
の
確
保
を
支
援

し
て
い
る
。

こ
の
ほ
か
、
保
育
士
確
保
に
関
す
る
本
市
独
自
の
取

り
組
み
と
し
て
、
認
可
保
育
所
に
対
す
る
土
地
賃
借
料

の
助
成
を
行
っ
て
い
る
。
こ
れ
は
認
可
保
育
所
の
経
営

状
態
を
安
定
さ
せ
る
た
め
に
最
も
効
果
的
な
支
援
で
あ

り
、
こ
の
継
続
で
生
ま
れ
た
財
源
を
保
育
士
確
保
な
ど

に
充
て
る
こ
と
が
で
き
る
。

■
■ 

切
れ
目
の
な
い
子
育
て
支
援
の
拡
充

本
市
の
人
口
は
合
併
後
の
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年

10
月
か
ら
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
３
月
ま
で
に
１
万

人
以
上
増
加
し
た
。
し
か
し
、
こ
れ
は
市
域
全
体
一
律

で
は
な
く
、
地
域
に
よ
っ
て
増
減
に
か
な
り
の
差
が
あ
っ

た
。
本
市
の
将
来
人
口
は
、
令
和
12
（
２
０
３
０
）
年

に
は
11
万
７
９
０
０
人
と
総
人
口
数
が
ピ
ー
ク
と
な
り
、

そ
の
後
は
減
少
に
転
じ
て
い
く
と
推
測
さ
れ
て
い
る
。

そ
れ
に
応
じ
て
年
少
人
口
（
０
～
14
歳
）
も
、
令
和
７

（
２
０
２
５
）
年
の
１
万
５
６
３
３
人
を
ピ
ー
ク
に
減

少
傾
向
と
な
る
見
通
し
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
こ
れ
ま
で
充
実
さ
せ
て
き
た
子
育
て
支

援
に
引
き
続
き
、
若
い
世
代
が
子
ど
も
を
安
心
し
て
産

み
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
、
選
ば
れ
る
ま
ち
づ
く
り
を

進
め
て
い
る
。
こ
う
し
た
ま
ち
づ
く
り
の
中
で
、
次
世

代
を
担
う
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
い
、
保

育
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
通
じ
て
出
産
や
育
児
に
か
か
る

保
護
者
の
負
担
を
軽
減
し
、

男
女
と
も
に
子
育
て
し
や
す

い
環
境
を
整
備
し
て
い
る
。

子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場　

生
後
６
か
月
以
上
か
ら
小

学
校
入
学
前
の
子
ど
も
が
い

る
家
庭
を
対
象
に
、
子
育
て

に
関
す
る
拠
点
と
し
て
「
子

育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
」
を
開

設
し
、
交
流
の
場
や
情
報
の

提
供
、
相
談
業
務
な
ど
を

行
っ
て
い
る
。
利
用
は
無
料

で
あ
る
が
、
有
料
で
乳
幼
児

（
生
後
６
か
月
以
上
）
の
一

時
預
か
り
も
行
っ
て
い
る
。

当
広
場
は
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
９
月
、
ふ
じ
み

野
市
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
１
階
（
上
福
岡
駅
西
口
コ

コ
ネ
上
福
岡
）
に
オ
ー
プ
ン
し
、
当
初
か
ら
指
定
管
理

者
に
よ
る
運
営
が
行
わ
れ
て
い
る
。

お
や
こ
ふ
れ
あ
い
広
場
「
つ
ど
い
の
広
場
」
で
は
、

０
歳
か
ら
小
学
校
入
学
前
ま
で
の
子
ど
も
が
保
護
者
と

一
緒
に
遊
ぶ
こ
と
が
で
き
、
親
子
リ
ズ
ム
・
あ
か
ち
ゃ

ん
体
操
、
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
な
ど
の
催
し
や
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
サ
ポ
ー
ト
も
行
っ
て
い
る
。

子
育
て
サ
ロ
ン　
小
学
校
入
学
ま
で
の
児
童
と
そ
の

保
護
者
を
対
象
に
し
た
親
子
の
遊
び
場
や
交
流
の
場
と

し
て
、
鶴
ヶ
丘
小
学
校
、
東
原
小
学
校
、
駒
西
小
学
校

子育てふれあい広場

子育てサロン利用風景
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の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
活
用
し
て
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」

を
実
施
し
て
い
る
。
乳
幼
児
を
持
つ
子
育
て
中
の
親
子

が
気
軽
に
集
い
、
打
ち
解
け
た
雰
囲
気
の
中
で
語
り
合

う
場
所
と
し
て
、
ま
た
、
子
育
て
に
関
す
る
相
談
や
情

報
提
供
な
ど
を
行
う
常
設
の
子
育
て
支
援
拠
点
と
し

て
、
地
域
の
子
育
て
家
庭
に
対
す
る
育
児
支
援
を
行
う

こ
と
を
目
的
に
、
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
10
月
か
ら

始
ま
っ
た
。
子
育
て
サ
ロ
ン
は
、
３
施
設
合
計
で
年
３

～
４
０
０
０
人
前
後
の
親
子
に
利
用
さ
れ
て
い
る
。

子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業　
子
育
て
コ
ン
シ
ェ

ル
ジ
ュ
事
業
は
、
妊
娠
期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
支
援
の
た
め
に
、
保
健
師
に
よ
る
「
母
子

保
健
サ
ー
ビ
ス
」
と
保
育
士
に
よ
る
「
子
育
て
支
援
サ
ー

ビ
ス
」
を
一
体
的
に
提
供
で
き
る
よ
う
、
き
め
細
や
か

な
相
談
支
援
な
ど
を
行
う
も
の
で
あ
る
。
子
育
て
に
関

す
る
情
報
の
提
供
や
相
談
対
応
の
み
な
ら
ず
、
保
健
セ

ン
タ
ー
な
ど
関
係
機
関
へ
つ
な
ぎ
、
同
行
す
る
な
ど
し

て
個
別
ニ
ー
ズ
を
把
握
す
る
と
と
も
に
、
妊
娠
期
か
ら

子
育
て
期
ま
で
寄
り
添
い
型
の
支
援
を
行
い
、
妊
娠
、

出
産
、
子
育
て
の
不
安
軽
減
に
努
め
て
い
る
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
４
月
に
ふ
じ
み
野
市
子
育

て
支
援
セ
ン
タ
ー
条
例
を
制
定
し
、
上
野
台
子
育
て
支

援
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
子
育
て
コ
ン
シ
ェ
ル
ジ
ュ
事
業

に
よ
る
支
援
を
開
始
し
た
。
妊
婦
や
子
育
て
中
の
人
、

本
市
で
子
育
て
を
考
え
て
い
る
人
が
対
象
で
、
妊
娠
・

出
産
・
子
育
て
に
関
す
る
相
談
、
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
提
供
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。
平
成
29
（
２
０

１
７
）
年
４
月
か
ら
は
保
健
セ
ン
タ
ー
も
加
わ
り
「
子

育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
と
し
て
相
互
に
連
携

を
図
り
な
が
ら
、
同
30
（
２
０
１
８
）
年
４
月
か
ら
は
、

大
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
も
新
規
開
設
し
、
子
育
て

中
の
家
庭
が
安
心
し
て
子
育
て
で
き
る
よ
う
事
業
を
実

施
。
現
在
は
「
子
育
て
世
代
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
」
機

能
を
こ
ど
も
家
庭
セ
ン
タ
ー
型
と
し
て
有
し
、
こ
ど
も

家
庭
セ
ン
タ
ー
と
連
携
を
図
り
事
業
を
展
開
し
て
い
る
。

地
域
子
育
て
支
援
拠
点　
市
内
に
は
以
下
に
挙
げ
る

13
か
所
の
子
育
て
応
援
の
拠
点
施
設
が
あ
る
。

・
霞
ケ
丘
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
12
年
４
月
開

設
）

・
上
野
台
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
18
年
８
月
開

設
）

・
大
井
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
30
年
４
月
開

設
）

・
風
の
里
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
（
平
成
11
年
４
月
開

設
）

・
子
育
て
ふ
れ
あ
い
広
場
（
平
成
18
年
９
月
開
設
）

・
第
２
鶴
ケ
丘
子
育
て
サ
ロ
ン
（
平
成
23
年
10
月
事
業

開
始
）

・
東
原
子
育
て
サ
ロ
ン
（
平
成
29
年
4
月
東
台
子
育
て

サ
ロ
ン
が
統
合
）

・
東
児
童
セ
ン
タ
ー
（
平
成
25
年
６
月
開
設
）

・
西
児
童
セ
ン
タ
ー
（
平
成
25
年
８
月
開
設
）

・
駒
西
子
育
て
サ
ロ
ン
（
平
成
26
年
10
月
事
業
開
始
）

・
鶴
ケ
岡
す
ま
い
る
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
平
成
28
年
４
月
開
設
）

・
ふ
じ
み
野
ど
ろ
ん
こ
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

ち
き
ん
え
っ
ぐ
（
平
成
28
年
４
月
開
設
）

・
ふ
じ
み
の
か
ぴ
ら
保
育
園
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー

（
令
和
４
年
10
月
開
設
）

こ
れ
ら
の
施
設
は
、
育
児
不
安
の
相
談
を
受
け
た
り
、

親
子
の
居
場
所
を
提
供
し
た
り
す
る
ほ
か
、
子
育
て

サ
ー
ク
ル
の
育
成
や
子
育
て
講
座
の
開
催
な
ど
、
地
域

全
体
で
子
育
て
を
支
援
す
る
環
境
づ
く
り
を
目
的
と
し

て
い
る
。
市
立
３
施
設
（
霞
ケ
丘
・
上
野
台
・
大
井
）

の
令
和
6
（
２
０
２
４
）
年
の
利
用
状
況
は
６
７
８
１

組
１
万
４
２
８
０
人
に
及
ん
だ
。

拠
点
施
設
の
う
ち
、
上
野
台
と
大
井
子
育
て
支
援
セ

ン
タ
ー
で
は
、
電
話
や
面
接
に
よ
る
子
育
て
相
談
の
ほ

か
、「
ね
ぇ
ね
ぇ
の
会
（
多
胎
児
育
て
の
会
）」、「
た
ん

ぽ
ぽ
の
会
（
複
数
育
て
の
会
）」、「
お
ひ
さ
ま
の
会
（
ダ

ウ
ン
症
育
て
の
会
）」（
平
成
30
年
４
月
か
ら
保
健
セ
ン

タ
ー
へ
移
行
）、「
さ
く
ら
会（
外
国
人
親
子
の
つ
ど
い
）」

な
ど
、
同
じ
立
場
の
家
庭
同
士
で
情
報
交
換
し
な
が
ら
、

子
育
て
の
悩
み
を
共
有
す
る
集
ま
り
や
、「
子
育
て
講

座
」、「
食
の
講
座
」
な
ど
の
学
習
会
、
子
育
て
サ
ー
ク

ル
の
育
成
や
交
流
会
な
ど
の
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

ま
た
、
子
育
て
中
の
親
が
実
行
委
員
に
な
っ
て
企
画
す

る
「
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
ま
つ
り
」
や
「
ワ
ク
ワ
ク

手
作
り
お
も
ち
ゃ
実
行
委
員
会
」
も
大
き
な
行
事
の
一

つ
に
な
っ
て
い
る
。

さ
ら
に
、
自
宅
が
遠
く
に
あ
り
、
な
か
な
か
セ
ン
タ
ー
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に
来
ら
れ
な
い
人
た
ち
の
た
め
に
、
子
育
て
支
援
セ
ン

タ
ー
が
保
健
セ
ン
タ
ー
や
児
童
セ
ン
タ
ー
な
ど
と
連
携

し
て
地
域
に
出
向
く
「
出
前
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
実
施

し
て
い
る
。

病
児
・
病
後
児
・
緊
急
サ
ポ
ー
ト
事
業　
本
事
業
は

子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
た
め
に
、
病
気
ま
た
は
病
気

の
回
復
期
に
あ
る
子
ど
も
の
預
か
り
や
夜
間
な
ど
の
緊

急
時
の
預
か
り
、
ま
た
、
宿
泊
を
伴
う
預
か
り
や
送
迎

等
の
援
助
を
受
け
た
い
人
（
利
用
会
員
）
と
援
助
活
動

を
行
い
た
い
人
（
サ
ポ
ー
ト
会
員
）
が
相
互
に
助
け
合

え
る
よ
う
、
開
始
さ
れ
た
事
業
で
あ
る
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
7
月
1
日
よ
り
、
2
市
1

町
（
ふ
じ
み
野
市
・
富
士
見
市
・
三
芳
町
）
の
相
互
利

用
が
始
ま
り
、
組
織
化
し
た
運
営
を
同
23
（
２
０
１
１
）

年
度
か
ら
「
緊
急
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
埼
玉
」
に
委
託

し
て
い
る
。
具
体
的
な
事
業
内
容
と
し
て
は
、
活
動
に

際
し
て
利
用
会
員
が
サ
ポ
ー
ト
会
員
に
謝
礼
を
支
払
う

有
料
サ
ー
ビ
ス
で
、
原
則
０
歳
か
ら
小
学
生
ま
で
の
子

ど
も
を
援
助
対
象
と
し
て
お
り
、
中
学
生
以
上
は
要
相

談
と
な
る
。
サ
ポ
ー
ト
会
員
（
所
定
の
講
習
会
受
講
者
）

の
対
応
可
能
な
日
時
で
あ
れ
ば
年
中
利
用
で
き
る
。
な

お
、
預
か
り
場
所
は
原
則
利
用
会
員
宅
か
サ
ポ
ー
ト
会

員
宅
と
な
る
が
、
双
方
合
意
の
上
で
あ
れ
ば
そ
の
ほ
か

の
場
所
で
も
預
か
る
こ
と
が
で
き
る
。

加
え
て
、
本
市
で
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
か

ら
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
業
も
実
施

し
て
い
る
。
フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
は
、

子
育
て
の
手
助
け
が
必
要
な
人
（
依
頼
会
員
）
と
子
育

て
の
手
助
け
が
で
き
る
人
（
提
供
会
員
）
が
会
員
に
な

り
、
地
域
の
中
で
助
け
合
い
な
が
ら
子
育
て
を
す
る
有

償
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
で
あ
る
。
主
な
活
動
内
容
は
、

通
園
・
通
学
時
お
よ
び
習
い
事
の
送
迎
付
き
添
い
や
、

下
校
後
等
の
預
か
り
の
ほ
か
、
冠
婚
葬
祭
や
保
護
者
の

病
気
・
外
出
・
就
労
時
の
預
か
り
等
で
あ
り
、
子
育
て

で
お
困
り
の
人
を
サ
ポ
ー
ト
す
る
体
制
を
整
え
て
い
る
。

■
■ 

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
創
設

本
市
で
は
全
て
の
就
学
児
童
が
放
課
後
な
ど
を
安
全

に
安
心
し
て
過
ご
し
、
多
様
な
体
験
・
活
動
を
行
う
こ

と
が
で
き
る
よ
う
整
備
・
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ　
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
保

護
者
が
就
労
な
ど
で
昼
間
保
育
で
き
な
い
就
学
児
童
に

対
し
、
放
課
後
に
遊
び
や
生
活
の
場
を
提
供
す
る
こ
と

に
よ
り
、
児
童
の
健
全
な
育
成
を
図
る
事
業
で
あ
る
。

本
市
で
は
合
併
か
ら
３
年
が
経
過
し
た
平
成
20
（
２
０

０
８
）
年
時
点
で
、
大
井
地
区
の
学
童
保
育
（
７
か
所
・

有
料
）
と
上
福
岡
地
区
の
児
童
館
方
式
（
７
館
・
無
料
）

と
の
相
違
を
早
急
に
統
一
す
る
必
要
が
あ
っ
た
。
ま

た
、
施
設
の
収
容
能
力
不
足
が
深
刻
化
し
て
い
た
こ
と
、

さ
ら
に
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
度
以
降
は
県
に
よ

る
補
助
対
象
施
設
の
要
件
（
70
人
以
下
）
を
超
過
す
る

施
設
が
あ
っ
た
こ
と
か
ら
、
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
へ
の

移
行
が
検
討
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
た
。
こ
の
時
期
、
児

童
館
方
式
は
施
設
管
理
上
（
物
的
・
人
的
）
の
問
題
や

保
育
の
質
の
問
題
が
生
じ
て
き
て
お
り
、
放
課
後
児
童

ク
ラ
ブ
へ
指
定
管
理
者
制
度
を
導
入
す
る
市
町
村
が
多

か
っ
た
。

そ
の
た
め
、
両
地
区
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
と
児
童

館
の
今
後
の
方
向
性
と
一
元
化
に
つ
い
て
の
検
討
を
重

ね
、
地
区
の
児
童
館
機
能
分
離
に
よ
る
放
課
後
児
童
ク

ラ
ブ
事
業
の
統
合
を
図
る
こ
と
と
し
た
。
検
討
の
結

果
、
公
の
施
設
と
し
て
条
例
を
整
備
し
（
平
成
22
年
９

月
「
ふ
じ
み
野
市
立
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
条
例
」
制 放課後児童クラブ
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定
）、
児
童
ク
ラ
ブ
の
運
営
に
必
要
な
経
費
の
一
部
を

保
護
者
負
担
と
す
る
こ
と
、
運
営
に
つ
い
て
は
指
定
管

理
者
制
度
を
導
入
す
る
こ
と
と
し
た
。

こ
う
し
て
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
４
月
ま
で
に
、

放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
の
全
市
域
で
の
実
施
が
開
始
さ
れ

た
。
同
年
度
の
施
設
数
は
17
か
所
で
平
均
登
録
児
童
数

は
６
７
７
人
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
施
設
数
・
登
録
児

童
数
と
も
増
加
傾
向
が
続
き
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
度
で
は
29
か
所
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
が
、
２
つ
の

法
人
（
指
定
管
理
者
）
に
よ
っ
て
運
営
さ
れ
て
い
る
。

各
ク
ラ
ブ
で
は
、
研
修
を
積
ん
だ
専
任
の
支
援
員
が
保

育
に
あ
た
っ
て
お
り
、
異
年
齢
集
団
の
「
あ
そ
び
」
を

取
り
入
れ
る
な
ど
し
て
、
一
人
一
人
の
「
居
場
所
づ
く

り
」
を
心
が
け
て
い
る
。

市
内
の
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
は
、
平
成
21
（
２
０
０

９
）
年
３
月
の
東
台
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
、
同
23
（
２

０
１
１
）
年
３
月
の
第
２
西
・
第
２
鶴
ケ
丘
放
課
後
児

童
ク
ラ
ブ
に
始
ま
り
、
施
設
の
建
て
替
え
や
移
設
が
順

次
進
み
、
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
３
月
の
大
井
放
課

後
児
童
ク
ラ
ブ
の
建
設
工
事
等
を
経
て
、
同
７
（
２
０

２
５
）
年
４
月
に
は
、
東
台
小
学
校
と
東
原
小
学
校
の

統
合
に
伴
い
、
第
４
東
原
放
課
後
児
童
ク
ラ
ブ
を
建
設

し
た
。
福
岡
・
駒
西
小
の
校
外
に
設
置
さ
れ
て
い
た
施

設
は
建
設
時
に
全
て
小
学
校
敷
地
内
に
移
設
さ
れ
、
元

福
・
三
角
・
西
各
小
学
校
に
つ
い
て
は
校
舎
の
余
裕
教

室
を
活
用
し
た
。
こ
れ
ら
一
連
の
事
業
は
、
登
録
児
童

の
増
加
に
よ
り
、
施
設
を
増
や
し
て
希
望
者
全
て
を
受

け
入
れ
る
と
い
う
方
針
に
基
づ
く
も
の
で
あ
っ
た
。

■
■ 

発
育
・
発
達
支
援
へ
の
取
り
組
み

近
年
の
保
育
や
教
育
の
現
場
で
、
発
育
・
発
達
に
問

題
が
み
ら
れ
る
子
ど
も
の
増
加
が
社
会
的
な
問
題
と

な
っ
て
い
る
。
本
市
で
は
、
こ
う
し
た
発
育
・
発
達
に

不
安
の
あ
る
児
童
の
早
期
発
見
、
早
期
療
育
が
重
要
で

あ
る
と
の
認
識
か
ら
、
関
係
機
関
と
の
協
働
に
よ
る
支

援
お
よ
び
地
域
と
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
を
行
い
、
支
援

が
必
要
な
児
童
へ
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
の
拡
充
に
努

め
て
い
る
。

児
童
発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー　
平
成
24
年
（
２

０
１
２
）
度
に
児
童
福
祉
法
が
改
正
さ
れ
、
児
童
発
達

支
援
が
創
設
さ
れ
た
。
本
市
に
お
い
て
、
発
達
支
援
の

サ
ー
ビ
ス
を
受
け
て
い
る
児
童
数
は
、
平
成
24
（
２
０

１
２
）
年
度
の
延
べ
利
用
人
数
が
３
３
１
件
か
ら
同
26

（
２
０
１
４
）
年
度
に
は
１
２
４
０
件
と
増
加
し
た
。

増
加
の
背
景
と
し
て
は
、
発
育
・
発
達
の
概
念
が
広
ま

り
発
育
・
発
達
支
援
が
身
近
に
な
っ
た
こ
と
な
ど
が
考

え
ら
れ
る
。

本
市
は
、
障
が
い
児
の
通
所
・
相
談
支
援
や
発
育
発

達
に
不
安
が
あ
る
児
童
に
関
す
る
相
談
支
援
の
た
め
、

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
４
月
に
「
ふ
じ
み
野
市
児
童

発
育
・
発
達
支
援
セ
ン
タ
ー
」
を
開
設
し
、
社
会
福
祉

法
人
と
連
携
し
て
運
営
し
て
き
た
。
令
和
４
（
２
０
２

２
）
年
４
月
に
は
同
セ
ン
タ
ー
の
児
童
発
達
支
援
の
中

核
施
設
と
し
て
の
役
割
や
基
幹
的
機
能
を
強
化
す
る
こ

と
を
目
的
に
、

公
の
施
設
と
し

て
「
ふ
じ
み
野

市
立
児
童
発

育
・
発
達
支
援

セ
ン
タ
ー
」
の

運
営
を
開
始
し

た
。セ

ン
タ
ー
で

は
以
下
に
挙
げ

る
支
援
事
業
を

通
じ
て
、
地
域

の
18
歳
未
満
の

発
育
発
達
に
心

配
の
あ
る
子
ど
も
、
ま
た
は
障
が
い
の
あ
る
子
ど
も
と

そ
の
保
護
者
に
寄
り
添
い
な
が
ら
発
達
・
成
長
段
階
の

相
談
に
応
じ
、
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
な
ど
の
情
報
提

供
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
就
学
前
の
子
ど
も
へ
の
専

門
的
訓
練
や
日
常
生
活
に
お
け
る
基
本
的
動
作
、
集
団

生
活
へ
の
適
応
の
た
め
の
訓
練
を
行
っ
て
い
る
。

①
発
達
総
合
相
談
支
援
（
発
育
発
達
に
つ
い
て
の
総

合
相
談
）、
②
巡
回
相
談
支
援
（
保
育
園
・
幼
稚
園
・

小
学
校
な
ど
で
、
支
援
者
支
援
の
視
点
か
ら
の
ア
ド
バ

イ
ス
を
行
う
）、
③
地
域
支
援
（
講
演
会
・
講
座
、
関

係
機
関
に
よ
る
連
絡
会
の
開
催
、
保
護
者
間
グ
ル
ー
プ

を
活
用
し
た
支
援
）、
④
専
門
個
別
支
援
（
専
門
家
に

よ
る
発
育
発
達
に
心
配
の
あ
る
子
ど
も
と
保
護
者
へ
の

児童発育・発達支援センター
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面
談
を
通
じ
た
相
談
・
個
別
訓
練
）、
⑤
親
子
療
育
支

援
（
さ
く
ら
ん
ぼ
教
室
：
子
ど
も
の
特
性
な
ど
を
見
出

し
、
保
護
者
に
子
ど
も
へ
の
関
わ
り
方
の
ア
ド
バ
イ
ス

を
行
う
）、
⑥
専
門
発
達
相
談
（
専
門
家
に
よ
る
発
達

検
査
と
診
察
の
サ
ポ
ー
ト
）、
⑦
児
童
発
達
支
援
（
ふ

じ
み
ん
た
ん
ぽ
ぽ
園
：
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決

定
を
受
け
た
就
学
前
の
子
ど
も
に
対
し
、
日
常
生
活
の

基
本
動
作
の
指
導
と
集
団
へ
の
適
応
訓
練
を
行
う
）、

⑧
保
育
所
等
訪
問
支
援
（
障
害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給

決
定
を
受
け
た
子
ど
も
に
対
し
、
訪
問
支
援
員
が
状
況

に
合
わ
せ
た
訓
練
を
行
い
、
所
属
先
の
職
員
に
関
わ
り

方
な
ど
を
ア
ド
バ
イ
ス
）、
⑨
障
害
児
相
談
支
援
・
特

定
相
談
支
援
（
ふ
じ
み
ん
た
ん
ぽ
ぽ
相
談
支
援
室
：
障

害
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
支
給
決
定
を
受
け
た
子
ど
も
に
対

し
、
専
門
の
相
談
員
が
障
害
児
支
援
利
用
計
画
を
作

成
、
一
定
期
間
ご
と
に
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
を
行
う
な
ど
の

支
援
）

■
■ 

と
も
に
考
え
寄
り
添
う
支
援

家
庭
で
の
養
育
に
関
す
る
悩
み
や
経
済
的
困
難
に
対

し
、
相
談
し
や
す
い
体
制
の
確
立
や
生
活
の
安
定
と
自

立
へ
向
け
た
支
援
を
積
極
的
に
進
め
る
必
要
が
あ
る
。

実
情
を
十
分
把
握
し
、
適
切
な
相
談
・
指
導
・
支
援
な

ど
に
よ
り
家
庭
の
自
立
を
促
進
さ
せ
る
取
り
組
み
が
必

要
で
あ
る
。

家
庭
児
童
相
談
室　
本
市
の
家
庭
児
童
相
談
室
は
、

家
庭
で
の
養
育
な
ど
に
問
題
を
抱
え
て
い
る
世
帯
に
対

し
、
適
切
な
養
育
が
で
き
る
よ
う
専
門
的
な
助
言
と
援

助
を
行
う
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。
18
歳
未
満
の
子

ど
も
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
心
配
事
や
悩
み
、
家
庭
環

境
に
関
す
る
相
談
（
面
談
相
談
・
電
話
相
談
）
に
応
じ

て
い
る
。
社
会
福
祉
士
や
教
員
な
ど
の
資
格
を
有
す
る

家
庭
児
童
相
談
員
が
、
発
育
・
発
達
に
課
題
の
あ
る
子

ど
も
の
相
談
、
家
庭
に
お
け
る
養
育
技
術
や
家
庭
内
に

お
け
る
家
族
や
人
間
関
係
に
関
す
る
事
項
な
ど
の
相
談

を
受
け
、
一
緒
に
解
決
方
法
を
考
え
、
相
談
者
に
寄
り

添
い
な
が
ら
サ
ポ
ー
ト
や
援
助
を
行
う
と
と
も
に
、
必

要
に
応
じ
て
他
の
機
関
を
紹
介
し
て
い
る
。

相
談
室
は
、
昭
和
48
（
１
９
７
３
）
年
に
旧
上
福
岡

市
福
祉
事
務
所
内
に
設
置
さ
れ
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
10
月
の
合
併
時
に
旧
大
井
保
健
セ
ン
タ
ー
内
に
設
置

し
た
。
そ
の
後
、
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
９
月
に
ふ

じ
み
野
市
商
工
会
大
井
支
所
、
同
27
（
２
０
１
５
）
年

４
月
に
フ
ク
ト
ピ
ア
２
階
、
同
31
（
２
０
１
９
）
年
４

月
か
ら
は
市
役
所
第
２
庁
舎
１
階
に
お
い
て
相
談
業
務

を
行
っ
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
等
支
援　

ひ
と
り
親
家
庭
は
、
母

親
・
父
親
の
就
労
や
住
居
に
つ
い
て
、
ま
た
、
子
ど
も

の
養
育
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
困
難
に
直
面
す
る
ケ
ー
ス
が

多
い
。　

本
市
で
は
、
国
や
県
と
の
連
携
の
も
と
、
こ
う
し
た

状
況
に
あ
る
ひ
と
り
親
家
庭
の
自
立
に
向
け
た
支
援
を

行
っ
て
い
る
。
ひ
と
り
親
家
庭
に
対
す
る
相
談
体
制
の

充
実
、
医
療
費
助
成
制
度
の
充
実
、
ひ
と
り
親
家
庭
の

就
労
や
生
活
支
援
を
通
じ
た
経
済
的
な
自
立
の
促
進
に

努
め
て
い
る
。

ひ
と
り
親
家
庭
に
つ
い
て
は
、
戦
後
に
な
っ
て
大
き

く
社
会
問
題
視
さ
れ
、
以
後
さ
ま
ざ
ま
な
法
律
や
制
度

が
整
え
ら
れ
て
い
っ
た
。
大
き
な
転
換
点
と
な
っ
た
の

が
、
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
策
定
の
「
母
子
家
庭
等

自
立
支
援
大
綱
」
で
、
従
来
の
所
得
保
障
に
重
点
を
お

い
た
政
策
か
ら
、「
就
労
に
よ
る
自
立
促
進
」
を
主
眼

と
す
る
政
策
へ
と
転
換
し
た
。
ま
た
、
平
成
22
（
２
０

１
０
）
年
前
後
の
時
期
か
ら
は
、
子
ど
も
の
貧
困
に
対

し
て
大
き
な
関
心
が
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
子

ど
も
の
貧
困
は
、
子
ど
も
の
権
利
を
脅
か
す
も
の
で
あ

り
、
ま
た
、
高
等
教
育
を
受
け
る
機
会
を
奪
う
こ
と
か

ら
、
貧
困
の
連
鎖
を
招
く
こ
と
に
な
る
た
め
、
平
成
25

（
２
０
１
３
）
年
に
は
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
が
制
定
さ
れ
た
。

こ
の
よ
う
な
社
会
的
背
景
を
受
け
、
本
市
で
は
ひ
と

り
親
家
庭
等
資
金
支
援
事
業
と
し
て
、
自
立
支
援
教
育

訓
練
給
付
金
、
高
等
職
業
訓
練
促
進
給
付
金
お
よ
び
高

等
職
業
修
了
支
援
給
付
金
、
ひ
と
り
親
家
庭
等
児
童
高

校
等
入
学
準
備
金
、
高
等
学
校
卒
業
程
度
認
定
試
験
合

格
支
援
給
付
金
の
扶
助
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
ま

た
、
ひ
と
り
親
家
庭
な
ど
の
生
活
の
安
定
と
自
立
を
支

援
す
る
た
め
、
保
護
者
お
よ
び
子
ど
も
に
関
わ
る
医
療

費
を
助
成
し
て
い
る
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
１
月

に
は
、
医
療
機
関
な
ど
の
窓
口
で
ひ
と
り
親
家
庭
医
療

費
受
給
者
証
を
提
示
し
て
、
保
険
診
療
一
部
負
担
金
を
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窓
口
負
担
す
る
こ
と
な
く
受
診
で
き
る
医
療
機
関
な
ど

の
範
囲
を
、
２
市
１
町
（
ふ
じ
み
野
市
・
富
士
見
市
・

三
芳
町
）
か
ら
埼
玉
県
内
全
域
に
拡
大
し
た
。
ま
た
、

住
民
税
が
課
税
さ
れ
て
い
る
父
・
母
ま
た
は
養
育
者
と
、

そ
の
15
歳
年
度
末
以
降
の
子
ど
も
が
負
担
し
て
い
た
自

己
負
担
金
（
通
院
・
１
か
月
１
０
０
０
円
、
入
院
・
１

日
１
２
０
０
円
）
を
廃
止
し
た
。

■
■ 

子
育
て
支
援
の
情
報
発
信

子
育
て
環
境
の
充
実
に
注
力
し
て
き
た
本
市
で
は
、

利
用
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
適
正
に
伝
え
、
支
援

を
必
要
と
す
る
家
庭
や
児
童
生
徒
に
確
実
に
つ
な
げ
る

た
め
、
広
報
と
情
報
発
信
に
努
め
て
き
た
。

子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク　

本
市
で
は
、「
も
っ
と
子

育
て
情
報
を
活
用
し
て
、
親
子
で
楽
し
い
毎
日
を
送
っ

て
い
た
だ
き
た
い
」
と
の
趣
旨
の
も
と
、
平
成
28
（
２

０
１
６
）
年
５
月
に
、
子
育
て
に
関
す
る
総
合
情
報
冊

子
と
し
て
、『
ふ
じ
み
野
市
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
』

を
作
成
配
布
し
た
。

本
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
に
は
、
主
に
市
の
子
育
て
関
係
の

サ
ー
ビ
ス
を
網
羅
的
に
掲
載
し
、
子
ど
も
の
遊
び
場
や

子
育
て
カ
レ
ン
ダ
ー
、
妊
娠
・
出
産
か
ら
健
診
・
予
防

接
種
、
手
当
・
助
成
、
子
育
て
支
援
・
相
談
な
ど
、
妊

娠
・
出
産
・
育
児
な
ど
の
子
育
て
に
関
す
る
情
報
が
多

岐
に
わ
た
っ
て
盛
り
込
ま
れ
て
い
る
。

ま
た
、
同
年
６
月
に
は
「
わ
が
街
事
典
」
ふ
じ
み
野

市
子
育
て
ガ
イ
ド
ブ
ッ
ク
（
電
子
書
籍
版
）
も
リ
リ
ー

ス
し
た
。

子
育
て
応
援
手
帳
『
子
育
て
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
』　
『
ふ
じ
み

野
市
子
育
て
Ｙ
Ｅ
Ｌ
Ｌ
（
エ
ー
ル
）』
は
、
家
族
で
子

育
て
す
る
上
で
参
考
と
な
る
子
育
て
術
な
ど
の
さ
ま
ざ

ま
な
情
報
を
掲
載
し
た
「
家
族
の
た
め
の
子
育
て
参
考

書
」
で
あ
る
。
主
に
乳
幼
児
を
育
児
す
る
上
で
有
用
な

知
識
、
テ
ク
ニ
ッ
ク
を
掲
載
し
、
両
親
や
祖
父
母
で
子

育
て
を
共
有
し
て
、
お
互
い
の
理
解
を
深
め
、
よ
り
よ

い
子
育
て
環
境
を
つ
く
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
、
市
か

ら
子
育
て
世
代
の
市
民
へ
エ
ー
ル
を
送
る
意
味
も
込
め

て
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
３
月
に
作
成
し
た
。
電
子

ブ
ッ
ク
を
公
開
し
て
い
る
た
め
、
携
帯
電
話
・
ス
マ
ー

ト
フ
ォ
ン
、
パ
ソ
コ
ン
で
も
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

子
育
ち
親
育
ち
ガ
イ
ド「FUJIM

INO

」　
平
成
30（
２

０
１
８
）
年
５
月
に
発
刊
し
た
『
子
育
ち
親
育
ち
ガ
イ

ド
「FU

JIM
IN

O

」』
は
、
子
ど
も
自
身
に
成
長
発
達

す
る
力
が
あ
る
こ
と
、
そ
の
成
長
発
達
を
見
守
っ
た
り
、

促
し
た
り
す
る
た
め
に
保
護
者
が
で
き
る
こ
と
を
ま
と

め
た
冊
子
で
あ
る
。
母
子
保
健
事
業
に
関
す
る
サ
ー
ビ

ス
や
妊
娠
か
ら
出
産
、
乳
幼
児
や
子
育
て
に
関
す
る
情

報
を
分
か
り
や
す
く
ま
と
め
て
い
る
。
妊
娠
中
の
過
ご

し
方
や
体
調
管
理
に
つ
い
て
、
健
診
・
相
談
な
ど
の
情

報
を
掲
載
し
、
子
育
て
に
つ
い
て
は
離
乳
食
や
歯
の
健

康
、
予
防
接
種
、
子
育
て
の
ヒ
ン
ト
な
ど
の
内
容
を
充

実
さ
せ
、
毎
年
見
直
し
を
図
り
発
行
し
て
い
る
。

『ふじみ野市子育てガイドブック』と『ふじみ野市子育て YELL』
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■
■ 

子
育
て
支
援
事
業
計
画
と
条
例
の
制
定

本
市
で
は
、
子
ど
も
の
未
来
や
健
や
か
な
育
ち
を
見

守
り
、
保
護
者
の
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る
取

り
組
み
を
さ
ま
ざ
ま
な
制
度
や
施
策
と
し
て
進
め
て
い

る
。
そ
の
取
り
組
み
の
指
針
と
な
る
の
が
、
具
体
的
な

施
策
を
示
し
た
各
種
の
計
画
で
あ
る
。
そ
し
て
、
こ
ど

も
の
権
利
擁
護
と
体
力
向
上
を
図
る
た
め
に
「
こ
ど
も

の
未
来
を
育
む
条
例
」
を
制
定
し
た
。

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
（
第
１
期
、
第
２

期
）　

本
市
で
は
、
子
育
て
支
援
を
最
重
点
施
策
に
位

置
付
け
、
子
ど
も
優
先
の
ま
ち
づ
く
り
を
推
進
し
て
き

た
。
合
併
以
前
の
旧
上
福
岡
市
お
よ
び
旧
大
井
町
と
も

に
、
平
成
15
（
２
０
０
３
）
年
に
施
行
さ
れ
た
「
次
世

代
育
成
支
援
対
策
推
進
法
」
に
基
づ
き
、
少
子
化
の
流

れ
を
変
え
、
次
代
を
担
う
子
ど
も
が
健
や
か
に
育
成
さ

れ
る
と
と
も
に
、
子
育
て
に
喜
び
を
感
じ
る
社
会
を
目

指
し
て
、
同
17
（
２
０
０
５
）
年
3
月
に
「
次
世
代
育

成
支
援
行
動
計
画
」
を
策
定
し
た
。
そ
の
後
合
併
に
伴

い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
旧
行
動
計
画
の
統
合
・
見
直
し
を
行

い
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
3
月
に
「
ふ
じ
み
野
市

次
世
代
育
成
支
援
行
動
計
画
」（
前
期
）
と
し
て
策
定

し
直
し
た
。

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
３
月
に
は
、
前
期
行
動
計

画
の
計
画
期
間
の
終
了
に
伴
い
「
ふ
じ
み
野
市
次
世
代

育
成
支
援
後
期
行
動
計
画
」
を
策
定
し
、
市
民
、
地
域
、

行
政
の
協
働
に
よ
る
環
境
の
整
備
に
取
り
組
ん
で
き

た
。
し
か
し
、
少
子
高
齢
化
や
世
帯
規
模
の
縮
小
、
さ

ら
な
る
教
育
・
保
育
の
ニ
ー
ズ
の
増
大
な
ど
、
子
ど
も
・

子
育
て
を
取
り
巻
く
環
境
が
変
化
し
て
い
る
こ
と
を
受

け
、
学
識
経
験
者
や
関
係
団
体
の
ほ
か
、
子
育
て
世
代

の
代
表
者
や
公
募
市
民
な
ど
で
構
成
す
る
「
ふ
じ
み
野

市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
」
を
設
置
し
て
意
見
を
集
約

し
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
３
月
に
「
ふ
じ
み
野
市

子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策
定
し
た
。 

こ

の
計
画
で
は
、
本
市
に
住
む
全
て
の
子
ど
も
の
健
や
か

な
育
ち
と
保
護
者
の
子
育
て
を
社
会
全
体
で
支
援
す
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
を
目
的
に
、「
子
ど
も
も
大
人

も
み
ん
な
が
笑
顔　

子
育
て
に
優
し
く
あ
っ
た
か
い
ま

ち　

ふ
じ
み
野
」
を
基
本
理
念
に
掲
げ
た
。
ま
た
、
家

庭
・
地
域
・
関
係
機
関
な
ど
が
互
い
に
連
携
し
、
子
ど

も
と
子
育
て
に
優
し
い
ま
ち
、
子
育
て
世
代
に
選
ば
れ

る
ま
ち
、
子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
が
あ
ふ
れ
る
あ
っ
た
か

い
ま
ち
ふ
じ
み
野
を
目
指
す
こ
と
と
し
た
。

本
市
で
は
同
計
画
に
基
づ
き
、
幼
稚
園
・
保
育
所

（
園
）
に
お
け
る
教
育
・
保
育
、
子
育
て
支
援
の
総
合

的
か
つ
一
体
的
な
提
供
に
よ
り
、
子
ど
も
た
ち
の
健
や

か
な
育
成
を
図
る
と
と
も
に
、
全
て
の
人
が
子
ど
も
・

子
育
て
支
援
に

つ
い
て
の
関
心

や
理
解
を
深

め
、
協
力
し
な

が
ら
役
割
を
果

た
し
、
子
ど
も

の
健
や
か
な
育

ち
と
保
護
者
の

子
育
て
を
社
会

全
体
で
支
援
す

る
ま
ち
づ
く
り

を
推
進
し
て
き

た
。令

和
２
（
２

０
２
０
）
年
３

月
に
は
、
子
ど

も
・
子
育
て
支

援
施
策
の
さ
ら

な
る
充
実
と
推

進
を
目
的
に
、
パ
ブ
リ
ッ
ク
・
コ
メ
ン
ト
の
実
施
や
ア

ン
ケ
ー
ト
調
査
結
果
な
ど
を
踏
ま
え
た
上
で
「
第
２
期

ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
を
策

定
し
た
。
本
計
画
の
計
画
期
間
は
、
令
和
６
（
２
０
２

４
）
年
度
ま
で
の
５
か
年
で
あ
っ
た
。

第
２
節
　
健
や
か
な
成
長
を
み
ん
な
で
見
守
る

図3-3　「ふじみ野市こども計画」と国・県の計画との関係
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そ
の
後
、
こ
ど
も
家
庭
庁
の
創
設
や
「
こ
ど
も
基
本

法
」
の
施
行
、「
こ
ど
も
大
綱
」
の
策
定
等
、
国
に
よ

る
子
育
て
支
援
施
策
を
踏
ま
え
、「
ふ
じ
み
野
市
こ
ど

も
計
画
」（
令
和
7
年
～
11
年
度
）
を
策
定
し
た
。
こ

の
計
画
で
は
、「
第
2
期
ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
・
子
育

て
支
援
事
業
計
画
」
と
「
第
2
期
ふ
じ
み
野
市
子
ど
も

の
未
来
応
援
プ
ラ
ン
」
を
統
合
し
、
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野

で
こ
ど
も
・
若
者
お
よ
び
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
体

制
を
整
え
る
と
と
も
に
、
こ
ど
も
施
策
の
総
合
的
な
展

開
を
図
り
、
こ
ど
も
に
や
さ
し
い
ま
ち
の
実
現
を
目
指

し
て
い
る
。

子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ラ
ン
（
子
ど
も
の
貧
困
対
策

推
進
計
画
）　

子
ど
も
の
貧
困
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
問
題

が
複
合
的
に
絡
み
合
っ
て
発
生
す
る
た
め
、
関
係
部
署

が
連
携
し
、
包
括
的
に
支
援
し
て
い
く
こ
と
が
必
要
で

あ
る
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
貧
困
の
連
鎖
を
防
ぐ
た

め
の
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
実
効
性
の
高
い
施
策
を
総

合
的
・
効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、
平
成
30
（
２
０
１

８
）
年
３
月
に
「
ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
の
未
来
応
援
プ

ラ
ン
（
ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
の
貧
困
対
策
推
進
計
画
）」

（
平
成
30
～
令
和
２
年
度
）
を
策
定
し
た
。

同
プ
ラ
ン
に
基
づ
き
、
行
政
と
地
域
が
一
体
と
な
り

子
ど
も
の
貧
困
対
策
を
推
進
す
る
本
市
で
は
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
３
月
、「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
の
推
進

に
関
す
る
法
律
」
の
改
正
と
「
子
ど
も
の
貧
困
対
策
に

関
す
る
大
綱
」
の
見
直
し
を
踏
ま
え
、「
第
２
期
ふ
じ

み
野
市
子
ど
も
の
未
来
応
援
プ
ラ
ン
」（
令
和
３
～
６

年
度
）
を
策
定
し
た
。

本
計
画
で
は
、
子
ど
も
や
若
者
が
現
在
か
ら
未
来
に

わ
た
っ
て
夢
と
希
望
を
持
て
る
地
域
共
生
社
会
実
現
の

た
め
、
切
れ
目
の
な
い
支
援
と
実
効
性
の
高
い
施
策
を

総
合
的
・
包
括
的
に
推
進
す
る
た
め
に
、
市
が
取
り
組

む
べ
き
方
向
性
を
定
め
て
い
る
。

「
子
ど
も
の
生
き
る
力
、
子
ど
も
の
未
来
を
育
む
ま

ち  

ふ
じ
み
野
」
を
基
本
理
念
に
、
①
教
育
の
支
援
、

②
生
活
の
支
援
、
③
就
労
の
支
援
、
④
経
済
的
な
支
援
、

⑤
包
括
的
な
支
援
の
５
つ
の
基
本
方
針
の
も
と
、
子
ど

も
の
貧
困
対
策
を
推
進
す
る
。

な
お
、
令
和
7
（
２
０
２
５
）
年
度
以
降
は
、
前
述

の
「
ふ
じ
み
野
市
こ
ど
も
計
画
」
に
統
合
さ
れ
た
。

こ
ど
も
の
未
来
を
育
む
条
例　
現
在
、
こ
ど
も
を
取

り
巻
く
環
境
は
、
少
子
化
、
核
家
族
化
、
共
働
き
家
庭

の
増
加
、
地
域
の
つ
な
が
り
や
人
間
関
係
の
希
薄
化
、

児
童
虐
待
、
有
害
情
報
の
氾
濫
等
、
さ
ま
ざ
ま
な
要
因

に
よ
っ
て
日
々
変
化
し
て
い
る
が
、
特
に
こ
ど
も
の
権

利
に
関
す
る
も
の
と
し
て
、
児
童
虐
待
が
深
刻
な
状
況

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、
近
年
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
身

近
で
自
由
な
外
遊
び
の
場
が
減
少
し
て
い
る
こ
と
に
よ

り
、
豊
か
な
成
長
を
支
え
る
は
ず
の
体
力
が
低
下
し
て

い
る
状
況
に
あ
る
。
本
市
に
お
い
て
も
、
小
学
生
女
子

を
除
き
体
力
の
低
下
が
見
受
け
ら
れ
、
国
全
体
で
こ
ど

も
の
体
力
の
低
下
が
深
刻
な
問
題
と
な
っ
て
い
る
。

本
市
で
は
、
こ
の
よ
う
な
昨
今
の
こ
ど
も
を
取
り
巻

く
環
境
の
変
化
と
、
そ
れ
に
伴
う
こ
ど
も
が
持
つ
権
利

の
危
機
お
よ
び
こ
ど
も
の
体
力
低
下
と
い
う
現
状
に
鑑

み
、
こ
ど
も
の
権
利
擁
護
と
体
力
向
上
に
向
け
た
取
り

組
み
を
よ
り
一
層
推
進
し
、
オ
ー
ル
ふ
じ
み
野
で
こ
ど

も
お
よ
び
子
育
て
家
庭
を
支
援
す
る
体
制
を
整
え
推
進

し
て
い
く
た
め
、「
ふ
じ
み
野
市
こ
ど
も
の
未
来
を
育

む
条
例
」
を
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
３
月
に
制
定
し

た
。条

例
の
目
的
は
、
こ
ど
も
の
権
利
を
し
っ
か
り
と
守

り
、
健
や
か
な
成
長
を
支
え
る
大
切
な
要
素
で
あ
る
体

力
の
向
上
を
図
る
こ
と
に
よ
り
「
こ
ど
も
に
や
さ
し
い

ま
ち
」
を
実
現
し
、
こ
ど
も
に
と
っ
て
可
能
性
に
満
ち

あ
ふ
れ
た
未
来
を
育
ん
で
い
く
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
た

め
に
は
、
こ
ど
も
に
関
わ
る
全
て
の
人
や
施
設
に
よ
る

連
携
・
協
働
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
保
護
者
・

地
域
住
民
・
育
ち
学
ぶ
施
設
・
事
業
者
に
そ
れ
ぞ
れ
の

役
割
を
持
た
せ
る
と
と
も
に
、
そ
れ
ら
の
先
頭
に
立
ち
、

取
り
組
み
を
推
進
す
る
た
め
の
責
務
を
市
に
課
し
て
い

る
。条

例
の
制
定
後
、
本
市
で
は
、
周
知
・
啓
発
の
た
め

の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
は
じ
め
と
し
て
、
こ
ど
も
の
権
利

擁
護
の
一
環
と
し
て
意
見
表
明
お
よ
び
体
力
向
上
の
支

援
の
た
め
の
「
ふ
じ
み
野
市
福
岡
中
央
公
園
の
ボ
ー
ル

遊
び
に
つ
い
て
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
」
の
実
施
や
、

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
で
出
さ
れ
た
意
見
に
基
づ
く
ボ
ー
ル

遊
び
の
た
め
の
エ
リ
ア
と
ル
ー
ル
の
設
定
、
こ
ど
も
の

社
会
参
加
を
促
進
す
る
た
め
の
職
業
体
験
イ
ベ
ン
ト

「
ふ
じ
み
野
キ
ッ
ズ
ラ
ン
ド
」
の
実
施
な
ど
、
地
域
を
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巻
き
込
み
な
が
ら
さ
ま
ざ
ま
な
取
り
組
み
を
推
進
し
て

い
る
。

■
■ 
協
働
に
よ
る
子
育
て
支
援

本
市
は
、「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
事
業
計
画
」
の

理
念
に
基
づ
き
、
家
庭
・
地
域
・
関
係
機
関
な
ど
が
互

い
に
連
携
す
る
こ
と
で
子
育
て
支
援
を
進
め
て
き
た
。

そ
の
た
め
に
推
進
し
て
い
る
の
が
、
地
域
で
子
育
て
を

応
援
す
る
機
運
の
醸
成
と
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク

の
強
化
で
あ
る
。
地
域
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
子
育
て

関
連
団
体
と
の
連
携
と
活
動
を
通
じ
て
、
青
少
年
の
健

全
育
成
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

青
少
年
育
成
ふ
じ
み
野
市
民
会
議　
昭
和
40
（
１
９

６
５
）
年
12
月
の
第
15
回
青
少
年
問
題
協
議
会
全
国
会

議
に
お
い
て
青
少
年
育
成
国
民
運
動
の
決
議
が
な
さ

れ
、
翌
年
に
青
少
年
育
成
国
民
会
議
が
結
成
さ
れ
た
。

県
民
運
動
の
推
進
主
体
と
し
て
は
昭
和
41
（
１
９
６
６
）

年
12
月
に
青
少
年
育
成
埼
玉
県
民
会
議
が
結
成
さ
れ
、

県
お
よ
び
市
町
村
、
青
少
年
育
成
市
町
村
民
会
議
、
関

係
団
体
が
一
体
と
な
っ
て
青
少
年
育
成
県
民
運
動
を
展

開
し
て
き
た
。

昭
和
55
（
１
９
８
０
）
年
８
月
に
は
「
青
少
年
を
健

全
に
育
て
る
た
め
の
上
福
岡
市
民
会
議
」
が
、
同
56（
１

９
８
１
）
年
５
月
に
は
「
大
井
町
青
少
年
健
全
育
成
推

進
協
議
会
」
が
設
立
さ
れ
、
青
少
年
の
健
全
な
育
成
を

図
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
活
動
し
て
き
た
。

両
団
体
は
、
合
併
を
経
て
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年

７
月
に
統
合
し
「
青
少
年
育
成
ふ
じ
み
野
市
民
会
議
」

と
な
っ
た
。
同
市
民
会
議
は
、
市
内
の
小
中
高
校
と
そ

の
Ｐ
Ｔ
Ａ
、
自
治
組
織
連
合
会
、
地
域
青
少
年
指
導
員

連
絡
協
議
会
、
青
少
年
相
談
員
協
議
会
、
子
ど
も
会
育

成
団
体
連
絡
協
議
会
（
市
子
連
）
な
ど
で
構
成
さ
れ
て

い
る
。
専
門
家
や
著
名
人
を
講
師
に
迎
え
「
青
少
年
健

全
育
成
講
演
会
」
を
毎
年
開
催
す
る
ほ
か
、「
少
年
の

主
張
」
で
は
市
内
の
小
中
高
校
の
代
表
者
が
熱
き
思
い

を
発
表
す
る
市
民
の
大
会
と
な
っ
て
い
る
。

青
少
年
相
談
員　
青
少
年
相
談
員
は
、
青
少
年
の
健

や
か
な
成
長
を
助
け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
昭
和
40

（
１
９
６
５
）
年
度
に
埼
玉
県
が
設
け
た
制
度
で
あ
る
。

地
域
と
連
携
し
、
遊
友
隊
（
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
）

や
キ
ャ
ン
プ
な
ど
の
活
動
を
続
け
て
き
た
。
現
在
は
相

談
員
の
減
少
に
よ
っ
て
活
動
が
縮
小
傾
向
に
な
っ
て
い

る
が
、
市
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
活
用

し
て
、
活
動
の
意
義
や
周
知
に
努
め
て
い
る
。

青
少
年
相
談
員
は
、
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
の
よ
う
な
資
格

を
必
要
と
せ
ず
、
本
市
で
は
令
和
7
（
２
０
２
5
）
年

3
月
現
在
9
人
の
相
談
員
が
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活

動
し
て
い
る
。
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
も
の
づ
く
り
体
験
、

サ
マ
ー
キ
ャ
ン
プ
、
ク
リ
ス
マ
ス
会
な
ど
の
さ
ま
ざ
ま

な
活
動
を
通
し
、
小
中
学
生
の
よ
き
お
兄
さ
ん
・
お
姉

さ
ん
と
し
て
、
相
談
や
指
導
に
あ
た
っ
て
い
る
。

子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
（
市
子
連
）　

子

ど
も
会
は
、
地
域
を
基
盤
と
し
た
異
年
齢
の
集
団
に
よ

る
「
遊
び
」
や
「
豊
か
な
体
験
」
を
通
し
て
、
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な

成
長
発
達
を
促

し
、「
子
ど
も

の
夢
」
と
「
生

き
る
力
」
を
育

む
活
動
集
団
で

あ
り
、
子
ど
も

た
ち
が
地
域
の

人
々
と
の
ふ
れ

あ
い
の
中
で
社

会
性
を
身
に
付

け
、
仲
間
集
団

の
中
で
喜
び
を

分
か
ち
合
う
こ

と
に
よ
り
豊
か

な
人
格
を
築
く
と
と
も
に
、
自
主
性
を
育
む
こ
と
が
で

き
る
よ
う
、
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

合
併
前
の
旧
市
町
で
は
、
上
福
岡
市
子
ど
も
会
育
成

団
体
連
絡
協
議
会
（
昭
和
54
年
５
月
20
日
創
立
）
と
大

井
町
子
ど
も
会
育
成
連
絡
協
議
会
（
同
57
年
５
月
16
日

創
立
）
が
活
動
し
て
い
た
。
各
旧
市
・
町
子
連
で
は
、

少
子
化
に
よ
る
子
ど
も
会
員
の
減
少
や
単
位
子
ど
も
会

の
減
少
を
経
な
が
ら
も
、
各
旧
市
町
の
公
民
館
事
業
と

の
連
携
や
、
独
自
の
行
事
・
イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な

ど
、
異
年
齢
集
団
の
活
動
を
通
し
た
子
ど
も
の
育
成
を

目
的
と
し
て
活
動
し
て
い
た
。
合
併
後
は
２
年
間
の
合

併
準
備
委
員
会
を
経
て
、
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
５ 市子連の活動風景
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月
に
両
地
区
が
融
合
し
、「
ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
会
育

成
団
体
連
絡
協
議
会
（
市
子
連
）」
が
設
立
さ
れ
た
。

市
子
連
で
は
、
単
位
子
ど
も
会
・
育
成
会
相
互
の
連

絡
・
協
調
を
図
り
な
が
ら
、「
彩
の
国
21
世
紀
郷
土
か

る
た
大
会
」
や
「
ふ
じ
み
野
っ
子
ま
つ
り
」
の
ほ
か
、

市
制
10
周
年
を
記
念
し
て
つ
く
ら
れ
た
「
ふ
じ
み
野
郷

土
カ
ル
タ
」
の
体
験
会
を
実
施
す
る
な
ど
、
青
少
年
健

全
育
成
の
啓
蒙
・
啓
発
活
動
な
ど
を
行
っ
て
い
る
。

地
域
青
少
年
指
導
員
連
絡
協
議
会　
本
市
で
は
平
成

19
（
２
０
０
７
）
年
に
地
域
青
少
年
指
導
員
を
設
置
す

る
と
と
も
に
、
相
互
の
連
絡
協
調
に
よ
り
向
上
発
展
を

図
る
こ
と
と
し
て
連
絡
協
議
会
を
組
織
し
た
。

指
導
員
は
青
少
年
健
全
育
成
活
動
を
推
進
し
、
そ
の

活
動
を
通
し
て
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
醸
成
を
図
る
た

め
の
活
動
を
行
っ
て
い
る
。
任
期
は
２
年
で
、
定
数
は

原
則
１
区
域
（
自
治
組
織
単
位
）
で
２
人
以
内
で
あ
る
。

市
主
催
の
青
少
年
事
業
に
協
力
す
る
ほ
か
、
青
少
年

の
組
織
活
動
や
相
談
に
応
じ
て
の
指
導
お
よ
び
助
言
な

ど
の
役
割
を
担
っ
て
お
り
、
非
行
防
止
パ
ト
ロ
ー
ル
を

年
２
回
（
７
・
８
月
、
12
・
１
月
）
行
っ
て
い
る
。
令

和
6
（
２
０
２
４
）
年
度
は
夏
１
５
１
回
（
延
べ
７
８

１
人
）、
冬
１
３
８
回
（
延
べ
６
５
６
人
）
の
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
た
。

子
育
て
支
援
者
研
修
会　
本
市
で
は
、
平
成
20
（
２

０
０
８
）
年
度
か
ら
子
育
て
支
援
に
関
わ
る
人
や
子
育

て
中
の
人
を
対
象
に
し
た
「
子
育
て
支
援
者
研
修
会
」

を
実
施
し
て
い
る
。
大
学
教
授
、
教
育
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス

ト
、
心
理
士
な
ど
を
講
師
に
迎
え
、
子
ど
も
の
権
利
や

支
援
の
あ
り
方
、
支
え
合
う
子
育
て
、
乳
幼
児
の
心
身

の
発
達
な
ど
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
学
び
を
深
め
る
機
会

と
な
っ
て
い
る
。

地
域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン　

埼
玉
県
は
、「
日
本
一

の
子
育
て
県
」
を
目
指
し
て
、
県
内
の
ど
の
地
域
で
も

サ
ー
ビ
ス
の
充
実
を
感
じ
ら
れ
る
よ
う
な
環
境
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
い
る
。
そ
の
取
り
組
み
の
一
つ
が
「
地

域
子
育
て
応
援
タ
ウ
ン
」
認
定
制
度
で
あ
る
。
こ
れ
は
、

適
切
な
子
育
て
支
援
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
市
町
村

を
県
が
認
定
す
る
制
度
で
、
本
市
は
、
平
成
19
（
２
０

０
７
）
年
か
ら
認
定
に
向
け
て
の
取
り
組
み
を
開
始
し
、

以
下
の
３
要
件
を
満
た
し
た
と
し
て
同
23
（
２
０
１
１
）

年
度
に
認
定
さ
れ
た
。

①
子
育
て
支
援
に
関
す
る
総
合
窓
口
を
設
置
す
る
こ
と

　

本
市
で
は
、
子
育
て
支
援
課
に
総
合
支
援
窓
口
が

設
置
さ
れ
て
い
る
。
総
合
支
援
窓
口
の
業
務
と
し

て
、
市
の
子
育
て
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
を
提
供

し
て
い
る
。

②�

子
育
て
支
援
拠
点
を
中
学
校
区
に
お
お
む
ね
１
か
所

設
置
す
る
こ
と

　

市
内
に
子
育
て
支
援
セ
ン
タ
ー
、
児
童
セ
ン
タ
ー
、

子
育
て
サ
ロ
ン
な
ど
13
か
所
の
地
域
子
育
て
支
援
拠

点
を
設
置
し
て
い
る
。

③�

市
町
村
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
築
す
る
こ

と

■
■ 

子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
、
居
場
所
づ
く
り

本
市
は
こ
れ
ま
で
、
子
育
て
支
援
を
重
点
的
な
施
策

に
据
え
、
地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
子
育

て
世
代
に
選
ば
れ
る
市
を
目
標
に
子
ど
も
の
健
全
な
育

成
と
子
育
て
世
代
の
支
援
を
推
進
し
て
き
た
。
そ
し
て

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
に
「
ふ
じ
み
野
市
こ
ど
も
の

未
来
を
育
む
条
例
」
を
制
定
し
、
子
ど
も
の
健
や
か
な

成
長
を
支
援
す
る
た
め
、
仲
間
と
の
遊
び
や
交
流
・
学

習
機
会
を
通
じ
て
豊
か
な
心
を
育
む
「
居
場
所
づ
く
り
」

と
し
て
の
施
設
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

児
童
セ
ン
タ
ー　
本
市
に
お
け
る
児
童
セ
ン
タ
ー
は
、

０
歳
か
ら
18
歳
未
満
の
児
童
な
ど
を
対
象
と
し
た
施
設児童センター利用風景

131　　第２節　健やかな成長をみんなで見守る

第 3 章  切れ目のない育ちへの支援



で
、
児
童
が
遊
び
を
通
し
て
心
身
と
も
に
健
や
か
に
成

長
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
、
平
成
12
（
２
０
０
０
）

年
に
は
フ
ク
ト
ピ
ア
３
階
に
東
児
童
セ
ン
タ
ー
を
、
同

25
（
２
０
１
３
）
年
に
は
大
井
総
合
支
所
３
階
に
西
児

童
セ
ン
タ
ー
を
そ
れ
ぞ
れ
開
館
し
た
。
セ
ン
タ
ー
に
は

身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
遊
戯
室
や
さ
ま
ざ
ま
な

本
が
読
め
る
図
書
室
、
親
子
で
ゆ
っ
く
り
で
き
る
乳
幼

児
室
な
ど
が
あ
り
、
目
的
や
年
齢
に
応
じ
た
利
用
が
で

き
る
。
ま
た
、
親
子
で
参
加
す
る
こ
と
で
、
乳
幼
児
・

未
就
学
児
の
子
育
て
を
支
援
す
る
と
と
も
に
、
子
育
て

の
輪
の
創
出
に
も
つ
な
が
る
事
業
や
、
小
学
生
を
対
象

と
し
た
、
学
校
で
は
で
き
な
い
体
験
へ
参
加
す
る
こ
と

や
思
い
切
り
身
体
を
動
か
す
こ
と
が
で
き
る
事
業
、
ま

た
、
中
高
生
の
居
場
所
づ
く
り
の
一
環
と
し
て
優
先
的

に
運
動
で
き
る
時
間
や
夜
間
に
セ
ン
タ
ー
を
利
用
で
き

る
機
会
を
設
け
る
事
業
な
ど
、
多
岐
に
わ
た
る
事
業
を

実
施
し
て
い
る
。
設
備
や
事
業
の
充
実
に
基
づ
く
さ
ま

ざ
ま
な
ニ
ー
ズ
の
も
と
、
幅
広
い
年
齢
層
の
人
が
利
用

す
る
こ
と
か
ら
、
子
ど
も
た
ち
の
遊
び
の
場
で
あ
る
と

同
時
に
、
学
年
や
校
区
を
越
え
た
交
流
の
場
、
さ
ら
に

は
親
同
士
の
交
流
の
場
に
も
な
っ
て
い
る
。

放
課
後
子
ど
も
教
室　
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
度

か
ら
始
め
ら
れ
た
「
放
課
後
子
ど
も
プ
ラ
ン
」
事
業
に

お
い
て
、
国
は
厚
生
労
働
省
の
放
課
後
児
童
健
全
育
成

事
業
と
文
部
科
学
省
の
放
課
後
子
ど
も
教
室
推
進
事
業

を
一
体
的
あ
る
い
は
連
携
し
て
実
施
す
る
計
画
と
し

た
。
核
家
族
化
が
進
み
共
働
き
世
帯
が
増
え
る
中
で
、

放
課
後
に
市
内
小
学
校
施
設
を
活
用
し
て
子
ど
も
た
ち

の
安
全
で
安
心
な
居
場
所
を
確
保
し
、
地
域
社
会
の
中

で
心
豊
か
で
健
や
か
に
育
ま
れ
る
環
境
づ
く
り
を
進
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
る
。

本
市
で
は
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
度
に
、
西
原
小

学
校
と
東
台
小
学
校
を
モ
デ
ル
校
と
し
て
ス
タ
ー
ト
し
、

同
27
（
２
０
１
５
）
年
度
に
は
市
内
全
小
学
校
（
13
校
）

に
設
置
さ
れ
た
。
放
課
後
や
週
末
な
ど
に
小
学
校
の
余

裕
教
室
を
活
用
し
て
お
り
、
地
域
の
人
た
ち
の
協
力
を

得
て
、
週
１
回
、
学
習
や
ス
ポ
ー
ツ
・
文
化
活
動
、
地

域
と
の
交
流
活
動
な
ど
に
取
り
組
ん
で
い
る
。

教
室
の
運
営
で
課
題
と
な
っ
て
い
た
の
は
人
員
の
確

保
で
あ
る
。
教
室
開
催
の
案
内
や
地
域
の
協
力
者
ほ
か

関
係
団
体
な
ど
と
の
調
整
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
な
ど

を
行
う
「
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
」
に
加
え
、「
安
全
管

理
員
」
や
「
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
」
と
い
っ
た
ス
タ
ッ

フ
、
そ
の
ほ
か
、
子
ど
も
た
ち
に
昔
の
遊
び
や
伝
統
芸

能
な
ど
を
教
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
が
必
要
に
な
る
。

そ
の
た
め
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
関
係
者
や
退
職
教
員
、
大
学
生
、

青
少
年
・
社
会
教
育
団
体
関
係
者
な
ど
に
向
け
た
研
修

を
実
施
し
、
保
護
者
向
け
の
説
明
会
も
開
く
な
ど
協
力

を
呼
び
か
け
た
。

令
和
7
（
２
０
２
5
）
年
3
月
末
現
在
、「
コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
」
を
中
心
に
、「
教
育
活
動
推
進
員
」
や
「
教

育
活
動
サ
ポ
ー
タ
ー
」
の
ほ
か
、
特
別
な
支
援
を
要
す

る
児
童
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
う
「
特
別
支
援
サ
ポ
ー
タ
ー
」

を
配
置
し
、
よ
り
充
実
し
た
放
課
後
の
居
場
所
づ
く
り

を
進
め
て
い
る
。

子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業　
本
市
で
は
生
活

困
窮
者
自
立
支
援
法
（
平
成
27
年
４
月
施
行
）
に
基
づ

く
子
ど
も
の
学
習
・
生
活
支
援
事
業
と
し
て
、
平
成
28

（
２
０
１
６
）
年
度
か
ら
「
子
ど
も
の
学
習
支
援
教
室
」

を
業
務
委
託
に
よ
り
始
め
た
。
家
庭
の
経
済
的
な
事
情

な
ど
に
よ
り
学
習
が
進
ん
で
い
な
い
中
高
生
を
対
象
と

し
た
学
習
支
援
に
加
え
、
進
学
や
進
路
、
生
活
習
慣
に

関
す
る
支
援
な
ど
も
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
学
習
以
外

に
も
季
節
に
合
わ
せ
て
み
ん
な
で
教
室
の
飾
り
つ
け
や

イ
ベ
ン
ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
楽
し
い
思
い
出
と
な
る

行
事
も
行
っ
て
い
る
。

平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
度
に
は
開
催
回
数
や
募
集

放課後子ども教室でのマーケット
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人
数
が
増
え
た
ほ
か
、
保
護
者
へ
の
専
門
的
情
報
提
供

や
悩
み
や
問
題
を
抱
え
る
子
ど
も
に
対
す
る
相
談
、
訪

問
が
受
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

こ
う
し
た
生
活
面
に
ま
で
及
ぶ
支
援
の
充
実
や
関
係

機
関
と
の
連
絡
調
整
な
ど
の
強
化
に
よ
り
、
令
和
元（
２

０
１
９
）
年
度
か
ら
事
業
名
が
「
子
ど
も
の
学
習
・
生

活
支
援
事
業
」
と
な
っ
た
。

ふ
じ
み
野
寺
子
屋　

近
年
、
家
庭
の
経
済
的
理
由

等
、
さ
ま
ざ
ま
な
理
由
で
十
分
な
教
育
環
境
を
得
ら
れ

な
い
子
ど
も
た
ち
が
増
え
て
い
る
。
そ
こ
で
本
市
で
は
、

経
済
的
な
理
由
等
で
学
習
塾
に
通
え
な
い
子
ど
も
た
ち

に
も
目
を
向
け
、
学
校
の
復
習
を
は
じ
め
と
す
る
自
学

自
習
の
場
を
提
供
し
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
か
ら
「
ふ
じ

み
野
寺
子
屋
」
を
開
設
し
た
。

初
年
度
は
、
小
学
５
・
６
年
生
の
希
望
者
を
対
象
と

し
て
夏
季
休
業
中
に
５
日
間
（
そ
の
後
、
夏
休
み
期
間

中
の
10
日
間
と
月
１
回
）、
上
福
岡
公
民
館
と
大
井
中

央
公
民
館
の
２
か
所
を
会
場
に
実
施
し
た
。
寺
子
屋
に

は
、
責
任
者
と
し
て
教
室
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
会
場

に
１
人
ず
つ
配
置
、
全
体
の
統
括
や
安
全
管
理
に
教
員

経
験
者
が
あ
た
っ
た
。
ま
た
、
学
習
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
を

各
会
場
に
５
人
ず
つ
配
置
し
、
児
童
の
学
習
支
援
に
あ

た
っ
た
。
算
数
や
国
語
を
支
援
す
る
学
習
ア
ド
バ
イ

ザ
ー
に
は
、
教
員
を
目
指
す
大
学
生
を
採
用
し
た
。

平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
か
ら
は
中
学
校
３
年
生

を
対
象
に
加
え
、
自
学
自
習
の
場
を
提
供
し
、
自
ら
学

ぶ
力
を
養
う
と
と
も
に
、
基
礎
学
力
の
向
上
を
図
る
こ

と
を
目
的
に
学
校
以
外
の
学
習
の
場
と
し
て
提
供
し
た
。

な
お
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
度
か
ら
市
内
全
小

中
学
校
に
地
域
協
働
学
校
が
設
置
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、

中
学
校
の
寺
子
屋
に
つ
い
て
も
、
同
年
以
降
は
、
各
学

校
の
地
域
協
働
学
校
の
取
り
組
み
に
移
行
し
た
。
ふ
じ

み
野
寺
子
屋
に
は
８
年
間
で
小
学
生
延
べ
６
７
７
人
、

５
年
間
で
中
学
生
延
べ
２
１
９
人
が
参
加
し
た
。

少
年
の
主
張
ｉ
ｎ
ふ
じ
み
野　
平
成
19
（
２
０
０
７
）

年
1
月
、
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
ホ
ー
ル
で
、「
少
年
の

主
張
ｉ
ｎ
上
福
岡
」
が
行
わ
れ
た
。
未
来
の
ふ
じ
み
野

市
を
担
う
青
少
年
が
日
常
生
活
を
通
じ
て
考
え
て
い
る

こ
と
を
発
表
す
る
催
し
で
、
翌
年
か
ら
は
「
少
年
の
主

張
ｉ
ｎ
ふ
じ
み
野
」
と
な
っ
た
。

青
少
年
育
成
ふ
じ
み
野
市
民
会
議
が
主
催
す
る
大
会

で
、
令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
２
月
の
開
催
で
46
回
を

数
え
る
。
こ
の
大
会
で
は
小
学
校
５
年
生
か
ら
高
校
生

ま
で
の
児
童
生
徒
20
人
が
登
壇
し
た
。
こ
の
大
会
は

「
青
少
年
を
健
全
に
育
て
る
た
め
の
市
民
大
会
」
と
し

て
開
催
さ
れ
て
い
る
。

子
ど
も
大
学
ふ
じ
み
野　
「
子
ど
も
大
学
」
と
呼
ば

れ
る
取
り
組
み
は
、
２
０
０
２
年
に
ド
イ
ツ
の
チ
ュ
ー

ビ
ン
ゲ
ン
大
学
で
始
ま
り
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
広

が
っ
た
。
日
本
で
は
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
３
月
、

川
越
市
で
「
子
ど
も
大
学
か
わ
ご
え
」
が
誕
生
し
、
そ

の
後
県
内
外
の
各
地
に
広
が
っ
た
。

本
市
で
は
、
平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
度
に
近
隣
市

ふじみ野寺子屋（上：中学校、下：小学校）

少年の主張 in ふじみ野
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町
と
と
も
に
「
子
ど
も
大
学
ひ
が
し
い
る
ま
」
を
開
校

し
た
の
が
始
ま
り
で
あ
る
。「
子
ど
も
大
学
ふ
じ
み
の
」

は
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら
始
ま
り
（
令
和
2

年
度
は
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
た
め

中
止
、
同
3
年
度
は
オ
ン
ラ
イ
ン
開
催
）、
子
ど
も
の

学
ぶ
力
や
生
き
る
力
の
向
上
と
地
域
の
教
育
力
の
向
上

を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
小
学
校
４
年
生
か
ら
６
年
生

ま
で
を
対
象
に
開
催
し
て
い
る
（
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
度
か
ら
「
子
ど
も
大
学
ふ
じ
み
野
」
に
改
称
）。「
は

て
な
学
」「
ふ
る
さ
と
学
」「
生
き
方
学
」
の
分
野
の
内

容
に
つ
い
て
、
文
京
学
院
大
学
ふ
じ
み
野
キ
ャ
ン
パ
ス

を
会
場
に
20
人
前
後
の
児
童
が
参
加
し
開
催
し
て
い
る
。

主
催
は
、
子
ど
も
大
学
ふ
じ
み
野
実
行
委
員
会 

（
文

京
学
院
大
学
・
東
入
間
青
年
会
議
所
・
ふ
じ
み
野
市
）

で
、「
ま
な
び
で 

つ
な
が
り 

ひ
ろ
が
る 

人
と
地
域
を

育
む
ま
ち 

ふ
じ
み
野
」
を
基
本
理
念
と
し
て
い
る
。

地
域
や
関
係
団
体
と
の
連
携
の
も
と
、
子
ど
も
の
知
的

好
奇
心
を
刺
激
す
る
講
義
や
体
験
活
動
を
行
っ
て
い
る
。

子
ど
も
の
居
場
所
づ
く
り　
身
近
な
相
談
相
手
や
解

決
方
法
に
た
ど
り
着
け
な
い
家
庭
や
、
支
援
の
輪
か
ら

こ
ぼ
れ
て
困
窮
す
る
家
庭
の
問
題
が
広
が
っ
て
い
る
。

課
題
を
抱
え
る
家
庭
や
子
ど
も
を
発
見
し
て
支
援
に
つ

な
げ
る
た
め
、
さ
ま
ざ
ま
な
団
体
が
運
営
す
る
子
ど
も

食
堂
や
多
世
代
交
流
の
場
、
学
習
の
場
な
ど
、
子
ど
も

の
居
場
所
づ
く
り
が
全
国
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。

「
子
ど
も
の
居
場
所
」
と
は
、
食
事
の
提
供
や
学
習

支
援
な
ど
を
通
し
て
、
子
ど
も
や
保
護
者
が
地
域
の
人

た
ち
と
触
れ
合
い
、
安
心
し
て
自
分
ら
し
く
過
ご
せ
る

場
の
こ
と
で
あ
る
。
人
と
の
つ
な
が
り
や
教
育
・
体
験

の
機
会
を
通
じ
て
子
ど
も
の
自
己
肯
定
感
を
育
み
、
貧

困
や
孤
独
の
解
消
、
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
再
生
な
ど
の
役

割
も
担
っ
て
い
る
。
平
成
20
年
代
中
頃
か
ら
子
ど
も
や

保
護
者
の
孤
立
や
孤
食
を
防
ご
う
と
す
る
活
動
と
し
て

話
題
に
上
る
よ
う
に
な
っ
た
。

活
動
自
体
は
互
助
や
奉
仕
活
動
と
し
て
以
前
か
ら
あ

る
も
の
で
、
公
的
な
福
祉
施
策
も
広
い
意
味
で
は
「
居

場
所
づ
く
り
」
と
も
い
え
る
が
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
や
Ｎ

Ｐ
Ｏ
法
人
な
ど
に
よ
る
お
の
お
の
に
自
主
的
な
活
動
の

場
に
多
世
代
の
人
が
集
ま
る
こ
と
で
、
地
域
交
流
の
場

と
し
て
も
機
能
し
て
い
る
。

本
市
で
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
か
ら
Ｎ
Ｐ
Ｏ

法
人
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
が
「
子
ど
も
の
居
場
所
づ

く
り
」
の
活
動
を
始
め
、
運
営
者
の
創
意
工
夫
に
よ
り

多
様
な
形
で
展
開
さ
れ
て
い
る
。
令
和
６
（
２
０
２
４
）

年
現
在
15
か
所
の
子
ど
も
の
居
場
所
が
あ
り
、
主
に
次

の
よ
う
な
内
容
で
実
施
さ
れ
て
い
る
。

○
子
ど
も
食
堂　

子
ど
も
が
一
人
で
も
安
心
し
て
利
用

で
き
る
無
料
ま
た
は
低
額
の
食
事
を
提
供
し
て
い
る

場
所
が
、
市
内
に
９
か
所
あ
る
。
食
事
の
提
供
だ
け

子ども大学で海外のおやつをつくる子どもたち

こども食堂を紹介するパネル
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で
な
く
学
習
支
援
や
体
験
の
機
会
を
提
供
す
る
場
所

も
増
え
て
い
る
。
本
市
で
は
、
市
民
や
企
業
等
か
ら

寄
付
の
あ
っ
た
食
料
品
を
各
団
体
へ
配
布
す
る
な

ど
、
活
動
支
援
を
行
っ
て
い
る
。

○
学
習
支
援　

経
済
的
に
苦
し
い
家
庭
の
子
ど
も
へ
の

学
習
支
援
の
ほ
か
、
就
職
支
援
な
ど
も
行
い
、
子
ど

も
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
居
場
所
を
確
保
し
な
が
ら

実
施
し
て
い
る
。

本
市
は
、
多
く
の
市
民
に
活
動
に
参
加
・
協
力
し
て

も
ら
う
た
め
、
関
心
の
あ
る
人
を
つ
な
ぐ
取
り
組
み
を

通
じ
て
「
子
ど
も
の
居
場
所
」
を
支
援
し
て
い
る
。

■
■ 

子
ど
も
議
会
の
開
催

将
来
の
ふ
じ
み
野
市
を
担
う
子
ど
も
た
ち
が
議
会
体

験
を
通
し
て
地
方
自
治
の
仕
組
み
や
議
会
の
役
割
を
学

び
、
市
政
に
対
す
る
関
心
や
理
解
を
深
め
る
た
め
、
ま

た
、
子
ど
も
た
ち
の
意
見
を
今
後
の
市
政
運
営
の
参
考

と
す
る
た
め
に
、
市
議
会
か
ら
の
提
案
を
受
け
て
令
和

元
（
２
０
１
９
）
年
10
月
6
日
、
市
役
所
議
場
で
「
子

ど
も
議
会
」
を
開
催
し
た
。

市
内
13
校
を
代
表
し
て
小
学
６
年
生
25
人
の
子
ど
も

議
員
た
ち
が
、
子
ど
も
の
視
点
で
考
え
た
さ
ま
ざ
ま
な

一
般
質
問
を
行
い
、
市
長
と
教
育
長
が
答
弁
し
た
。
質

問
内
容
は
地
域
の
交
流
イ
ベ
ン
ト
、
公
園
利
用
、
交
通

安
全
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
の
影
響
、
地
産
地
消
・
も
の
づ
く
り
、

自
然
環
境
の
維
持
な
ど
多
岐
に
わ
た
っ
て
い
た
。

子ども議会風景
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■
■ 

教
育
行
政
の
役
割
と
教
育
委
員
会

学
校
と
地
域
が
連
携
し
て
教
育
環
境
の
向
上
に
努

め
、
次
世
代
を
育
む
ま
ち
づ
く
り
に
取
り
組
む
こ
と
は

教
育
行
政
の
使
命
で
あ
る
。
本
市
で
は
、「
教
育
振
興

基
本
計
画
」
の
理
念
の
も
と
に
、
地
域
と
の
協
働
を
進

め
、
全
て
の
子
ど
も
た
ち
の
健
康
と
成
長
を
促
す
質
の

高
い
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
て
い
る
。

教
育
委
員
会
は
、
地
域
の
学
校
教
育
、
社
会
教
育
な

ど
に
関
す
る
事
務
を
担
当
す
る
機
関
で
あ
る
。
首
長
か

ら
独
立
し
た
行
政
委
員
会
と
し
て
教
育
に
お
け
る
政
治

的
中
立
性
と
継
続
性
、
安
定
性
を
確
保
す
る
と
と
も
に
、

地
域
住
民
の
意
向
を
反
映
し
た
教
育
行
政
の
中
心
的
な

担
い
手
と
し
て
、
そ
の
役
割
を
果
た
す
こ
と
が
求
め
ら

れ
て
い
る
。

教
育
振
興
基
本
計
画　
近
年
の
少
子
高
齢
化
や
核
家

族
化
の
一
層
の
進
行
な
ど
に
伴
い
、
人
々
を
結
ぶ
絆
と

地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
懸
念
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
、
不
登
校
や
個
別
の
課
題
が
あ
る
児
童
生
徒
の
増

加
、
複
雑
・
深
刻
化
す
る
い
じ
め
な
ど
、
教
育
・
子
育

て
を
め
ぐ
る
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
へ
の
対
応
が
求
め
ら
れ

て
い
る
。
こ
う
し
た
課
題
は
、
学
校
あ
る
い
は
家
庭
や

地
域
の
力
だ
け
で
は
解
決
が
困
難
な
場
合
が
多
く
、
市

全
体
で
解
決
に
向
け
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
く
必
要

が
あ
る
。
そ
の
た
め
本
市
で
は
、
家
庭
、
学
校
、
地
域

そ
れ
ぞ
れ
の
役
割
を
明
確
に
す
る
と
と
も
に
、
有
機
的

な
連
携
の
あ
り
方
を
示
し
本
市
教
育
の
推
進
を
図
る
た

め
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
２
月
に
「
ふ
じ
み
野
市

教
育
振
興
基
本
計
画
」
を
策
定
し
た
。
同
計
画
は
、
中

長
期
的
な
視
野
に
立
っ
た
本
市
に
お
け
る
教
育
の
目
標

と
、
教
育
を
振
興
す
る
た
め
の
基
本
的
な

方
針
を
定
め
た
も
の
で
、
平
成
28
（
２
０

１
６
）
年
度
か
ら
令
和
元
（
２
０
１
９
）

年
度
ま
で
の
第
１
期
、
令
和
２
（
２
０
２

０
）
年
度
か
ら
６
（
２
０
２
４
）
年
度
ま

で
の
第
２
期
、
同
７
（
２
０
２
５
）
年
度

か
ら
12
（
２
０
３
０
）
年
度
ま
で
の
第
３

期
計
画
か
ら
な
る
。

第
１
期
計
画
で
は
、
お
お
む
ね
10
年
先

を
見
通
し
て
、「
あ
っ
た
か
な
絆
で
育
む

『
共
育
』
を
目
指
し
て
」
を
基
本
理
念
と

し
て
掲
げ
た
。
子
ど
も
と
大
人
が
と
も
に

学
び
合
い
、
そ
の
学
び
の
成
果
が
次
の
学

び
へ
と
つ
な
が
る
好
循
環
を
生
む
『
共
育
』

と
い
う
考
え
方
か
ら
、
一
方
向
の
教
育
で

は
な
く
、「
自
立
」「
協
働
」「
創
造
」
を

柱
と
し
た
生
涯
学
習
を
進
め
、
市
民
一
人

一
人
が
互
い
の
絆
を
強
め
な
が
ら
、
本
市

が
目
指
す
教
育
施
策
を
推
進
し
て
き
た
。 

第
２
期
計
画
で
は
第
１
期
の
基
本
理
念
を
継
承
し
つ

つ
、
地
域
協
働
学
校
の
機
能
を
活
か
し
、
地
域
や
保
護

者
と
「
子
供
た
ち
の
未
来
の
姿
」
を
共
有
し
な
が
ら
、

生
涯
に
わ
た
っ
て
能
動
的
に
学
び
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
児
童
生
徒
の
育
成
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

第
３
節
　
確
か
な
成
長
を
見
つ
め
て

出典：第３期ふじみ野市教育振興計画（案） 
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【教育に関係のある市の各種個別計画】 

第２期ふじみ野市生きがい学習推進計画 ： 計画期間 令和６年度～令和１２年度 

第２期ふじみ野市スポーツ推進計画計画 ： 計画期間 令和５年度～令和１２年度 

第２期ふじみ野市文化振興計画       ： 計画期間 令和５年度～令和１２年度 など 

 

第３期ふじみ野市教育振興基本計画 
 

計画期間：令和７年度～令和１２年度 
 

今後１０年先を見据えた中長期的な視野に立ち、更なる教育の振興を図るため、 

ふじみ野市の教育が今後目指すべき目標とその実現のための施策 
 

第４期教育振興基本計画本計画  計画期間：令和５年度～令和９年度 

第４期埼玉県教育振興基本計画  計画期間：令和６年度～令和１０年度 

 

 参酌 

 ふじみ野市教育振興基本計画アクションプラン 
（毎年度の進捗管理、検証） 

ふじみ野市将来構想 from 2018 to 2030 

ふじみ野市最上位計画 計画期間：平成３０年度～令和１２年度 

連動 

連動 

図3-4　各種教育関係計画の体系図・相関（時系）図
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第
３
期
計
画
で
は
、
新
た
に
「
あ
っ
た
か
な
絆
で
未

来
を
紡
ぐ
ふ
じ
み
野
の
『
共
育
』
～Fujim

ino W
ell-

being
～
」
を
基
本
理
念
と
し
、
こ
れ
ま
で
の
基
本
理

念
を
継
承
し
つ
つ
、
子
ど
も
を
中
心
と
し
て
、
教
育
に

関
わ
る
全
て
の
人
が
相
互
に
幸
福
や
生
き
が
い
を
感
じ

ら
れ
、
さ
ら
に
家
庭
や
地
域
、
社
会
に
ま
で
広
が
る
、

社
会
全
体
の
ウ
ェ
ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
実
現
に
取
り
組
む

こ
と
と
し
た
。
そ
し
て
市
民
一
人
一
人
が
豊
か
で
幸
せ

な
人
生
を
送
り
、
持
続
的
に
発
展
す
る
社
会
の
作
り
手

と
な
る
こ
と
を
目
指
し
、｢

多
様
性｣

｢
協
働｣

｢

包
摂
」

の
3
つ
の
視
点
に
立
ち
、
地
域
協
働
学
校
を
核
と
し
て
、

子
ど
も
た
ち
の
生
き
る
力
を
育
む
『
共
育
』
を
推
進
し

て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
総
合
教
育
会
議　
平
成
27
（
２
０
１
５
）

年
度
に
施
行
さ
れ
た
「
地
方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運

営
に
関
す
る
法
律
」
に
基
づ
き
、
全
て
の
地
方
公
共
団

体
で
「
総
合
教
育
会
議
」
が
開
催
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。 本

市
で
は
同
年
12
月
に
第
１
回
目
の
総
合
教
育
会
議

を
開
催
し
、「
ふ
じ
み
野
市
総
合
教
育
会
議
運
営
要
綱
」

を
決
定
、
引
き
続
い
て
、「
ふ
じ
み
野
市
教
育
振
興
基

本
計
画
（
案
）」、「
ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
い
じ
め
防
止

条
例
」
に
つ
い
て
の
協
議
を
行
っ
た
。

総
合
教
育
会
議
は
市
長
と
教
育
委
員
会
で
構
成
さ

れ
、
教
育
行
政
の
大
綱
の
策
定
の
ほ
か
、
教
育
を
行
う

た
め
の
諸
条
件
の
整
備
な
ど
重
点
的
に
講
ず
べ
き
施
策

な
ど
に
つ
い
て
協
議
・
調
整
を
行
う
こ
と
で
、
市
政
や

教
育
行
政
の
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
に
対
し
て
効
率
的
に
取

り
組
む
こ
と
と
し
て
い
る
。
会
議
は
お
お
む
ね
年
１
回

開
催
し
、
次
期
教
育
基
本
計
画
案
に
つ
い
て
、
ま
た
、

「
こ
ど
も
の
未
来
を
育
む
条
例
」
の
制
定
、
子
ど
も
の

貧
困
と
学
習
支
援
な
ど
に
つ
い
て
協
議
し
て
き
た
。

ふ
じ
み
野
市
教
育
大
綱　
前
述
の
「
地
方
教
育
行
政

の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
」
の
施
行
に
よ
り
、

各
地
方
公
共
団
体
の
長
は
、
教
育
、
学
術
お
よ
び
文
化

の
振
興
に
関
す
る
総
合
的
な
大
綱
を
定
め
る
こ
と
と

な
っ
た
。
本
市
で
は
、
平
成
27
（
２
０
１
５
）
年
度
第

２
回
総
合
教
育
会
議
に
お
い
て
、「
ふ
じ
み
野
市
教
育

振
興
基
本
計
画
」
を
大
綱
と
す
る
こ
と
に
つ
い
て
決
定

が
な
さ
れ
、「
ふ
じ
み
野
市
教
育
大
綱
」
が
策
定
さ
れ
た
。

そ
の
後
、
最
上
位
計
画
で
あ
る
「
ふ
じ
み
野
市
将
来

構
想 from

 2018 to 2030

」
を
平
成
30
（
２
０
１
８
）

年
度
に
策
定
し
た
こ
と
な
ど
か
ら
、
教
育
大
綱
を
改
訂

す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
新
た
な
「
ふ
じ
み
野
市
教
育
大

綱
」
は
、
ふ
じ
み
野
市
将
来
構
想
の
教
育
分
野
に
掲
げ

て
い
る
理
念
や
方
針
を
踏
襲
し
、
ま
た
、
具
体
的
な
取

り
組
み
は
「
第
２
期
ふ
じ
み
野
市
教
育
振
興
基
本
計

画
」
に
基
づ
く
こ
と
と
し
て
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
３
月
に
開
催
し
た
総
合
教
育
会
議
の
場
で
了
承
さ
れ

た
。新

た
に
策
定
さ
れ
た
「
ふ
じ
み
野
市
教
育
大
綱
」
で

は
、
学
校
と
地
域
が
連
携
し
た
教
育
環
境
の
向
上
、
次

世
代
を
地
域
が
育
む
ま
ち
づ
く
り
、
誰
も
が
い
つ
で
も

ど
こ
で
も
学
ぶ
こ
と
が
で
き
る
環
境
整
備
な
ど
を
掲
げ
、

成
長
が
で
き
る
学
び
の
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
す
こ
と
と

し
た
。

令
和
７
（
２
０
２
５
）
年
に
は
「
第
３
期
ふ
じ
み
野

市
教
育
振
興
基
本
計
画
」
の
策
定
に
伴
い
教
育
大
綱
を

見
直
し
、
具
体
的
な
取
り
組
み
に
お
け
る
基
本
理
念
を

「
あ
っ
た
か
な
絆
で
未
来
を
紡
ぐ
ふ
じ
み
野
の
『
共
育
』

〜Fujim
ino W

ell-being

〜
」
と
し
、
子
ど
も
を
真

ん
中
に
置
き
な
が
ら
、
教
育
に
携
わ
る
者
だ
け
で
な
く
、

さ
ら
に
は
地
域
や
社
会
ま
で
も
が
精
神
的
な
豊
か
さ
や

健
康
ま
で
を
含
め
た
幸
福
や
生
き
が
い
を
実
感
で
き
る

よ
う
取
り
組
む
こ
と
と
し
た
。

■
■ 

学
校
教
育
支
援
の
拡
充

本
市
は
「
教
育
大
綱
」
の
理
念
に
基
づ
き
、
さ
ま
ざ

ま
な
教
育
機
会
を
捉
え
、
教
育
体
制
の
整
備
と
施
策
を

実
践
し
て
い
る
。
子
ど
も
た
ち
の
個
々
の
ニ
ー
ズ
に
対

す
る
教
育
支
援
と
し
て
、
相
談
体
制
や
施
設
環
境
の
充

実
、
国
際
化
・
情
報
化
教
育
の
推
進
な
ど
、
教
育
力
を

高
め
る
取
り
組
み
を
進
め
て
い
る
。

教
育
相
談
室　
本
市
で
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
10
月
に
「
ふ
じ
み
野
市
教
育
相
談
室
」
を
設
置
し
、

常
任
の
相
談
員
が
小
・
中
学
生
の
教
育
上
の
さ
ま
ざ
ま

な
悩
み
に
応
じ
た
助
言
や
支
援
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の

ほ
か
に
も
学
校
と
連
携
し
て
、
医
療
相
談
な
ど
他
の
相

談
機
関
へ
の
案
内
、
通
室
に
よ
る
適
応
指
導
や
不
登
校

児
童
生
徒
の
登
校
に
向
け
て
の
支
援
も
行
っ
て
い
る
。

合
併
前
は
上
福
岡
教
育
相
談
室
お
よ
び
大
井
教
育
相
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談
室
が
旧
市
町
に
設
置
さ
れ
て
い
た
が
、
合
併
に
伴
い

名
称
を
変
更
し
設
置
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。
合
併
後
も

２
か
所
で
相
談
活
動
を
行
っ
て
い
た
が
、
令
和
４
（
２

０
２
２
）
年
４
月
に
統
合
し
、
現
在
は
１
か
所
の
設
置

と
な
っ
て
い
る
。

相
談
は
児
童
生
徒
だ
け
で
な
く 

、
保
護
者
ま
た
は

教
員
な
ど
学
校
関
係
者
も
対
象
と
し
て
お
り
、
現
在
は

教
育
心
理
相
談
員
（
５
人
）・
適
応
指
導
員
（
１
人
）

の
ス
タ
ッ
フ
６
人
が
相
談
・
支
援
を
担
当
し
て
い
る
。

特
別
支
援
学
級　
小
・
中
学
校
な
ど
に
お
い
て
障
が

い
の
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
学
習
上
ま
た
は
生
活
上

の
困
難
を
克
服
す
る
た
め
に
設
置
さ
れ
る
特
別
支
援
学

級
で
は
、
知
的
障
が
い
者
、
肢
体
不
自
由
者
、
病
弱
者

お
よ
び
身
体
虚
弱
者
、
弱
視
者
、
難
聴
者
、
言
語
障
が

い
者
、
自
閉
症
者
・
情
緒
障
が
い
者
を
対
象
と
し
て
い

る
。
本
市
で
は
合
併
当
初
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
通

級
に
よ
っ
て
数
校
で
受
け
入
れ
て
い
た
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
４
月
、
共
生
社
会
の
実
現

に
向
け
た
「
障
害
者
差
別
解
消
法
」
が
施
行
さ
れ
、
埼

玉
県
で
は
「
埼
玉
県
障
が
い
の
あ
る
人
も
な
い
人
も
全

て
の
人
が
安
心
し
て
暮
ら
し
て
い
け
る
共
生
社
会
づ
く

り
条
例
」
が
施
行
さ
れ
た
。
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す

る
児
童
生
徒
の
大
幅
な
増
加
に
対
し
、
平
成
30
（
２
０

１
８
）
年
に
は
「
埼
玉
県
特
別
支
援
教
育
環
境
整
備
計

画
」
が
策
定
さ
れ
、
各
自
治
体
に
対
し
支
援
学
級
設
置

の
働
き
か
け
が
な
さ
れ
た
。
令
和
４
（
２
０
２
２
）
年

３
月
に
は
「
埼
玉
県
特
別
支
援
教
育
推
進
計
画
」
が
策

定
さ
れ
、
障
が
い
の
有
無
に
か
か
わ
ら
ず
と
も
に
教
育

を
受
け
ら
れ
る
環
境
整
備
と
、
多
様
な
学
び
の
場
の
一

層
の
充
実
を
図
る
こ
と
と
さ
れ
た
。

こ
う
し
て
、
障
が
い
の
あ
る
児
童
を
地
域
で
育
て
る

と
の
方
針
の
も
と
、
本
市
の
特
別
支
援
学
級
は
、
令
和

４
（
２
０
２
２
）
年
度
以
降
、
全
小
中
学
校
に
設
置
さ

れ
て
お
り
、
同
６
（
２
０
２
４
）
年
現
在
、
小
学
校
に

１
５
５
人
、
中
学
校
に
46
人
が
在
籍
し
て
い
る
。

ま
た
、
特
別
支
援
学
級
に
在
籍
す
る
児
童
生
徒
の
保

護
者
に
対
し
て
は
、
家
庭
の
経
済
状
況
な
ど
に
応
じ
て

教
育
費
用
の
一
部
を
援
助
す
る
「
特
別
支
援
教
育
就
学

奨
励
費
」
制
度
を
実
施
し
て
い
る
。　

学
び
育
ち
サ
ポ
ー
タ
ー　
本
市
で
は
、
個
別
の
課
題

が
あ
る
児
童
生
徒
に
対
し
、
個
別
に
支
援
・
補
助
を
す

る
支
援
員
と
し
て
「
学
び
育
ち
サ
ポ
ー
タ
ー
」
を
配
置

し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
学
校
生
活
に
適
応
で
き
な
い
児

童
生
徒
の
学
習
や
生
活
の
支
援
を
す
る
た
め
に
平
成
17

（
２
０
０
５
）
年
に
配
置
し
た
「
生
徒
指
導
支
援
員
」
と
、

い
じ
め
の
未
然
防
止
の
た
め
同
25
（
２
０
１
３
）
年
度

か
ら
全
て
の
中
学
校
に
配
置
し
て
い
た
「
い
じ
め
等
対

応
支
援
員
」
を
統
合
し
て
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年

度
に
新
た
に
創
設
し
た
も
の
で
あ
る
。
多
様
化
し
た
支

援
ニ
ー
ズ
に
対
し
て
弾
力
的
で
効
果
的
な
対
応
を
図
る

こ
と
と
し
て
、
小
中
学
校
19
校
に
２
人
ず
つ
計
38
人
を

配
置
し
て
い
る
（
令
和
７
年
度
か
ら
東
台
小
学
校
の
休

校
に
よ
り
18
校
、
36
人
）。

サ
ポ
ー
タ
ー
は
市
立
の
小
中
学
校
に
勤
務
し
、
教
育

相
談
担
当
職
員
、
特
別
支
援
教
育
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、

学
級
担
任
な
ど
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
児
童
生
徒
や

学
級
へ
の
支
援
を
行
う
と
と
も
に
、
学
級
担
任
の
補
助

を
行
う
。
ま
た
、
学
級
の
円
滑
な
運
営
を
支
援
す
る
必

要
が
あ
る
場
合
、
学
級
集
団
の
健
全
な
成
長
と
個
に
応

じ
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
の
育
成
や
学
習
環
境

の
整
備
を
図
る
こ
と
と
し
て
い
る
。

■
■ 

学
校
新
設
・
統
合
　

本
市
は
、
合
併
以
前
か
ら
住
宅
需
要
に
伴
う
大
規
模

マ
ン
シ
ョ
ン
や
住
宅
の
建
設
に
よ
り
人
口
が
増
加
し
、

子
育
て
世
代
の
転
入
増
に
よ
り
児
童
・
生
徒
数
が
急
増

し
た
。
そ
の
一
方
で
、
開
発
制
限
な
ど
に
よ
り
人
口
が

統合した上野台小学校の校門前
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減
少
し
た
地
区
も
生
じ
、
市
域
で
の
児
童
数
の
偏
在
が

顕
著
と
な
っ
た
こ
と
か
ら
、
学
校
の
統
合
と
い
う
課
題

に
対
処
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

旧
上
福
岡
市
立
第
２
・
４
小
学
校
の
統
合　
平
成
14

（
２
０
０
２
）
年
４
月
、
旧
上
福
岡
市
立
第
２
小
学
校

と
旧
上
福
岡
市
立
第
４
小
学
校
が
統
合
し
、「
上
福
岡

市
立
上
野
台
小
学
校
」
が
開
校
し
た
（
そ
の
後
、
平
成

17
年
の
市
町
合
併
に
よ
り
「
ふ
じ
み
野
市
立
上
野
台
小

学
校
」
と
な
る
）。

こ
の
地
区
で
は
、
昭
和
34
（
１
９
５
９
）
年
６
月
、

旧
火
工
廠
敷
地
内
に
造
ら
れ
て
い
た
分
教
場
の
独
立
を

求
め
る
声
が
上
が
り
、
プ
レ
ハ
ブ
仮
校
舎
３
教
室
を
増

築
し
て
同
36
（
１
９
６
１
）
年
４
月
に
町
立
第
２
小
学

校
と
し
て
開
校
し
た
。
そ
の
後
も
昭
和
47
（
１
９
７
２
）

年
の
市
制
施
行
を
経
て
児
童
数
は
増
加
し
た
が
、
同
52

（
１
９
９
７
）
年
頃
を
ピ
ー
ク
に
徐
々
に
減
少
傾
向
と

な
っ
た
。
同
時
期
に
は
市
立
第
３
小
学
校
の
よ
う
に
過

密
な
学
校
が
あ
る
一
方
、
上
福
岡
駅
周
辺
の
学
校
で
は

空
き
教
室
が
出
る
な
ど
児
童
数
の
地
域
差
が
目
立
ち
始

め
た
。
こ
う
し
て
平
成
14
（
２
０
０
２
）
年
に
、
隣
接

し
た
第
２
小
学
校
と
第
４
小
学
校
が
統
合
さ
れ
た
が
、

同
時
に
市
内
小
・
中
学
校
全
校
の
校
名
変
更
が
実
施
さ

れ
た
。

東
台
小
学
校
、
東
原
小
学
校
の
分
離
統
合　
大
井
・

苗
間
地
域
は
、
土
地
区
画
整
理
事
業
の
進
展
な
ど
に
よ

り
人
口
の
増
加
が
進
み
、
通
学
区
域
の
東
原
小
学
校

は
、
分
離
前
年
に
あ
た
る
平
成
20
（
２
０
０
８
）
年
度

の
児
童
数
が
１
１
６
３
人
、
学
級
数
が
35
に
達
す
る
大

規
模
校
と
な
っ
て
い
た
。
児
童
の
適
切
な
教
育
環
境
と

し
て
、
学
校
規
模
は
12
～
18
学
級
が
標
準
と
さ
れ
て
お

り
、
大
規
模
校
の
弊
害
と
し
て
、
学
校
行
事
な
ど
で
児

童
一
人
一
人
の
活
躍
の
場
や
機
会
が
少
な
く
な
る
こ

と
、
異
学
年
交
流
の
機
会
が
設
定
し
に
く
く
な
る
こ
と
、

児
童
間
の
人
間
関
係
が
希
薄
化
す
る
こ
と
、
教
員
に
よ

る
児
童
の
行
動
把
握
や
き
め
細
か
い
指
導
が
難
し
く
な

る
こ
と
な
ど
が
指
摘
さ
れ
て
い
た
。

大
規
模
校
解
消
の
た
め
小
学
校
の
新
設
が
求
め
ら
れ

た
市
は
、
新
校
開
設
に
伴
い
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）

年
６
月
に
学
区
審
議
会
を
設
置
し
、
地
区
説
明
会
な
ど

で
保
護
者
や
住
民
の
意
見
を
踏
ま
え
た
上
で
、
同
年
８

月
に
教
育
環
境
の
充
実
を
図
る
た
め
の
通
学
区
の
あ
り

方
に
つ
い
て
教
育
長
へ
答
申
し
た
。
同
年
10
月
に
は
新

設
小
学
校
の
校
名
が
「
ふ
じ
み
野
市
立
東
台
小
学
校
」
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に
決
定
し
、
同
校
は
平
成
21
（
２
０
０
９
）
年
４
月
に

16
学
級
４
７
４
人
で
開
校
し
た
。
東
原
小
学
校
は
19
学

級
６
１
３
人
と
な
っ
た
。

そ
の
16
年
後
、
東
台
小
学
校
は
再
び
東
原
小
学
校
と

統
合
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
そ
の
理
由
は
、
令
和
７（
２

０
２
５
）
年
４
月
に
は
児
童
数
が
１
０
０
人
を
下
回
る

見
込
み
で
あ
る
こ
と
、
複
式
学
級
（
複
数
学
年
が
１
学

級
、
基
準
２
学
年
の
合
計
８
人
以
下
）
の
可
能
性
を
避

け
る
た
め
で
あ
る
。

東
台
地
区
一
帯
は
新
た
に
建
築
物
を
建
て
た
り
増
築

し
た
り
す
る
こ
と
を
極
力
抑
え
る
市
街
化
調
整
区
域
で

あ
る
こ
と
か
ら
、
児
童
の
減
少
に
つ
な
が
っ
た
と
考
え

ら
れ
る
。
小
規
模
校
の
課
題
と
し
て
、
多
様
な
考
え
方

に
触
れ
る
こ
と
や
学
び
合
い
の
機
会
が
少
な
く
な
り
や

す
く
、
学
校
行
事
な
ど
集
団
教
育
活
動
に
制
約
が
生
じ

や
す
い
こ
と
、
多
様
な
学
習
・
指
導
形
態
を
と
り
に
く

い
こ
と
、
ク
ラ
ス
替
え
が
困
難
な
こ
と
か
ら
人
間
関
係

や
相
互
の
評
価
が
固
定
化
し
や
す
い
こ
と
な
ど
が
挙
げ

ら
れ
る
。

以
上
の
よ
う
な
点
を
受
け
て
、
本
市
と
市
教
育
委
員

会
で
は
、
東
台
小
学
校
の
小
規
模
校
化
の
課
題
を
解
決

す
る
た
め
、
児
童
や
保
護
者
、
地
域
住
民
、
教
職
員
の

意
見
を
参
考
に
検
討
を
進
め
、
解
決
策
と
し
て
、
小
規

模
特
認
校
制
度
、
学
区
再
編
、
小
中
一
貫
校
、
東
原
小

学
校
と
の
統
合
の
４
案
を
示
し
て
い
た
。

そ
の
後
、
児
童
と
保
護
者
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
、
ド
リ
ー

ム
会
議
（
学
校
運
営
協
議
会
）
や
地
域
懇
談
会
な
ど
を

実
施
、
市
立
小
・
中
学
校
学
区
審
議
会
で
の
審
議
・
答

申
を
踏
ま
え
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
３
月
の
教
育

委
員
会
会
議
に
お
い
て
、
同
７
（
２
０
２
５
）
年
４
月

１
日
に
東
台
小
学
校
と
東
原
小
学
校
を
統
合
す
る
こ
と

が
決
定
し
た
。

統
合
に
向
け
て
市
と
教
育
委
員
会
は
、
学
校
や
Ｐ
Ｔ

Ａ
と
連
携
し
、
子
ど
も
た
ち
を
見
守
る
体
制
づ
く
り
、

通
学
路
の
安
全
対
策
、
保
護
者
の
経
済
的
負
担
軽
減
、

学
校
施
設
な
ど
の
環
境
改
善
を
進
め
た
。
ま
た
、
子
ど

も
た
ち
が
安
心
し
て
統
合
後
の
東
原
小
学
校
に
通
え
る

よ
う
、
児
童
の
交
流
を
図
る
た
め
の
合
同
運
動
会
・
音

楽
会
の
開
催
や
交
流
授
業
、
授
業
参
観
を
実
施
し
た
。

保
護
者
や
地
域
住
民
に
向
け
て
は
、
統
合
に
向
け
た
準

備
へ
の
参
加
を
依
頼
し
、
交
流
活
動
な

ど
を
企
画
・
運
営
す
る
こ
と
と
し
た
。 

■
■ 
改
修
・
耐
震
工
事

学
校
施
設
は
、
学
校
教
育
活
動
を
行

う
た
め
の
基
盤
と
な
る
こ
と
か
ら
、
安

全
・
安
心
で
良
好
な
施
設
の
確
保
、
多

様
な
学
習
内
容
に
応
じ
た
教
育
環
境
の

整
備
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、
校

舎
の
建
築
か
ら
約
60
年
を
経
過
す
る
学

校
も
出
て
き
て
お
り
、
継
続
的
に
大
規

模
改
造
工
事
を
実
施
し
て
い
く
な
ど
、

計
画
的
な
更
新
が
必
要
と
な
っ
て
き
て

い
る
。

小
中
学
校
の
大
規
模
改
修
・
耐
震
工
事　
本
市
で
は

都
市
基
盤
整
備
の
実
施
や
大
規
模
マ
ン
シ
ョ
ン
な
ど
の

建
設
に
よ
り
、
前
述
し
た
よ
う
に
児
童
生
徒
数
が
急
増

し
、
教
室
不
足
解
消
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
加
え
て
、

学
校
施
設
は
昭
和
30
年
代
か
ら
40
年
代
に
お
け
る
人
口

急
増
時
期
に
建
設
さ
れ
た
も
の
が
多
く
、
計
画
的
な
維

持
保
全
の
た
め
大
規
模
改
修
事
業
な
ど
に
よ
る
施
設
整

備
が
急
が
れ
た
。

そ
の
た
め
、
昭
和
39
（
１
９
６
４
）
年
か
ら
同
57
（
１

９
８
２
）
年
に
か
け
て
建
設
さ
れ
た
校
舎
に
つ
い
て
は
、

平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
か
ら
計
画
的
に
大
規
模
改
造

工
事
を
順
次
実
施
し
、
児
童
・
生
徒
の
学
習
環
境
の
改

善
と
と
も
に
、
ト
イ
レ
の
改
修
も
同
時
に
進
め
て
い
る
。

ま
た
、
義
務
教
育
諸
学

校
等
の
施
設
費
の
国
庫
負

担
等
に
関
す
る
法
律
に
基

づ
く
学
校
施
設
環
境
改
善

交
付
金
を
活
用
し
て
、
耐

震
補
強
や
大
規
模
改
造
な

ど
の
事
業
を
進
め
て
い

る
。
市
が
所
有
す
る
建
築

物
の
耐
震
改
修
に
つ
い
て

は
、
全
て
の
小
学
校
お
よ

び
中
学
校
の
耐
震
化
を
優

先
的
に
進
め
、
平
成
24

（
２
０
１
２
）
年
度
に
は

耐
震
化
工
事
が
完
了
し
た
。

耐震化工事を行った学校
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エ
ア
コ
ン
設
置　
近
年
の
異
常
気
象
と
も
呼
べ
る
夏

季
の
気
温
上
昇
に
警
戒
が
呼
び
か
け
ら
れ
る
よ
う
に
な

り
、
平
成
19
（
２
０
０
７
）
年
に
は
猛
暑
日
や
熱
中
症

が
天
気
予
報
の
用
語
と
し
て
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
こ
う
し
た
危
険
な
暑
さ
か
ら
子
ど
も
を
守
る
た
め

教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
の
設
置
が
急
速
に
進
み
、
全
国
の

公
立
小
中
学
校
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン
設
置
率
（
普
通
教

室
）
は
、
平
成
22
（
２
０
１
０
）
年
の
19
・
３
％
か
ら

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
に
は
95
・
７
％
に
ま
で
達
し

た
。本

市
で
も
、
良
好
な
学
習
環
境
を
確
保
す
る
た
め
、

平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
度
か
ら
教
室
へ
の
エ
ア
コ
ン

設
置
を
開
始
し
、
翌
26
（
２
０
１
４
）
年
度
に
は
全
小

中
学
校
で
の
設
置

を
完
了
し
た
。
特

別
教
室
（
要
望

室
）に
つ
い
て
も
、

平
成
28
（
２
０
１

６
）
年
度
か
ら
２

か
年
計
画
で
設
置

し
た
。
埼
玉
県
内

で
小
中
学
校
の
設

置
率
１
０
０
％
を

達
成
し
た
の
は
、

本
市
が
３
番
目
で

あ
っ
た
。

ま
た
、
令
和
３

（
２
０
２
１
）
年
度
に
は
全
て
の
小
中
学
校
の
体
育
館

に
空
調
を
設
置
し
た
。
加
え
て
、
避
難
所
と
し
て
の
利

用
も
考
慮
し
、
非
常
用
発
電
機
の
設
置
や
調
光
式
Ｌ
Ｅ

Ｄ
照
明
へ
の
更
新
、
ト
イ
レ
改
修
な
ど
を
実
施
し
た
。

さ
ら
に
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度
に
は
福
岡
中

学
校
、
葦
原
中
学
校
お
よ
び
花
の
木
中
学
校
の
武
道
場

に
空
調
を
設
置
し
、
教
育
環
境
の
充
実
を
図
っ
た
。

■
■ 

情
報
化
へ
の
対
応
　

タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
配
備　
本
市
で
は
、
文
部
科
学
省

の
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
（
教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
充

実
を
図
り
、
教
員
や
子
ど
も
た
ち
の
力
を
最
大
限
に
引

き
出
す
こ
と
を
目
指
す
取
り
組
み
）
を
実
現
す
る
た
め
、

児
童
生
徒
へ
の
１
人
１
台
の
端
末
配
備
や
高
速
大
容
量

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
環
境
の
整
備
を
計
画
的
に
進
め
て
い

る
。
構
想
で
は
、
多
様
な
子
ど
も
た
ち
一
人
一
人
に
個

別
最
適
化
さ
れ
、
資
質
や
能
力
が
確
実
に
育
成
で
き
る

教
育
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
の
実
現
を
目
指
す
と
し
て
い
る
。 

令
和
２
（
２
０
２
０
）
年
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
１
９

０
０
台
を
購
入
し
、
家
庭
学
習
を
支
援
す
る
た
め
と
し

て
、
小
学
校
６
年
生
と
中
学
校
３
年
生
に
貸
し
出
し

た
。
当
初
は
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
度
ま
で
に
児
童

生
徒
約
９
０
０
０
人
全
員
に
タ
ブ
レ
ッ
ト
を
整
備
す
る

方
針
だ
っ
た
が
、
前
倒
し
で
年
度
内
に
さ
ら
に
６
２
０

０
台
を
購
入
し
て
１
人
１
台
の
配
備
達
成
を
図
っ
た
。 

こ
う
し
て
令
和
３
（
２
０
２
１
）
年
度
に
１
人
１
台

の
タ
ブ
レ
ッ
ト
端
末
の
整
備
が
完
了
し
、
授
業
で
の
端

末
の
活
用
に
加
え
て
、
家
庭
学
習
な
ど
に
お
い
て
も
端

末
の
活
用
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
の
ま
ん
延
に
よ
る
学
級
・
学
年
閉
鎖
の

時
期
に
は
、
学
校
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
授
業
を
生
配
信
す

る
こ
と
が
で
き
た
。
ま
た
、
ド
リ
ル
ソ
フ
ト
を
活
用
し

た
家
庭
学
習
に
も
活
か
さ
れ
た
。

■
■ 

協
働
に
よ
る
学
校
支
援

教
育
活
動
の
実
践
や
環
境
の
整
備
は
、
む
ろ
ん
教
育

行
政
の
み
に
よ
る
も
の
で
は
な
い
。
本
市
が
「
教
育
振

興
基
本
計
画
」
や
「
教
育
大
綱
」
に
掲
げ
る
理
念
や
目

標
に
お
い
て
も
、
そ
の
整
備
と
実
現
の
た
め
に
は
、〝
共

育
〟
の
考
え
方
に
基
づ
き
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
な
ど

教室に設置されたエアコン
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が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
学
び
と
育
ち
を
見
守
る
視

点
が
重
要
と
な
る
。

核
家
族
化
や
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
希
薄
化
が
進
行

す
る
中
に
あ
っ
て
は
、
地
域
力
を
再
興
す
る
目
論
見
の

も
と
に
、
教
育
振
興
と
支
援
に
は
ま
す
ま
す
協
働
の
観

点
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会　

PT
A

（Parent-
T

eacher A
ssociation

）
は
、
学
校
・
家
庭
・
地
域

社
会
に
お
け
る
子
ど
も
た
ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ

て
、
保
護
者
と
教
職
員
が
互
い
に
協
力
し
合
い
、
と
も

に
学
び
、
活
動
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
組
織
さ
れ
た

任
意
団
体
で
あ
る
。
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
は
、
教
育
的
な

活
動
の
ほ
か
に
も
子
ど
も
た
ち
の
安
全
を
守
る
活
動
が

あ
り
、
保
護
者
と
教
職
員
、
地
域
の
人
た
ち
が
協
力
・

連
携
し
て
、
子
ど
も
た
ち
の
日
々
の
安
心
・
安
全
を
見

守
り
支
え
て
い
る
。

ふ
じ
み
野
市
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
合
会
は
、
上
福
岡
市
Ｐ
Ｔ
Ａ

連
合
会
と
大
井
町
Ｐ
Ｔ
Ａ
連
絡
協
議
会
が
解
散
し
た
上

で
、
平
成
18
（
２
０
０
６
）
年
10
月
に
新
た
に
設
立
さ

れ
た
。

学
校
応
援
団　
保
護
者
と
地
域
の
人
た
ち
に
よ
る
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
組
織
と
し
て
「
学
校
応
援
団
」
が
活
動
し

て
い
る
。
こ
れ
は
、
埼
玉
県
が
平
成
17
（
２
０
０
５
）

年
か
ら
実
施
し
た
「
元
気
な
学
校
を
つ
く
る
地
域
連
携

推
進
事
業
」
に
よ
る
取
り
組
み
で
、
本
市
で
は
同
18
（
２

０
０
６
）
年
度
に
さ
ぎ
の
森
小
学
校
で
開
始
し
た
。
現

在
は
全
校
で
学
校
応
援
団
推
進
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。

学
校
応
援
団
の
活
動
は
、
教
育
活
動
の
支
援
を
通
じ

て
家
庭
や
地
域
の
教
育
力
の
向
上
を
目
指
し
、
学
校
・

家
庭
・
地
域
が
一
体
と
な
っ
て
子
ど
も
の
育
成
に
取
り

組
む
こ
と
を
目
指
し
て
い
る
。
活
動
内
容
の
例
と
し
て
、

実
技
や
補
習
な
ど
学
習
活
動
へ
の
支
援
、
通
学
路
の
見

守
り
な
ど
安
心
・
安
全
確
保
へ
の
支
援
、
除
草
や
花
壇

の
整
備
な
ど
学
校
の
環
境
整
備
へ
の
支
援
、
実
技
指
導

や
大
会
引
率
な
ど
部
活
動
・
ク
ラ
ブ
活
動
へ
の
支
援
な

ど
が
あ
る
。

お
や
じ
の
会　
子
ど
も
の
成
長
や
安
全
を
見
守
る
思

い
や
、
家
庭
教
育
で
果
た
す
役
割
に
性
差
は
な
い
。
子

ど
も
の
健
や
か
な
成
長
を
願
う
父
親
の
思
い
を
学
校
や

教
育
の
場
に
向
け
た
い
と
い
う
思
い
が
、「
お
や
じ
の

会
」
結
成
に
つ
な
が
っ
た
。

こ
う
し
た
名
を
名
乗
る
会
の
活
動
は
全
国
の
地
域
や

学
区
で
み
ら
れ

る
が
、
本
市
に

お
い
て
は
、
開

校
翌
年
の
平
成

15（
２
０
０
３
）

年
に
上
野
台
小

学
校
で
始
ま
っ

た
。
同
校
の

「
ひ
か
り
祭
」

で
の
「
輝
き

ジ
ャ
ン
ボ

チ
ャ
ー
ハ
ン
」

は
会
の
象
徴
と
な
っ
て
お
り
、
卒
業
記
念
の
餅
つ
き
大

会
や
運
動
会
の
お
手
伝
い
、
除
草
作
業
な
ど
で
も
活
躍

し
て
い
る
。

東
原
小
学
校
で
は
平
成
25
（
２
０
１
３
）
年
に
お
や

じ
の
会
が
発
足
し
た
。
毎
月
の
あ
い
さ
つ
運
動
や
夏
休

み
の
ラ
ジ
オ
体
操
、
運
動
会
の
サ
ポ
ー
ト
、
そ
し
て
地

区
の
祭
り
や
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
大
会
な
ど
に
も
積
極
的
に

参
加
す
る
こ
と
に
よ
り
、
学
校
、
地
域
、
保
護
者
相
互

の
協
働
の
一
翼
を
担
っ
て
い
る
。

ま
た
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
に
お
や
じ
の
会
が

発
足
し
た
さ
ぎ
の
森
小
学
校
で
は
、
運
動
会
の
サ
ポ
ー

ト
や
卒
業
式
前
の
「
十
二
祭
」
な
ど
で
お
や
じ
の
会
が

活
躍
し
て
い
る
。
令
和
５
（
２
０
２
３
）
年
７
月
に
は

「
夕
涼
み
会
２
０
２
３
」
を
４
年
ぶ
り
に
開
催
し
、
２

０
０
人
余
り
の
参
加
者
が
あ
っ
た
。
事
前
の
準
備
か
ら

当
日
の
運
営
ま
で
お
や
じ
の
会
が
主
催
し
、
水
鉄
砲
合

戦
や
靴
飛
ば
し
大
会
、
ピ
ニ
ャ
ー
タ
割
の
競
技
な
ど
で

盛
り
上
が
り
、
最
後
は
花
火
大
会
で
夏
の
夜
を
楽
し
ん

だ
。そ

の
ほ
か
の
学
校
に
お
い
て
も
、
行
事
の
サ
ポ
ー
ト

や
学
校
の
環
境
整
備
、
学
校
の
支
援
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の

学
校
の
実
態
に
応
じ
活
躍
し
て
い
る
。

学
校
運
営
協
議
会　
平
成
16
（
２
０
０
４
）
年
に
地

方
教
育
行
政
の
組
織
及
び
運
営
に
関
す
る
法
律
が
改
正

さ
れ
、
教
育
委
員
会
が
指
定
す
る
学
校
ご
と
に
「
学
校

運
営
協
議
会
」
を
置
く
こ
と
が
で
き
る
と
規
定
さ
れ
た
。

こ
の
改
正
は
、
公
立
学
校
の
運
営
に
つ
い
て
、
地
域
の

おやじの会（上野台小学校）
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住
民
や
保
護
者
等
の
ニ
ー
ズ
が
多
様
化
、
高
度
化
し
て

い
る
状
況
か
ら
、
こ
れ
ら
の
ニ
ー
ズ
を
学
校
運
営
に
よ

り
一
層
的
確
に
反
映
さ
せ
る
仕
組
み
の
導
入
が
必
要
で

あ
る
と
さ
れ
た
こ
と
に
よ
る
。
ま
た
、
平
成
29
（
２
０

１
７
）
年
の
同
法
の
改
正
に
よ
り
、
学
校
運
営
協
議
会

の
設
置
が
努
力
義
務
化
さ
れ
た
。
本
市
で
は
、
平
成
29

（
２
０
１
７
）
年
度
よ
り
上
野
台
小
学
校
と
東
台
小
学

校
が
モ
デ
ル
校
と
な
り
、
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度

に
小
学
校
全
校
と
大
井
西
中
学
校
、
同
２
（
２
０
２
０
）

年
度
に
市
内
全
小
中
学
校
19
校
に
学
校
運
営
協
議
会
が

設
置
さ
れ
た
。
協
議
会
は
、
学
校
長
や
教
諭
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
、

学
校
応
援
団
、
地
域
住
民
、
行
政
職
員
な
ど
が
委
員
と

な
り
、
学
校
運
営
に
つ
い
て
協
議
・
検
討
を
行
う
。
地

域
協
働
学
校
づ
く
り
に
あ
っ
て
は
、
地
域
学
校
協
働

ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
と
と
も
に
連
携
・
協
働
し
て
「
地
域
と

と
も
に
あ
る
学
校
づ
く
り
」
を
推
進
し
て
い
く
も
の
で

あ
る
。

ま
た
、
学
校
運
営
協
議
会
と
地
域
学
校
協
働
ネ
ッ
ト

ワ
ー
ク
を
つ
な
ぐ
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
を
配
置
し

て
地
域
学
校
協
働
活
動
の
推
進
体
制
づ
く
り
を
進
め
て

い
る
が
、
本
市
で
は
地
域
だ
け
で
な
く
、
行
政
の
各
部

署
が
地
域
学
校
協
働
活
動
に
参
加
し
て
い
る
の
が
特
徴

で
あ
る
。

こ
れ
ま
で
の
教
育
活
動
の
積
み
重
ね
の
上
に
、
さ
ま

ざ
ま
な
団
体
や
組
織
が
地
域
学
校
協
働
活
動
の
も
と
に

連
携
・
協
力
す
る
こ
と
で
、
地
域
の
特
性
を
活
か
し
た

独
自
の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
仕
組
み

に
よ
っ
て
、
本
市
の
教
育
の
基
本
理
念
で
あ
る
「
あ
っ

た
か
な
絆
で
育
む
『
共
育
』」
を
目
指
し
て
い
る
。

地
域
協
働
学
校　
本
市
で
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
の
活
動
に
加

え
学
校
応
援
団
や
お
や
じ
の
会
な
ど
の
地
域
の
団
体
や

住
民
と
連
携
し
た
取
り
組
み
で
、
子
ど
も
た
ち
の
学
び

と
育
ち
を
見
守
り
応
援
し
て
き
た
。
平
成
30
（
２
０
１

８
）
年
度
か
ら
は
新
た
に
、
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
そ

れ
ぞ
れ
の
役
割
や
責
任
を
明
確
に
し
て
、
学
校
と
連

携
・
協
働
す
る
仕
組
み
と
し
て
、
学
校
運
営
協
議
会
を

設
置
し
た
学
校
（
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
ス
ク
ー
ル
）
を
中

心
に
、
地
域
の
教
育
力
を
活
用
し
た
人
づ
く
り
・
ま
ち

づ
く
り
を
推
進
す
る
「
地
域
協
働
学
校
」
の
取
り
組
み

が
ス
タ
ー
ト
し
た
。

こ
の
取
り
組
み
は
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
や
学
校
応
援
団
、
さ
ま

ざ
ま
な
地
域
の
団
体
や
住
民
が
「
地
域
学
校
協
働
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
」
を
つ
く
り
、
学
校
と
目
標
や
ビ
ジ
ョ
ン
を

共
有
す
る
こ
と
で
、
一
体
と
な
っ
て
「
地
域
と
と
も
に

あ
る
学
校
」
づ
く
り
を
進
め
る
も
の
で
あ
る
。

令
和
４
（
２
０
２
２
）
年
度
か
ら
は
、
地
域
の
さ
ま

ざ
ま
な
主
体
と
学
校
を
つ
な
ぐ
こ
と
を
目
的
と
し
た
「
地

域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
（
地
域
学
校
協
働
活
動
推
進

員
）」
を
各
小
中
学
校
に
配
置
し
、
地
域
の
力
と
連
携

を
活
か
し
た
教
育
活
動
の
実
現
を
目
指
し
て
い
る
。

ま
た
、
地
域
学
校
協
働
活
動
の
充
実
に
向
け
て
、

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
同
士
の
つ
な
が
り
が
で
き
る
よ
う
、

「
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
カ
フ
ェ
」
を
定
期
開
催
し

て
い
る
。
取
り
組
み
紹
介
や
少
人
数
で
話
し
合
う
時
間

を
設
け
る
ほ
か
、
地
域
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
全
員
を
対

象
と
し
た
情
報
交
換
会
や
研
修
会
を
開
催
し
、
各
学
校

の
取
り
組
み
や
課
題
を
共
有
し
て
い
る
。

校長

学校運営協議会

学校運営についての協議・検討

教育課程な
ど学校運営
の基本方針
を説明

学校運営協議会委員

‣意見
‣熟議
‣承認

教職員の
任用につい
て意見を
述べます

学校運営に
ついての
意見を
述べます

説明を受け
熟議し

承認します

地域コーディネーター
（旧 ディレクター）

会長

地域学校協働ネットワーク
（地域学校協働本部）

社会教育課

学校運営協議
会のメンバー
として参加

人材の紹介や
派遣の依頼

連携

人材の紹介や
派遣の依頼

地域人材の発掘
協力のよびかけ

地域・
学校応援団

図3-7　地域コーディネーターの役割
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■
■ 

給
食
と
食
育

本
市
は
、「
教
育
振
興
基
本
計
画
」
に
お
い
て
、
全

て
の
子
ど
も
た
ち
の
心
身
の
健
康
と
成
長
を
促
す
質
の

高
い
教
育
環
境
を
そ
の
目
的
の
一
つ
に
掲
げ
て
い
る
。

学
校
給
食
は
、
適
切
な
栄
養
の
摂
取
に
よ
り
、
成
長
期

に
あ
る
児
童
生
徒
の
心
身
の
健
全
な
発
達
に
資
す
る
も

の
で
、
給
食
の
時
間
は
、
義
務
教
育
の
９
年
間
で
食
に

関
す
る
正
し
い
知
識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け

る
こ
と
を
目
標
に
、
食
育
の
場
と
し
て
の
役
割
も
果
た

し
て
い
る
。

本
市
の
学
校
給
食
は
、
令
和
６
（
２
０
２
４
）
年
度

で
毎
日
約
１
万
食
を
市
内
の
小
学
校
13
校
、
中
学
校
６

校
に
提
供
し
て
い
る
（
令
和
７
年
度
か
ら
は
、
東
台
小

学
校
と
東
原
小
学
校
の
統
合
に
よ
り
、
小
学
校
12
校
、

中
学
校
６
校
に
提
供
）。

Ｐ
Ｆ
Ｉ
に
よ
る
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
建
て
替
え
・

運
営　

本
市
の
学
校
給
食
は
、
旧
大
井
町
で
昭
和
45

（
１
９
７
０
）
年
４
月
（
大
井
町
立
第
１
給
食
セ
ン
タ
ー
）

に
、
旧
上
福
岡
市
で
は
同
46
（
１
９
７
１
）
年
１
月
（
福

岡
町
学
校
給
食
共
同
調
理
場
）
に
共
同
調
理
方
式
に
よ

り
完
全
給
食
を
開
始
し
た
。
そ
の
後
の
児
童
・
生
徒
の

増
加
に
伴
い
、
調
理
能
力
の
拡
大
や
新
セ
ン
タ
ー
の
建

設
な
ど
で
対
応
し
て
き
た
が
、
老
朽
化
に
よ
り
大
井
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
９
月
、

新
た
に
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
方
式
で
開
設
し
た
。

上
福
岡
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
は
、
平
成
６
（
１
９
９

４
）
年
か
ら
同
８
（
１
９
９
６
）
年
に
か
け
て
大
規
模

な
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
を
行
っ
た
が
、
築
40
年
が
経
過
し
ウ

エ
ッ
ト
シ
ス
テ
ム
方
式
（
床
が
常
に
水
で
濡
れ
た
ま
ま

に
な
っ
て
い
る
方
式
で
衛
生
面
で
の
問
題
が
あ
る
と
さ

れ
る
）
の
施
設
で
あ
る
こ
と
か
ら
、「
学
校
給
食
衛
生

管
理
基
準
」
へ
の
対
応
が
困
難
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の

た
め
平
成
23
（
２
０
１
１
）
年
に
、「
安
心
・
安
全
な

好
ま
し
い
学
校
給
食
の
提
供
」
を
理
念
と
し
た
「
ふ
じ

み
野
市
学
校
給
食
施
設
更
新
事
業
基
本
計
画
」
を
策
定

し
、
新
セ
ン
タ
ー
の
設
立
に
着
手
し
た
。
施
設
の
形
態

は
費
用
対
効
果
に
優
れ
る
共
同
調
理
場
方
式
と
し
、
Ｐ

Ｆ
Ｉ
方
式
（
民
間
の
資
金
と
経
営
能
力
・
技
術
力
を
活

用
し
、
公
共
施
設
な
ど
の
設
計
・
建
設
・
改
修
・
維
持

管
理
・
運
営
を
行
う
公
共
事
業
の
手
法
）
の
導
入
を
計

画
し
た
。
な
お
、
献
立
作
成
や
食
材
の
調
達
・
検
収
、

検
食
や
食
育
に
つ
い
て
は
、
引
き
続
き
市
が
責
任
を

持
っ
て
実
施
す
る
も
の
と
し
た
。

新
調
理
場
は
ド
ラ
イ
シ
ス
テ
ム
の
施
設
と
な
り
、
１

日
７
０
０
０
食
の
調
理
能
力
に
対
し
当
面
の
提
供
食
数

は
約
５
３
０
０
食
を
想
定
し
た
。
調
理
員
数
は
約
40
人

と
し
、
民
間
委
託
す
る
こ
と
に
よ
り
市
事
業
よ
り
約
１

割
の
費
用
低
減
が
見
込
ま
れ
た
。
ま
た
、
ア
レ
ル
ギ
ー

除
去
食
を
調
理
す
る
た
め
の
専
用
の
調
理
室
を
設
置
す

る
ほ
か
、
見
学
コ
ー
ス
や
会
議
・
研
修
・
調
理
実
習
な

ど
も
行
え
る
会
議
室
、
多
目
的
室
な
ど
も
備
え
る
施
設

と
し
た
。
な
お
、
災
害
時
の
調
理
に
適
し
た
調
理
機
器

の
選
定
や
熱
源
の
多
様
化
を
図
り
、
炊
き
出
し
に
も
対

応
可
能
な
施
設
と
し
た
。

平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
４
月
、
上
福
岡
学
校
給
食

セ
ン
タ
ー
を
廃
止
し
、
新
し
い
給
食
セ
ン
タ
ー
と
し
て

「
な
の
花
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
が
稼
働
し
た
。
ま
た
、

平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
開
設
さ
れ
た
大
井
学
校
給

食
セ
ン
タ
ー
は
現
状
を
維
持
し
た
上
、「
あ
お
ぞ
ら
学

校
給
食
セ
ン
タ
ー
」
と
名
称
を
変
更
し
た
。
給
食
で
使

用
す
る
食
器
は
同
セ
ン
タ
ー
の
稼
働
に
合
わ
せ
、
市
内

全
校
で
ふ
じ
み
ん
絵
柄
を
施
し
た
３
点
食
器
（
飯
椀
、

汁
椀
、
皿
）
に
変
更
し
た
。

なの花学校給食センター
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食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食　
学
校
に
お
け
る
子
ど
も

の
健
康
管
理
の
中
で
も
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
つ
い
て
は

細
心
の
注
意
を
払
う
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

平
成
24
（
２
０
１
２
）
年
12
月
に
、
東
京
都
調
布
市

で
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
が
学
校
給
食
終
了
後

に
ア
ナ
フ
ィ
ラ
キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
の
疑
い
に
よ
り
亡
く

な
る
と
い
う
事
故
が
発
生
し
た
。
こ
れ
を
受
け
て
文
部

科
学
省
は
、
平
成
26
（
２
０
１
４
）
年
３
月
に
「
今
後

の
学
校
給
食
に
お
け
る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
に
つ
い

て
（
通
知
）」
を
発
出
し
た
。
本
市
教
育
委
員
会
で
は
、

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
事
故
防
止
を
最
優
先
す
る
と

い
う
視
点
に
立
っ
て
実
態
調
査
を
行
い
、
平
成
27
（
２

０
１
５
）
年
11
月
に
「
ふ
じ
み
野
市
学
校
給
食
に
お
け

る
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
を
策
定
し
た
。

そ
し
て
、
学
校
お
よ
び
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の
状
況
と

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
の
あ
る
児
童
生
徒
の
実
態
を
総
合
的

に
判
断
し
、
医
師
の
診
断
と
指
示
に
基
づ
い
た
食
物
ア

レ
ル
ギ
ー
対
応
を
実
施
す
る
も
の
と
し
た
。 

こ
れ
に
基

づ
き
本
市
で
は
、
平
成
28
（
２
０
１
６
）
年
度
か
ら
卵

か
乳
の
み
を
ア
レ
ル
ゲ
ン
に
も
つ
児
童
に
対
し
て
食
物

ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
（
卵
乳
除
去
食
）
を
提
供
し
て
き

た
。
令
和
元
（
２
０
１
９
）
年
度
の
２
学
期
か
ら
は
、

卵
か
乳
お
よ
び
そ
の
ほ
か
の
ア
レ
ル
ゲ
ン
を
も
つ
児
童

も
対
象
と
し
た
。

食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
（
卵
乳
除
去
食
）
は
、
な

の
花
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
が
調
理
・
配
送
し
て
お
り
、

医
師
の
診
断
に
基
づ
く
食
物
ア
レ
ル
ギ
ー
対
応
食
を
１

日
最
大
80
食
を
限
度
と
し
て
提
供
し
て
い
る
。
開
始
当

初
に
約
10
食
だ
っ
た
提
供
数
は
、
令
和
２
（
２
０
２
０
）

年
度
に
26
食
に
な
り
、
同
６
（
２
０
２
４
）
年
度
に
は

43
食
を
提
供
し
て
い
る
。
ま
た
、
飲
用
牛
乳
の
お
茶
へ

の
代
替
や
メ
ニ
ュ
ー
ご
と
の
原
材
料
が
分
か
る
献
立
表

を
全
児
童
生
徒
に
配
布
す
る
な
ど
し
て
、
安
全
性
の
確

保
を
最
優
先
し
た
対
応
を
行
っ
て
い
る
。

食
育　
「
食
育
」
と
は
、
食
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な

知
識
と
食
を
選
択
す
る
判
断
力
を
身
に
付
け
る
た
め
の

学
習
や
取
り
組
み
の
こ
と
で
あ
る
。
近
年
、
偏
っ
た
栄

養
摂
取
や
間
食
、
朝
食
欠
食
な
ど
食
生
活
の
乱
れ
に
よ

る
肥
満
・
痩
身
傾
向
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
の
食
習
慣
を

取
り
巻
く
問
題
が
深
刻
化
し
て
い
る
。
ま
た
、
食
を
通

じ
て
地
域
へ
の
関
心
や
食
文
化
の
継
承
を
図
る
こ
と
、

自
然
の
恵
み
や
勤
労
の
大
切
さ
な
ど
を
理
解
す
る
側
面

に
つ
い
て
も
重
要
視
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

わ
が
国
で
は
平
成
17
（
２
０
０
５
）
年
に
食
育
基
本

法
、
同
18
（
２
０
０
６
）
年
に
は
食
育
推
進
基
本
計
画

が
策
定
さ
れ
、
子
ど
も
た
ち
が
食
に
関
す
る
正
し
い
知

識
と
望
ま
し
い
食
習
慣
を
身
に
付
け
る
こ
と
が
で
き
る

よ
う
、
学
校
に
お
い
て
も
積
極
的
に
食
育
に
取
り
組
む

こ
と
が
定
め
ら
れ
た
。

本
市
で
は
、
平
成
30
（
２
０
１
８
）
年
９
月
策
定
の

「
ふ
じ
み
野
元
気
・
健
康
プ
ラ
ン
」
に
お
い
て
、「
食
育

推
進
計
画
」
が
基
本
目
標
の
一
つ
と
し
て
位
置
付
け
ら

れ
た
（
令
和
６
年
３
月
に
「
第
２
期
ふ
じ
み
野
元
気
・

健
康
プ
ラ
ン
」
策
定
）。
食
育
の
実
施
例
と
し
て
は
、

給
食
の
使
用
食
材
か
ら
食
品
の
持
つ
栄
養
と
そ
の
働
き

を
学
習
し
た
り
、
食
べ
残
し
の
問
題
か
ら
食
品
ロ
ス
に

つ
い
て
学
ん
だ
り
と
、
子
ど
も
た
ち
の
発
達
段
階
に
応

じ
た
取
り
組
み
が
あ
る
。
ま
た
、
食
育
で
学
ん
だ
こ
と

が
家
庭
生
活
や
将
来
の
食
習
慣
に
活
か
さ
れ
る
た
め

に
、
食
育
を
通
し
た
学
校
と
家
庭
の
連
携
に
努
め
て
い

る
。

教室の給食風景
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i n t e r v i e w ❹

ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
会
長

山 
城  
い
づ
み 

さ
ん

昭
和
42
（
１
９
６
７
）
年
、
群
馬
県
吾
妻
郡
中
之
条
町
生
ま
れ
。

子
ど
も
の
小
学
校
入
学
を
機
に
旧
上
福
岡
市
に
転
入
。
小
中
学

校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
、
ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協

議
会
副
会
長
（
平
成
20
年
度
～
25
年
度
）、
平
成
26
（
２
０
１
４
）

年
度
か
ら
会
長
。
そ
の
ほ
か
青
少
年
育
成
ふ
じ
み
野
市
民
会
議

役
員
、
ふ
じ
み
野
市
児
童
セ
ン
タ
ー
運
営
委
員
会
副
会
長
、
ふ

じ
み
野
市
子
ど
も
・
子
育
て
会
議
副
会
長
な
ど
を
務
め
る
。

●
●
か
る
た
大
会
や
ま
つ
り
を
通
じ
た
活
動
を
中
心
に

子
ど
も
会
は
、
小
学
校
１
年
生
か
ら
６
年
生
ま
で
の
全

学
年
か
ら
な
る
異
年
齢
の
集
団
で
す
。
そ
の
中
で
の
行
事

を
通
し
て
、
大
き
い
子
が
小
さ
い
子
の
面
倒
を
見
る
と
か
、

気
に
か
け
て
あ
げ
る
こ
と
で
、
お
の
ず
と
優
し
さ
な
ど
が

育
ち
受
け
継
が
れ
て
い
く
大
切
な
場
に
な
っ
て
い
る
と
考

え
て
い
ま
す
。

ふ
じ
み
野
市
子
ど
も
会
育
成
団
体
連
絡
協
議
会
（
市
子

連
）
で
は
、
そ
ん
な
各
地
域
の
単
位
子
ど
も
会
に
加
入
し

て
い
た
だ
き
、
お
互
い
に
助
け
合
っ
て
活
動
を
行
っ
て
い

ま
す
。
そ
の
中
の
主
な
行
事
の
一
つ
に
、
県
主
催
の
「
彩

の
国
21
世
紀
郷
土
か
る
た
県
大
会
」
へ
の
参
加
が
あ
り
ま

す
。
毎
年
12
月
に
ふ
じ
み
野
市
大
会
が
あ
り
、
優
勝
者
は

翌
年
３
月
の
県
大
会
に
出
場
し
ま
す
。

大
会
の
開
催
に
あ
た
っ
て
は
、
各
子
ど
も
会
か
ら
選
ば

れ
た
市
子
連
の
委
員
が
審
判
な
ど
を
務
め
て
い
ま
し
た
が
、

そ
の
練
習
や
準
備
の
負
担
が
多
か
っ
た
こ
と
も
、
子
ど
も

会
が
市
子
連
を
脱
退
す
る
一
因
と
な
っ
て
い
ま
し
た
。
そ

こ
で
、
他
市
の
例
に
な
ら
い
中
高
生
に
募
集
を
か
け
た
と

こ
ろ
20
人
前
後
が
集
ま
り
、
中
高
生
た
ち
が
審
判
を
や
っ

て
く
れ
ま
し
た
。
し
か
し
そ
れ
も
コ
ロ
ナ
禍
を
経
て
途
切

れ
て
し
ま
い
、
こ
の
数
年
は
数
人
の
応
募
し
か
な
い
状
況

と
な
っ
て
い
ま
す
。
今
、
か
る
た
大
会
に
参
加
し
て
く
れ

て
い
る
小
学
生
が
中
学
生
に
な
っ
た
時
に
、
審
判
と
し
て

た
く
さ
ん
参
加
し
て
く
れ
る
こ
と
を
願
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
ほ
か
に
は
、
市
制
10
周
年
を
記
念
し
て
で
き
た
「
ふ

じ
み
野
郷
土
カ
ル
タ
」
の
体
験
会
を
年
１
回
開
催
し
て
い

ま
す
。
教
育
委
員
会
主
催
で
始
ま
っ
た
も
の
で
す
が
、
子

ど
も
た
ち
の
郷
土
愛
を
育
く
む
た
め
に
と
市
子
連
が
引
き

継
い
で
行
っ
て
い
ま
す
。

９
月
の
「
ふ
じ
み
野
っ
子
ま
つ
り
」
も
市
子
連
に
と
っ

て
大
き
な
行
事
で
す
。
こ
ち
ら
は
旧
大
井
町
の
子
ど
も
会

で
行
っ
て
い
た
行
事
で
、
地
域
の
人
た
ち
や
ホ
ン
ダ
学
園

の
学
生
さ
ん
に
も
お
手
伝
い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
う

し
て
ふ
じ
み
野
市
の
誕
生
以
降
も
、
か
る
た
大
会
と
ふ
じ

み
野
っ
子
ま
つ
り
を
中
心
に
活
動
を
続
け
て
い
ま
す
。

●
●
組
織
を
継
続
す
る
た
め
の
工
夫
と
こ
れ
か
ら

20
数
団
体
が
加
入
し
て
い
た
25
年
く
ら
い
前
に
比
べ
て

子
ど
も
会
の
加
入
数
が
少
な
く
な
っ
て
し
ま
っ
て
い
ま
す

が
、
組
織
を
継
続
さ
せ
て
い
く
た
め
、
加
入
し
て
い
る
子

ど
も
会
の
委
員
さ
ん
の
負
担
が
な
る
べ
く
少
な
く
な
る
よ

う
に
工
夫
し
な
が
ら
運
営
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
今
後
は

中
学
生
も
支
援
し
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
将
来

的
に
は
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー
ダ
ー
（
＊
）
と
い
う
組
織
を
作
り
、

地
域
で
活
躍
で
き
る
場
を
つ
く
れ
な
い
か
と
考
え
て
い
ま

す
。
た
と
え
ば
、
東
日
本
大
震
災
の
時
に
ジ
ュ
ニ
ア
リ
ー

ダ
ー
が
非
常
に
活
躍
し
た
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
が
、
そ
の

よ
う
な
時
に
向
け
て
防
災
教
育
な
ど
を
行
い
、
地
域
の
中

の
役
割
を
通
じ
た
自
信
の
醸
成
や
、
学
び
に
つ
な
が
っ
て

い
け
れ
ば
い
い
か
な
と
思
い
ま
す
。

＊�

子
ど
も
会
活
動
の
サ
ポ
ー
ト
や
子
ど
も
た
ち
の
活
動
を
手
助
け
す
る
中

高
生
た
ち
の
こ
と

●
●
世
代
交
代
に
向
け
て

今
後
の
活
動
に
限
ら
ず
、
世
代
交
代
に
向
け
て
人
員
の

充
実
が
課
題
で
す
が
、
と
は
い
え
子
ど
も
会
の
親
御
さ
ん

た
ち
は
ま
だ
現
役
で
忙
し
い
。
そ
こ
で
、
子
育
て
が
終
わ
っ

た
ら
市
子
連
に
戻
っ
て
お
い
で
と
か
、
い
つ
で
も
待
っ
て

い
る
よ
と
か
声
か
け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
か
る
た
大

会
を
お
手
伝
い
す
る
た
め
に
残
っ
て
く
だ
さ
っ
て
い
る
方
々

も
い
る
の
で
、
そ
う
い
う
つ
な
が
り
を
広
げ
て
い
け
れ
ば

よ
い
の
で
は
と
考
え
て
い
ま
す
。
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